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凡例 

 

 本報告書の調査過程では、LINE をはじめとした複数の手段で、複数のインフォーマン

トに対し、さまざまな日にインタビュー等を実施した。本文中でそれらの調査データを

参照する際に、次のような記号を用いる（詳細は第 2 章を参照）。 
 

（記述例） ホン・ドンミンさんは「○×△」と言った（KA0604L）。 

 
①最初の 1 字：K（韓国・全北大）／J（日本・同志社大） 
②2 番目の 1 字：インフォーマントの記号 

 
（備考）調査内容はかなりプライベートなことを含むため、報告書を通じて、全北大の

学生の名前は全て仮名とする。 
③最後の 1 字：調査方法およびデータの種類 

L：LINE（テキスト）   F：フォーム回答・書面回答  
A：自己ライフヒストリー   T：時間利用記録  
M：経済活動記録    G：集団観察記録 
V：ビデオ会議インタビュー 

④真ん中の 4 字：日付 
LINE(L)、フォーム(F)、ライフヒストリー(A)は記述・回答の日 
生活観察記録(T, M, G)はその行為がなされた日 
ビデオ会議インタビュー(V)は実施日  

KA0604L
①地域区分

②インフォーマント記号

④調査実施日

③調査手段

仮名 ハングル表記 記号 名前 記号

ホン・ドンミン 홍동민 A 瀬崎颯斗 Q
キム・ジェヒョン 김재현 S 紙浦 直也 W
オ・ウヌ 오은우 C 森口雄介 G
ユン・ジアン 윤지안 Z 白土絵梨 E
イム・ギュリ 임규리 D 何 欽 T
ハン・ジウォン 한지원 O 中村早希 N
イ・ヒョンジュン 이현준 L 温 文熙 B
カン・ソジン 강서진 K 中島美瑛 R

キャリア、冬ソナ ムン・ソンウン 문성운 U 金漢拏 H
若者…、たけのこ イ・ミレ 이미래 P 金汝卿 Y

大学院生

区分

　キャリア

　若者の社会問題

　都市と農村
（たけのこ班）

　文化コンテンツ
（冬ソナ班）

班分け
（班の愛称）

調査対象者 調査実施者

日本側（同志社大学）韓国側（全北大学校）

大学生
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１ はじめに 

（板垣竜太） 
 
 2020 年は、未来形で語るということがいかにさまざまな暗黙の前提のうえに成り立っ

ていたのかを痛みとともに思い知らされる年となった。「何月何日に何をします」、「い

つまでにこれをやります」といった予定や約束、計画が次々と霧散ないし計画変更を余儀

なくされてきた。 
 この社会調査実習も、私は授業のシラバスには次のように書いていた。 
 

 本調査実習では、京都市内にある在日コリアンのための高齢者支援施設の協力の

もと、1・2 世の高齢者のライフヒストリーを記録することで、企画から報告書の作

成までにまたがる社会調査の全過程について体験を通じて身につけることを目標と

する。マイノリティのライフヒストリー研究には、マジョリティを対象とするとき

に以上に繊細さや歴史・社会・文化に関する知識を必要とする。本実習ではまず 20
世紀を生きた在日コリアンの生活／人生（=life）を聴き取るのに必要不可欠な先行研

究を読み解く。それとともに、どのような調査にとっても必要となる社会調査の知

識と心構えを養う。そのうえで、調査の企画、インタビュー、フィールドノーツの

作成、パーソナル・ドキュメンツの分析、エディティング、報告書の作成まで社会

調査の全過程を、ひととおり実習を通じて学習する。 
 
このシラバスを書いたのは 2019 年 1 月初旬だったと思う。東九条に NPO 法人京都コリア

ン生活センター「エルファ」の高齢者デイサービス施設があるが、そこに通う方々に話を

うかがおうと考え、施設側の了承も得ていた。その頃、既に中国の武漢を中心に新型コロ

ナウイルス感染症（COVID-19）が広がりつつあった。しかし当時は、この感染症がパン

デミックとなり、世界を揺るがすことになろうとは、まだ全く想像が及ばなかった。 
 しばらくして、この COVID-19 が、かなりの割合の人々にとってはコロナ風邪と同じ程

度に弱毒性のものであるが、屋内で人が集まったり密接に喋ったり近しく接したりすると

きに感染リスクが高まるのみならず、自覚症状が出る前から高い感染力を発揮するため、

結果的に無症候性キャリアを通じて急速に感染が広がる一方で、一定の確率で重症化する

ケースがあることも間違いなく、とりわけそのリスクが高齢になるほど高いという、非常

に厄介な感染症であることが分かってきた。 
 これは、この社会調査実習の計画にとって、文字どおり「致命的」な特徴である。イン

タビューなどのいわゆる質的調査には、感染症用語でいうところの「濃厚接触」が不可欠
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である。あまり周囲の目を気にしなくてよい部屋などで、顔を合わせてゆっくり会話しな

がら関係をつくり、少しずつ話を聴いていくということは、ライフヒストリー研究にとっ

て無くてはならないプロセスである。ところが、そのことが相手に大きな感染リスクを負

わせてしまいかねない。3 月上旬、中旬、下旬と開講時期が近づくにつれて、感染は収束

するどころか拡大を続け、この計画の実施は絶望的になった。 
 では、どうするか。ひとつの選択肢は実習そのものを断念し、不開講とすることだった。

私は 2020 年の 8 月から 1 年間の在外研究を予定していたので（嗚呼、この計画も結局は

霧散した）、春学期だけで完結する実習をおこなう必要があった。ただでさえ半期で報告

書までたどり着くのは簡単なことではないのに、このコロナ禍では無理ではないか。その

ようにも考えた。 
 しかし、この状況だからといって調査すること自体をやめるというのは、何か大事なも

のを放棄してしまうことになるのではないかとも考えた。困難な状況でも、人々は距離を

置きながら、関係しつづけ、生活をしている。関係があり、生活があるのに、研究する側

が「濃厚接触」できないから社会調査ができないなどというのは、地形が急に想定外のも

のになったから地図を描くのをやめたというようなものではないか。 
 といっても、私ひとりならまだしも、調査初心者の学部生が複数参加する実習である以

上、相手になってくださる方々が、この特殊な状況下での特殊な調査の試みを理解し、多

少失敗があったとしても、協力してくださるような関係でないと難しい。在日の高齢者に、

そのような試みに付き合わせるのは忍びなかった。ではどうするか。 
 これまでの実習では、近場で話を聴ける方々を対象にすることを前提に計画を立ててき

た。しかし、近くに住んでいて、会おうと思えば会えるのに、対面では会えないというの

は、それ自体互いにストレスである。仮に先方が了承して面談できたとしても、距離をと

って、感染リスクにびくびくしながらインタビューしても、双方にとってよいことはない。

対面で会えることを計画の前提に据えられないのであれば、いっそのこと、近場でない

人々、対面で会うことが容易でない人々、すなわち例年の社会調査実習であればまず研究

対象としない人々を相手に、一から計画を立て直そう。そのように発想を転換した。 

 そこで思い出したのは、以前のゼミの韓国合宿だった。韓国の全北
チョンブク

大学校には、私の

大学院時代の先輩である林慶澤
イム ギョンテク

先生がいる。4 年前（2016 年度）まで、板垣ゼミでは夏

になると学生と一緒に全州
チョンジュ

に行き、そこの日文科の学生らと交流ゼミをおこなってきた。

班分けし、「男女関係」「就職」「家族」といったテーマを設定し、日韓比較の議論をお

こない、最後に班毎にその結果を披露するというものである。コミュニケーションは、日

本語やら、英語やら、通訳・翻訳アプリやらを使いながら、何とかなっていた。であれば、

オンラインのコミュニケーション・ツールを使って、大学生どうし会話を交わすことは可

能ではないか。 
 このやり方を思いついた私は、すぐに林慶澤先生に電話した。ありがたいことにふたつ
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返事で引き受けてくださった。林先生は既に日文科から考古人類学科（文化人類学と考古

学を学ぶ学科）に移籍していたため、日本語ができる学生の確保は困難だった。それでも

構わないということで、日本の学生と交流しながら互いに調査した学生を募ることになっ

た。これが科目登録開始直前の 3 月下旬のことだった。 
 これで何とかなりそうということで、社会調査実習のクラスを決めるための募集メッセ

ージには次のように掲示した。 
 

 もともとは在日コリアンの高齢者のライフヒストリーを実施することを予定して

いました。しかし新型コロナウイルス感染症の拡大防止という観点から、これは現

在すべきでないと判断しています。その代わりに日韓の学生間で、国境をこえてオ

ンラインでインタビューし合うような実習を現在構想中です。実験的な実習になっ

てしまい、どれだけうまく行くかも分かりませんが、それでも試行錯誤してやって

みようという学生は選択して下さい。 
 
あらためてこの文章を見ると、何とも雲をつかむような話で、よくこの程度の説明で学生

を募集したものだと思う。それでも、この募集に応じて、8 名の同志社大生が履修登録し

てくれた。TA（ティーチング・アシスタント）兼身近なインフォーマントとして、日韓

バイリンガルの 2 名の大学院生をつけた。一方、同志社大の方は授業の一環だが、全北大

の方はボランティアで、単位とも関係ない。集まるかどうか心配したが、林慶澤先生はち

ょうどこちらと同数（学部生 8 名、大学院生 2 名）の学生を集めてくださった。 
 これでメンバーとしては準備万端だが、同志社大の学生はコリア語ができるわけでもな

いし、韓国研究を志しているわけでもなかった。いきなり日韓比較といっても、問題意識

や予備知識がなければ有効なインタビューをおこなうこともできない。そこで、韓国でか

つてベストセラーとなった『88 万ウォン世代』（禹晳熏・朴権一 2007=2009）を読み、

大学生が身を置いている社会状況について理解を深めた。同書は新進の経済学者（当時）

による韓国若者世代論だが、データを基礎として社会・文化の諸現象を幅広くとりあげ、

国際比較もおこないながら論じている著書であるため、単に韓国の状況を知るというだけ

ではなく、「では日本はどうだろうか」と考えながら読むことができた。そこで、同時に

日韓の官庁統計を比較しながら、単に「かれらの問題」ではなく「われわれの問題でもあ

る」として把握していくようにした。 
 そのうえで班分けをおこなった（この辺りの詳しい事情は 2.1 を参照されたい）。まず

は学生の関心事を挙げてもらいながらワークショップをおこなった。関心の共通している

2 名を組み合わせ 4 つの班をつくった。「都市と農村」、「キャリア」、「若者の社会問

題」、「文化コンテンツ」という 4 つの主題が浮かび上がった。全北大側も 2 名ずつ 4 つ

の班に分かれてもらった。そして、それぞれの班に、日韓バイリンガルの大学院生が TA
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として入った。 
 調査方法についても一種の発想の転換が必要だった。これまでの質的調査法にもとづく

研究では、LINE によるやりとりや電話によるインタビューなどは、どこか「邪道」だと

思われる節があった。私自身も質的研究は「会ってなんぼ」などと言ったりしたものであ

る。そもそもインタビューの語源は、inter-（相互に）＋-view（見る）、すなわち「顔を

合わせる」ということである。日本語でも「面談」や「面接」など、面
つら

を合わせることが

前提となった訳語となっている。しかしながら、今年は逆に「いかに直接面を合わせずに

話を訊くか」ということに注力する必要がある。もう少しいえば、「関係を結ぶこと」や

「話を訊くこと」を、「物理的に会うこと」から切り離して考える必要がある。本実習で

は、インターネット技術を間に介した調査法を駆使することにした。 
 何か間に技術を介在させることは決して「不純」なことではない。いや、むしろ何も隔

たりのないコミュニケーションなどというものがあるのだろうか。かつて哲学者のジャッ

ク・デリダは、文字を介したコミュニケーションについて論じながら、「あらゆる記号は

〔中略〕ある種の不在を前提とする」との命題を提示し、そうした考え方を「遠隔
テ レ

コミュ

ニケーション」と呼んだ（Derrida 1990=2002: 13, 20）。ここでデリダが述べているのは、

テレコミュニケーションという特殊な意思伝達手段があるということではなく、「あらゆ

るコミュニケーションは本質的にテレコミュニケーション的なのだ」ということである

（宮﨑 2006:244）。すなわち、あらゆるコミュニケーションは、隔たりがあって、介在

するものがあるからこそ成り立つ。一方、「文字での対話など不純だ」「対面しないから

話が聴けない」――このような考え方を、デリダの表現をもじって、<対面の形而上学>
と呼びたい。コロナ状況下の社会調査は、対面の形而上学を脱構築し、隔たりと介在のな

かで進んでいかなければならない。 
 そのように果敢に宣言するのはよいが、実際の調査はといえば、暗中模索の日々だった。

アメリカ人類学会（AAA）では、同じ悩みを抱えた人類学者たちが「パンデミック下で

フィールドワークをおこなうこと（Doing Fieldwork in a Pandemic）」というドキュメント

をウェブサイト上で共同編集できるようにしていた1。そこには COVID-19 拡大以前から

試みられてきた調査経験をベースに、対面を避けた人類学的な調査法やそれに関わる研究

文献を紹介していた（次章参照）。大いに参考にはなったが、学部生に実施可能で、短期

間で、国境をまたいで進めることができるという条件を加えていくと、そのまますぐに応

用できるのかは不明だった。 
 そこで、まずオンライン・コミュニーケーション・ツールについては、（あまり SNS
でつながることを好まない）教員がお膳立てするよりも、学生側からアイデアを出しても

                                                        
 
1  このドキュメントを含むさまざまな情報は、AAA ウェブサイトの特設ページ「COVID-19 Resources」
（https://www.americananthro.org/covid-19）に掲載されている。 
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らうことにした。その結果、日本で広く普及するとともに韓国でも認知度の高い SNS サ

ービスである LINE をやりとりの中軸に据え、日韓の AI 翻訳ツールを組み込むことにし

た。翻訳ツールは、およそ何を言っているのかは問題なく理解できるし、誤解を招くよう

な誤訳については、横で見ている TA が随時指摘していくような形にした。LINE グルー

プのやりとりだけではなかなかコミュニケーションが進まないと判断した班の場合、独自

の調査法を編み出して試すというケースもあった。こうした学生らの主体的な工夫は感動

的ですらあった。その調査プロセスやその経験自体をしっかり記録する必要があると考え

た私は、それだけで一つの章を設けることにした（次章）。 
 執筆は学生が 1 人 1 章を担当した（第 3～10 章）。3, 4 章が「都市と農村」、5, 6 章が

「キャリア」、7, 8 章が「若者の社会問題」、9, 10 章が「文化コンテンツ」の各班による

ものだが、執筆自体はそれぞれ独立的に進めた。 
 また、私としてはこの「コロナ状況」（COVID-19 が広まり、それに人々が大きく影響

されている状況）に置かれた日韓の大学生の生活も同時に比較しておきたかった。そこで、

日々どのような時間を過ごしているか（時間利用調査）、どのような金の使い方をしてい

るか（経済生活記録）を何日間か記録してもらうとともに、参与している集団や訪問した

場所で人々の動きを観察する記録も実施してもらった（集団観察記録）。これらは第 11
章でまとめて論ずるとともに、各章でも随時参照している。 
 そもそもこの社会調査実習の授業自体、教員・学生が相互に一度も対面することなく進

められた。Microsoft Teams のチャットやファイル共有機能、Zoom のビデオ会議機能を使

いながら、画面上でのみ議論を交わし、この報告書執筆まで何とか漕ぎ着いたのである。

このように、調査の内容のみならず、方法においても、さらに授業の進行においても、全

てにわたって COVID-19 は多大な影響を及ぼしていた。これまで自明の前提となっていた

ことも、すべきこととすべきでないこと、したいこととしたくないこと、できることとで

きないことを考えながら、一つ一つ洗い直す必要があった。そうしてできあがったこの社

会調査報告書は、さまざまな意味において実験的なものである。パンデミック下での集団

的な社会調査の試みとして読んでいただければ幸いである。 
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２ 研究の方法とプロセス 

 

2.1 調査法の概要 

（金汝卿執筆＋板垣竜太加筆） 
 
 これまでの板垣ゼミによる社会調査では、人の話を聞くことを中心に、参与観察や行事

に直接参加するなど、人と出会うことによる気づきの中で調査を進めてきた。本来なら在

日コリアン高齢者のライフヒストリーを記録することを予定しており、それが不可能にな

る状況がなることは、全く予期せずにいた。しかし、COVID-19 は、人と直接会えないと

いう、それまで想像も付かなかった状況をもたらすとともに、健康のみならず、当然視し

ていた日常までをも侵してきた。 
 このような状況の中で、研究者のあいだでは、いちはやく研究方法のアイデアなどをシ

ェアしようという動きがあった。前章で述べたように、アメリカ人類学会（AAA）の

“Doing Fieldwork in a Pandemic”というドキュメントは、さまざまなアイデアを提供してい

る。たとえば次のような方法が紹介されており、それぞれに関連した参考文献リストが付

されている。 
 

○写真／ビデオ／音声記録依頼：相手に身の回りを記録してもらい提供してもらう 
○日記・日誌：相手に自らの生活を日記などの形式で記録してもらう 
○オンライン・インタビュー：リアルタイムで接続してインタビューする 
○ウェアラブル・カメラ：体にカメラを装着してもらう 
○文通インタビュー：手紙をやりとりする 
○オンライン・グループ・ディスカッション：複数でリアルタイムに話をする 
○Facebook グループ：クローズドなグループをつくって情報をシェアする 
○フォームによるデータ収集：オンライン・アンケートを実施する 
○自己エスノグラフィ：自分自身を観察対象とするエスノグラフィ 

 
いずれも興味深い方法だが、本当にできるのかどうかは、調査者側の体制や力量、調査相

手側の協力や技能などに依存するため、最初から「これで行こう」と決めることはできな

かった。非対面でインタビューや参与観察のような質的調査をどのように行えばよいのか、

私たちも試行錯誤しながら調査を進めてきた。結果的に、上記の方法のいくつかは実施す

ることになったが、それは最初からマニュアルがあって、それを実行したのではなく、調

査上の必要のなかから調査チームが「このようにやってみるのがよいのではないか」と考
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えて試みたものである。本章は、そうした経験を記録として残すものである。 
 以下、2020年 4月から7月にかけて実施した調査を、およそ時系列でまとめる。その際

に、どのように調査をおこなったかだけではなく、そのなかでぶつかった問題や、実際に

調査をおこなっての感想なども含めて記す。 
 

(1) 調査チームの関係と取り組み 

 今年度の社会調査実習は、調査相手のみならず、調査チーム（指導教員、大学院生、学

部生）のあいだでも対面では会えず、遠隔的に関係を形成しながらおこなった。調査チー

ム内でのコミュニケーション・ツールは、次のようなものを使うことになった。 
 

○Microsoft Teams：教員・TA・学生で「itajisshu2020」というチームを作成した。こ

のチーム上では、チャット機能とファイル共有機能を主に使用することになった。 
○Zoom：授業（木曜の 1・2 講時）は映像によるリアルタイムのやりとりで進めた。

当初は Teams のビデオ会議機能を用いる予定だった。ただ 4 月時点で、Teams は顔

が 4 人分しか表示されないなど不便だったため、その部分だけは Zoom を用いるこ

とにした。結局、学期末まで授業時間は全て Zoom でおこなった。 
 
 担当教員（板垣）と TA（ティーチングアシスタント）の大学院生（金汝卿、金漢拏）

は、これまでにも社会調査実習を共同で運営した経験があるが、その際には頻繁に対面的

なコミュニケーションをとりながら、指導や指導補助をおこなってきた。しかし、今回は

教員と TA の間でも顔を合わせたコミュニケーションができず、さらには受講生も会った

ことのない状況で調査を実行することになった。逆説的なことに、このことが、これまで

さほど比重が大きくなかった調査者間の関係を見直す機会になった。 
 調査チームは、通常、調査が本格的にはじまるのに先立って、対面的に集まって関係を

形成している。教室での対話だけでなく、懇親会などを通じて、まずチーム内での関係を

つくるのが一般的である。ところが、今年度はそれができない。2020年 4月 9日に最初の

授業では、遠隔で自己紹介を行い、挨拶をする通常の初日の授業と変わらない緊張感と期

待感があった。通例であれば、感情や関係を非言語的な表現や動作からも読み取れる場合

もあったが（たとえばどの席に座るかで学生間の関係も分かる）、ビデオ会議による受講

生の言語に依存するしかない状況であった。また、どうしても司会権限が強くなり、ブレ

イクアウトルームのようなものを意図的に設定する以外に、参加者間の個別のやりとりも

難しいという問題もあった。とはいえ、ビデオをオンにしてもらえば、表情なども通常の

教室よりもよく見える場合もあり、オンラインだから非言語的な感情が分からないという

わけでもなかった。また、調査を進め、悩みを共有し、ものごとをともに考えていく過程

で、調査者間に連帯感も徐々に形成された。以前とは異なるかたちではあったものの、調
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査者間の関係性が生まれたのである。 
 私（金汝卿）はオンラインの調査過程を全て傍らで見ることができたが、文字や画面の

ような、これまでのコミュニケーションや調査手段とは異なるツールでもチームワークが

築けたことに驚いた。このように、COVID-19 のような状況のような違う環境におかれる

ことで、これまでなかった方法で関係が構築されたのである。 
 また、同志社大と全北大の関係でいえば、初期段階では教員（板垣－林慶澤）間の信頼

関係を基礎に、協議が進められた。その後、全北大の大学院生を紹介してもらい、SNS
（KakaoTalk）を用いて大学院生間で話し合いを行なった。私（金汝卿）は、林慶澤先生

と大学院生の 1 人とは以前、会ったことがあった。オンラインでも関係が構築できるが、

全くこうした対面的な信頼関係のないところでは、今回のような実習の実施は難しかった

かもしれない。非対面調査においても、「面識がある」関係性の重要性にあらためて気づ

かされた。 
 

(2) 文献調査と調査主題の絞り込み 

 私たちは韓国社会、とりわけ韓国の若者に対する知識を積むために、『韓国ワーキング

プア 88 万ウォン世代―絶望の時代に向けた希望の経済学』（禹晢熏・朴権一 2007=2009）
を講読した。この本は韓国では 2007 年に出版された書籍として、当時の韓国ではベスト

セラーになり、話題作として世間の注目を集めた。「88 万ウォン世代」とは、大学を卒

業した後も極めて不安定かつ低賃金の非正規職にしか就けない状況に置かれた 20 代を表

現した言葉である。かれらの平均賃金所得が 88 万ウォンであることを象徴的にネーミン

グしたものであるが、それを世代間の葛藤の問題として描いたものである。「88 万ウォ

ン世代」という言葉が流行語になるほど波及力が大きかった。 

 この本を事前に講読したのは、端的に言えば、この本ほど韓国社会についてデータにも

とづいて幅広く分析した日本語の書籍がないためであった。「嫌韓」書籍が相次いで出版

されるなかでも、ジェンダーや大衆文化など韓国社会の一部を取り扱ったものは関心を集

めてきた。しかし韓国社会を評論的にではなく分析的に描いたもの、特に調査対象となる

若い世代を中心に据えた書籍のうち、日本語で読めるものはこれしかない。13 年前から

韓国社会は大きく変わったとはいえ、若者を取りまく社会経済的な構造矛盾は『88 万ウ

ォン世代』が出された頃から、さほど大きく変化していない。韓国の最低賃金はこの 2 年

間で大きく引き上げられたが、それもこの本で書かれた状況を踏まえなければ、なぜその

ような政策がとられたのかも理解しがたいであろう。講読に際しては、各学生がこの本の

なかで論じられているさまざまな主題のうち、関心のある小テーマについて、日韓の官庁

統計を比較する課題を同時に与えた。このようなプロセスを経ることで、受講者各自のな

かで関心領域のアウトラインができていった。 
 以上を踏まえ、班分けのためのオンライン・ワークショップを実施した。こうしたワー
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クショップを実施する前に、教員と TA 間ではワークショップの実験を行なった。当初は

Miro（https://miro.com/）というオンライン・コラボレーション専用サービスを試したが、

動作が重くて使いにくかったため断念した。代わりに、より身近な Microsoft PowerPoint
上に付箋に相当するものを設け、「共有」機能を使って OneDrive 上で共同編集すると言

うやり方でオンライン・ワークショップを実施した。 
 図 2-1 は、実際、私たちが行なったオンライン・ワークショップの結果である。まず、

ブレインストーミング的に、1 人ずつ韓国社会について調査したい内容を口頭で言い、大

学院生がその内容を記入して画面上に貼り付ける。それを 2 巡ほどおこなったうえで、今

度は関連した内容のものを画面上で並べ直していった。すると画面上にはおよそ 4 つの大

きな主題（上の 4 つの角の丸い四角にまとめられた「大都市・地方」「教育・就業・経済」

「政治意識・メンタル」「文化」）と、3 つの全体に共通する主題（生活時間、世代間関

係、COVID-19 の影響）が浮かび上がった。そのうえで、前者のテーマを発言した学生を

貼り付けていって、4 つの班に分けることができた。共通する主題のなかでも生活時間と

COVID-19 の影響については、クラス全体で取り組むことにした。 

 

 

図2-1 オンライン・ワークショップの結果（2020年 5月 14日実施） 

 
 なお、オンラインによるワークショップでは、自分の発言は自分でメモをするというや

り方を当初おこなおうと考えたが、リアルタイムで複数の人が同時に作業するとプログラ

ムの動作が重くなるという問題があった。そこで、補助役の TA が代わりにメモをし、そ

の画面を共有することで、この問題が防げた。また、記入した内容を修正することも容易
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した時間の使い⽅

教育

⽂化
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世代関係
COVID-19⽣活時間

全体に関わる主題

⽇韓⼤学⽣⽐較調査の主題
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だったため、あとからメモをよりきれいに整えることができるメリットもあった。加えて、

紙ベースのワークショップでは、実施後にそれをあらためてデータ化したり、原紙を管理

したりといった問題に対処しなければならないが、オンライン・ワークショップではその

内容をネット上で直ちに共有できるため、むしろ効率の高い面があると感じられた。 
 

(3) 調査対象者との関係とラポールの形成 

 全北大学校の学生もこちらの人数に合わせて 8 人集まったため、私たちが組んだテーマ

を伝え、各自の関心分野に沿って班分けをしてもらった。その過程では、一つのチームに

学生が集中することもあったが、すぐに調整ができて同志社 2：全北大 2 の計 4 名で構成

される 4 つの班ができた。大学院生も同志社大 2 名、全北大 2 名いたため、両校の院生が

1 人ずつ 2 人 1 組になって、各組が 2 つの班をサポートすることにした。 
 質的調査は人との出会いから生じるラポール、非言語的なコミュニケーションも重要で

ある。それが遠隔による非対面調査であっても変わることはない。居住している場所は離

れているが、同じ大学生であり、同時代を経験していることはラポールの形成に有利であ

る。また、コミュニケーション・ツールを活用するにあたって、技術的な問題は比較的少

なかった。 
 全北大側の参加者は、林先生の授業の受講者だった関係で人類学科の学生が多かったが、

社会学など他専攻の学生も参加していた。私たちが韓国社会を調査したいという目的をも

っていたのに対して、全北大の学生は、日本に関心がある学生や、交換留学生などで日本

生活を経験したことのある学生であった。動機や目的は若干ずれていても、互いに相手に

対する関心が高いという点で、よい組み合わせであった。 
 コミュニケーション技術上の問題については後述するとして、それ以外に調査に難しさ

を感じた場合の多くは、全北大の学生の応答が遅れるか、1 人だけに応答が偏ってしまう

場合など、連絡の頻度に関わることであった。さらに、班によっては、すぐに連絡を取り

合ったケースもあれば、スタートするまでに時間がかかった場合もあった。また、日本が

4 月に年度が開始するのに対して、韓国が 3 月であったことも影響した。同志社大側が最

も集中的に調査を進めたいと思った 6 月は、全北大の学生にとっては試験期間になってし

まった。それで、どうしても応答が遅れがちになってしまった。遠隔調査を行う際には、

調査対象者のスケジュールを事前に、明確に把握する必要があると反省した。アポイント

メントをとるインタビューと異なり、随時やりとりができる情報環境にあると、ついつい

いつでも調査ができると思ってしまう傾向があり、協力者側のスケジュールの把握に敏感

に対応できなかったことは今も残念に思う。調査する側のスケジュールとされる側のスケ

ジュールを伝えあって、時間の摺り合わせをおこなうことも必要だということが今回の教

訓である。といっても、連絡が取れなくなった場合は、全北大の大学院生に要請したり、

当該学生に TA から直接連絡をとったりすれば、すぐにやりとりは再開した。 
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 こうしてみれば、遠隔調査では予期しないことが次々に起きてはいたものの、調査者と 
調査対象者が同世代であったことで、関心のある領域が重なりあっていたし、調査のツー

ルを使いこなすことも難しくなかった。といっても、タイムラグ、ことばの壁、相手の見

えなさから来るズレもあった。ラポールが形成できないということは全くなかったが、会

って酒を飲んで仲良くなるというようなラポールとは異なる、一種独特の距離感はずっと

保たれていた。 
 

(4) LINEによる調査 

 今回の調査では、SNS として名高い LINE を中心的なツールとして採用した。韓国で普

及している KakaoTalk ではなく LINE を使ったのは、後者に自動翻訳機能があったためで

ある。LINEグループに「LINE韓国語通訳」という公式アカウント（無料）を「友だち追

加」すると、AI が日本語を韓国語に、韓国語を日本語に自動で訳してくれる。ときどき

おかしな翻訳をするとはいえ、十分コミュニケーションができるレベルのものである。誤

解を招くような誤訳については、大学院生がその都度訂正することにした。 
 まず、全北大学校学生向けの簡易なオリエンテーションを実施した上で、学生全体の

LINEグループを作成した。5月20日に全員が自己紹介をおこなうところから正式にLINE
上のやりとりが開始した。そのうえで、日韓の学部生 2 人ずつと補助の大学院生で構成さ

れた班別の LINE グループをつくった。全体グループは、連絡先を全員が交換できる点、

のちに大学院生が連絡のツールとして有用に使えた点、進行状況を知り得る情報が全体で

共有できるという点で設ける意義があった。しかし、最も活発に活動したのは班別グルー

プだった。 
 以下、LINE の調査過程の特徴とそこで生じた葛藤、問題の解決過程について、段階別

に分けて詳しく述べる。 
① LINEによる調査の初期段階 
 通常の調査であれば、アポイントメントを取る際に、調査の趣旨などを説明し、相手の

了解を得たうえで進める。今回は、まず教員間で協議があり、さらに大学院生が仲介して

進めたが、どこか相手も人類学を学んでいるし、趣旨説明なども通じているだろうという

思い込みがあった。ふだんの調査実習であれば教員または調査経験のある大学院生が調査

にともに参加するため、調査実施者個々人の準備が足りなくてもすぐにその場でサポート

できるが、LINE では大学院生が関わっていたとしても時差が生じてしまう。あとになっ

てから、調査目的、調査方法、調査順番などを説明し、遅ればせながら了解してもらった

り、内容を調整する必要性が浮かび上がることもあった2。とはいえ、逆に時差と空間の

                                                        
 
2 なお、2020 年 6 月 5 日(金)に、全北大の学生のうち時間の空いている学生を Zoom 上で集め、教員（板

垣）より「同志社大-全北大交流授業 2020」というタイトルで、あらためて趣旨説明をおこなった。 
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壁が越えられる分、問題が発生しても対処しやすい部分もあった。例えば、調査中に何か

の問題があった場合、別の LINE チャットを立ち上げて、その調整ができる。やってみる

と、実際会って調査する場合よりも、積極的な姿勢で臨機応変の対応が必要となることが

わかった。こうした SNS によるインタビュー調査が定着するまで、遠隔による調査でも

「相手の話を聞くためには、自分の話も多くする」必要がある場面が多かった。 
 5 月 28 日は、班別の LINE 調査がはじまって 1 週間が過ぎた授業日だった。この日、学

部生とサポートに入っていた大学院生の意見を中間段階で総合した。まず、感想としては、

時間が比較的自由である利点があげられた。時間が自由に使えるため、アポや時間制限な

く、いつでも話を聴くことができる。すぐ質問して答えてもよいし、時間をおいてもよい

し、双方の調査参加者のペースで時間のコントロールもできる。報告書を書きながらも質

問ができるため、追加調査も比較的容易である。一方、対話のペースが早く進むと内容が

掴みにくく、いつの間にか別の話題に変わってしまうという欠点もあった。 
 調査が進んでいくと、SNSによる調査にも質問のコツが必要であること、相手のことを

より詳しく理解する必要性があることを強く感じた。インタビューは、いわゆる「問わず

語り」的に自由に話し合う中で調査に必要な答えを収集するインフォーマル・インタビュ

ーと、こちらが質問してそれに対して答えてもらうというフォーマル・インタビューがあ

る。初期段階では交流を重視してインフォーマル・インタビューが中心となっていたが、

調査期間が長くなり、報告書の完成が迫ってくると、同志社大学側が質問をして全北大学

校側が答えるフォーマル・インタビューが多くなった。最初は右往左往していた状況から、

少しずつ慣れてきた結果、短期的な目的（社会調査実習のためのデータ収集）が長期的な

関係（交流）より優先されるようになったと思われる。しかし、こうした流れは調査者と

調査対象者間のラポール形成が前提となっていたからこそ可能になったともいえるだろう。 
 初期段階では、どのように質問を発したらよいのか戸惑う場合が多かった。返ってきた

答えがすぐに理解できないこともあった。そのようなときには知らないことや気になるこ

とをインターネットなどで調べて、そのうえでさらに知りたい内容や関連する話題を質問

していった。このように話を聞いている途中に調べる行為を挟むということは、リアルタ

イムの調査ではなかなかできず、遠隔調査の利点だとも言える。といっても、先述したよ

うに、それは対話のリズムが取りづらいことと裏腹の関係にある。会話のリズムや文脈を

大事にしながら、掘り下げるべきことを深く聞くというのは、対面のインタビューと実は

同じことであって、ただ、それを文字を通じておこなうか声を通じておこなうか、区切ら

れた時間でおこなうか随時おこなうかという違いである。 
② LINEによる調査の中間段階 
 中間段階に入ってくると、全体的に短い文のやり取りよりは、長文になる傾向が強くな

った。その分、ことばには重みが増したほか、全北大学校の学生からはデータを基盤にし

たメッセージも増えてきた。このような状況が続くと、質問して答える量には限界があり、
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調査対象者も調査者も負担を感じる場合もあった。結果的に一方的に質問して、答えても

らう方式になる班も増えてきた。同時に、調査期間が短いと深い話まで掘り下げられない

のではないか、不安を感じはじめた。 
 この段階では、班別の特徴が徐々に出てきた。調査対象者と調査者の性格の積極さの違

いや、全北大の学生の学科や学年の差など、多様な要因が作用したと考えられる。それに、

オンライン授業や課題、試験など、COVID-19 により大学生の日常生活のリズムが通常よ

りも異なるという変数も加わったと見られる。 
 そのため学生たちは、短期間で集中的な調査が必要だと考えはじめた。それに対する対

処法は、班により異なった。フォームをつくってアンケートをおこなう班もあった（2.3, 
2.5）。グループチャットをやめて、1:1 で濃密な調査を行う班もあった（2.4）。ライフヒ

ストリーを交換するという方法も試みられた（2.4）。 
 私（金汝卿）は、そのなかで、ビデオ会議によるインタビュー調査で通訳者として参加

した（2.4）。最初は Teams で実施しようとしたが、全北大側のインターネット環境が不

安定だったため、LINE の映像通話に変更した。プログラムの重さやインターネット接続

の便宜性という点では、LINE は比較的に安定したツールであると言える。調査者の準備

が対面よりも多く、質問自体が少し硬い場面もあった印象があった。また、通訳者として

は現場での通訳と同じ程度の疲れを感じ、交代できる人がおらず、夜間でもあったため、

調査時間にも限界があった。 
 このように、中間段階では LINE グループだけでは限界を感じた調査者が、さまざまな

独自の試みをおこなった。1 つの方法にこだわりすぎず、多様な可能性を試してみること

が非常に大事であると痛感した。 
③ 調査の最終段階 

 7 月、全北大学校のテスト期間が終わって夏休みとなるころに、同志社大学は学期末の

追い込みの時期を迎えていた。大学院生が把握できる範囲では、LINE はほとんど止まっ

た状態となった。わずかに追加の確認をおこなう程度となった。 
 初めて LINE による調査をおこない、様々な利点と困難を経験しながら調査は終了した。

ふだん対面でインタビューを実施し、LINE は補助的な連絡手段として使ってきた経験と

比較してみると、今回はどこからどこまでインタビューで、どこからどこまでが連絡手段

で、どこからどこまでが通常の会話なのか区分して活用できないという特徴があると感じ

た。それは、いつでも連絡し、回答をもらえるという点では、とても有用な特徴である。

しかし、相互の日常のリズムに食い込んでしまったり、会話のテンポがうまくつかめなか

ったりという問題もあった。こうした問題は、一方ではテクニカルに処理できる側面もあ

るし、他方では関係性と繋がりのあり方によって規定されることでもある。こうした諸点

を含めて、対面調査が困難な状況のなかでは、コミュニケーション・ツールの発達がより

多様な研究方法の道を開いたと言える。 
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(5) 報告書の執筆 

 調査報告書の執筆については、オンラインの授業であることが、実はあまり大きな影響

を及ぼさなかった。昨年度までの社会調査実習でも、報告書は分担執筆し、ファイルを提

出してもらい、それを TA が 1 つのファイルに統合したうえで、教員がコメントをファイ

ル上に書き込むというかたちをとっていたためである。 
 そこから先が少しだけ違った。昨年度までの授業であれば、コメント付の報告書原稿を

印刷し、教室で順にコメントを口頭でおこなっていた。それを、コメント付のファイルを

Teams 上でシェアし、Zoom の画面共有機能で「この部分は、こうした方がよい」といっ

たかたちで逐一指摘する、というやり方に変更しただけである。教室で「何ページのこの

部分だけど」とコメントするよりも、Zoom 上でページと箇所を示しながらフィードバッ

クした方が、むしろ間違いなくコメントが伝わるのではないかとも思ったほどである。 
 

(6) その他の調査法について 

 ここまで、調査の中軸となった LINE を中心として、全体的な調査の流れを述べた。そ

のほかにも各班が様々な方法を導入して、LINE による調査の限界を克服してきた。 
 

○オンライン・フォームによるアンケート調査（2.3）：選択式ではなく記述式で回

答してもらうオンライン・フォーム。 
○自己ライフヒストリー（2.4）：自らのライフヒストリーを書くということで、英

語では単に Autobiography（自伝）と言うが、それだとかえって伝わりにくいため、

本報告書では、（表現としては若干おかしいが）「自己ライフヒストリー」と呼ぶ

ことにした。 
○オンライン・インタビュー（2.4）：互いに顔が見え声が聞こえる状態での1対1の
オンライン・インタビュー。 

○書面インタビュー（2.5）：おこなうことはフォームと同様だが、それをフォーム

を用いず、LINE などを用いて実施する方法。 
 
それぞれについての詳細は、次節以降の記述を参照されたい。 
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2.2 都市と農村、首都圏と地方 

（中村早希） 
 

 本節では、都市と農村、首都圏と地方というテーマのなかで私たち（中村早希、何欽）

が調査を行った方法やその過程を紹介する。私たちの班では、各種統計資料やテーマに関

する文献の収集、全北大学校考古文化人類学科2年生の学生2名を調査対象者としたLINE
でのやりとりによって調査を実施した。 
 

(1) 調査の概要と調査対象者について 

① 調査の概要 

 この調査は社会学実習Ⅰという授業の一環として行われた。受講者が各々韓国や韓国の

若者について関心を寄せる項目をあげ、そのなかでも都市と地方、首都圏と地方に関する

問題に興味を抱いていた何欽と中村早希の 2 名が同じ班となった。何欽の故郷の農村地域

にたけのこがたくさん生えていたということと、たけのこが非常に速い速度で成長して長

い竹になる様子は農村や都市が発展する様子を彷彿とさせることから、「たけのこ班」と

いう班の愛称をつけて活動した。また、大枠のテーマのなかでも私たちがそれぞれ特に関

心を持っている事項を摺り合わせた結果、何欽が主に都市と農村という観点から、中村が

主に首都圏と地方という観点から考察や調査を進めていくこととなった。 
② 調査対象者について 
 私たち「たけのこ班」の調査対象者となった全北大学の学生は、イム・ギュリさんとハ

ン・ジウォンさんの 2 名で（いずれも仮名）、ともに全北大学考古文化人類学科の 2 年生

である。イム・ギュリさんは芸術品に興味があり、絵を描くことや音楽を聴くことが好き

だという。のちの LINE でのやりとりのなかで、農業や農村での共同体生活について興味

があるということも明かしてくれた。ハン・ジウォンさんは各国の歴史や風習に関心があ

り、趣味は音楽鑑賞と読書で、日本の小説も読むという。今回の私たちの班のテーマに関

する問題のなかでは、都市と農村間の発展における格差に興味を抱いていた。 
 

(2) 統計資料や各種文献を利用した調査 

 私たちは本格的な調査を始める前に、テーマとした都市と農村、首都圏と地方という区

分は実際韓国においてどのような地域に該当するのか、また韓国の行政区分や各地域の地

理的な位置関係について理解する必要があった。そのため、インターネット上の様々なホ

ームページ（島根大学外国語教育センター3など）や様々な文献（李・兼子・駒木 2018な
ど）を利用することで、それらについての知識を蓄積した。その後、農林水産省ホームペ

                                                        
 
3 https://cfle.shimane-u.ac.jp/korean/chiri.html. 
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ージ4や韓国統計庁ホームページ5などで日韓各国の農業従事者数や韓国の行政区域別人口

などの統計資料の収集を各々が行った。また、韓国語で書かれた資料を探す際には TA や

全北大の学生の協力も得た。学生への協力依頼は全体の調査と同様に LINE を通して行い、

得られた統計資料や論文などのシェアも LINE のグループチャット内で行われた。 
 

(3) LINEを利用した調査 

① LINEを利用した調査の概要 
 LINE を通したやりとり自体は 5 月 21 日から開始された。私たち（何・中村）と、調査

対象者のハン・ジウォンさんとイム・ギュリさん、互いの大学の TA が 1 名ずつ、翻訳機

能としてLINE韓国語通訳をメンバーとした7名でたけのこ班のLINEグループを作成し、

やりとりが行われた。初めに、私たちの関心事項や調査の目的を共有し、以降のやりとり

のなかで得られた情報を本報告書内で公開することを含め、調査への協力を得た。LINE
上でのやりとりは、自身の故郷や自国の農業状況について私たちと全北大の学生が双方向

に情報交換を行ったり、私たちがグループチャットのなかで調査に関する質問を一方的に

投げかけて全北大の学生に回答してもらったりする、という形で進んだ。なかでも、調査

対象の全北大の学生 2 人に共通して尋ねたい内容はグループチャットにおいて、個人個人

により詳細に話を聞きたいときには個人チャットにおいて質問を行い、調査対象者の都合

やプライバシーに配慮しながら実体験や考えを聞くことに努めた。 
② LINEでのやりとりの内容 
 質問の内容は個人の考えを問うようなものから、ライフヒストリーの断片を窺い知るこ

とができるようなものまで、多岐にわたった。具体的に前者は、農業や農村に対してどの

ような意識を持っているか、「都市」「地方」「農村」という言葉にどのような印象を抱

いているか、自身の故郷についてどう考えているか、自分が経験した都市や農村にどのよ

うな思いを抱いているかというような質問である。後者は、どこで生まれたか、これまで

どのような地域で過ごしたか、転居の理由や転居先を決めた要因は何か、どうして全北大

学を選んだか、というような質問である。特に詳細にやりとりが行われたのは互いの故郷

がどのようなところか、どのような考えを故郷に抱いているか、という内容についてであ

る。調査対象者から回答を得るだけの一方的な調査にならないように、私たち自身の情報

も公開して信頼してもらうために、そして調査対象者が回答するときの参考になるように、

私たちも自分の故郷についての情報や思いを調査対象者に伝えた。その際に、文面だけで

は互いのメッセージに対しての理解が深まらないと考え、画像を添付するなどした。図2-
2(KO0530L)から図 2-3(KO0627L)がそのやりとりのスクリーンショットである（加工済・

                                                        
 
4 https://www.maff.go.jp/j/tokei/ 
5 http://kosis.kr/index/index.do 
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備考参照）。 
 

 
図2-2 グループチャットでの画像を添付したやりとりの様子 

（備考）アイコンや名前などの個人情報を隠すため、LINE のスクリーンショット機能 
を利用して加工済。月のアイコンが調査対象者の発言。はちのアイコンが日韓両言語を翻

訳する LINE 韓国語通訳。 
 

 

図2-3 個人チャットでのやりとりの様子 

（備考）図 2-2 と同様に加工。左側のアイスクリームのアイコンが調査対象者、電灯が

LINE 韓国語通訳。右側の緑の枠内は中村の発言。 
 

まとめ 

 今回のオンラインを通しての調査は私たちにとって初めての経験であり、かつ調査対象

者が私たちとは異なる言語を母語とする韓国の学生であったため、最善の方法を模索する

ことに苦戦しながらの調査となった。特に、韓国の人口統計資料や農業に関する資料は韓
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国語で書かれたものが大半であったため、その収集や分析に苦戦した。また LINE でのや

り取りに関しても、特にグループチャット内でのやりとりは頻繁にメッセージ交換が行わ

れる時間帯とそうでない時間帯に差があったり、頻繁にメッセージが交換されている時間

帯にチャットに参加できないと会話の流れに乗りづらくなったりする、という問題もみら

れた。また本来であれば調査の早い段階でテレビ電話などによって互いの顔や声を知り、

表情を見ながらのコミュニケーションも行いたかったのだが、それぞれの都合が合わなか

ったために叶わなかったことが残念であった。しかし、基本的には調査対象者の二人が同

程度の頻度でチャットに登場し、私たちの質問に丁寧に回答してくれたおかげで、調査を

進め貴重な資料を得ることができた。 
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2.3 大学生の教育とキャリア 

（瀬崎颯斗） 
 

 本節では、私たちが行った大学生の教育とキャリアに関する調査についての研究方法と

プロセスについてまとめる。私たちのグループでは、LINE グループでの聞き取り調査と

オンライン・フォームによる記述回答式調査の 2 つの調査法を用いた。日本と韓国で距離

が離れていることや、調査対象者と日時が合わなかったこともあり、調査対象者と直接会

うことやビデオ会議アプリや通話アプリを用いての聞き取り調査をすることは叶わなかっ

た。 
 

(1) 調査の概要と調査対象者について 

① 調査の概要 
 この調査は、同志社大学社会学部社会学科の社会調査実習の一環として行われた。この

授業の受講者は同志社大学社会学部の学生 8 名である。その中でも、韓国の大学生のキャ

リア、教育経験、職業や進路への意識に関心を持つ瀬崎と紙浦の 2 名がグループとなり

「キャリア班」として韓国の大学生のキャリアについての調査を行うことになった。 
② 調査対象者について 
 私たちのメインの調査対象者は、韓国の全北大学校に在籍するホン・ドンミン（홍동민）

さんとキム・ジェヒョン（김재현）さんの 2 名である（いずれも仮名）。ホン・ドンミン

さんは、社会学科 4 年生であり、東アジア、多文化を専攻している。昨年日本の学生との

文化交流をし、日本文化に興味を持ち、日本の映画やドラマや J-POP といった日本のポッ

プカルチャーにも親しんでいる。キム・ジェヒョンさんは考古文化人類学科 2 年生であり、

文化人類学サークル所属している。日本の文化に興味を持ち、昨年今年と鹿児島大学との

交流に参加した経験があり、日本に 3 度来たことがある。 
 

(2) LINEグループでの聞き取り調査 

① LINEグループでの聞き取り調査の概要 
 私たちは調査者である瀬崎、紙浦と調査対象者であるホン・ドンミンさんとキム・ジェ

ヒョンさん、各大学の TA の大学院生 3 名を加えた合計 7 名の LINE グループでやり取り

をした。翻訳には、LINEの機能である「LINE韓国語通訳」というアカウントをグループ

に加え、このアカウントによる自動翻訳機能を活用した。この機能は、グループ内で送信

されたテキストを、日本語は韓国語に翻訳し、韓国語は日本語に翻訳するというものであ

る。送信された原文テキストもログとして残り、その直後に翻訳されたテキストも送信さ

れるため、原文と翻訳文どちらも後から報告書にまとめる際にとても有効であった。時折、

翻訳に誤りが見られたため、両言語に精通する大学院生 TA が翻訳の誤りを正すことでや
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りとりを円滑に進めた。 
② LINEグループでやりとりされた内容 
 LINE グループでのやりとりは 2020 年 5 月 21 日から始まり、約一か月間続いた。最初

にお互いに自己紹介を簡単にし、興味関心や大学で学んでいる内容を聞いた。その後、調

査対象者たちが小学校から高校で受けてきた教育や学校生活についての質問をし、その都

度調査者である私たちも日本の学校についての話題を提供した。両国の「学歴」に対する

考えや受験勉強の経験などにも話が及ぶこともあり、LINE グループ内で活発な意見交換

が行われた。調査者と調査対象者がお互いにまだ就職をしていない大学生ということもあ

り、大学での成績や英語のスコアは就職の際に必要になるのかといった日本と韓国両国の

就活事情ついても意見交換がなされた。 
③ LINEによる調査のメリットとデメリット 
 この LINE グループでの聞き取り調査は、調査方法としてはいかにも現代的で、参加者

の誰にとっても未経験の手法である。それゆえ調査を進めるうちに、この調査方法のメリ

ットとデメリットが明らかになった。 
 まずメリットとしては、調査の日時や場所を定める必要がないこと、適切かつ多くの情

報を提供してもらえること、ログとしてテキストの原文と翻訳文が残ることの 3 点が挙げ

られる。この LINE グループでのやりとりは、約一か月間断続的に続いて行われたため、

調査者と調査対象者の予定をすり合わせる必要もなく、遠隔でも聞き取りを行うことがで

きた。また、調査者は質問を十分に精査することができ、調査対象者も質問に対して十分

な時間を取った上で、詳細な返信をしてくれた。韓国の統計データや新聞から情報を提示

してくれることもしばしば見られ、適切かつ多くの情報を提供してくれた。またこの調査

方法では、インタビュー調査等で必要となる文字起こしをする必要がなく原文と翻訳文が

ログとして残るため、多少の翻訳の誤りを正す程度の操作で調査内容をまとめることがで

きた。 
 一方デメリットとしては、やりとりが間延びしてしまうこと、個人の経験やエピソード

について深めることができないこと、調査対象者とのラポールを形成しにくいことの 3 点

が挙げられる。LINE グループでのやりとりを始めてから暫くすると、調査対象者も私た

ち調査者も返信が遅くなるときがあり、すぐに返信ができないことを詫びたうえでメッセ

ージを送るケースが増えてきた。調査期間が経つにつれて LINE でのやりとりに慣れてき

たと共に、一定期間断続的に調査のためのやりとりが続いたことで疲れを感じてきたので

はないだろうか。また、メッセージのやりとりが特定の人同士で続く場合が多くあり、本

来聞きたかったテーマや質問が流れてしまうということが何度か起こった。また、LINE
グループでは、個人の経験やエピソード、踏み入った内容は詳しく聞けている感触がなく、

LINE グループでのやりとりの限界を感じた。そして何より、調査者対象者とのラポール

の形成が難しいことがこの調査の最大のデメリットであろう。私たち調査者と調査対象者
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は、オンライン上でも顔合わせする機会が持てず、お互いの顔や声すらわからない状態で

調査をしていた。LINE グループで質問をし、それに対して返信をするという関係性だけ

というのはお互いにとってもやりにくく、ラポールの形成が難しかった。 
 

(3) オンライン・フォームによる記述回答式調査 

① オンライン・フォームによる記述回答式調査の概要 
 私たちは、先にあげたように LINE グループでの聞き取り調査に限界を感じていたため、

次の調査方法を思案した。私たちは、調査対象者個人のライフヒストリーについて詳しく

調査をしたかったため、ビデオ会議アプリを用いたインタビュー調査を提案した。しかし、

運悪く調査対象者の大学が期末試験期間に入ってしまい、インタビューを受ける十分時間

を確保できないと告げられたため、その機会を設けることはできなかった。 
 そこでインタビュー調査の代替策として、オンライン・フォームによる記述回答式調査

を実施することにした。調査対象者が時間を選ばずに回答を記述できる形式であれば、ラ

イフヒストリー法に準ずる内容を深く聞けると考えたためである。より多くの意見を比較

検討したいという思いから、当初の調査対象者のホン・ドンミンさんとキム・ジェヒョン

さん以外の全北大生や、共に実習を行っている同志社大生にもアンケートの協力を依頼し

た。このアンケートでは、韓国の全北大生 6 名と、中国からの留学生 1 名を含む日本の同

志社大生 4 名から回答をいただいた。ツールとしては Google フォームを用い、同志社大

生のアンケートフォームは調査者の瀬崎と紙浦が日本語で作成した。韓国の学生に回答し

てもらうアンケートフォームは、日本語の原文を基に大学院生の TA である金漢拏さんに

翻訳を依頼し作成していただいた。 
② アンケート調査の内容 
 アンケート調査では、「教育とキャリア」をメインの調査テーマとして、小学生から大

学入学までの教育について、受験と進路選択について、就職について、キャリア形成につ

いてという 4 項目で質問を用意した。調査期間は 2020 年 6 月 25 日から 7 月 2 日の 1 週間

である（図 2-4）。 
 小学生から大学入学までの教育についての項目では、小学校から高校までにどのような

私教育を受けてきたか、その教育を受けるに至ったきっかけ、目的、理由は何か、勉強以

外の活動を経験してきたかということを質問した。また、浪人の有無と、浪人をしている

場合はその目的も質問をした。 
 受験と進路選択についての項目では、現在在籍している大学・学部・学科を選んだ理由

や大学受験の際の辛かった経験や嬉しかった経験を質問した。また、大学に通う目的をど

うとらえているか、大学入学以前に勉強や受験をする中で、親や周囲の人々からの期待

やプレッシャーを感じることはあったか、社会において「学歴」が重視される価値観につ

いてどう考えているかなども質問した。 
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 就職についての項目では、現時点で将来就きたい職業は何か、その理由やその職業を意

識し始めたのはいつごろか、就職活動における不安はなにか、仕事をするうえで重視した

い条件は何かということを質問した。 
 キャリア形成についての項目では、現在理想の職業に就くために努力していることは何

か、将来的に転職をしたいか、海外で働くことを考えているかを質問した。 
 質問はほとんどすべての質問で自由回答形式の記述欄を設けて、個人のエピソードや経

験や価値観などを探るような質的な回答を得られるように努めた。また、アンケートを回

答してもらうにあたって、質問項目が多く回答も負担がかかるために、質問のすべてに回

答しなくてもよいということや回答を途中で中断してその時点で答えられる範囲の回答を

送信をしてもよいことを注意書きとして明記した。 
 

 

図2-4 オンライン・フォームの例（左は日本語版、右は韓国語版） 

 
③ 本調査方法のメリットとデメリット 
 このオンライン・フォームによる記述回答式調査においても調査を進めるうちに、調査

方法のメリットとデメリットが明らかになった。 
 まずメリットとしては、LINE グループでの聞き取り調査と同様に、調査の日時や場所

を定める必要がないこと、適切かつ多くの情報を提供してもらえること、ログとしてテキ
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ストの原文と翻訳文が残ることが挙げられる。さらに LINE グループのやりとりでは深入

りすることが難しかった、個人のエピソードや経験や価値観についても詳細に聞けること

も大きなメリットであった。 
 一方デメリットとしては、調査対象者に回答の負担が強いられること、調査対象者によ

って回答の記述量が異なり、回答比較検討することが難しいことが挙げられる。調査この

デメリットは調査前から危惧していた点ではあるが、私たちがかなり多くの質問を用意し

てしまったため回答者には大きな負担を強いることなった。また、この調査はあくまで質

的な調査であり、量的調査のような比較検討をすることはできない。実際に集まった回答

は、韓国側は 8 人中 6 人、日本側が 6 人中 4 人でありまずまずの回答率であった。しか

し、この回答率は、本調査実習に協力をすることを同意の下で集まった調査対象者であっ

たからこそのものであったと推察される。質問項目も多く回答に時間がかかるアンケート

調査であったにも関わらず協力をしてくれた調査対象者に改めて感謝を申し上げたい。 
 

まとめ 

 今回の私たちは、LINE グループでの聞き取り調査とオンライン・フォームによる記述

回答式調査の二つの調査方法を用いて調査を行った。日本と韓国の遠隔での調査という初

めての試みであったが、LINE や Google フォームや自動翻訳ツールなどの現代的なオンラ

インのツールを用いて調査を経験することができたことを嬉しく思う。オンラインのツー

ルを用いての調査ならではのメリットとデメリットを肌で感じることもでき、とても貴重

な経験となった。 
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附録 教育とキャリアについてのアンケート調査（日本語） 

 
●セクション１：調査の概要 
アンケートのご協力ありがとうございます。このアンケートは、日本と韓国の大学生を

対象とした「教育とキャリア」についての調査です。この調査は、同志社大学社会学部

社会学科の社会調査実習の一環として実施しております。 
 
◎本調査の構成 
・セクションは７つあり、回答時間にかかる時間は約 30 分～1 時間です。 
①調査の概要 
②氏名・所属 
③小学生から大学入学までの教育について 
④受験と進路選択について 
⑤就職について 
⑥キャリア形成について 
⑦回答についての確認事項 
 
◎注意事項 
・最後のセクションの「送信」ボタンを押すことで回答が記録されます。 
・回答を途中で中断する場合は必ず最後の「送信」ボタンを押してください。 
・一度に答える時間がない場合は、セクションごとに分けて回答しても構いません。 
・すべての質問に答える時間がない場合は、一部の質問のみに回答しても構いません。 
・重要なプライバシーを含む内容については匿名性を重視致します。 
・ご提供いただいた個人情報を目的外に使用することはありません。 
・回答頂いた内容について理解を深めるために LINE などで追加で質問をさせていただ

く場合がございます。 
 
◎回答期限 
ご多忙中とは存じますが、【7 月 2 日（木）23:59】までにご回答いただきますようお

願いいたします。 
 
◎調査者 
同志社大学 3 年 瀬崎颯斗、同志社大学 3 年 紙浦直也 
 
◎連絡先 
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瀬崎または紙浦の LINE 
瀬崎のメールアドレス 
 

●セクション２：氏名・所属 
・氏名 

 

・現在在籍している大学・学部・学科 

 

・現在の学年 

 

・何年何月生まれですか？（例: 2000 年 1 月） 

 
●セクション３：小学生から大学入学までの教育について 

・「小学校 1～3 年」の頃に、私教育（学習塾や家庭教師や通信教育）を利用していました

か？  

（はい・いいえ） 

→（「はい」と答えた人のみ）その私教育を始めたきっかけ、目的、理由はなんです

か？ 

 

・「小学校 1～3 年」の頃に、勉強以外で行っていた活動（習い事・部活動・スポーツ）な

どを箇条書きで教えてください。 

 

・「小学校 4～6 年」の頃に、私教育（学習塾や家庭教師や通信教育）を利用していました

か？ 

（はい・いいえ） 

→（「はい」と答えた人のみ）その私教育を始めたきっかけ、目的、理由はなんです

か？ 

 

・「小学校 4～6 年」の頃に、勉強以外で行っていた活動（習い事・部活動・スポーツ）な

どを箇条書きで教えてください。 

 

・「中学生」の頃に、私教育（学習塾や家庭教師や通信教育）を利用していましたか？ 

（はい・いいえ） 

→（「はい」と答えた人のみ）その私教育を始めたきっかけ、目的、理由はなんです

か？ 
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・「中学生」の頃に、勉強以外で行っていた活動（習い事・部活動・スポーツなど）を箇条

書きで教えてください。 

 

・「高校生」の頃に、私教育（学習塾や家庭教師や通信教育）を利用していましたか？ 

（はい・いいえ） 

→（「はい」と答えた人のみ）その私教育を始めたきっかけ、目的、理由はなんです

か？ 

 

・「高校生」の頃に、勉強以外で行っていた活動（習い事・部活動・スポーツなど）を箇条

書きで教えてください。 

 

・あなたは大学入学のために「浪人」をしていましたか？ 

（はい・いいえ） 

→（「はい」と答えた人のみ）「浪人」をした理由は何ですか？ 

 
●セクション４：受験と進路選択について 

・現在の大学・学部・学科を選んだ理由・きっかけを教えてください。 

 

・あなたにとって大学に通う目的は何だと思いますか？思いつく限り挙げてください。 

 

・大学受験において、辛かった経験やストレスを感じた経験はありますか？具体的なエピソ

ードを教えてください。 

 

・大学受験において、嬉しかった経験や自身の成長を実感した経験はありますか？具体的な

エピソードを教えてください。 

 

・大学受験までの勉強は、現在や将来の自分にとって役に立つと思いますか？また具体的に

はどのように役に立っていると思いますか？ 

 

・「自分は大学に進学するのだ」という意識をいつ頃から持っていましたか？ 

 

・大学入学以前に勉強や受験をする中で、親や周囲の人々からの期待・プレッシャーを感じ

たことはありますか？具体的なエピソードを教えてください。 
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・あなたは「良い大学にいけば良い会社に入れる」という意見や、社会において「学歴」が

重視される価値観についてどう思いますか？自身の経験や考えをお書きください。 

 
●セクション５：就職について 

・将来就きたい職業は何ですか？思いつく限り答えてください。 

 

・その職業に就きたい理由は何ですか？また、その職業を意識し始めたのはいつ頃ですか？ 

 

・就職活動を行うにあたってに最も不安なことは何ですか？思いつく限り答えてください。 

 

・将来あなたが仕事をするうえで最も重視したい条件は何ですか？思いつく限り答えてくだ

さい。 

 
●セクション６：キャリア形成について 

 

・理想の職業に就くために努力していることはありますか？ 

 

・将来転職したいと思いますか？ 

（はい・いいえ・わからない・その他:） 

 

・その理由は何ですか？ 

 

・海外で働くことを考えていますか？ 

（はい・いいえ・わからない・その他:） 

 

・その理由は何ですか？ 

 
●セクション７：回答についての確認事項 

・回答頂いた内容について、報告書に書く際に気をつけてほしい内容があればお書き下さい。 
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2.4 若者の社会問題 

（森口雄介） 
 
 2020 年度の社会調査実習では新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大防止のた

めの政府からの外出自粛要請を受けた大学の判断によって、授業のみならず調査の大半を

オンライン上で行った。また韓国人学生との交流も全てオンライン上で行われた。この節

ではオンライン上での交流の内容や様子、加えて第 2 班「若者の社会問題班」が独自で行

った「ライフヒストリー調査」と「オンライン上でのインタビュー」をそれぞれ紹介する。 
 

(1) 若者の社会問題班の調査内容 

 2020 年度社会学実習において森口雄介と白土絵梨は日韓の「若者の社会問題」を主題

として調査を行った。森口は韓国における兵役について、白土は韓国の若者のうつ病に代

表される精神疾患とそれに対する意識についてそれぞれの調査を行った。 
 若者の社会問題班の主な調査対象者は森口がオ・ウヌさん、白土がユン・ジアンさんで

あった（いずれも仮名）。私たちは統計データや文献を客観的資料にしつつ、双方向の交

流を通して、なるべく多くの調査対象者の「生の声」を報告書に取り入れることを目指し

た。 
 

(2) LINEでの交流 

 今回の調査では、会話のほとんどを LINE 上で行った。はじめに、私たちと調査対象者

たちの 4 人と交流をサポートしていただく大学院生で LINE 上にグループを設け、そこを

主な交流の場とした。2020 年 5 月 21 日にグループを作成して以来、自動翻訳ツールを交

えつつ約 1 か月半の間会話を行った。会話内容はこちらが質問した「韓国のアルバイト事

情・自殺についての意識」の他、調査対象者からの質問である「日本の文化の特徴」と多

岐にわたるものであった。会話は基本的に「質問・回答」の順で行われ、一度に送信され

る文章は私たちが普段交わす LINE 上での文章に比べ比較的長いものであった。つまり、

比較的長文でのやり取りがなされていた。 
 私たちが行った LINE 上での会話の工夫として「会話になるべく絵文字を使用するよう

に努めたこと」が挙げられる。上述の通り、翻訳ツールを介しての会話のため細かいニュ

アンスが伝わりにくいと考えたためである。図 2-5 は LINE 上での森口の発言の一部であ

る。しかめた顔の絵文字を使用しており、その下には自動翻訳が続いている。自動翻訳ツ

ールの精度は通常の会話を進めるには充分であった。しばしば発生した翻訳上の不具合は

手動で翻訳することで対応した。図 2-6 に示したのは、図中の下線部の文章構造の複雑さ

から翻訳がうまくいかなかった例である。この場合では原文の該当部分を単語ごとに分解

して翻訳を行った。 
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図2-5 LINE上での会話の例 

 

 
図2-6 翻訳がうまくいかなかった例 

 
 しかし、私たちは LINE 上での会話のみでは「生の語り」を多く手に入れることはでき

ないと考え、より個人的な意見を得るために 4 人の LINE グループを「森口とオ・ウヌさ

ん」と「白土とユン・ジアンさん」という 2 つに分けた。この 2 つの新たなグループは、

それまで交流のサポート役を務めていただいていた大学院生も含まないものであった。新

しいグループは 5 月 29 日に作成し、それまでのグループと並行して 1 対 1 の交流を行っ

た。結果的に、1 対 1 の交流の場を設けたことは、私たちの目指した「より多くの生の

声」を手に入れるのに役立った。 
 1 対 1 のグループでは 2 人分の回答を待たずに次の質問に移ることができるようになっ

たので、より多くの情報を同じ時間で得ることができた。加えて、それまで回答を待って

いた時間を個人的な会話に利用することもできるようになったのである。個人的な会話は

短文でやり取りされ、そのことは長文を送信する際の推敲のない率直な意見を得ることに

もつながった（図 2-7・図 2-8 参照。4 人でのグループの際は、1 度の発言が 2000 字にも

及ぶ場合もあった。） 
 こうした 1 対 1 のやりとりに加えて、私たちは双方向の交流とより多くの「生の声」を

求め、後述のとおり、「若者の社会問題班」独自の方法で調査を進めた。 
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図2-7 4人グループでの会話の例 

 

 

図2-8 1対 1のグループでの会話の例 

 
 
(3) ライフヒストリー調査 

（白土絵梨） 
 これまでの調査では、直接会って調査を行ってきたのだが、新型コロナウイルスの影響

により韓国も日本も授業はオンラインで行われ、韓国へ行くことはもちろんのこと叶わな
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かった。すなわち、お互いのことを全く知らないまま関わるという状況になってしまった

のだ。自己紹介や挨拶は一番最初に全員で行ったものの、それだけでは相手のことをよく

知ることができない。そこで、その自己紹介の延長として相手にライフヒストリー調査を

行っても良いかお願いした。本来なら、インタビューで調査を行うのだが、今回は全て文

面で行い、LINE にて送付した。まず私（白土）が自分自身のライフヒストリーを送り、

私（白土）のことをもっと知ってもらうと同時に、その形式や内容を参考にしてもらった。

さらに、説明で自分の今までの経歴をいくつかの段階に分け、その段階ごとに、最も印象

に残っているエピソードや自身の性格を表していると思うエピソードを書いてもらうよう

にお願いした。以下、そのライフヒストリーの一部である。上が私（白土）で、下がユ

ン・ジアンさんのライフヒストリーである（一部、個人情報を「○○」に替えた）。 
 

＜タイムライン＞ 
日本 滋賀 誕生  
1 歳〜7 歳 日本 徳島（川内市）幼稚園、○○小学校  
7 歳から 10 歳 アメリカ ニューヨーク Waverly, ○○小学校 
10 歳から 12 歳  日本 徳島（徳島市） ○○小学校  
12 歳から 15 歳 アメリカ メリーランド North Bethesda, ○○小学校 
15 歳から 17 歳 日本 京都（京田辺市） ○○高等学校  
18 歳から 19 歳 日本 大阪（放出市） ○○高等学校、同志社大学  
（実家が東京に引っ越したため 姉は福岡に） 
19 歳から現在（20 歳） 京都 同志社大学 
 
 生まれてすぐの時父親が出張で長い間家にいなかったから、帰ってきた時父親のこ

とを不審者だと思って、怖がって泣いた。小さい頃からよく泣く子で、幼稚園に行く

時も母親から離れるのが嫌で毎日号泣していた。幼稚園に着いた後も、玄関で突っ伏

して泣いて、よく姉のクラスに混じって遊んでいた。 
 幼稚園を卒業する頃には、泣き虫も収まってきて、小学校に入学。友達も出来て学

校生活を楽しんでいたが、父親の仕事でアメリカへの引っ越しが決まった。友達と離

れるのが嫌で、「お父さんだけ行けばいいじゃん！」と泣きながら抗議したけど、つ

いていくしかなく、アメリカ ニューヨークに引っ越すことが決まった。 
 小学校でも英語を一切習ってなかったので、転勤が決まった時すぐに英語の先生に

英語を習いはじめたが、間に合わず、現地では相手が何を言っているのかわからなか

った。言いたいことは伝わらず、何を言っているのか分からず、文化も全く違いトイ

レの行き方すらわからず、毎日泣いていた。 
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<タイムライン> 
1999 年 韓国の益山で出生 
3 歳～5 歳韓国 ○○幼稚園 
6 歳の群山に移り住む 
6 歳～7 歳、韓国 ○○保育園 
8 歳～13 歳 ○○小学校 
14 歳～16 歳 ○○中学校 
17 歳～19 歳 ○○女子高等学校 
20 歳～現在（22 歳） 全州市に位置する全北大学校在学 
 
 益山（イクサン）で暮らしていた時、両親の話を聞いてみると、私がよく泣いた

り、気が荒くなったりしたが、明るい子供だったという。2 歳になる頃、一人で箸を使

うと駄々をこねたという。あまりにも駄々をこねて、結局一人で下手な箸を使い、ご

飯を食べたというが、半分は床にこぼして食べたという。意地も強かった。私は5歳の

時に弟が生まれたが、その時から甘えなくなったという。 
6 歳の時、両親が離婚する危機にあったので、私と弟がおばさんの家に 1 週間ほど住ん

でいた。その時、私が嫌だという言葉なく弟のおむつカバンを持って叔母について行

ったという。覚えてはいないが、祖母が私に話してくれたので知った。私が5歳の時ま

でどうだったかという話を聞いてみると今のような性格ではなかったのですが、おそ

らくその時から他人の顔色をうかがって消極的に性格がだんだん変わったのだと思い

ます。 
 6 歳で初めて群山から保育園に行った日、とても緊張したようだ。同じ年頃の子が私

に声をかけてくれたんですが、泣いてしまったのを覚えている。でもすぐに慣れてよ

く過ごした。 

 
 ライフヒストリーを送り合った後は、それをもとに質問をし、さらに深堀りをしていっ

た。中には気軽には聞けないような内容のものもあり悩んだが、質問をする前にその内容

について触れてもいいかの許可を取ってから質問をするようにした。これはただのライフ

ヒストリー調査ではなく、自己紹介の意味もあるということを忘れないために、私（白土）

の経験も質問と共に加えるようにした。その過程で、人と違う経験やつらかった経験など

を話すことによって、情報の流れが一方通行にならないようにし、さらに相手も話しやす

い状況を作るよう努めた。 
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(4) オンライン上でのビデオインタビュー 

（森口雄介） 
 ここでは、私(森口)が 2020 年 6 月 24 日 22:00 にオンライン上で実施したビデオインタ

ビューのプロセスを紹介する。またこのインタビューの内容は 8 章で紹介するものである。 
① インタビューの目的 
 日本において不足していると感じた「兵役にまだ就いていない韓国人男性の語り」を入

手することを目的としてインタビューを実施した。加えて、私（森口）が調査対象者の顔

や声を知らずに調査を続けることに対しての違和感を解消する目的もあった。 
② 準備 
 上記の目的より調査対象者は「兵役にまだ就いていない韓国人男性」である必要があっ

たが、LINE で交流していたオ・ウヌさんが兵役にまだ就いていなかったためインタビュ

ーの協力をお願いした。そののち了承を得ることができたので、同じく LINE において日

時の確認をとった。また 2020 年度社会調査実習でティーチング・アシスタントを務めて

おられた金汝卿さんに通訳をお願いし、了承をいただいた。 
 次に、オンライン上でのインタビューを行うツールの選定を行い、対象者が使用可能で

あり、専門的な機器を必要としないウェブ会議サービスである「Zoom」とした。 
 最後に質問を作成した。インタビュー以前に交わした LINE 上での会話の内容を盛り込

み、なるべく日本において不足していると感じていた「個人的な語り」を聞き出せるよう

に工夫した。 
③ 実施 
 上記の方法で決定した日時(2020 年 6 月 24 日 22:00)に「Zoom」を立ち上げ、調査対象

者はスマートフォンから参加した。調査対象者の音声が届かないというトラブルが発生し

たために、急遽上記の LINE にあった「ビデオ電話」の機能で行うことにした。対象者に

録音の許可をとりパソコン上の録音ソフトと、スマートフォンの録音機能で録音した。途

中調査対象者との接続が 3 度途切れたので、その都度対象者が再接続できるまで待機した。

インタビューは約 1 時間 50 分行った。 
④ 感想 
 私（森口）にとって遠隔地での通訳を介したビデオインタビューは初めての、かつ貴重

な経験となった。既述の通りビデオインタビューをするまでは対象者の声や顔すら知らな

い状況であったため、通話が始まり相手の顔がパソコンのモニターに映った際は「やっと

「会う」ことができた」と感じた。文字のみの交流と異なり、頷いたり笑ったりする相手

の顔を見られることは新鮮であった。 
 すでに述べた通り、今回のインタビューは 3 度接続が途切れている。オンラインのビデ

オインタビューを実施する際には、通信環境を整備する必要性に加え、最も録音する重要

性が高い通訳者の音声を優先して録音する必要性も感じた。  
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2.5 大学生の文化と認識 

（中島美瑛） 
 

 本節では、「大学生の文化と認識」をテーマに行った調査の研究方法、プロセスについ

てまとめる。私たちの班（中島、温文熙）では、LINE のグループチャット機能を利用し

た対話型の調査、個人チャットを利用した聞き取り調査、そして書面によるインタビュー

調査の 3 つを軸に、研究を進めた。 
 

(1) 調査の概要と調査対象者 

① 調査の概要 
 この班では、幅広く日韓の「文化」について関心を持つ中島美瑛と温文熙の 2 名がグル

ープとなり、韓国の大学生を対象に調査を実施した。 
 「文化」という包括的なテーマを取り扱う上で、あえて最初の段階からトピックを絞り

込むことをせずに、調査対象者との対話の中で、彼らの語りを最大限に引き出せる詳細な

テーマを模索する方針を取った。 
② 班の愛称 
 班の愛称は「冬ソナ班」とした。これは、韓国の連続テレビドラマ『冬のソナタ』の通

称「冬ソナ」に由来している。『冬のソナタ』は今から約 17 年前に日本で放送され、中

高年女性を中心に熱狂的支持を誇った。日本における韓国大衆文化ブームのきっかけをも

たらした点で、日韓間の大衆文化交流の象徴的作品であると考えたため、「冬ソナ班」と

名付けた。 
③ 調査対象者について 
 私たちが主に調査の対象としたのは、韓国の全北大学考古文化人類学科に在籍するイ・

ヒョンジュンさんとカン・ソジンさんの 2 名だ（いずれも仮名）。 
 イ・ヒョンジュンさんは、日本人の考え方について広く関心を持っており、カン・ソジ

ンさんは、日本の食文化や伝統的な祭り文化に関心を持つ。両者ともに、来日経験があり、

J-POP や漫画、映画といった日本のポップカルチャーに親しんでいる。 
 

(2) LINEグループを利用した調査 

① 概要 
 韓国の大学生へのインタビューを実施するうえで、板垣先生と全北大の林慶澤先生の協

力を得て、同志社大の学部生 2 名、大学院生 2 名、全北大の学部生 2 名、大学院生 1 名の

LINE グループを作成した。大学院生の方々にはアシスタントとしてご協力いただき、調

査は主に同志社大の学部生 2 名が全北大の学部生 2 名を対象として実施した。 
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② 調査テーマ決定 
 5 月下旬に自己紹介を済ませたのち、最初の 1 週間は好きなドラマや週末の過ごし方に

ついてなどの身近な話題を展開し、ラポール形成を図った。 
 調査の糸口になりそうな話題を拾い、断続的にインタビューを行う中で、調査対象者は

熱心なキリスト教信者であること、そして共に来日経験があってかつ日本文化に関心を寄

せていることが分かった。そこで温は「宗教」について（第 9 章）、中島は「歴史認識と

文化」（第 10 章）について調査する方針を固めた。 
 これ以降の調査では、班活動よりも個人活動を中心にして行われた。次の節では、それ

ぞれの調査プロセスについて説明していく。 
 

(3) 各テーマにおける調査の概要 

① 「宗教」に関する書面インタビュー 
 「宗教」に関する調査は、LINE グループのやりとりになかなか馴染まないため、まと

まった話を聞くために書面によるインタビューを中心に展開した。具体的な実施内容とし

ては、インタビューで聞きたい事項をまとめた Word ファイルを LINE のグループで送信

し、そのファイルを直接編集して回答してもらい、個人チャットで提出を求めた。なお、

書面インタビューの内容は、本節の末尾に記載している。 
 調査項目としては、「宗教信仰のきっかけ」、「家族や友人間の宗教的会話」、

「COVID-19 が宗教生活にもたらした影響」などがある。それに加え、パーソナル・ネッ

トワークについての質問を設け、宗教活動が調査対象者の人間関係にもたらす影響を調査

した。さらに、調査対象者が教会にて実施した生活観察記録を参照し、彼らの日常におけ

る「宗教」のあり方を考察した。 
② 「歴史認識と文化」に関する調査 
 「歴史認識と文化」に関する調査では、主にグループチャットで提供した議題について

それぞれの意見を交換し、個人チャットで発言内容に関して詳細なインタビューを行う形

式をとった。 
 グループチャットでは、「現在の日韓関係についてどのような印象を抱いているか」と

いう話題から始まり、歴史認識、政治意識についての議論を展開した。さらに、各個人の

チャットにおいて、各国の文化コンテンツが表象する歴史認識の問題点について情報や意

見を交換し、家族や友人間の政治的会話、そして政治情勢について詳細なインタビューを

実施した。 
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図2-9 LINEグループでのやりとりの様子 

（備考）日本の歴史教育に関する議論の様子。 
A が中島、B がカンさんの発言、A’、B’はそれぞれの発言の自動翻訳。 

 
 

最後に 

 今回、私たちは LINE のグループチャット、個人チャット、そして書面によるインタビ

ュー調査を用いて、「大学生の文化と認識」をテーマに調査を行った。 
 非対面かつ異なる言語話者同士であることもあり、コミュニケーションを行う上での懸

念が多く存在した。調査開始後、しばらく暗中模索の状態が続いたが、調査対象者の多大

なる協力によって調査を進めることができた。互いに質問の作成や回答をする上で、焦る

ことなく入念な準備が可能である点など、非対面調査ならではの良さも生かしつつ、慎重

に調査を行うことを心掛けた。 
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附録 宗教についての調査アンケート 

 
LINE だとなかなかまとまったインタビューができないため、宗教について、設問調査の

形式で書面インタビューをさせていただきます。全て書いてから送っていただいても、書

けたところから順次送ってくださっても、どちらでも構いません。何か不明なことがあれ

ば、いつでも問い合わせてください。  
 
回答期限：ご多忙中とは存じますが、【7 月１日（水）23:59】までにご回答いただきます

ようお願いいたします。   
 
調査者 ：同志社大学社会学科 3 年 温文熙  
 
連絡先 ：＠温文熙の line  
 
調査の項目内容（合計 10 問）：  
 
1．あなたは特定の宗教の信仰をもっていますか？もっているとしたら、どのような宗教

（宗派）ですか？また、信仰をもったきっかけがあれば、その思い出などを教えてくだ

さい。  
 
2．ご父母やきょうだいなど、家族メンバーのなかに宗教の信仰をもっている人はいます

か？また、その宗教について、家族のあいだで頻繁に話しますか？  
 
3．無宗教の同年代の友人と、宗教について話したことはありますか？そのとき、友人が

言ったことについて、何か印象に残っていること、気になったことなどはありますか？  
 
4．新型コロナウイルス感染症が拡大する前と後で、宗教生活（教会での礼拝など）はど

のように変わりましたか？具体的に教えてください。  
 
5．感染が拡大するなかで、集会での全光焄牧師の言動は韓国社会で大きな話題になりま

した。あなたはそれについてどう思いましたか？また、宗教と政治との関わりについて、

どのように思いますか？  
 
6．あなたは宗教教育の必要性について、「高校までにもっと世界の宗教についての基礎

知識を教えるべきだ。」の見方に対してどう思いますか。  
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7．仮に 1週間のうち目を覚ましている時間を 100%とすると、宗教に関わることをしてい

る時間は何%ぐらいになりますか？また、それはどのような時ですか？  
 
8．将来一緒に暮らす人を選ぶとして、同じ信仰をもつことは重要な条件ですか？  
 
9．パーソナル・ネットワークについての調査  

まず、あなたが、ふだん重要なことを相談する人を５人、思い浮かべてみてください。

ここで「重要なこと」というのは、宗教に限るものではなく、あなたにとって重要なこ

と全般を意味します。その５人を順にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅとします。  
次に、それぞれの人について、性別、年齢、所属や職業、居住地域を教えてください。

また、それぞれの人について、あなたとどのような関係で、いつどのように知り合い、

今はどれぐらいの頻度でコミュニケーションをとっているかも教えてください。  
その５人のうち、宗教に関わる人が入っていれば、たとえばどのような相談をするか、

より詳しく教えてください。  
以上を踏まえて、あなたの人間関係にとって、宗教によるつながりはどのような位置

を占めると思いますか？  
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３ 首都圏一極集中と若者の地域選択 

（中村早希） 
 
 本章では、韓国の若者が大学進学時や就職時において、ソウルを中心とした首都圏とそ

れ以外の地方から成り立つ韓国の国内でどのような地域選択、移動志向を持っているかと

いうことを、各種統計資料や交流相手の全北大学校の学生へのインタビュー等を通じて明

らかにする。まず 3.1 では、章全体の前提となる知識として韓国の地域行政区分について

説明する。つづく 3.2 では、各地域の人口や移動者数の統計資料などから、地域選択に何

らかの影響を与えると考えられるソウル一極集中の現状について考察する。最後に 3.3 で

は、調査対象とした全北
チョンブク

大の学生が特にどのような地域選択を今までに行い、また今後

行う予定であるのかを明らかにする。 
 

3.1 韓国の地域行政区分 

 

 
図3-1 韓国の行政区分 

（備考）白地図専門店より入手した白地図に、北東アジア地域自治体連合ホームページ

を参考にして行政区分名を書き入れた。 
 
 地域選択と移動の実態を把握するためには、韓国国内の地域がどのように区分されてい

るかを理解する必要がある。行政区分は、8 つの道と済州特別自治道、6 つの広域市と首

都のソウル特別市、特別自治市の世宗市から構成されている（図 3-1）。8 つの道とは、

京畿道
キョンギド

、慶尚北道
キョンサンプット

、慶尚南道
キョンサンナムド

、江原道
カンウォンド

、全羅北道
チョルラプット

、全羅南道
チョルラナムド

、忠清北道
チュンチョンプット

、忠清南道
チュンチョンナムド

であ
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り、6 つの広域市とは釜山
プ サ ン

市、大邱
テ グ

市、仁川
インチョン

市、光州
クヮンジュ

市、大田
テジョン

市、蔚山
ウルサン

市である。なか

でも、ソウル特別市と京畿道、仁川広域市を合わせた地域が韓国において首都圏
スドックォン

と呼ばれ

る。 
 

3.2 首都圏一極集中 

 
 現在、「韓国は世界的にも首都圏一極集中が進んでいる国の一つであり、〔中略〕首都

圏への資本や人口の吸引は、結果として地方都市の衰退を意味するものである」（李・兼

子・駒木 2017:199）とあるように、韓国ではソウルを中心として京畿道、仁川広域市を

含めた首都圏への人口集中が問題視されている。本節では、人口移動に関する統計資料や

ソウルに対して人々が抱く価値観が反映された言葉を取り上げ、このようなソウル一極集

中の現状を多角的に捉える。 
 

(1) 首都圏への人口集中と地方の人口減少 

 統計庁の「人口総調査」によると、韓国の全国およびソウルを中心とした首都圏の人口

は表 3-1 のように変化している。首都であるソウル特別市の人口は 1970 年には 550 万人

程度だったものの、20 年後の 1990 年にはすでに約 2 倍の 1,000 万人を突破しており、ソ

ウルの人口が急増していることがわかる。その後ソウル特別市の人口は徐々に減少してい

くが（これについては後述）、仁川広域市は 1985 年から 2010 年にかけて人口が約 2 倍

に、京畿道は 1970 年から 2010 年にかけて人口が約 3.7 倍に増加している。こうした首都

圏の各地域の人口変化を受けて首都圏の人口が総人口に占める割合に注目すると、その割

合は年々上昇しており、2010 年からは韓国全国の人口のおよそ半数もの人が首都圏に集

中している。これらのことから、ソウルを含めた首都圏への人口の一極集中の状況が見て

とれる。 
 一方で、首都圏以外の地域の人口はどのように変化しているだろうか。まず表 3-2 の広

域市別人口と増減率に注目すると、釜山広域市と大邱広域市は人口の増加率が特に低く、

釜山広域市は 1995 年から 2010 年にかけて、大邱広域市は 2000 年から 2010 年にかけて全

国の人口が増加する中でも人口が減少していることがわかる。また 2010 年から 2015 年の

人口の増加率は仁川広域市が最も高く、近年の首都圏の人口増加率の高さが見てとれる。 
 また次に、表 3-3 の道別人口とその増減率をみていく。まず目立つのはそれぞれの道に

おける 5 年前比 20％以上の大幅な人口減少だが、これは地域区分の編成が幾度か変化し

たことが要因だと考えられる。具体的には、1989 年に忠清南道大田市、1986 年に全羅南

道光州市、1981 年に慶尚北道大邱市、1997 年に慶尚南道蔚山市が道から分離し直轄市に

昇格したことが、それぞれ 1990 年の忠清南道、1990 年の全羅南道、1985 年の慶尚北道、

2000 年の慶尚南道の人口減少率に反映されていると推測できる。そのような大きな人口
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減少を除き、継続的に人口増減率が負の値を記録し続けているのが江原道や忠清北道、全

羅北道、全羅南道、慶尚北道である。これらの地域では、長期間にわたって人口が減少し

続けているといえる。 
 また、特に調査対象者の学生が通う全北大学校が位置する全羅北道に注目すると、1980
年から 2010 年にかけて人口が減少し続けていることがわかる。「山と野が調和した韓国

最高の穀倉地帯であるだけでなく、数千年の間、韓民族の食糧を支えてきた生命の源」

（全羅北道公式サイト、2020 年 7 月 31 日取得）であるという点が全羅北道の特徴の一つ

である。しかし韓国では、1950 年代から「経済が成長するにつれて労働人口が第一次産

業から第二次産業、そしてまた第三次産業に移動するというクラーク（C.Clark）の経験

法則が典型的に見られる」（呂寅満 2016）というように、製造業やサービス業が発展し

た一方で、農林漁業の比重は低下していった。このような 20 世紀後半からの産業構造の

変化が、穀倉地帯である全羅北道の人口減少に影響を与えていると考えられる。 
 一方で京畿道の人口増減率は、1981 年に仁川市が京畿道から分離した影響で人口増減

率が負の値を記録したと考えられる 1985 年以外は、常にすべての道のなかで最も高い人

口増加率を記録し続けている。人口の減少傾向がみられる道が多いなかで京畿道ではこの

ような人口の増加が観察される理由は本節の（3）で考察を行うが、その人口増加率も

1990 年をピークにやや減少傾向にあるといえる。以上のことから、首都圏全体では人口

が長期的に増加し続けているということ、しかしその増加率は次第に緩やかになっている

こと、対照的に首都圏以外の地域の人口は継続的に伸び悩んでいるということが見てとれ

る。 
 

表3-1 首都圏の行政区域別人口 

（人）

 
（出典）韓国統計庁「人口総調査」 

（備考）仁川は 1981 年までは京畿道仁川市であり、1981 年に直轄市に昇格したのち、

1995 年に京畿道の一部地域を編入して仁川広域市となった。そのため、1970 年から

1980 年のデータは京畿道仁川市としてのデータである。 

全国　 ソウル特別市 仁川広域市 京畿道 　首都圏の人口が総人口に占める割合

1970 31,435,252 5,525,262 634,046 3,353,272 30.3%
1975 34,678,972 6,879,464 800,007 4,034,707 33.8%
1980 37,406,815 8,350,616 1,083,906 4,930,335 38.4%
1985 40,419,652 9,625,755 1,384,916 4,792,617 39.1%
1990 43,390,374 10,603,250 1,816,328 6,154,359 42.8%
1995 44,553,710 10,217,177 2,304,176 7,637,942 45.2%
2000 45,985,289 9,853,972 2,466,338 8,937,752 46.2%
2005 47,041,434 9,762,546 2,517,680 10,341,006 48.1%
2010 47,990,761 9,631,482 2,632,035 11,196,053 48.9%
2015 51,069,375 9,904,312 2,890,451 12,479,061 49.5%
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表3-2 広域市別人口(人)と増減率（％） 

 

 

表 3-3 道別人口(人)と増減率（％） 

 

 
（出典）表 3-2 と 3-3 ともに韓国統計庁「人口総調査」 

（備考）増減率は、それぞれ 5 年前の人口比。 
 

人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率

1970 630,046 - 1,876,391 - - - - - - - - -
1975 800,007 27.0% 2,450,125 30.6% - - - - - - - -
1980 1,083,906 35.5% 3,156,931 28.8% - - - - - - - -
1985 1,384,916 27.8% 3,512,113 11.3% 2,028,370 - - - - - - -
1990 1,816,328 31.2% 3,795,892 8.1% 2,227,979 9.8% 1,138,717 - 1,049,122 - - -
1995 2,304,176 26.9% 3,809,618 0.4% 2,445,288 9.8% 1,257,063 10.4% 1,270,873 21.1% - -
2000 2,466,338 7.0% 3,655,437 -4.0% 2,473,990 1.2% 1,350,948 7.5% 1,365,961 7.5% 1,012,110 -
2005 2,517,680 2.1% 3,512,547 -3.9% 2,456,016 -0.7% 1,413,644 4.6% 1,438,551 5.3% 1,044,934 3.2%
2010 2,632,035 4.5% 3,393,191 -3.4% 2,431,774 -1.0% 1,466,143 3.7% 1,490,158 3.6% 1,071,673 2.6%
2015 2,890,451 9.8% 3,448,737 1.6% 2,466,052 1.4% 1,502,881 2.5% 1,538,394 3.2% 1,166,615 8.9%

蔚山広域市仁川広域市 釜山広域市 大邱広域市 光州広域市 大田広域市

人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率

1970 3,353,272 - 1,865,426 - 1,480,338 - 2,858,202 -
1975 4,034,707 20.3% 1,860,768 -0.2% 1,521,348 2.8% 2,947,023 3.1%
1980 4,930,335 22.2% 1,790,226 -3.8% 1,423,381 -6.4% 2,954,662 0.3%
1985 4,792,617 -2.8% 1,724,146 -3.7% 1,390,326 -2.3% 2,999,837 1.5%
1990 6,154,359 28.4% 1,579,859 -8.4% 1,389,222 -0.1% 2,013,270 -32.9%
1995 7,637,942 24.1% 1,465,279 -7.3% 1,395,460 0.4% 1,765,021 -12.3%
2000 8,937,752 17.0% 1,484,536 1.3% 1,462,621 4.8% 1,840,410 4.3%
2005 10,341,006 15.7% 1,460,770 -1.6% 1,453,872 -0.6% 1,879,417 2.1%
2010 11,196,053 8.3% 1,463,650 0.2% 1,495,984 2.9% 2,000,473 6.4%
2015 12,479,061 11.5% 1,518,040 3.7% 1,589,347 6.2% 2,107,802 5.4%

京畿道 江原道 忠清北道 忠清南道

人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率 人口 増減率

1970 2,431,892 - 4,004,832 - 4,555,866 - 3,118,634 -
1975 2,455,093 1.0% 3,982,752 -0.6% 4,855,852 6.6% 3,278,718 5.1%
1980 2,286,720 -6.9% 3,778,777 -5.1% 4,952,012 2.0% 3,320,546 1.3%
1985 2,201,265 -3.7% 3,747,506 -0.8% 3,010,001 -39.2% 3,514,500 5.8%
1990 2,069,378 -6.0% 2,506,944 -33.1% 2,860,109 -5.0% 3,671,509 4.5%
1995 1,900,558 -8.2% 2,066,109 -17.6% 2,672,498 -6.6% 3,841,553 4.6%
2000 1,887,239 -0.7% 1,994,287 -3.5% 2,716,218 1.6% 2,970,929 -22.7%
2005 1,778,879 -5.7% 1,815,174 -9.0% 2,594,719 -4.5% 3,040,993 2.4%
2010 1,766,044 -0.7% 1,728,749 -4.8% 2,575,370 -0.7% 3,119,571 2.6%
2015 1,834,114 3.9% 1,799,044 4.1% 2,680,294 4.1% 3,334,524 6.9%

慶尚北道 慶尚南道全羅北道 全羅南道
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(2) 日本との比較 

 前項では、ソウル首都圏の人口が総人口に占める割合が年々増加しており、2005 年以

降は韓国全体の人口の約半数が首都圏に集中していることを明らかにした（表 3-1）。こ

の人口の集中度は日本の人口の分布と比較しても明らかである。表 3-4 は、東京圏にあた

る東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県の人口と、それら東京圏の人口が総人口に占める割

合を示したものである。ここでの比較対象を首都圏（東京圏の一都三県に加えて茨城県と

栃木県と群馬県を合わせた範囲）ではなく東京圏にしたのは、ソウル一極集中と同様に問

題視される東京一極集中という事態は、首都圏全体ではなく特に東京圏への人口集中をさ

す場合が多い6からである。東京圏の人口が総人口に占める割合は 23％だった 1970 年以降

年々増加しており、2015 年でその割合は 28％である。先も述べたように、日本でも東京

一極集中が度々問題視される通りこの数字も決して低いとはいえないが、ソウル首都圏の

人口が総人口に占める割合が 50％近いことから韓国の人口の首都圏への集中度合がいか

に高いかがわかる。 
 

表3-4 都道府県別人口(人) 

 

（出典）総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」 
 
 またソウル首都圏と東京圏の人口がそれぞれ総人口に占める割合の増加率を比較してみ

ても、1970 年から 2015 年までの 45 年間で東京圏の人口が総人口に占める割合はわずか

5％増加したに過ぎない（表3-4）のに対し、ソウル首都圏の人口が総人口に占める割合は

19.2％も増加している（表 3-1）。この点からも、ソウル首都圏への人口集中の程度の急

速さが読み取れるだろう。 
 

                                                        
 
6 国土交通省（2020 年 7 月 31 日取得）、首相官邸（2019）参照。 

全国 東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 東京圏の人口が総人口に占める割合

1970 103,521,912 11,094,578 5,295,473 3,739,898 3,284,527 23%
1975 110,948,837 11,349,065 6,251,131 4,697,345 4,055,633 24%
1980 116,194,898 11,357,337 6,829,812 5,328,412 4,672,147 24%
1985 120,007,812 11,573,719 7,323,074 5,771,844 5,092,217 25%
1990 122,744,952 11,639,293 7,847,465 6,294,960 5,488,123 25%
1995 124,655,498 11,549,145 8,143,569 6,673,760 5,751,764 26%
2000 126,071,305 11,743,189 8,370,292 6,870,003 5,893,166 26%
2005 126,869,397 12,168,247 8,644,031 6,996,528 6,014,584 27%
2010 127,057,860 12,609,912 8,885,458 7,123,084 6,149,799 27%
2015 128,226,483 13,297,585 9,116,666 7,304,896 6,254,106 28%
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(3) 首都圏の純移動者数 

 ここまで、韓国ではソウル及び仁川広域市と京畿道を含めた首都圏に人口が集中してい

ることを説明したが、次に首都圏の純移動者数に注目する。首都圏への人口集中が問題視

されている現状ではあるが、ソウル特別市を転入地と見たときの全体の純移動者数は

2015 年から 2018 年のいずれにおいてもマイナスの値を記録しており、転入者よりも転出

者の方が多い状況が続いていることが分かる（表 3-5）。この点は、本節の第一項でソウ

ル特別市の人口は減少しつつあると述べたことと矛盾しないだろう。これは同じ首都でも

一貫して増加しつづけている東京都とは異なった現象である。 
 一方で、京畿道のみは地域全体において転入者数が転出者数を超過し続けており、京畿

道における人口の増加率は高まり続けていると推測できる。この原因には、首都圏の急速

な人口集中が招いた住宅不足の問題を解消するために、1980 年代後半から「新都市」の

建設が行われたことが影響しているのではないだろうか。新都市とは「住宅の供給を目的

にほとんど一から人工的につくった、文字通り新しい都市」（財団法人自治体国際化協会 
1998）であり、計画の当初には京畿道に 5 つの新都市が建設された。これに伴って京畿道

への人口の流入や工場の移転が盛んに見られるようになり、京畿道の郊外化が進展してき

ているということが、人口の増加が続いている原因だと考えられる。なお、仁川広域市は、

2017 年以降は転出者数が転入者数を若干上回っているが、松島
ソ ン ド

新都市などもあり、今後

さらに転入者が超過する可能性もある。 
 純移動者全体では以上のような傾向があったが、注目すべきは大学進学時の年齢が含ま

れる 15-19 歳、就職時の年齢が含まれる 20-24 歳の純移動者数である。2017 年と 2018 年

では仁川広域市における転出者数が転入者数を上回っているのが読み取れるものの、その

時点を除いたすべての時点と首都圏地域において転入者数が転出者数を大幅に上回ってい

る。全年齢層を含めた全体の傾向では首都圏への転入者が減りつつあると予測できる一方

で、若者が大学進学や就職を機に首都圏へ転入しようとする傾向は依然強いと言えるだろ

う。 
 

表3-5 転入地別純移動者数 

 

（出典）韓国統計庁「国内移動人口統計」 
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(4) 言葉から捉えるソウル一極集中 

 前項では統計資料から韓国における人口のソウル及び首都圏への一極集中を捉えたが、

そのようにほかの都市とは一線を画すソウルと首都圏の状況を反映するような言葉がある。

この項ではそれらの言葉を紹介する。 
 
① 「地方」 
 日本語の「地方」に相当する言葉を韓国語では同じ漢字語で「チバン（지방）」と言

う。この言葉を韓国の国語辞典（国立国語院 標準国語大辞典）で引くと、まず一つ目の

定義には「ある方面の地（어느 방면의 땅）」とある。そして二つ目の定義には、「ソウ

ル以外の地域（서울 이외의 지역）」と紹介されている。つまり、ソウル特別市とその他

すべての都市や地域というような区分を行っていることがわかる。このことは、のちに紹

介するイム・ギュリさんとのやりとりからもうかがえる。 
 

――都市という言葉、地方という言葉にはどのような印象を持ちますか。 
 私は地方の場合'首都圏を除いた地域に位置した地域’(中略)というイメージを持っ

ています。(KD0615L) 
――私の感覚では 6 つの広域市は結構大きくて栄えている印象なので都市というイメ

ージを持ちますが、首都圏以外はすべて地方というイメージですか。 
 私はソウルを中心と置いてみると、ソウル以外の他の地方に位置しているので、6
つの広域市も地方に属すると見ました。しかし、6 つの広域市も確かに繁栄した都市

だというのはそのとおりです。(KD0617L) 
 
 このように、広域市をはじめとして十分に繁栄した都市もあるものの、ソウル及び首都

圏以外をすべて地方とみなす見方を持っていることがわかる。つまり、言葉の定義におい

ても実際の認識においても、ソウルとその他地域に対する印象や扱いには違いがあること

がわかる。 
 一方で日本語の「地方」という言葉を辞書（旺文社標準国語辞典）で引いてみると、一

つ目の定義に「国内のある一定の地域」、二つ目に「その国の首府から離れた地域」とあ

り、実は辞書を引いた際の言葉の定義は韓国の「チバン」とほぼ同様である。しかし、地

域の面積や人口で明確に規定された定義は存在せず、実際の人々の認識も先に述べた辞書

的な定義とは若干異なるのではないだろうかと感じる。例えば、首都東京から離れた大阪

府や愛知県は確かに東京を中心とみると地方だが、それ以上に人口や経済の中心地であり、

交通や様々な施設が充実している印象を受ける。株式会社十六総合研究所（2019）によれ

ば、人口規模、都市機能、人口動態という 3 つの切り口から、地方とは①人口 10 万人な

いし 30 万人以下の自治体、②高次の都市機能が提供されない場所（中核都市の人口が 10
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万人以下で、その中核都市から一時間圏にある圏域人口が 30 万人以下）、③人口が転出

超過になっている 39 都道府県（東京圏の 4 都県・愛知・大阪・福岡・滋賀以外）という

条件を満たす地域だと定義できるという。このことからも、日本ではいわゆる大都市圏に

対してはあまり「地方」という認識を抱かないといえるだろう。以上のような「チバン」

と「ちほう」という言葉に対する認識の違いからも、韓国では首都圏一強の状態であるこ

とを感じることができる。 
 
② 「インソウル」 

 (1)で述べたように韓国の若者にソウル及び首都圏が人気である様子は、「インソウル」

（인서울）という言葉の存在からも説明できる。これは英語の「in Seoul」のことで、ソ

ウルにある大学を指す言葉である。人口や経済の中心地であるソウルは就職でも有利とい

うイメージが強いため、ソウルを目指す若者が多いという現状をまさに反映した言葉であ

るといえる。この言葉の使用方法や使用頻度を全北大学の学生に尋ねたところ、大学入試

の際に韓国の若者の間では非常に頻繁に使われる言葉であることがわかった(KD0711L)。
用法としては「ソウルのなかにある大学に行く」という言葉通りの意味で用いると同時に、

韓国では有名な中上位圏の大学の多くがソウルに位置しているため、「中上位圏の大学に

行く」という意味でも使用されるとイム・ギュリさんは教えてくれた。例えば実際の会話

の中では「これくらいの成績であればインソウルが可能である／難しいだろう」というよ

うな調子で使用されるらしい（KD0720L）。このように、「インソウル」という言葉は

単にソウルに移ることを指すだけでなく、学生の学力を判断する基準としても用いられる

言葉であるようだ。 

 

3.3 全北大学生の地域選択 

 

 本節では、社会調査実習Ⅰにおいて調査対象者となった全北大の学生が過去にどのよう

な地域移動を行ってきたか、また今後はどのような地域選択を行っていく予定なのかを各

種大学資料や学生へのインタビューを通じて明らかにする。 
 

(1) 全北大学生の地域選択と地域移動 

 今回調査対象調査対象となった学生が通う全北大学校は、そのメインキャンパスを全羅

北道の全州
チョンジュ

市に置く国立大学である。本来であれば全北大に在学する学生の卒業後の就

職地域に関するデータを収集したかったのだが、詳細な情報は公開されていないようであ

った。そのため、全北大が位置する全羅北道の人口移動について、なかでも大学を卒業し

て就職する年齢層であろう 20-24 歳、25-29 歳人口が、どのような地域移動を行っている

かに注目することにした。表 3-6 は、全羅北道を転出地としたときの転入地別移動者数を
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まとめた表である。全羅北道から釜山広域市、大邱広域市、蔚山広域市へ移動する 20 代

人口が少ない一方で、仁川広域市、光州広域市、大田広域市への純移動者数は 3 ケタを超

える年が多い。図 3-1 より、光州広域市と大田広域市への移動者数が多いのは、広域市の

中でそれら二つの市が比較的全羅北道から近い距離に位置しているためだと考えられる。

一方で全羅北道からは少し距離が離れている仁川広域市と、ソウル特別市への純移動者数

が多いということからは、やはり大学の卒業後に全羅北道から首都圏へ移動しようとする

志向が学生間で高いのではないかと推測できる。 

 

表3-6 全羅北道を転出地としたときの転入地別純移動者数（人） 

 
（出典）統計庁「国内移動人口統計」 

 

(2) 首都圏志向が高くない学生 

 3.2 では、韓国全体で首都圏へ人口が流入し人口の集中度が高まっているということを、

本節の(1)では全北大が位置する全羅北道の 20 代の若者も首都圏へ移動する志向が高いと

予測できることを示してきた。しかし、これはあくまでも全般的な傾向であって、全ての

大学生がこの趨勢に従った価値観を持っているわけではない。人々が首都圏に集まる風潮

であっても、すすんで首都圏での生活や就職を望まない学生もいる。本項では、そうした

志向性をもった 2 人の全北大の学生を事例に、かれらはなぜ首都圏を志望しないのかを、

その志向性の背景にある過去の地域移動の影響に留意しながら探る。 
① ハン・ジウォンさん 
 

表3-7 ハン・ジウォンさんのこれまでの地域移動  

 
 

 ハン・ジウォンさんは京畿道で生まれた後に、母親の人事異動のためにソウル鍾路
チョンノ

区へ

引っ越した。両親が公務員だったため、一定期間が経てばほかの事務所に移動しなければ

ならず、ソウル内でも数回引っ越しを経験した。最も長い時間暮らした場所は、高校を卒

20-24歳 25-29歳 20-24歳 25-29歳 20-24歳 25-29歳 20-24歳 25-29歳 20-24歳 25-29歳 20-24歳 25-29歳 20-24歳 25-29歳
2000 3,464 4,128 47 25 38 40 407 515 297 259 391 412 16 30
2005 2,625 2,264 23 -31 8 -48 389 361 156 193 383 370 18 58
2010 1,415 1,411 -17 -33 -5 -20 85 127 164 97 126 152 -29 -102
2015 1,421 1,049 69 59 -4 16 136 99 81 80 232 204 18 48

蔚山広域市ソウル特別市 釜山広域市 大邱広域市 仁川広域市 光州広域市 大田広域市

西暦 年齢 出来事 理由

2000 0 京畿道にて生まれる

2004 4 ソウル鍾路区へ引っ越す 母の人事異動

2019 19 忠清南道鶏龍市へ引っ越す 地方への憧憬
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2010 1,415 1,411 -17 -33 -5 -20 85 127 164 97 126 152 -29 -102
2015 1,421 1,049 69 59 -4 16 136 99 81 80 232 204 18 48

蔚山広域市ソウル特別市 釜山広域市 大邱広域市 仁川広域市 光州広域市 大田広域市

西暦 年齢 出来事 理由

2000 0 京畿道にて生まれる

2004 4 ソウル鍾路区へ引っ越す 母の人事異動

2019 19 忠清南道鶏龍市へ引っ越す 地方への憧憬
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業する 19 歳まで暮らしたソウル鍾路区である。そんなソウル釧路区について、彼女は次

のように語る。 
 

 私はソウルで生まれ、19 歳まで、ソウル鍾路区に住んでいました。鐘路区は朝鮮

〔王朝〕の 5 大宮殿を見ることができ、北村
プッチョン

の韓屋村
ハノンマウル

と文化通り
ム ナ コ リ

で有名な所です。

特に記憶に残っているのは、中学校の塀の向こうから昌徳宮
チャンドックン

の出入り禁止の場所が

見えて不思議だったことがあります。(KO0521L) 
 

 ソウルは交通が便利で文化施設が多く、文化生活の幅を広げることができます。

どこにいっても映画館や百貨店、大学病院などの便利な公共施設のサービスを受け

ることができます。しかし空気が濁っていて、自動車の数が多く、日常的に交通渋

滞が起こるところでもあります。人通りが多い地域は、無秩序な通りやゴミで印象

が悪いです。高い建物が次々と建てられて空がよく見えなかったり、交通路の中心

でデモが頻繁に起きて交通がさらに混雑したりします。ソウルのこのような混雑ぶ

りや余裕を感じることができない点は、私が田舎に引っ越してくるきっかけになり

ました。(KO0522L) 
 
ソウルへ憧れを抱いて移る若者が多いなかで、ハン・ジウォンさんは高校卒業までの長い

期間をソウルで過ごしたからこそ、都市の便利さを感じる反面嫌気がさした部分もあった

のだという。そういった理由から高校卒業後は、ソウルを故郷とする周りの友人が地方に

特定の志望大学や目標が無ければソウルに留まることを望む一方で、ハン・ジウォンさん

はソウルを離れて忠清南道の鶏龍
ケリョン

に引っ越すことを選んだ。鶏龍といえば鶏龍山が有名で、

民間信仰でもよく登場する地名でもあり、ソウルとはある意味真逆のイメージの場所であ

る。ソウルの喧騒から離れ新天地とした鶏龍市について、次のように語る。 
 

 現在、私が住んでいる忠清南道鶏龍市は余裕があふれる都市です。街に人も少な

く、自然に囲まれていながら、市内の機能を担う地域が別にあるために、外食やカ

フェに行きたければバスや自転車を乗って市内に行くことができます。しかし、鶏

龍の公共交通手段はバスしかなく、配車間隔もソウルより広いので、待っている時

間の長いバスも多いです。それに適応するのは大変でした。映画館、デパートなど

大型施設はないけど、私はショッピングや映画館に通う趣味がないので、そういう

ことは問題になりません。もしそういう大きな施設に行きたいなら、車で 20 分以内

で行ける隣の地域の大田広域市に行けばよいです。大田広域市は、韓国の 5 大都市に

属するところです。私は鶏龍に住むのが本当に満足だけど、私と違って文化生活を

楽しむ方たちにとっては暮らしにくいこともありそうです。(KO0522L) 
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長年ソウルで暮らしたハン・ジウォンさんにとって鶏龍での生活は、初めこそ主に交通面

で不便さを感じる部分もあったものの、人と自然との適度な調和を感じられるとても暮ら

しやすいものであるようだ。ソウルでの進学や就職を望む若者が全体では多いなか、彼女

は自分の生活リズムや趣味嗜好により適した地域をソウル以外に見つけ、その地で自分ら

しく暮らすことを選んだ人であった。特に現在、彼女は農業について関心を抱いていると

いう。そのような農業志向については、次章で論ずる。 
 
②イム・ギュリさん 
 

表3-8 イム・ギュリさんのこれまでの地域移動 

 
 

 イム・ギュリさんは全州で生まれたのち 9 歳までを天安で過ごし、父親の仕事の転勤に

よる 2 度の転居を経て現在は光州広域市に住んでいる。今まで数か所で暮らしたなかで自

分にとっての故郷だとする光州広域市について、次のように語っている。 

 

 光州は 6 つの広域市の一つであり、湖南
ホ ナ ム

地方〔全羅道〕で最も大きい都市です。光

州がある全羅南道は、大韓民国の西南に位置し、食べ物でとても有名です。〔中

略〕光州は、5.18 民主抗争〔1980 年〕といって、クーデターで権力を掌握した独裁

者に対抗する大韓民国の民主化の歴史で代表的な民主化運動が起きたところで、民

主主義に対する特に高い自負心をもっています。光州はソウルに比べると地下鉄が

発展しておらず交通がいまひとつだけれど、バスが多く、生活には不便さを感じず、

鉄道と航空などによって他の都市とのつながりもよいです。大都市ではあるけれど

建物も高くなく、公園や樹木が多く、狭苦しい感じはありません。 (KD0522L) 
 
このように、彼女も光州での生活に十分満足している印象を受ける。しかし現在の 

韓国の若者は、3.1 と 3.2 で述べたように大学や就職でソウルに出ようとする人が多い 
印象を受ける。このような風潮の中で自分もソウルで暮らしたいという思いを抱くこ 
とはなかったのか尋ねたところ、次のような答えが返ってきた。 

西暦 年齢 出来事 理由

2000 0 全州にて生まれる

天安に居住

2009 9 江陵へ引っ越す 父親の辞令

2011 12 光州広域市へ引っ越す 父親の辞令
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 私は祖母がソウルに住んでいて、正月やお盆にはソウルに行きます。私にとって

ソウルは、地下鉄がよくできていて移動しやすく、人が多くてコンサートやイベン

トなどがよく開催されていて、非常に便利に見えます。といっても、あえてソウル

に行きたいという気持ちはありません。まずソウルは家賃がとても高いし、私は光

州にとても満足しているんですよ。それでも、地下鉄はとても羨ましいですね。

ㅎㅎㅎ〔＝フフフという笑いの記号〕（KD0724L） 
 
ソウルの地下鉄の利便性に対しては大きな魅力を感じるものの、住みたいという気持ちに

はならないという。これにはソウルの住宅価格が高価であることが関係しているようだ。

確かに『韓国ワーキングプア 88 万ウォン世代』においても、「独立しようとすれば、

とりあえず住む家がなければならない。ところが韓国の平均住宅費、それもソウルの平均

住宅費を考えてみれば、気の遠くなる話である。」という表現があり、住宅費の高さが若

者の独立を困難にしている様子が窺い知れた。 
 政府が空いた空間を活用して青年住宅を建設したり、支援金を支給したりと政府も住宅

価格を落ち着かせるような努力はしているようだが、未だ現政府にとって大きな課題の一

つだとイム・ギュリさんは語った(KD0726L, KD0728L)。また、「現在の韓国は、全国的

に住宅価格が非常に高くなりました。ソウルだけでなく、光州も住宅価格が非常に上昇し

ている状態です。こうした住宅価格の上昇の原因は、市場と政策の問題という 2 つに分か

れているため、正確な原因を知ることは難しいです」(KD0728L)ということも述べた。現

在の韓国において住宅価格の上昇は早期解決の難しい非常に深刻な問題であり、このこと

がソウルへの進出を思いとどまらせるケースも生んでいると考えられる。 
 また、12 歳から光州広域市で生活を送っていたというイム・ギュリさんに対して、家

から少し距離のある全北大へ進学したのはなぜか、ソウルの大学に行きたいという思いを

抱くことはなかったのか、など大学進学時の地域選択に関しても幾つかの質問を行った。

その際のやりとりを次に記す。 
 

――全北大は家から少し距離があると思いますが、なぜ全北大を選んだのですか。 
 私は実家の方にある大学に行きたいと思って、全北大と併願して受験しました。

勉強の手を抜いて実家の方の大学には落ちたのですが...。むしろ全北大に来てよかっ

たような気がします。(KD0528L)  
――実家に近い大学と全北大を受験したと話してくれましたが、ソウルの大学に行

きたいという思いを抱くことはなかったのですか。 
 はい。第一の理由は、私がソウルの大学に行く成績になっていなかったんです、

ㅎㅎ。それに私は、外に出るよりは家にとどまる方がずっと好きで、ソウルのよう
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に遠いところの大学に行くのは、どうも気が進まなかったのです。寄宿舎の費用や

自炊の費用が負担になるということもあります。(KD0728L) 
 
この彼女の話からも、3.2 で説明したように「インソウル」のためには「成績」が必要と

されることがわかる。しかし、それよりも、イム・ギュリさんは大学進学を機にソウルへ

進出しようという思いが薄く、実家のあたりで過ごし続けたいと考えていたようだ。「イ

ンソウル」を目指す人が多いなか地元志向が強い若者であると考えることができ、このこ

とには地元の光州に対する満足度と愛着の高さが関係しているように感じた。実はこれに

は私もかなり共感できる部分があり、大学で京都に来て以来かえって地元が一層好きにな

り、就職では地元に戻りたいという考えを持っている。このことを彼女に伝えると、次の

ような返答があった(KD0726L)。 
 

 私もできれば就職は光州でしたいですね。ㅎㅎㅎ 
光州で職場を得たい理由 
1. 光州に最も長く住んできて、今も住んでいるのですごく慣れています。ソウルが

住みやすいと言われますが、あまりに混雑していると思います。〔光州の〕交通も

地下鉄 2 号線を建設中なので、もっとよくなると思います。 
2. 住宅価格は、全国的にかなり上がっていますが、ソウルに比べると光州はまだ低

い方に属します。  
3. 光州に友だちが多いということも、光州で就職したい理由の一つです。他の土地

にはなかなか適応できない性格なので、知り合いの多い光州に職場を得ることが、

より良いと思います。 
 

 このような理由で、彼女は就職もソウルではなく光州で行うことを希望しているようだ。

またこの傾向は彼女の友人にも当てはまるといい、友人の志望する就職先や職種はソウル

でなくても就けるものであると考えられるため、現段階でソウルで働きたいと強く考えて

いる人はいないのではないかと語ってくれた(KD0628L)。このソウルでなくても就くこと

のできる具体的な職業には公務員が挙げられる（もちろんソウルで公務員として勤務した

い人もいるかもしれないが、その割合が高いという予測はたてられないとのことであった）

ようで、彼女自身も公務員になりたいのだと話してくれた。しかし、公務員になる場合で

もソウルの方が就職できる見込みは高く、そのために地元を離れる可能性もあるかもしれ

ないということも語った。 
 

 私も公務員になりたいと思っています。3 年生や 4 年生になると公務員試験の準備

でもするつもりです。公務員として具体的に希望する仕事は、文化財庁に入って博
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物館で勤務することですが、他の仕事でも満足すると思います。(KD0729L) 
 確かに〔そもそも〕博物館の数が少ないので不安ではあります。ソウルの方が光

州よりは多いでしょうが、それほど多いというわけでもないでしょうし。それに、

馴染みのある光州で住むのがよいにはよいのですが、就職するためならソウルにも

住むだろうと思います。(KD0801L) 
 

 このように雇用を探すためならソウルに出ることも考えると語ったが、一番の希望は地

元の光州で働くことであり、ソウルに出ていくことを積極的に望んでいるわけではなく、

地元で暮らしたいという思いの方が強いという。そこで、いつか光州以外の地域でも暮ら

してみたいという願望や、別の地域への興味はあるかと尋ねたところ、次のように答えた。 
 

 他の地域で住むのなら、ソウルや釜山に住みたいかなと思います。ソウルは交通

がとてもよく発達していて、光州に比べると、はるかににぎやかな都市だからです。

釜山の場合は、海が近いということで住みたいと思う都市の一つです。他の地域へ

の関心という点でいえば、国内だけではなく、国外にも関心があります。ただ、他

の地域へ引っ越すことは理想だというだけで、実際に考えていないと言う方が正し

いと思います。ㅎㅎ まだ光州を離れたいという思いもないし理由もありませんか

ら。(KD0731L) 
 

他の地域の興味が無いわけではないが、やはり実際に光州を離れて別の地域で暮らすこと

は考えにくいようである。このように、過去の大学進学時においても、これからの就職や

その先の生活においても彼女は首都圏へ進出する志向があまり強くないことがわかる。繰

り返しになるが、彼女が長年暮らしている光州への愛着を強く持っていることと、光州で

の生活に満足していることが、ソウルに対する関心をそれほど強めてこなかったのだろう

と感じた。 
 

まとめ 

 
 本章では、韓国でのソウル首都圏一極集中の現状と、そういった現状のなかで韓国の若

者が実際にどのような地域移動を行っているのか、また全体の流れに反して首都圏志向の

高くない学生はなぜ首都圏を志望しないのか、というようなことを考えてきた。韓国の人

口の首都圏一極集中の状況は深刻であり、単なる人口の集中に加えて優秀な大学までもが

首都圏に集中したり、そのように首都が優位性をもつことがさらなる人口集中を呼び起こ

したりする。結果的に学生を含め韓国の人口全体が首都圏へ集中せざるを得なくなってい

る。しかしそうしたなかで、首都の利便性や優位性よりも自分が暮らしやすい環境である
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ことを優先して居住地を選んだり、地元への愛着から地元に残ることを選択したりする学

生もいることが分かった。そうした人々は現状では少数派かもしれないが、自分の意思を

尊重した地域選択は本来もっと自由に行われるべきものであり、誰もが持つ権利である。

ソウル首都圏一極集中とそれに伴う経済資本やサービスの集中の改善は、「ソウルの大学

を出ないと評価が得られない」「ソウルでないと就職先が見つからない」という観念から

解放され、若者が自由に大学進学時や就職時における地域選択を行えるようになることに

つながると感じた。 
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４ 若い世代の農村・農業志望についての日韓比較 

（何欽） 
 

 日韓を問わず、都市への志向が今の若い世代の中で強まっていることにより、農村に残

る人や農業に携わる人がかなりのスピードで少なくなっている。また、農村から都市への

人口移動にともない、農業の後継者が少なくなったという問題も出てきた。農村離れは日

韓ともに遭遇している問題である。しかし、こうした大きな流れに逆行するように、農村

へと向かう「帰農」の流れも若干ながら存在している。そこで本章では、まず日韓の離

村・離農の実態を明らかにしたうえで、若い世代と農村・農業のかかわりを持たせるた

め、日韓両政府がどのような政策または試みをしてきたかを確認する。そのうえで、それ

と逆行するような志向性をもった若い世代が、農村・農業に参加することをどう思ってい

るかを明らかにする。 
 

4.1 背景 

(1) 日本 

 日本では、21 世紀に入っても農業地域の人口および農家人口が減る傾向が続いている。

まず、農村の人口という点から見ると、表 4-1 のとおり、2000 年から 2010 年にかけての

10 年間でも全人口に占める農業地域人口の割合が 23.1%から 21.3%に減っており、その分

都市的地域の人口が相対的に増加している。 
 

表4-1 日本における都市・農業地域の人口の推移 

(単位：万人) 

 
（出典）総務省『平成 22 年国勢調査』 

（備考）都市的地域は、可住地に占める人口密度 4,000 人/km2 以上の人口集中地区

（DID）が 5％以上、または可住地に占める宅地等率が 60％以上の地域。農業地域

は、耕地率が 20％以上、または林野率 80％以上、それと耕地率が 20％未満の都市

的地域以外の地域。 
 
 次に農業従事者の人口を見ておく。表 4-2 は農家人口を示したものだが、これを見ると、

増減数

都市的地域 9,759       76.9% 10,077     78.7% 318
農業地域 2,934       23.1% 2,729       21.3% ‐205

計 12,693     100.0% 12,806     100.0%

2000年 2010年
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2010 年から 2019 年までのわずか 9 年間に、650 万人から 398 万人へと 38.7%も激減して

いることが分かる。表 4-3 は農業就業人口を示したものだが、これも同じ期間中に 35.5%
（260.6 万人→168.1 万人）も減っている。一方、同期間中に農業就業人口中の高齢化率

（65 歳以上人口の割合）は 61.6%から 70.2%に増加している。ここで表れているのは農

村・農業における急速な人口減少と高齢化である。これによって、農業の後継者不足、農

村の空き家などさまざまな社会問題が生じているのである。 
 

表4-2 日本における農家人口の推移 

(単位：万人) 

 

（出典）農村水産省統計部「農村の現状に関する統計」 
（備考）「農家人口」とは、農家の世帯員をいう。統計上、農家とは「経営耕地面積が

10a以上の農業を営む世帯または農家販売金額が年間15万円以上ある世帯」と定義され

ている（農林水産省「用語の解説」） 
 

表4-3 日本における農業就業人口・年齢の推移 

(単位：万人) 

 

（出典）農村水産省統計部『農林業センサス』『農業構造動態調査』 
 

(2) 韓国 

 韓国の農業に関する統計を表 4-4 に掲げた。「農家」の定義は日本とほぼ同じである。

韓国の農家は、絶対数においても総人口中の比率においても減少している点では、日本の

農家と変わらない。ただし、その速度は日本に比べて若干緩やかである。先述のとおり、

日本の農家人口は 2010→2019 年に 38.7%も減少したが、同期間に韓国の農家人口は 2010
年基準からの減少率は 26.7%（306 万→225 万）である。また、高齢化が進んでいること

も同様だが、高齢化率の日韓については後述する。なお、表 4-5 には農村人口の高齢化を

掲げておく。 

2010年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
農家人口 650.3 488.0 465.3 437.5 418.6 398.4
総人口比 5.1% 3.8% 3.7% 3.5% 3.3% 3.2%

2010年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年
260.6 209.7 192.2 181.6 175.3 168.1
160.5 133.1 125.4 120.7 120.0 118.0

61.59% 63.47% 65.24% 66.46% 68.45% 70.20%

農業就業人口

65歳以上の割合

うち65歳以上
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表4-4 韓国における農家および農家人口の推移 

（単位：千戸、万人） 

 
（出典）統計庁『農林漁業総調査』 

（備考）「農家」とは、農地を 10a 以上直接耕作する世帯または過去 1 年間に直接生産し

た農畜産物の販売金額 120 万ウォン以上の世帯と定義されている。 
 

表4-5韓国における年齢別農村人口（2018年） 

(単位：万人) 

 
（出典）統計庁『2019 年農林漁業の調査』、『2018 年農林漁業人口構造』 

 
 日韓の農業人口は両方とも減少しているが、韓国の方が若干緩やかである点について、

その解釈をしておきたい。韓国の場合、総人口 5,122 万 5 千人（GLOBAL NOTE 2019）に

対して農業従事者 252 万人（2019 年）、その割合が 4.91％で、日本の場合は総人口 1 億

2,686 万人（GLOBAL NOTE 2019）に農業従事者 168.1 万人（2019 年）、割合が 1.99％で

あり、日本の方がかなり少ない。 
 念のために、人口当の農地面積を比較しておこう。国際連合食糧農業機関によると、

2012 年において、韓国の農地面積は 17,880 ㎢で、日本は 45,490 ㎢である。現住人口で計

算すると、韓国の農地面積人口比は 1 人当たり 349 ㎡で、日本は 1 人当たり 359 ㎡であ

る。両国の農地面積人口比はほぼ同じであり、むしろ日本のほうが 10 ㎡ほど韓国よりも

多い。 
 むしろ、日韓の産業政策上の農業の位置づけの違いを見ておいた方がよいだろう。

GLOBAL NOTE（2018）によると、世界農業生産額国別ランキングの中、日本は 8 位で韓

国は 22 位である。しかし、同じく GLOBAL NOTE（2018）によると、世界の農業生産額

の対国内総生産（GDP）比ランキングの中、韓国が 164 位で、日本は 182 位である。つま

2010年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

農家数 1,177 1,089 1,068 1,042 1,021 1,007

総世帯数中の割合 6.7% 5.7% 5.5% 5.3% 5.1% 5.0%

農家人口 306.3 256.9 249.6 242.2 231.5 224.5

総人口中の割合 6.2% 5.0% 4.9% 4.7% 4.5% 4.3%

65歳以上の割合 31.8% 38.4% 40.3% 42.5% 44.7% 46.6%

年齢 20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

人口数 17.0 11.5 10.6 16.6 40.9 60.5 74.5
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り、農業生産額でいえば日本が韓国より高いが、GDP 比でいえば韓国のほうがより高い。

それが、日本の方が農業に対する依存度がより低いということもある。そのため、両国に

おいて農業は中心産業ではないが、韓国では若干ながら日本よりも重みが置かれている。 
 高齢化率については、表 4-4 は韓国の統計が農業に従事しておらずとも農家に住んでい

る世帯員を全てカウントしており、日本の農業就業人口中の高齢者の割合（表 4-3）とは

統計の取り方が異なるため、直接比較ができない。そこで、別のデータから日韓の高齢化

を比較しておこう。図 4-1 は、韓国の農業従事者のうち 60 歳以上の占める割合と、先述

の日本のデータ（表 4-3）を重ねたものである。日本のデータは 65 歳以上であるが、それ

でも韓国よりもグラフは平均的に上にある。すなわち、日本は韓国よりも農業従事者の高

齢者の割合が高くなっており、より緩やかである。それはもともと日韓の少子高齢化の構

造の違いもあるだろうし、両国が実施している若い世代の農村・農業志望における支援策

に違いもある程度それに影響していると思う。そのため、次節では日韓の支援策について

比較してみたいと思う。 
 

 
図4-1 日韓農業従事者数のうち高齢者の割合の比較 

（出典）KOSIS 2013~2019「地域別雇用調査：全国産業/年齢/教育程度/従事地位別就

業者」（http://kosis.kr/）および表 4-3 より作成。 
（備考）日本は 65 歳以上、韓国は 60 歳以上の集計。 

 

4.2 支援策 

 

(1) 就農支援金 

 日韓両国においては同じく国と各自治体からの就農支援金制度があるが、ここで比較し

たいと思う。 

62.68% 62.89% 63.43%
64.87% 65.80% 65.55%

67.80%
61.80%

63.64% 63.47%
65.24%

66.46%
68.45%

70.20%

50.00%

55.00%

60.00%

65.00%

70.00%

75.00%

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

韓国 ⽇本
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 日本においては、例えば「青年就農給付金制度」（現・農業次世代人材投資資金）が挙

げられる。これは 45 歳未満で、独立・自営就農したい人たちが対象者で、詳細な独立・

自営就農計画書を出すというものである。審査さえ通れば、国から 1 年で 150 万円給付さ

れる。給付期間は研修期間 2 年と営農期間 5 年を合わせて 7 年間である。このような制度

が存在することで、初期投資やはじめの稼ぎがないなどの問題をある程度緩和することが

できるのである。ほかにも自治体により給料や住居を提供する制度が存在しており、資金

問題を心配せず就農できるチャンスを与えている。 

 韓国においては、例えば帰農支援金サポートという政策がある。江原
カンウォン

道江陵
カンヌン

市農業技

術センター農政庁が発表した帰農の定着支援金サポートによると7、サポートとして、2年
間（24 ヶ月）毎月定額の支払い（総 15.6 千万ウォン）、1 年目（選定日〜12 ヶ月）は月

に 80万ウォン、2年目（13月〜24月）の月には 50万ウォンの支援金が出す。しかし、こ

れをもらう条件として、年齢は 20 歳以上 45 歳未満で、中央または自治体主管が指定した

教育機関で帰農・営農教育 50 時間以上を履修すること、または一般農業教育の実績も含

む帰農・帰村関連の教育の 10 時間以上履修することが課せられる。それに、サイバー教

育、農村の才能寄付、農村奉仕活動も教育を受けた実績として認めるが、これは最大 30
時間まで反映できる。これは支援金をもらう前に達成しなければならない条件であり、帰

農する人に対して事前に農業に関する素養を要求している。 
 ここでの違いとして、韓国は日本より支援金を与える際に、申請者の農業に関する素養

と能力を重視していることがわかる。それに日本は支援金をもらいながら農業を習ってい

くが、韓国はそれをある程度把握したのちに申請できるのである。支援金の金額でいえば

韓国より日本の方がより高いが、物価の違いに加え、農業従事者不足と高齢化が韓国より

も相対的に進んでいるため、多くの人を募集するための策だとも考えられる。また、支援

金をもらいながら農業を習うことも若い世代が農業に参入するハードルを下げることにな

るので、より多くの人を募集するための措置であると思う。 
 

(2) 農業人材育成 

 日韓両国の農業に関する教育において共通なところとして、全国の複数の国立大学で農

学部や水産学部が存在している点がある。しかし、いずれも理論と研究を課程の中心とし

ている。より実用な農業知識を習う 4 年制の総合大学相当の農業専門の大学としては、日

本も韓国も全国において 1 校ずつしかない。そこで農業教育の補足として、日韓の農村・

農業志望を持つ若い世代ための、両国において独特な農業教育システムも存在している。

本項では、そうした点について整理しておきたい。 
 まずは日韓とも全国において一つしかない農業総合大学について比較したいと思う。日

                                                        
 
7 https://www.gov.kr/portal/service/serviceInfo/420000000011 
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本においては東京農業大学がそれに当たる。東京農業大学は 1891 年に創立し、動植物す

べてにかかわる総合科学を扱う大学として発展し続けてきた私立大学である。今も「農の

心」を人材育成の中心的なキーワードとしつつも、農学にとどまらない分野に教育研究を

展開している。 
 東京農業大学の学科編成は表 4-6 の通りである。この学科編成からみると東京農業大学

で、実用的・専門的な農業知識や技能を教えるだけでなく、理論的・科学的な農業関連の

研究も教えている、それに研究の方がより中心的であり、学生を農業と自然、それに地域

を研究する人材の育成を目標としている。具体的なカリキュラムをみても、そのような傾

向がある。例えば農学部の共通授業として、農学原理が必修とされている。そのため、東

京農業大学は「就農」より「学農」が中心に据えられた大学であると考えられるのである。 
 

表4-6 東京農業大学における学科編成の状況（2020年度） 

 
（出典）東京農業大学ホームページ 

 
 一方、韓国では国立韓国農水産大学という、4 年制の単科大学が存在している。これは

農水産業を冠する大学としては全国唯一で、しかも国立大学である。キャンパスは全北大

と同じく全州に位置している。この大学は農業・農村の高齢化と人材不足、ウルグアイ・

ラウンド通商交渉、WTO 体制の出帆など、農業分をめぐる大きな環境変化に対応する一

方、現場中心教育をおこなう農業関連大学がほとんどない状況に鑑み、大統領令にもとづ

き 1997 年に創立されたものである。「韓国農水産業を率いていく理論と実務能力を兼備

した専門農漁業経営人を養成」するというミッションと「未来の農水産業リーダーを養成

する No.1 大学」というビジョンのもと、総合的な農水産大学として運営されている（以

上、同大学ウェブサイトより）。 
 国立韓国農水産大学の学科編成は表 4-7 の通りである。この学科編成を見ると、同大学

における農業に関する教育体系が、かなり農水産業の現場に即した具体的な専門性をもっ

ていることがわかる。また、その学科も農水産業のほぼ全部のブランチを含めて、総合性

が感じられる。教育課程としては、1 年生では教養と基礎科目、2 年生は国内外の先進的

な農場で長期の実習、3 年生では創業営農計画、専門実務教育を受ける。また、さらに学

びたい場合、専攻深化課程も充実している。その運営方針である、①専攻および現場実務

学部名

農学

応用生物学

生命科学

地域環境科学

国際食料情報学

生物産業

学科名

農学、デザイン農学、動物科学、生物資源開発

農芸化学、醸造科学、食品安全健康、栄養科学

バイオサイエンス、分子生命科学、分子微生物

森林総合科学、生産環境工学、造園科学、地域創成科学

国際農業開発、食料環境経済、国際バイオビジネス、国際食農科学

生物生産、アクアバイオ、食品香粧、地域産業経営
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教育課程の拡大、②専門教科の強化、③6 次産業化関連教育の強化などから、この学科編

成と教育課程の主旨を理解することができる。 
 

表4-7 国立韓国農水産大学における学科編成の状況(2018年度) 

 
（出典）国立韓国農水産大学パンフレット 

 
 以上、日韓両国の農業大学を比較してみると、日本の東京農業大学はより研究志向的で、

韓国の国立韓国農水産大学はより専門実務志向的である。その違いは、大学以外の場で実

用的な農業教育をどのようにおこなっているかを合わせて見ることで理解できる。日本で

は、農業専門学校が存在していて、高等教育段階における実用向けの農業教育を担ってい

る。そのため、東京農業大学ではより研究志向の教育課程を中心にすることで棲み分けて

いると見られる。韓国でももちろん 1 校の大学だけで農業実務養成の需要が満たすことが

できない。そのため、韓国の各道には 40 代～50 代を主な対象者とする「農業マイスター

大学」が設置されているほか、若い世代を対象者とする「青年農夫士官学校」というプロ

グラムも存在している。 
 日本の農業専門学校は、学校別に農業に関してさまざまな選択肢がある。例えば、園芸

に関してはテクノ・ホルティ園芸専門学校がある。同学校には花き生産と野菜生産の 2 つ

のコースがあり、それぞれで野菜生産者などになるための専門的な知識を勉強できるので

ある。いずれのコースも 2 年制で、それはほとんどの農業専門学校に共通している。その

ようなシステムが存在していることで、専門的な知識と技術を持つ農業人材を育てられる

のである。しかし、農業専門学校は高校卒業からすぐに入るのが一般的であるため、大学

在学中や大学卒業後に農業に携わりたいという若い世代に対してはそれほど選択肢にのぼ

ることはない。それが多くの大学生、大卒生の農業志望の実現に影響を与えていると思う。 
 それと比較して、韓国ではより幅広く農業を志望する若い世代を募集し、専門的な農業

教育を行う「青年農夫士官学校」というプログラムが存在している。これは韓国の農協と

いう組織が運営しているプログラムである。ここの「農夫」は、多様な作物を作って販売

するよりも、ひとつの作物を専念して作る人を指している。そのため、このプログラムの

主旨として、青年たちを 6 ヶ月間の教育を通して、農業の素養から販売する作物の選択ま

系列名 定員

作物 100
園芸 150
山林 50
畜産 160
農水産融複 60
水産 30

学科名

食糧作物、特用作物、茸

野菜、果樹、花、園芸環境

山林、造景

韓牛、酪農、養豚、養鶏、馬、産業昆虫

農水産加工、農水産ビジネス

水産養殖
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でを教え、サポートすることを中心にしており、より専門的な人材育成を目標している。

志望者はいつの段階でも申し込むことができ、大学卒業後に就職して会社をやめた人も対

象となっている。こうした「帰農」が可能な教育制度が存在していることも、日韓の農業

従事者の年齢層の違いをもたらす一定の要因になっていると思う。 
 

(3) 農村移住支援 

 農村の移住に関する支援は日本も韓国も数多く存在している。日本では農村移住に関し

ては日本全国の各自治体に様々な、定住促進奨励金、住宅建築補助、リフォーム支援など

の支援制度が存在している。例えば宮城県七ヶ宿町では、20 年住めば土地・住宅を無償

で譲渡という支援制度が存在している8。具体的な内容として 40 歳未満で中学生以下の子

がいる世帯を対象に、20 年間住んだ場合に土地、住宅を無償で譲渡する。その住宅の間

取りも入居者の希望より決定できる。ほかにも、月に 3.6 万の支援金や家賃減免制度など

も存在している。また、農村移住に関しての紹介などをおこなう専門の移住会社も数多く

ある。このように、農村移住を決意さえすれば、ある程度サポートしてくれるような枠組

が各地に設けられている。 
 韓国では、帰農初期資金が不足している人に定着関連支援金を農村振興庁から出すとい

う「帰農創業および住宅購入支援事業」という制度がある9。この制度では、農村での住

宅購買または新築の資金として、年間利息 2％のローンで 7,500 万ウォンを提供する。し

かし、条件として帰農教育を 100 時間以上履修することが必要であり、保証人が必要であ

る。ここでは、帰農支援金と同じく、帰農教育の履修が必要とされ、かなり厳しい条件で

ある。 
 一方、韓国は移住支援をもらう条件として就農者に限定しているが、日本はそうではな

いものも多い。日本では農業の人材問題というよりは、都市への人口集中、農村の少子高

齢化、農村の空き部屋問題、いわゆる「消滅自治体」問題などの方が大きく、それを解決

するために農業をしなくても申請できるようにしているものと思われる。 
 

4.3 農村・農業志向の学生の認識 

 
 前節まで見たように、日韓両国とも人口の都市集中にともなう農村・農業における少子

高齢化問題に直面している。また、両国の状況と背景に若干の違いが存在しているため、

支援策においても、同じ方向であったとしても、多少異なる支援策が出されている。しか

し、これはあくまでもマクロな動向であり政策次元の趨勢である。そのような状況で、若

                                                        
 
8 https://town.shichikashuku.miyagi.jp/its/kurashi/ 
9 http://www.returnfarm.com/cmn/sym/mnu/mpm/1030101/htmlMenuView.do 
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い世代の人々が全て同じ方向を向いているわけでもないだろうし、農学部でもない大学生

であっても農村・農業志向の者も一定程度いるのも間違いない。そうした韓国の農村・農

業を今後担う可能性のある若い世代はどのような認識や考えを持っているのだろうか。本

節では、そうした農村・農業志望を持つ全北大の学生であるハン・ジウォンさんに対して

インタビューをしてみたい。 
 ハン・ジウォンさんは前章でも紹介されているように、今は全北大の学生だが、出身地

は韓国のソウルで、育てられたのもソウルである。都心中の都市に育った彼女であるが、

都会の速い生活リズムと激しい競争、それに環境の悪さなどへのストレスが、農村志望を

生み出したのである。 
 
 ソウルは交通が便利で文化施設が多く、文化生活の幅を広げることができます。

どこにいっても映画館や百貨店、大学病院などの便利な公共施設のサービスを受け

ることができます。しかし空気が濁っていて、自動車の数が多く、日常的に交通渋

滞が起こるところでもあります。人通りが多い地域は、無秩序な通りやゴミで印象

が悪いです。高い建物が次々と建てられて空がよく見えなかったり、交通路の中心

でデモが頻繁に起きて交通がさらに混雑したりします。ソウルのこのような混雑ぶ

りや余裕を感じることができない点は、私が田舎に引っ越してくるきっかけになり

ました。(KO0522L) 
 

 また、ハンさんは大学で考古人類学の勉強をしているが、農業と農村、特に農村での若

い世代と上の世代の関係、村ごとの伝統文化、農村移住にも興味を持っている。 
 
 私は農業自体にも関心があります。農村では共同体生活が重要だと聞きましたが、

青年と上の世代が意思疎通する方法について知りたいです。村ごとに伝統のような

ものがあればそんなことも知りたいです。都市から田舎へ下ってくる人たちが適応

する方式も興味があります。(KO0521L) 
 

 それにハンさんは農業を勉強して就農することを大学卒業後の一つの進路として考えて

いる。 

 

 実は私は今考古文化人類学科に大学を通っていますが、卒業するまでこの学科に

対する進路が定まらないのであれば、農業を勉強する意向があります。(KO0609L) 
 
 また、ハンさんのように農村・農業志望を持ち、それに実現した若い世代が韓国には多

いであると、次のように語った。 
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 韓国は、農村で農業を生計にする青年を「青年農夫」といいます。中国と日本で

似たような用語がありますか。このような用語が新たにできた理由は、それほど農

夫を職業とする青年層が少ないからではないかと思います。(KO0522L) 
 

 志望の若い世代が多いにも関わらず、実際のところ、自分の農村・農業志向を実現しよ

うとするとき農村での生活の不便などを心配している人も少なくない。ハンさんから語っ

てもらった一つの論文が、それについて詳しく論じている(KO0607L)。キム・ホ、ナム・

ヨンスク（2017）によると、都市（大田）と農村（全南）の学生たちを比較したとき、農

村の学生は都市の学生たちより生活環境に対する満足度が足りない。農村の学生は主に公

共施設の不足と野生動物の存在で不便さと恐怖を感じている。ハンさんはこの論文を引用

しながら、若い世代が農業を従事するため農業に移住する際に一番関心を持つ問題を語っ

た。農村での学生ですら公共施設の不足など農村に対して消極的な考えを持っているのに、

便利で安全な都会から移住した若い世代はこれ以上に嫌がるだろうとハンさんは思った。 
 筆者がこの論文を読んで、若い世代を農業・農業に引き寄せるために解決しなければな

らないのは、農村地域のインフラ問題だと思った。すなわち、農村で公共施設などのイン

フラを整備したり、野生動物対策などを整備する必要があると思う。また、移住の際もそ

の地域で注意すべきことも事前に教える必要がある。例えば、この地域の習俗や行事など

を伝えることが大事である。そうした都市の人がどのように田舎に適応するかということ

も、ハンが関心を持つことである。 
 そうした躊躇も抱きながら、ハンは農村・農業参加に積極的な考えを持っている。その

ために農業教育プログラムや農村に関する知識を自分で調べている。前節で述べた「青年

農夫士官学校」も、筆者がハンから教えてもらった制度である。 
 もちろん、若い世代が農村・農業志望を実現しようとするとき遭う問題はそれだけでは

ない。韓国の厳しすぎる支援金申し込み条件がもう一つの難題である。2017 年 9 月 13 日

の韓国紙『国民日報』によると、ユジファンさん（30 歳、男性）が農業をしながら世界

を一周にして、日本の農業支援策を知ったとき、そうした条件がなく、結果・成果を求め

ない支援金制度に驚きと感じたという。日本のような支援金制度を充実させたいという声

も、若い世代の就農希望者中にはある。 
 確かに韓国の農村・農業に対する支援金制度は、その支援金の乱用防止には意味がある

が、その厳しい条件が多くの若い人を諦めさせている側面もあるかもしれない。したがっ

て、より柔軟な対応と、より多くの支援策の充実が重要であると思う。なぜなら、そうす

ることでより多くの若い世代を農業に参加させることができ、農村に新鮮な人材を送り込

むことができるからである。 
 農業・農村志向を持つ若い世代は決して少なくない。国や自治体が農村でのインフラを
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整備し、より適切な支援策を出すことは、かれらの思いを実現させるために、大きく影響

するだろう。 
 

まとめ 

 

 本章では、まず日韓の農村・農業の現状を比較した。都市への人口集中、農村の過疎化

と高齢化、農業の担い手不足などは日韓ともに同様である。日本はより農業における依存

度が若干低く、韓国は相対的には農業を重視していることがわかった。 

 また、日韓両国は就農支援金、農業人材育成、農村移住支援という 3 つの面においてそ

れぞれ支援策を展開してきた。ここでは、若い世代の農村・農業志望における支援が、日

韓の間でそれなりの違いが出てきたが、それもそれぞれの農業現状に応じたものだと筆者

が思う。 
 また、支援策の対象者で、農村・農業志向を持つ若い世代の 1 人、韓国の全北大の学生

ハン・ジウォンさんのインタビューを通じて、若い世代が農村・農業志向を持ちながら、

農村へと実際に行くことを考えたとき、農村のインフラ問題や野生動物に対する心配な

ど、農村を改善させたいところを述べた。また、韓国の支援策に対しての若い世代の考え

も語った。 
 そこで農村・農業志向を持つ若い世代に関してわかったのは、かれらはそのような夢を

持って、さまざまな支援策を利用して、実現させたいと考えているが、農村・農業に関連

する諸問題が改善していない現状で、なかなかそれを実践に移せる者がいないのである。

それが解決されれば、もともと農村・農業志向を持っている多くの若い世代が実践的に参

加できることはもちろん、その志向を持っていない若い世代を引き付けることもでき、農

村・農業にエネルギーをもたらすことができるのである。 
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５ 日韓の教育熱と高等教育：学生の視点から 

（瀬崎颯斗） 
 
 本章では、韓国における教育熱の問題を取り上げ、韓国の学校教育制度、私教育、大学

受験の観点から教育熱が具体的にどのような形で影響を及ぼしているかを明らかにする。

手法としては、LINE グループでの聞き取り調査と、韓国の全北大生と日本の同志社大生

（中国からの留学生を含む）へのオンライン・フォームによる記述回答式調査を行った。

調査過程と研究方法に関しては 2.3 にて詳細を記載している。これらの調査から、大学生

の地点から大学受験や今まで受けてきた教育の経験を振り返り、受験や学歴社会に対して

どのような思いを抱いているのかを中心に日韓の比較を行った。大学受験までに日本、韓

国、中国で教育を受けてきた学生たちの視点から紡ぎだされた、辛酸とノスタルジーに溢

れる生身の言葉を紹介していく。 
 

5.1 韓国の教育熱と学校制度 

 
 本節では、韓国においてしばしば問題視される教育熱の問題を取り上げ、その教育熱が

顕著に現れた韓国の大学進学率の上昇について考察をする。そして、教育熱の問題を考え

て上で必要な共通認識となる、韓国の学校教育制度と選抜システムの特徴、韓国の中等・

高等教育政策が受験競争に及ぼした影響についても考察をしていく。 
 

(1) 教育熱とは何か 

① 韓国の教育熱問題を考察する意義 
 韓国では子どもたちの受験を支援しようとする親たちの教育熱が高いとよく言われ、し

ばしば韓国の教育熱の過熱ぶりは問題にされる。しかし、金萍（2006）が指摘するように、

教育熱の過熱さは決して韓国の特有のものではなく日本や中国やそれ以外の国々にも見ら

れる現象である。韓国の教育熱を中心的に考察していくことは、韓国の教育問題だけでは

なく、日本や他の国々の教育問題を考えることにもつながると言えるだろう。 
 韓国の教育熱の問題は長年多くの研究者が取り上げてきた。金龍（2018）は、韓国の教

育の制度的背景として、「強力な中央集権」「平等主義」「教育熱と私教育」「1980 年

代末からの〈教育の人間化〉を志向する声」の 4 点を指摘し、平等主義と教育機会の需要

と供給間の差異が親の教育熱と私教育を過熱させたと述べている。また、韓国の教育と社

会階層の社会学的研究をおこなった有田（2006:1）は、韓国の教育熱に関して以下のよう

に述べている。 
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 韓国社会の教育に関するもっとも特質すべき特徴は人々の「教育熱」、すなわち

教育達成意欲の高さにある。解放後の韓国におけるひとびとの教育達成意欲は、経

済水準に比べて極めて高いものであり続けてきた。後にみるように、植民地支配か

らの解放以降、韓国の教育は文字通り爆発的な拡大を遂げてきたのであるが、この

ような教育拡大も、市場に少しでも高い教育を受けさせようとする生徒の父母が、

財政基盤の脆弱な政府に代わってその費用を負担することではじめて可能になった

ものであった（馬越 1981）。韓国政府は多くの途上国政府とは異なり、「国民の教

育水準をいかに向上させるか」という問題に頭を悩ませる必要がほとんどなかった

のである。 
 
 植民地支配からの解放以降から父母の費用負担により韓国の教育は拡大してきたという

有田（2006）の考察は、偶然にも今回の調査に応じてくれた韓国の学生も似たような認識

を持っていた。アンケート調査の回答で、全北大学校 4 年のホン・ドンミンさんは以下の

ように述べている。 
 

 韓国社会が教育を重要視するのは確かだが、教育熱自体を否定的に見ていないで

いただきたいです。6.25 戦争〔＝朝鮮戦争〕後の短い期間に資源も十分ではない韓国

という国を成長させたのは、「私の暮らし向きは悪くても、わが子はよい生活をし

てほしい」という当時の世代の犠牲と、自分の子を豊かにするための手段である教

育の影響力が大きかったからです。つまり、申し上げたいのは「過熱した」韓国の

教育熱は問題だけれど、「韓国の教育熱」自体が問題ではないと思うということで

す。(KA0701F) 
 
 私は今回の報告書を作成するにあたり、このホン・ドンミンさんの発言に十分留意しな

ければならないと考えた。韓国の教育熱の過熱ぶりはしばしば問題視されることが多い。

しかし、教育熱の問題を断片的にとらえ、ただ親たちの教育熱の過熱ぶりを批判し問題視

することは避けなければならない。なぜなら、親たちの教育熱は、受験競争や就職におけ

る競争といった「社会競争」という条件に起因するものであり、教育熱はその社会競争の

中でわが子が打ちひしがれないようにするために十全な教育を施したいという親の思いと

も考えられるからである。 
 しかし一方で、ひとりの子どもの側に視点を移してみるとどうだろうか。ひとりの学生

が子どもの頃から受けてきた教育には、教育を通じてはぐくまれた人間関係や成長の軌跡、

親や周囲の人々からの愛情があると同時に、過熱化した教育熱による大きな負担やストレ

スが存在するだろう。このような背景を踏まえて本調査では、日本と韓国の学生に、大学

生という現在の地点からこれまで受けてきた教育や受験に関するエピソードや考えを聞き、
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学生たちがこれまで受容してきた教育熱と教育そのものをどう受け止めているのかという

ことを探ることにした。 
 
② 大学進学率でみる韓国の教育熱 
 それでは、韓国の教育熱や教育達成意欲の高さは具体的にどのような形で表出している

のだろうか。韓国の教育熱が一番顕著に表れているのは、大学進学率の高さである。日韓

の大学進学率を比較してみると（表 5-1）、1990 年においては、日本は 36.3％で韓国は

27.1％と、日本の方が進学率は高い状態にあった。しかし、2000 年以降は韓国は日本より

もはるかに高い数値なっており、2019年には韓国は70.4％、日本が58.1％となっている。 
 

表5-1 日本と韓国の大学進学率（％） 

 

（出典）文部科学省（2019）『学校基本調査』、韓国教育開発院（2019）『教育統計分析

資料』より作成 

（備考）1）日本の大学進学率は、〈大学・短期大学入学者数/3 年前の中学校卒業者及び

中等教育学校前期課程修了者数×100〉で算出している。 
2）韓国の大学進学率は、〈高等教育機関進学者数/各年における高等学校卒業者数×

100〉で算出している。ここでの韓国の高等教育機関は、国内外の大学、教育大学、

専門大学、産業大学、技術大学、放送・通信大学、各種学校のことを指す。 
 
 このように、1990 年代の韓国の高等教育の拡大は大きな注目を集めているが、すでに

1980 年代の韓国の高等教育研究においてもこのような現象は注目されていた。馬越

（1986:1）は、韓国の極めて急速な高等教育の拡大を以下のように言い表している。 
 

 韓国高等教育のもっとも顕著な特色は、高等教育の拡大にある。ここ 15 年間

（1970-1984）に高等教育人口は約 7 倍を記録し、今や高等教育人口 100 万の時代を

むかえるにいたっている。このような短期間における急速な拡大は、日本のみなら

ず世界のいかなる国も経験したことのない、きわめて希な事例といわなければなら

ない。まさにコリア・アズ・ナンバーワンということになる。この 15 年間のうち、

特に 1979 年以降の拡大は、常識では考えられない程のものであり、ここ 5 年間

（1979-1984）に高等教育人口は 30 万から 120 万に急成長した。 
 
このように韓国の教育熱は、大学進学率の急激な上昇という目に見える数値で表出してい

1990年 2000年 2005年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

日本 36.3% 49.1% 51.5% 56.8% 56.7% 56.2% 55.1% 56.7% 56.5% 56.8% 57.9% 57.9% 58.1%

韓国 27.1% 62.0% 73.4% 79.0% 72.5% 71.3% 70.7% 70.9% 70.8% 69.8% 68.9% 69.7% 70.4%
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った。これほどまでに大学進学率が上昇した背景には、韓国の中等・高等教育政策の影響

も大きい。また、中学生や高校生の希望教育水準の高さや、親が一人の子供に対してかけ

る高額な私教育費用の負担、学歴を重視する価値観が社会に蔓延していたことも大学進学

率の上昇を後押しする形となった。これらの問題に関しては、5.2 において韓国の私教育

に関する問題について、5.3 において大学進学への意識や学歴社会への考えについて詳し

く検討していくこととする。 
 

(2) 韓国の学校教育制度について 

① 日韓は「受験競争モデル」 
 教育熱の問題を考えるうえで、まず初めに韓国の学校教育制度に関して簡単に確認をす

る。日本と韓国は教育制度においてどのような共通点と相違点を持っているのだろうか。 
 まず共通点として、韓国の学校体系は日本と同様に、「6-3-3-4 制」軸とした単線型学

校制度である。また、学校トラックによる階層化の国際比較を行っている多喜（2020）は、

欧米での先行研究を基に、OECD の 22 か国を対象に教育制度を類型化し、日本と韓国の

教育制度は、欧米の国々のモデルとは異なる「受験競争モデル」であるとしている。この

「受験競争モデル」は学校間の階層格差が大きく、学校内の階層格差が小さいことを特徴

としている。また、教育制度による媒介として、「中学時の成績と高校入学試験による選

抜」が用いられることが大きな特徴である。加えて多喜（2020:176）は、次のように指摘

している。 
 

 日本は学校間での分化の度合いが比較的小さい平等主義的な教育制度に見えるだ

ろう。だが、実際には高校入学段階の試験によって生徒が明確な序列をもった学校

間へと強く階層化されているのである。日本における教育の不平等生産を分厚く説

明しようとするならば、この点を文脈として無視するわけにはいけないだろう。 
 
私はこうした指摘を踏まえて、日韓の教育は「受験競争モデル」という共通の特徴を有し

ているということをまず念頭に置く必要があると考える。 
② 韓国の中等・高等政策と受験競争 
 ここまでは OECD 諸国のなかでの日本と韓国の学校教育制度の共通点を述べてきた。

しかし、その中身を詳しく見ていけば、韓国の教育制度や選抜システムにおいて様々な特

徴的な性格が見られる。有田（2006）は、韓国政府は 1960 年代以降、中等・高等教育制

度に関して非常に独裁的な政策を取り続けているとしたうえで、韓国の選抜システムは、

大学進学段階集中型・国家管理型・一元的選抜という特徴を持つと指摘し、中でも特に

「中学無試験進学制」と「人文系高校平準化措置」は韓国の選抜システムに大きな影響を

及ぼしたとしている。この点に関して、馬越（1986）、田中（2009）、福島（2011）、安
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東（2013）など多くの研究者が同じ認識を持っている。 
 まず 1969 年に実施された「中学校無試験進学制」は、1960 年代に深刻な問題となって

いた中学校受験競争の解消を目的とするものである。当時の韓国は初等教育のみ義務教育

であり、公立の中学校においても入学試験が行われていたため、質の高い教育を提供する

中学校を目指して受験競争が繰り広げられていた。これは、過度な課外授業をはじめとす

る様々な社会問題を引き起こしため、文教部（現在の教育人的資源部の前身）は、初等教

育の正常化のため、1969 年度から公立・私立すべての中学入試を撤廃し、「学校群」を

設置し、「抽選」によって入学者を決定することとした。 
 次に 1974 年に実施された「人文系高校平準化措置」は、高等学校進学のための受験競

争の解消するために行われた政策である。中学校無試験進学制の導入により中学校卒業者

は急増し、今度は高校入試のための準備教育の激化が社会問題となった。この措置は、中

学校無試験進学制と同様の性質を持ち、公立・私立を問わずすべての人文系高校の進学希

望者に対して、地域単位での「連合考査」を行ない、これに合格した者を学区内の高校に

抽選によって振り分けるという措置であった。高校平準化措置は、初年度はソウル特別市

と釜山市での実施がはじまり、最盛時で 20 の都市において実施された。この平準化措置

とよって、中学校と高等学校に関しては教育機会を「平等」にすることを達成したと言え

る。しかしこの結果かえって大学受験競争が激化することとなった。 
 そして 1994 年度入試から導入されたのが、大学の一元的選抜である大学修学能力試験、

通称「修能
ス ヌ ン

試験」である。これに関しては 5.3 で述べる。 
 韓国ではこうした政策に加えて、大学学生定員の国家管理化などの政策がとられている。

こうして、韓国の選抜システムは、大学進学段階集中型・国家管理型・一元的選抜という

特徴を持つに至った。そして、私教育に過熱化や高校におけるや課外授業の社会問題化を

引き起こすこととなったのである。 
 

5.2 私教育についての日韓比較 

 
 本節では、5.1 で取り上げた教育熱を念頭に置いて、韓国の私教育問題について取り上

げる。その上で中国からの留学生 1 名を含む日本の同志社大生と韓国の全北大生に実施し

たアンケート調査を基に、韓国学生の受けてきた私教育についてまとめる。アンケート調

査では私教育は、小学校から高校までの受験を目的とした塾通いと、受験を目的としない

習い事に分類して調査を行った。 
 

(1) 韓国の私教育問題 

① 韓国の私教育問題は「対岸の火事」ではない 
 5.1 では教育熱の問題を取り上げたが、ここでは韓国の教育熱と密接に関わっている私
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教育問題について考えていく。有田（2006）は、韓国の生徒の父母が積極的に子どもの教

育達成に関与し、このために甚大な犠牲を払うことも惜しまず、その結果、「課外授業

（塾、家庭教師などの学校外授業）受講の過熱化」が大きな社会問題になっていると述べ

ている。さらに、家計の私教育費負担は莫大な額になっていると指摘していた。 
 

 自らの子女が、大学入試競争において少しでも有利な位置につき、少しでも高い

水準の大学に入学することを望む父母たちは、子女により多くの、そしてより「良

質な」学校教育外授業を受けさせようと非常に重い教育負担費を甘受している。韓

国消費者保護院が 1997 年に行った調査によれば、これらの学校外授業に対して韓国

の国民が支出している金額の総計は、年間 12 兆ウォン（当時のレートで 1 兆 5000 億

円程度）に達しているという（韓国消費者保護院 1997:3）。これは政府予算の 10
数％程度、また一般会計における公共日に相当する莫大な額である。（有田 2006:2） 

 
 このような韓国の私教育の過熱化は韓国内でも問題視され、かつて 1980 年には 7.30 教

育改革措置により、「教育正常化法案」が打ち出され、入試競争をあおる「課外授業」が

全面的に禁止された。これは有料・無料を問わず、学校外で行われていた「学習塾」「予

備校」「個人課外〔＝家庭教師〕」「集団課外」などいかなる「補充授業」も禁止すると

いう、私教育に対する本格的な規制であった。しかし、2000 年に憲法違反の判断がなさ

れたため、直接的な規制は行われなくなり、それ以降の政府の私教育対策はあまり効果を

発揮できず、私教育費が増大は今なお続いている。こうした状況に対して、高安（2011:9）
は、以下のように危惧している。 
 

 韓国では、学校教育の質が高くないとした研究が多く、私教育がこれを補う役割

を担っていると考えられる。よって、私教育を十分に受けられるか否かが、序列の

高い大学に入れるか、またひいては経済的、社会的な成功につながる可能性がある。

つまり私教育を通じて世代を超えて社会階層や格差が固定化される可能性がある。 
 
 私はこのような韓国の私教育問題は、決して「対岸の火事」ではなく、日本においても

危惧すべき問題であると考える。日本でも一部の地域では、小学受験や中学受験などを目

標に、大きなストレスを抱えながらも塾通いをして熱心に勉強をする子どもが多く見られ

る。さらに、高校受験や大学受験においても、多くの生徒は学校の授業とは別に私教育を

受けて受験に挑む。受験に合格するための質の高い教育を提供してくれるのは、学校でも

公教育でもなく、塾や予備校や家庭教師といった私教育だと考える人も多いのではないだ

ろうか。そして、そうした状況が家計にも大きな経済的な負担を与え、子どもたちの生活

時間や精神的な面においても大きな影響を及ぼしているのではないだろうか。まさに「対



71 

岸」である韓国の教育に目を向けて日韓の比較を行い、日本の教育を見つめなおすことは

とても意義のあることだと考える。 
 

(2) 日韓の塾通いについて 

① 日韓の塾通いについて（小学校1～3年生） 
 まず初めに、日本の同志社大生と韓国の全北大生に実施したアンケート調査を基に日韓

の「塾通い」に関して考えていく。ここでの「塾通い」は、私教育の中でも成績向上や受

験といったものを意識した勉強の取り組みのこと指し、「習い事」とは区別して考える。

全北大生と同志社大生に実施したアンケート結果から以下のようなことが明らかとなった。

大きな特徴としては、多くの韓国の学生が小学校 1～3 年生の頃から学習塾に通い勉強を

していたということである。そして、学習塾に通うようになったきっかけや理由は、いく

つかの特徴が見られた。 
 学習塾に通うようになった大きな理由としては第一に、両親の勧めがあった。韓国の学

生の具体的な回答としては、「母親の勧めがあったため」(KO0628F)、「3 年生から 4 年

生までの数学塾に通いました。両親が私の学校の数学のテストの成績を上げるのに役立つ

ように、数学塾に送ったと思います」(KZ0701F)、「両親が、英語塾とピアノ塾に通わせ

ました」(KK0629F)といったものがあった。 
 他の理由としては、周囲の友人も学習塾に通っていたためという回答が多く見られた。

韓国の学生の具体的な回答としては、「周りがみな私教育を受けていたため」(KD0625F)、
「学校に行くように、勉強もして友だちに会いに行きました」(KK0629F)といった回答が

見られた。 
 小学校 1～3 年生の段階で、受験を意識したような回答は見られなかったが、イ・ミレ

さんは「興味のある科目の深化学習、足りない科目の補充学習のため」(KP0625F)という

理由を挙げていた。この回答からは、将来を見据えて幼い頃から勉強に親しみ、苦手な科

目をなくしていくという目的が感じられる。韓国では、平準化措置の影響で中学受験や高

校受験を目的とした塾通いはあまり一般的ではない。その結果、学校の成績を上げること

を重視するか、英語などの大学受験や就職にまでつながるスキルを重視する傾向にあるの

だろう。 
 日本の学生の回答では、「引越しでアメリカに行くことが決まったから。英語を少しで

も身につけるため」(JE0626F)、「公文に通っていました。親が公文式を小さい頃からや

らせるとよいとメディアや知人からの情報を通じて判断したため」(JN0702F)といった回

答が見られた。やはり、海外への移住のためという特殊なケースも見られたが、やはり両

親の意向が強く反映されて学習塾に通っていたという人が多いようだ。 
 両親が教育に強く関与することに関しては、柳（2015）が、「自己実現としての教育を

する母」という論文において、母親の教育への関与の在り方が、かつては身体的・情緒的
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サポートのみであったものが、90 年代後半からは子どもの学習管理や教育マネジメント

中心になり、母親が教育マネジャー化して子どもの教育に関与をするようになったと考察

をしている。日本でも「教育ママ」と呼ばれる教育熱心な母親が注目されることがあるが、

韓国の教育熱心な母親と似た傾向にあるのではないだろうか。 
② 日韓の塾通いについて（小学校4～6年生） 
 次に、小学校 4～6 年生の頃の塾通いの特徴としては、日韓両国において授業や成績を

意識した回答が多く見られた。学校の授業に取り残されないようにするという目的や、成

績を良くするためといった試験を意識した回答も多くあった。 
 実際の韓国の全北大生の回答では、「英語の重要性を感じたため」(KP0625F)、「学校

の英語の授業についていくため」(KD0625)、「中学校の数学と英語の課程を先取りする

ため」(KO0628F)、「良い成績を受けるため」(KA0701F)、といった理由が挙げられてい

た。 
 日本の同志社大生の回答でも、韓国の学生と同じく授業や成績を意識した回答が見られ

た。実際の回答では、「周りの友人が学習塾に通い始めたから」(JR0625F)、「勉強に追

いつくため」(JE0626F)、「学校で良い成績をおさめるため」(JN0702F)といった理由が挙

げられていた。 
 韓国の学生の回答との違いを挙げるとするならば、特定の科目名を挙げているかどうか

ということである。韓国の学生は数学や英語といった特定の科目の対策のために塾に通っ

ていたと回答する人が多いが、日本の学生は特定の科目名を挙げて回答をしている人がい

なかった。これは、韓国と日本の学習塾の形態が異なることに起因するのではないだろう

か。 
 また、小学校 4～6 年生の段階でもやはり両親の意向で塾に通っていたという回答が見

られた。カン・ソジンさんとユン・ジアンさんはそのことを詳細に回答してくれた。 
 

 英語の塾にずっと通っていました。両親は子どもに英語を必ず教えなければなら

ないと考えたようです。(KK0629F) 
 

 小学校 4 年生の時、英語塾に通いはじめました。小学校 3、4 年生から英語を学校

で学びはじめて、試験の準備をするために塾に行っていたと思います。そしてお母

さんが、学年が上がるほど英語が難しくなるだろうと考えて、時間的余裕のある小

学生の時期に英語をたくさん勉強しておくのがよいと思い、私を英語塾に送ったそ

うです。(KZ0701F) 
 
 どちらの回答からも、両親がこれからの勉強で重要となる英語の勉強をさせたいという

思いから、学習塾に通わせていたということがうかがえる。韓国では、特に英語教育に対
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する教育熱が高いとされるが、今回の調査でもそのような回答が得られた。韓国の英語教

育熱に関する調査を行った松本（2007:37）は、以下のように述べている。 
 

 韓国国民の英語教育への投資額は非常に高く、年間の英語私教育費は 15 兆ウォン

（日本円で約 1 兆 9000 億円）に達すると推定され、1 人当たりの教育費は日本の 7.8
倍に当たるとされる。もともと教育に熱心な国民であるといわれるが、特に英語に

対する韓国人の情熱は際立っているように見える。 
 
 韓国では英語が大学受験のときのみならず、就職活動でも必要になってくるため、小学

生のうちから英語を勉強させ、将来に役立つスキルを身につけさせるということが重要視

されているのではないだろうか。 
 
③ 日韓の塾通いについて（中学生） 
 次に中学生の頃の塾通いに関しては、日韓のいずれにおいても高校受験が強く意識され

た回答がほとんどであった。韓国の全北大生であるカン・ソジンさんとホン・ドンミンさ

んはそのことを詳細に回答していた。第一志望の高校に合格するために、学校内の成績を

第一として勉強に励んでことがうかがえる。 
 

 中学校の時から総合塾で国語、英語、数学、科学、社会のすべてを学びました。

学校の試験期間になると、塾の先生たちも気が立ってより厳しく指導していました。

学校の成績がとても重要視されていました。(KK0629F) 
 

 良い成績を受けるため。中学校に在学していた当時、実業系高等学校（現在は特

性化高等学校に名称変更）には否定的な認識だったので、人文系高等学校に行くた

めには〔一定以上の〕成績が必要だった。(KA0701F) 
 
 一方、日本の学生からは、共通して高校受験の対策のためという回答が見られた。実際

の回答では、「小学生の時に通っていた学習塾に引き続き通った。学校の授業（主に数学）

についていくため、そして高校受験対策として利用した」(JR0625F)、「勉強に追いつく

ため、受験のため」(JE0626F)、「学校で良い成績をおさめるため。第一志望の高校に合

格するため」(JN0702F)といった理由が挙げられた。 
 また韓国の学生には、先ほど小学校 4～6 年生の塾通いでみられた特徴のように、数学

や英語といった特定の科目対策のために塾通いをする人もいた。実際の回答としては、

「中学校の英語科目と、数学科目の予習、復習のため」(KO0628F)、「数学が難しいと感

じたため、私は自分から数学塾に行かせてほしいと言って数学塾に行きました。数学の成
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績を上げるために塾に行って勉強しました」(KZ0701F)といった理由が挙げられた。 
 
④ 日韓の塾通いについて（高校生） 
 高校生の頃の塾通いについては、調査時点から比較的近い時期であることもあり、全北

大生がとても詳細なエピソードを語ってくれた。塾に通う目的としては、日韓の共に全員

が大学受験を挙げていた。 
 韓国の学生は「大学入試に備えるため、大学修学能力試験の準備のために」(KD0625F)、
「内申、修学能力試験に備えて」(KO0628F)といったように、高校の内申書や大学修学能

力試験といったキーワードを挙げている学生が多く見られた。また、日本の学生の回答も、

「大学受験対策のため」(JR0625F)、「学校で良い成績をおさめるため。志望大学に合格

するため」(JN0702F)と、受験を意識した回答が寄せられた。 
 全北大生のホン・ドンミンさんは韓国の大学受験において、高校の成績がいかに大事に

なるかということを以下のように語ってくれた。 
 

 良い成績を受けるため。韓国社会では、特別な後 ろ 盾
ティッペーギョン

（お金、人脈など）がない

かぎり、良い大学に行かなければ良い仕事に就けないという認識がある。良い大学

に行くための最初の条件は、高等学校の成績なので、良い成績を受けるため学習塾

に通った。(KA0701F) 
 
 詳しくは 5.3 の冒頭で触れるが、韓国の大学入試は、高等学校 3 年間の学校の成績と校

内活動を基盤として自己紹介書とポートフォリオを作成して大学に願書を提出する方法と

毎年 11 月に行われる大学修学能力試験の成績をもとに大学に願書を提出する方法の大き

く 2 つに分けることができる。そのため、ホン・ドンミンさんが言うように、大学入試に

備えてまずは高校の成績を重視して勉強をしていくという高校生が多いのではないだろう

か。 
 また、韓国の学生の回答からは、インターネット講義形式の学習塾についての言及が多

く見られた。イム・ギュリさんとユン・ジアンさんは以下のように、インターネット講義

を活用しながら、勉強していたことを語ってくれた。 
 

 学校で全体的にインターネット講義を視聴させた。無料のインターネット講義の

ほか、より質が良く、有名講師陣が運営するインターネット有料講義を受講した。

(KP0625F) 
 

 数学塾に通わず、インターネット講義で私の知らない部分についての講義を受け

ながら勉強しました。数学塾に行っても寝ているだけで、成績が上がらなかったか
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らです。数学の成績を上げるために夜自
ヤ ジ ャ

〔＝「夜間自律学習」の略。高校の教室で

夜間に勉強する〕の時間にインターネット講義を聞いて、数学の問題をたくさん解

くようにしました。数学以外にも国語、英語を勉強する時も、学校の授業だけでは

わからない部分があったし、試験でより良い成績を得るために、インターネット講

義を買って私によく合う先生の講義を聞いて問題集を解きました。(KZ0701F) 
 
このように、韓国の高校生たちはインターネット講義を活用しながら勉強を進めている人

も多く、インターネット講義形式の学習塾は社会的なブームになっているそうだ。キム・

ジェヒョンさんは、インターネット講義の人気講師は、「1 位スター講師
イ ル リ  ス タ  カ ン サ

」を略して「イ

ルタカンサ」（1 타 강사）とも呼ばれ、評判の良い講師の下で学びたいという思いのた

めにインターネット講義を活用する人も少なくないということを紹介してくれた。

(KS0610L) 
 しかし、一方でインターネット講義よりも質の高い授業を受けたいという思いを持つ高

校生のニーズに合わせた学習塾も存在する。人気の講師たちのなかには、「イン講
イ ン カ ン

」（イ

ンターネット講義）だけではなく、「現講
ヒョンカン

」（現場講義）といって、講師が数十人の学

生たちを相手に対面で直接教える形の授業をおこなう場合もあるそうだ。キム・ジェヒョ

ンさんは、このような対面形式の学習塾に関して、貧富の格差と都市の格差を指摘してい

た。 
 

 入試において、貧富の格差と首都圏の人のメリットは当然ないわけがありません。

〔中略〕この授業の場合、インターネット講義で受ける学生たちよりも多くの講義

資料がもらえるという点で大きな長所があるためにみんなが行きたがりますが、こ

うした授業はほとんどソウルや京畿道のような主要都市で行われるために、地方に

居住する生徒たちは講義を受ける機会が顕著に少ないです。また、大学入試におい

て、高額を受け取って自己紹介書をフィードバックしてくれる講師もいるし、どの

大学に支援をするか戦略的にコンサルティングをしてくれる塾もありますが、この

ような塾の場合も金がたくさん必要なために、金の面で相対的に不足しているとこ

ろのある生徒の場合には不利になり得ます。(KS0610L) 
 
このキム・ジェヒョンさんの指摘に対して、ホン・ドンミンさんも「ジェヒョン氏の言っ

ているように、いくらインターネット講義が発達したとしても、首都圏（ソウルの付近地

域）と地方の生徒が受けられる私教育には格差が存在すると思います」(KA0610L)と、続

けて語っている。 
 このように大学入試のために私教育を活用することは当然のことのようになっている。

全北大生の回答から、韓国では、高校で高い成績を収めて良い大学に行くためには、塾や
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インターネット講義、課外など学校外の授業が要求されるという見方が一般的となってい

ることが明らかとなった。 
 

(3) 日韓の習い事について 

① 日韓の習い事について（小学校1～6年生） 
 これまで、受験を見据えての塾通いに関して日韓比較をしてきた。しかし、私教育の中

には、受験に重きを置かないものも多く存在する。ここでは、学校の成績や受験を目的と

しない「習い事」に焦点を当てて日韓比較をしていく。 
 アンケートの回答からは、ほとんどの日韓の学生が小学生の段階から何かしらの習い事

を経験していることが明らかとなった。日本の学生の回答としては、書道、そろばん、ピ

アノ、水泳、アイススケート、体操教室、陸上競技、テニスといった実に多様な回答があ

った。 
 韓国の学生の回答で特徴的であったのは、回答が得られた韓国の学生全員が「小学生の

頃にピアノ教室に通っていた」と回答していたことである。また、韓国学生のその他の回

答としては、漢文塾、テコンドー教室、美術教室、バレエ、剣道教室、水泳教室、ヨガ、

縄跳びといったものが得られた。 
 ユン・ジアンさんは、小学校 1～3 年生の頃に美術学院、ピアノ学院、バレエを習って

いたそうだ。その詳細を以下のように語ってくれた。 
 

 美術教室は小学校 1 年生の時から 2 年まで通いましたが、両親が手を使うことをた

くさんすると頭脳の発達に良いと思って、私を美術教室に送りました。ピアノ教室

は、6 歳から 10 歳まで通いました。両親が共働きだったので、両親が帰るまで私は

自宅で TV を見るだけだったので、ピアノ教室に送ったそうです。お母さんが私に放

送ダンス〔テレビ放送等で歌手らが踊るダンス〕とバレエのどちらを学びたいかと

聞いたとき、私がバレエを選んだそうです。だから 1 年生の時バレエを少し学びまし

た。母は私の学校生活がうまく送れるように、美術、ピアノ、バレエ教室を通わせ

たそうです。(KZ0701F) 
 
このように、少なからず両親の意向もありながらも、幼少期には子どもがやりたいことを

思うことを存分に習わせるという考えが見られる。韓国では小学生の頃から塾通いをし、

勉強に多くの時間を割いている印象を持つ人も多いが、必ずしもそうでないことがうかが

える。キム・ジェヒョンさんは小学生の頃の過ごし方を振り返り、以下のように述べてい

た。 
 

 私は 1 年生の時、テコンドー教室とサッカー部に通いました。その後、4～5 年生
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の時は学校が終わるとほとんど毎日友だちが集まって、主にサッカーをたくさんし

ました。そして 6 年生の時はゲームにはまって PC ルーム〔インターネットカフェ〕

にたくさん行ったことが記憶に残ってます。(KS0603L) 
 
 ホン・ドンミンさんも小学校の頃には、サークル活動と類似した「放課後学校」という

数学、国語などの授業と美術、体育などの活動があったが、義務的に取り組まなければな

らない活動ではなかったと述べている。また、「私は小学校低学年の時（1～3 年生）は、

友だちと遊ぶ時間が最も多かったように思います。町の公園で遊んだり、友だちの家に行

って遊んだりしました」(KA0603L)とも述べており、塾通いや習い事に大半の時間を割か

れることなく、友達と遊ぶといった時間も多くあったことを言及していた。 
② 日韓の習い事について（中学生・高校生） 
 小学生の頃の習い事では、実に様々な回答が得られた。中学生や高校生の習い事につい

ては、小学生の頃から通っていた習い事を続けるという場合も見られたが、大半の学生は

小学生の頃の習い事を辞めていることが多かった。日本の学生の中には、中学校から部活

動で新しいことに取り組んだために、他の習い事を減らすようになったケースが多かった。 
 韓国の多くの学生で、中学生や高校生の頃に習い事を複数していた学生はあまり多くは

なかった。しかしその中でも、ハン・ジウォンさんは中学生の頃に新たに美術予備校に通

い、放課後バドミントン授業を受け、高校生の頃には美術、水泳をしていたと回答してい

る(KO0628F)。 
 また、小学校のころから両親の勧めでピアノ教室に通っていたカン・ソジンさんは中学

生、高校生の頃もピアノ教室に通い続けた。 
 

 私は教会に通っているのですが、両親が私を教会の伴奏者として立たせたくてピ

アノ教室をずっと通いました。中学校の時、しばらく逸脱をしていた時にピアノの

レッスンに行くに行かず遊びました。それで、たくさん叱られました。その後、ピ

アノ教室は高校 1 年生の時まで通うことにしました。入試が近づいてきて、心に負担

もあり、趣味生活のために通う必要はないと思ってやめました。(KK0629F) 
 
 両親に怒られながらも中学ではピアノを続け、高校生になると大学入試の準備に時間を

割くために趣味であるピアノを辞めたと述べているように、これまで度々みられてきた、

両親の影響や受験の影響がここでもうかがえた。 
 

5.3 大学受験に対する考えの日韓比較 

 
 本節では、5.1 で取り上げた教育熱を念頭に置いて、大学受験に対する考えの日韓比較
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を行う。まず、日韓の大学入試制度を簡単に確認する。5.2 に引き続き、中国からの留学

生 1 名を含む日本の同志社大生と韓国の全北大生に実施したアンケート調査を基に、自身

の志望理由や大学に通う目的、大学受験生のときのエピソード、学歴を重視する価値観に

ついての考えなどを取り上げる。 
 

(1) 韓国の大学入試制度 

① 韓国の大学入試制度の基礎知識 
 まず初めに、これから紹介していく韓国の学生の回答への理解を深めるために、韓国の

大学入試制度について確認する。韓国の大学入試選考の基本的な方針は、毎年「韓国大学

教育協議会」によって定められ、その趣旨を害さない範囲内で各大学がそれぞれの入試要

項を作成・発表する。毎年発表される「大学入試選考」に定められる基本方針は、それま

での大学入試動向、過去の選考での改善点などを踏まえて新たに作成・発表される。 

 韓国の大学入試では、学生生活記録簿（学生簿）と大学修学能力試験（修能
ス ヌ ン

）の二つが

重要になる。韓国の高校生は、高校 1年からの 3年間の成績によって、1〜9等級に分かれ

る。学年が上がっていくほど、等級に反映される比率が高くなる。ここに、学校生活やボ

ランティア活動、受賞などが加えられたものが、学生生活記録簿である。そして、大学修

学能力試験は毎年 11 月に中旬に、全国一斉に行われる試験である。この試験は、日本の

大学入学共通テスト（旧大学入学者選抜大学入試センター試験）に近い。大学修学能力試

験は模擬試験が春と秋に行われる。大学修学能力試験と同じ方法で行われる模擬試験であ

り、この成績から全国の中での実力が確認できるので、受験生はこの模擬試験の点数から、

大学受験の戦略を立てることになる。 
 韓国の高校生が大学に進学する方法は、募集時期にもとづいて、大きく分けて 2 つある。

随時募集と定時募集である（詳しくは表 5-2 を参照）。 
 まず、随時募集は、大学修学能力試験と関係なく行われる試験である。大学ごとにさま

ざまな選考方法があるが、最も代表的なのが、学生生活記録簿の成績で選考が行われる方

式である。この随時選考は大学が個別に行うので、自己紹介書や面接などの準備も必要に

なる。 
 次に、定時募集は、大学修学能力試験で志願する選考である。定時選考では、随時選考

のような自己紹介や面接などは必要にはならない。受験生は 11 月以降に大学修学能力試

験の成績が出ると、その成績に合わせて大学に志願する。韓国では、人気のある大学に募

集が集中することを防ぐために、枠を設定して、その枠で一つの大学だけ選択できるよう

な仕組みをとっている。このときにどの大学を志願するかの戦略が必要になる。例えば、

基準点数が低いが多くの人が志願し倍率の高い大学校を選ぶか、基準点数は高いが志願者

数が少ないため、低い点数でも合格する大学校を選ぶかということである。 
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表5-2 韓国の大学入試制度 

 
（出典）한국대학교육협의회〔韓国大学教育協議会〕（2018:3）より作成 

 

(2) 在籍する大学の志望理由と大学に通う目的 

① 在籍する大学・学部・学科の志望理由 
 今回のメインの調査対象者は、韓国の全北大学校の学生である。日韓での比較を行うた

めに、同様のアンケートを共に調査実習を行っている同志社大学の学生 4 名にも回答をし

てもらっている。全北大学校は、韓国の全羅北道全州市に位置する国立大学であり、同志

社大学は、日本の京都府京都市に位置する私立大学である。 
 韓国の学生が全北大学校を選んだ理由は、国立大学であり学費が低い点や実家との距離

が近い点、自分の成績に見合っていた点などが挙げられていた。また、学部や学科の選択

に関しては、自分自身の興味関心で決めたという学生がほとんどであった。考古学と文化

人類学を専攻する 3 年のユン・ジアンさんの回答は、今挙げた要素をすべて含んでいた。 
 

 現在の大学〔＝学部〕と学科を選択した理由は、私の興味と成績が最も大きいで

すね。成績に応じて志願したうち、合格した大学が 2 箇所でしたが、その 2 つのうち

国立大学なので授業料が安く、認識がより良い全北大学校を選択しました。私は高

校に通う時歴史サークルで歴史の勉強をして、遺跡踏査が好きになりました。世界

地理を学びながら、他の国の文化を勉強するのも好きになって、この学科を選択し

ました。(KZ0701F) 
 
 また、今回の調査者対象が考古学や社会学を専攻する学生であったためか、学部や学科

の選択理由として就職や資格の取得に有利だからといった理由は全く見られなかった。以

下の回答にみられるように自らの興味関心を優先して学部や学科を選択している学生がほ

とんどであった。 
 
 一般的な文系の学生が進学するような平凡な学科には行きたくなかった。文化に

区分 選考類型 主要選考要素

・（学生簿教科）教科中心

・（学生簿総合）教科、非教科（自己紹介書、推薦書、面
接などの活用可能）

論述中心 ・論述（※日本でいうところの小論文）

実技・実績中心 ・実技など（特技など証明資料の活用可能）

修学能力試験中
心

・修学能力試験など

実技・実績中心 ・実技など（特技など証明資料の活用可能）

随時募集

学生簿中心

定時募集
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関連する学科では、本大学が優秀な教授陣を構成していたため。(KP0625F) 
 
 文系で最も人気のある経営学、経済学は私には合わないと考えていた。また、大

学に志願したときの選考方式では、社会科学学部内で社会学科 1 名だけを選抜するこ

とになっていたため、社会学科に入学することになった。(KA0701F) 
 
 非常に幼い時から考古学にとても関心があり、勉強したいと思ったからです。

(KD0625F) 
 
 日本の学生も、学部や学科の選択理由は、韓国の学生と同様やはり興味関心が大きかっ

た。具体的には、「社会に関心を持っているということ」(JT0625F)、「学部学科はパン

フレットを読んで一番面白そうだと思ったから」(JE0626F)、「社会学科を選んだ理由は、

進路を決める段階で心理や福祉、メディアや地域社会など興味が分散したまま定まらず、

社会学科に進めばそれらを包括的に学べると考えたから」(JN0702F)といった回答が得ら

れた。 
 しかし一方で、同志社大学に進学した理由は様々であった。「大学は内部進学です」

(JE0626F)、「同志社大学は関西では 1 番の名門私大だと考えていて、なおかつ地元の会

場で受験ができたから」(JN0702F)といった回答が見られたが、これは同志社大学は多種

多様な入試方式を採用していることが大きいだろう。また、一般入試において国公立大学

に比べて少ない科目数で入試が行われるということも理由として挙がっていた。 
 

 数学が苦手で、国語と英語と日本史が得意だったことから、高 3 の春ごろから 3 教

科で受験可能な私立受験を検討し始めた。私自身関西が好きで、東京への憧れがあ

まりないのと、両親の要望もあって、関西の大学を受験することに決めた。高校時

代のガイダンスで社会学に興味を持って、自分の学力にマッチしていたため同志社

大学の社会学部社会学科を受験した。(JR0625F) 
 
 同志社大学には、全国各地に会場を設けた一般入試や、センター利用入試、推薦入試、

内部進学、外国人留学生入試といった入試方式があるが、今回の少ない調査対象者におい

ても、さまざまな入試方式で入学をしていたことがわかった。 
② 大学に通う主な目的 
 次に、調査対象者自身が大学に通う目的についての日韓比較を行う。オンライン・フォ

ームでの質問は「あなたにとって大学に通う目的は何だと思いますか？思いつく限り挙げ

てください。」として回答を求めた。 
 まず、韓国の学生では、「より良い未来のため」(KP0625F)、「考古学の勉強が目的で
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す」(KD0625F)、「知識習得」(KO0628F)、「就職」(KA0701F)といった端的な回答をす

る学生が見られた。その中でも、ユン・ジアンさんは自身が考える大学に通う目的を複数

回答してくれた。 
 

 1.多様な人々に出会って新しい経験をし、勉強をしながらやりたいことが何である

かを見つけるためです。2.専攻の勉強をしてみて、私の適性に合った場合、専攻を生

かして就職をするためです。3.良いところに就職するために。(KZ0701F) 
 
以上の回答からみられるように、「興味分野の勉強や研究のため」と「就職などを見据え

た将来のため」という 2 つが大学に通う目的として考えられている。しかし、一方で現在

大学 4 年生のカン・ソジンさんは大学入学後の経験も踏まえて、大学に通う目的を回答し

ていた。 
 

 最初は大学に大きな夢を望んでおらず、両親に就職するためには大学の卒業証書

は必須とだと言われたため通っていました。そして数年通ってみると、学校の先輩

が就職する姿を見ながら、考古学科で勉強して就職することも悪くないと思いまし

た。これまでは私だけの特別な専門技術がなかったため、このまま卒業して社会に

出るには競争力があまりにも不足しており、そのためにも学科の専攻を勉強して就

職市場に挑む方が良いと思いました。(KK0629F) 
 
この回答からわかるようにカン・ソジンさんは、大学入学当初は大学に通う目的を、就職

のためという漠然とした理由で考えていた。しかし現在は大学での学びを通じて、大学で

学んだ分野の研究を生かした就職先である、国立研究所の公務員としての就職を希望して

いる(KK0629F)。 
 一方で日本の学生では、韓国の学生と同じように興味分野の勉強や研究のため、就職な

どを見据えた将来のためといった理由が見られた。具体的には、「知識を得るため」

(JT0625F)、「勉強のため。就職のため」(JE0626F)、「恵まれた環境で自分の興味関心に

対する学びを深める。就職活動において重要な〈大卒〉という学歴を得る」(JR0625F)、
「知見を広げる。知的好奇心を高める」(JN0702F)といった回答があった。 
 日本の学生特有の回答としては、「コミュニケーションスキルを上げるため」

(JE0626F)、「学生、教授の多様な価値観に触れる。友人を増やす。社会に出る前のモラ

トリアム」(JR0625F)、「多様な人間と出会い、交流を深める」(JN0702F)といった回答が

見られた。これは大学という機関や大学生の時期を、「多様な人々と出会い、自身の価値

観や対人関係を広げるため」にあると考えている学生が一定数いるということではないだ

ろうか。これらの回答は韓国の学生には見られなかったため、日本の大学の特徴的な要素
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として考えても良いだろう。 
 

(3) 大学受験のエピソード 

① 大学受験において辛かった経験・ストレスを感じた経験 
 ここでは、大学生の地点から振り返って、大学受験において辛かった経験やストレスを

感じた経験についてまとめる。今回の調査対象者である大学生であるが、大学生は時期と

しても受験から比較的近く、大学受験を俯瞰的に振り返るのに最適である。私は、日韓の

学生の語りはとても貴重かつ価値あるものであると考える。今回オンライン・フォームで

韓国の学生から寄せられた回答では、とても詳細で具体的なエピソードが多く見られた。 
 まず、韓国の学生の回答で見られたのは、受験勉強そのものや模擬試験でうまくいかな

かったときにひどく落ち込んだというエピソードがあった。 
 

 模擬試験を受けて、望んでいた成績が出なかったときには勉強したくなくなった。

自己紹介書を作成しながら、修学能力試験の準備も並行しなければいけなかったの

で不安があった。(KP0625F) 
 
 9 月の模擬試験結果で失敗し、家庭教師の授業のあいだじゅう泣いていた経験があ

ります。(KD0625F) 
 
 両親は、学費が安くて家からの距離が近い全北大学校に進学することを望みまし

た。私も全北大学校に行きたかったんです。それで全北大学校を目指し勉強しまし

た。高校 2 年生の時は勉強が手につかなくなり、とても辛い期間でした。いったいな

ぜ勉強をしなければならないのかわからなくなって、夜間自律学習の時間に逃げ出

すことが多くありました。そして高校 3 年生になって入試が目の前に迫ってきて、気

を取り直して勉強しようとしました。当時は全北大学校に入るのがやっとというの

成績でした。そのため、不安な気持ちが大きく一方、必ず合格したかったんです。

そんなストレスがありました。(KK0629F)  

 
 また、何かの要因で勉強に没頭して取り組むことができなかったときが辛かったという

エピソードもあった。ハン・ジウォンさんは「高校 1 年生の時、病院に長期入院、治療す

ることになって勉強の機会が少なかった」（KO0628F）と語っている。また、カン・ソ

ジンさんは信仰する宗教との関連で大学受験がストレスになったということも述べていた。 
 

 私は毎週金曜日に教会で賛美集会をするときに、キーボードの伴奏をしていまし

た。母は高校生になってもずっと伴奏を引き受けると言ったので、私は高校 1 年生の
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時まで、伴奏をしました。高校 2 年生から、入試の関係で、金曜の夜間自立学習に行

かずに教会に行くことを負担に感じ、両親とよく喧嘩になりました。高校 3 年生の時

は 1 年間金曜集会に行かずに、学校で夜間自律自習をしました。入試と宗教が少し絡

まり合ってストレスもありました。(KK0629F) 
 
 韓国の学生の中には、随時募集の入試の準備に苦労したというエピソードも見られた。

韓国の随時募集型の入試では、高等学校 3 年間の学校の成績と校内活動を基盤として自己

紹介書とポートフォリオを作成して大学に願書を提出する必要がある。ユン・ジアンさん

当時を振り返り次のように語っている。 
 

 高校 3 年生の時、学生簿総合選考を準備するのが大変でした。大学志願選考は随時

と定時に分かれますが、随時は学生簿教科、学生簿総合選考などがあり、定時は、

修能の成績だけを見るものでした。学生簿教科選考は内申成績と各大学で必要な修

学能力試験の最低評価基準を得たかを見て成績順に合格決定するものであり、学生

部総合選考は内申成績と生活記録簿に記録された学校生活に関するすべてのこと、

自己紹介書を出したのち、1 次選抜に合格すると、面接を受けて合格を決定する入試

形態です。 
 私が学生簿総合型で志願した大学が 2 カ所あって、自己紹介書を書かなければなり

ませんでしたが、自己紹介書を書くのがとても大変でした。自己紹介書を書きなが

ら、数日眠ることができず、疲れで伏せてしまったこともあります。学校生活記録

簿の科目別特記事項は、自分がした活動を基に作成しなければならず、どんな本を

読んで、何に興味をもち、何を感じたのかを要約して記録するなど、生活記録簿に

は、生徒自らが書いて提出すべきものが多かったです。これを書くのも少し大変で

した。学生簿総合型入試に志願して合格するためには、生活記録簿の分量が相当多

くなければならないと言われていて、生活記録簿の分量を満たすために、夕食を食

べずに学校の近くの地域児童センターに行って教育ボランティアをして、また学校

に戻って来て、間食をとってから夜自をしました。外部活動も一つくらいは自律サ

ークル活動として書くことができたので、週末ごとに全北外国語高校に行って本を

読んで討論するプログラムに参加しました。今考えると、そこまでする必要はなか

った気がします。学生簿総合型に志願した大学には、結局合格できませんでした。

(KZ0701F) 
 
 同じく推薦型の選抜方式で、大学に合格をしたホン・ドンミンさんは自身が合格したあ

ともひとしきりに喜べなかったというエピソードを語っている。 
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 私が通った高等学校は大部分の生徒を最初の方法〔随時募集型の選考〕で大学に

送る学校でした。大学ごとに、入試ごとに発表日が違うし、落ちる人も合格する人

もいるため、合否を発表する期間のクラスの雰囲気がほとんど毎日変わったりしま

した。私より勉強が得意な友だちもそうでない友だちも、大学に合格したときには

祝ってあげましたが、「私は希望している大学に行けるのだろうか？志願した大学

に全部落ちてしまったらどうする？」という不安感が高校 3 年生の時、最もしんどか

ったと思います。(KA0608L) 
 
 私が合格しても、他の友だちの入試結果がまだ出ていないので、教室で思い切り

喜べなかったこともストレスの要因だと思います。特に、同じ学校、同じ学科に 1 人

は受かって、1 人は落ちた場合、教室の雰囲気もストレスの要因でした。(KA0701F) 
 
 一方で、同志社大学の学生の回答では、韓国の学生に比べると大きなストレスを抱えた

ことはなかったという回答が多く見られた。外国人留学生の学生は「大学受験に参加した

ことであまりわかりません」(JT0625F)と述べている。また、「内部なので特に。でも面

接は緊張しました」(JE0626F)、「思いつかない。比較的学力に余裕をもって志望校を設

定したので、勉強を苦に感じることはなかった。強いていうなら、高校が「私立専願では

なく国公立受験すべき！」というスタンスだったので、（劣等感というほどではないが）

自分の中で数学から「逃げた」感が否めなかった」(JR0625F)というように入試の形式に

よってストレスを抱える場合も見られた。 
 しかし、日本の学生の中には、体調不良に陥るまでにストレスと抱えたという学生もい

た。 
 

 大学受験全体を通して、自分のモチベーションが維持出来なかったり成績が伸び

悩んだりしたことがストレスだった。また、国公立受験当日から体調を崩し、その

後半年以上体調不良が続いた。受験がストレス要因であったかは不明だが、不安障

害の一種だと診断された。(JN0702F) 
 
 同志社大学は様々な入試方式で選抜を行っているために、ストレスの大きさも人によっ

て大きく異なっているのではないだろうか。 
 
② 大学受験において嬉しかった経験・自身の成長を感じた経験 
 これまで、大学受験において辛かった経験やストレスを感じた経験についての日韓比較

述べてきた。しかしそのようなネガティブな面だけに焦点を当てて、大学受験というもの

をとらえるのは好ましくない。そのためここでは、大学受験において嬉しかった経験や自



85 

身の成長を感じた経験についての日韓比較を行っていく。 
 まず韓国の学生についてであるが、最も多く見られた回答は、入試や受験勉強の過程で、

自分の努力が成績に反映されたときであった。実際の回答としては、「生活記録簿を見た

とき、他の人たちに比べて多くの活動をして来て、良いスペックとして認められたこと。

成績が次第に上がっていったことが見えて、努力の結果が出たことに胸がいっぱいだった」

(KP0625F)、「科目の点数が上がったとき」(KO0628F)、「9 月に模擬試験の国語で失敗し

て心配したが、修能で国語 1 等級を受けて気分がよかったです」(KD0625F)といった回答

が見られた。 
 また、受験で結果が出たことそのものが最も嬉しかったと述べながらも、その過程で必

要な自己紹介のポートフォリオ資料を作成している際に胸がいっぱいになったというエピ

ソードも見られた。ホン・ドンミンさんは次のように語っている。 
 

 自己紹介書を書くとき、高校 3 年間の経験がよく溶け込んでいて、その経験が無駄

ではなかったなという思いをしたことがあります。嬉しかったというよりも胸がい

っぱいだったと思います。入試の準備をしているときには、大学に行かなければな

らないというストレスによって大きな喜びを感じられなかったと思います。もちろ

ん希望していた学校に合格した時が最も嬉しかったです。(KA0701F) 
 
 私は、このホン・ドンミンさんの語りはとても価値あるものであると考える。受験とい

うものが高校生活の中でストレスとして大きくのしかかる一方で、受験で課される課題そ

のものが逆にその人自身のこれまでの努力の軌跡を振り返り、ポジティブな経験となって

いたである。近年日本でも、総合型選抜・学校推薦型選抜の入試形態の定員数が増えてき

ているが、入試を通じて自己の振り返りをするということが、受験生に与える良い影響と

なっているというこの語りはとても価値あるものである。 
 受験勉強においては、テストの点数や順位などの客観的な評価で自身の成長を実感する

ということが多くだろう。しかし、ホン・ドンミンさんの語りに見られたように、客観的

な評価だけではなく、自身の成長に自分自身で実感したことをエピソードとして挙げてい

た学生もいた。自身の高校生の頃の経験をユン・ジアンさんは次のように振り返っている。 
 

 高校で 3 年間、歴史サークルの活動をしていましたが、活動しているときに、群山
グンサン

市で夜に文化財を観光するという行事をおこなうとき、学生文化財解説委員をして

いた経験を思い出します。〔それまでは〕人の前で何か言うことが得意ではなく、

怖がっていたのですが、見知らぬ人の前で、私が知っている文化財の内容を説明し

て話をしていくにつれて、見知らぬ人の前で発表したり、何かを言うことの怖れが

少しずつなくなり、それなりに自分が変わっていってよかったなと思いました。 



86 

 また、学校で開かれる大会〔作文コンテスト〕で賞を受賞したときも嬉しかった

と思います。高校 3 年生の時、白日場
ペギルジャン

〔詩文競作のための行事〕の韻文部門で大賞を

受賞したときが一番嬉しかったです。以前に白日場に出てもいつも賞がとれなかっ

たので、期待もしておらず、内申の準備と修能の準備でくたびれていたのですが、

とつぜん白日場で小さな賞をもらって、小さな達成を成し遂げることができて嬉し

かったです。2 年生の時の読書プログラムにまじめに参加し、本を読んだ経験が役立

ったと思い、少し成長したと思うことができました。(KZ0701F) 
 
 また、受験勉強を通じて成長を実感できた経験として、友人の影響を強く受けていたと

振り返る学生もいた。カン・ソジンさんは次のように語っている。 
 

 高校 3 年生の時、数学の時間に私のそばの席に私のクラスで 1 位の友人がいまし

た。名前順に座らなければならないので、運がよかったのですね。当時、私は数学

がそれほど得意な生徒ではありませんでした。いつも数学の時間は退屈していまし

たが、隣の席に座っていた友人が問題を解く姿がかっこよかったのです。何かに夢

中している姿が素敵だと思ったんですね。そのときから、私はその友人に自分がわ

からない問題を聞いてみるようになりました。性格も親切な友人だったので、丁寧

に教えてくれました。そうしているうちに、私も数学の勉強に夢中になりました。

そして 1 学期が過ぎる頃には、ある難しい問題を一緒に頭をかかえて解いてみたりす

る仲になりました。実は、全北大学校に来られたのは、その友人のおかげでもあり

ます。今でも 2 週間に 1 回は会う親しい友人です。(KK0629F) 
 
 日本の学生においても、勉強してきた努力が結果に結びついたときという点は、共通し

て見られた。また、それに加えて、カン・ソジンさんのエピソードのように受験勉強をす

る中で過ごした友人との時間をポジティブな経験としてとらえている学生もいた。 
 
 勉強した分だけ、模試の点数として反映されるのが嬉しかった。また、予備校に

滞在する時間が長いので、普段はあまり接点がない人と密な時間を過ごせ、仲良く

なれたのが嬉しかった。(JR0625F) 
 
 このように、受験という大きなプレッシャーの中で培われていった人間関係はとても濃

密なものである。さらに、自分の努力が点数や順位以外の形で認めらえた経験を挙げてい

る人もいた。 
 

 高校 2 年の後半から卒業までお世話になった塾の先生方が、私以上に私の能力を信



87 

じてくれて、自信を無くして併願大学を増やそうとした時には「あなたの力があれ

ばそれは必要ない」と言ってくれたり、よりレベルの高い大学の受験を薦めてくれ

たりしたことが嬉しかった。(JN0702F) 
 
 このエピソードから、受験においては友人との関係だけではなく、教師との深い関係性

も大きな影響を与えていることが分かる。 
 

(4) 大学進学への意識と学歴社会に対する考え 

① 大学進学を意識した時期と周囲の人々からの期待やプレッシャー 
 これまで、日韓両国の学生の大学受験のエピソードを紹介してきた。ここでは学生たち

が、大学進学への意識をいつごろから持ち始め、親などの周囲の人々からどのような影響

を受けてきたのか、そして、学歴社会にどのような考えを抱いているのかということを明

らかにしていく。 
 はじめに、アンケート調査を基に全北大生と同志社大生が大学進学をいつ頃から意識し

たのか、そして大学受験までに周囲の人々からの期待やプレッシャー受けた経験を調査し

た。アンケート調査の質問としては、「〈自分は大学に進学するのだ〉という意識をいつ

頃から持っていましたか？」「大学入学以前に勉強や受験をする中で、親や周囲の人々か

らの期待・プレッシャーを感じたことはありますか？具体的なエピソードを教えてくださ

い。」の 2 つの質問に該当する部分である。まず、大学進学を意識した時期については、

小学生から高校生まで様々な回答が得られた。そして、周囲からの期待やプレッシャーを

感じた経験に関しては、大きく 3 つのタイプが見られた。今回はその 3 つのタイプごとに

紹介をしていきたいと思う。 
 1 つ目のタイプは、周囲の人々から特にプレッシャーを感じたことがないというタイプ

である。中学校の時から大学進学を意識するようになった全北大生のイム・ギュリさんは、

「プレッシャーを受けたことはありませんでした」(KD0625F)と語る。また、小学校の頃

から大学進学を意識していた同志社大生の何欽さんは、周囲の人々からの期待やプレッシ

ャーを感じた経験に関して、「あまりありません」(JT0625F)と回答している。 
 2 つ目のタイプは、直接的に親や周囲の人々から何かを言われたりしたことでプレッシ

ャーを感じたというタイプである。このタイプの学生のエピソードには、両親や先生など

の周囲の人々の日常的な会話が語られていた。模試の成績が悪く叱られたという経験も見

られたが、両親や先生などからの応援や好意的な期待が逆にプレッシャーになっていたと

いう回答もあった。高校 1 年生の時から大学に進学するという思いを持っていた全北大生

のユン・ジアンさんは、叱られた経験と好意的な期待の両方を紹介してくれた。 
 

 高校 1 年生の時の成績表を見て、両親が失望したことがあります（どのような成績
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だったのかは覚えていないですが、たぶん 2 学期の中間テストまたは 9 月の模擬試験

の成績だったと思います）。11 月の模擬試験で成績が上がらないと、父親が私の携

帯電話を取り上げると言いました。私が思うほど両親の期待に応えられていなかっ

たので、そのように言ったのだと思いますが、こうした点には少しストレスを感じ

ていたと思います。 
 高校に上がる前までは成績も良くて、模範生のようなイメージだったので、周り

から期待されました。盆や正月には親戚がうちに集まるのですが、私のことを勉強

がよくできると言う親戚が多く、それが負担でした。(KZ0701F) 
 
 同じく、金北大生のカン・ソジンさんは、2 人の姉や両親、教会の伝道師や先生など家

族や周囲の人々から様々なプレッシャーを受けていたと語る。 
 

 私には姉が 2 人いますが、両方とも大学に進学しました。なので、私は高校に上が

ってからは大学に行くことを当然に思いました。ただ、徐々に入試中心の詰め込み

勉強に疲れ、逸脱もしましたし、勉強が嫌になって、大学に進学したくないと思っ

たりもしましたが、大学に行く方が行かないよりも有利だという話を周りから何回

も聞いたので、大学に行きました。 
 高校 3 年生のとき、教会の伝道師や、先生たちと一緒に話していると、大学の話が

必ず出てきます。その際、どこどこの大学を目指していると言うと、入試が終わっ

た後に、志望していた大学に合格していたらいいのですが、もし落ちたら恥ずかし

いことになるので、入試を準備している間は、どこの大学を目指していると言うこ

と自体が負担でした。両親も国立大学に行けば学費も安くて、距離も近いという話

をして、必ず国立大学に行かなければと話していたので、かなりの負担でした。 
 1 番上の姉は全北大学校に通い、2 番目の姉は私立大学を通ったので、2 番目の姉

は学費の負担が大きくて、かなり苦労をしました。私はその姿を見たので、私まで

私立大学に行くと、両親が大変になることが分かっていたので、絶対に国立大学に

進学しなければと考えましたが、これは相当な負担となっていました。(KK0629F) 
 
 このように、カン・ソジンは、もし自分が国立大学に不合格だった場合には、応援して

くれる周囲の人たちに面目が立たず、また、学費の面で両親に負担をかけてはならないと

いうプレッシャーを感じていたことがうかがえる。中学生以前から漠然と大学進学への意

識を抱いていたという同志社大生の中島美瑛さんも、両親からの応援の言葉から受験に失

敗してはならないというプレッシャー持っていたということを語っていた、 
 

 両親は「あなたが選んだ道ならなんでも応援する」と言ってくれたが、その言葉
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が逆にプレッシャーだった。今までの教育や大学受験において全面的に経済支援し

てくれているので、絶対に失敗できないと感じた。(JR0625F) 
 
 そして 3 つ目のタイプは、間接的に親や周囲の人々からプレッシャーを感じたというタ

イプである。2 つ目のタイプとの差異は、言葉などで直接的に何かを言われたりわけでは

ないが、両親や友人や先生といった周囲の人々から感じる期待に、プレッシャーを感じて

いたということにあると考えた。 
 中学生の頃から大学進学への意識を持っていたという全北大生のハン・ジウォンさんは、

「両親が高学歴者なので、両親から直接言われてストレスを受けたことはなかったが、自

ら自分を両親と比較して、ときどき負担を感じていた」(KO0628F)と語る。 
 また、小学生の頃から「小－中－高－大」という教育課程が当たり前のコースであると

思ってきたと語る全北大生のイ・ミレさんは、「私の成績に適した大学には当然行けるだ

ろうという周りの期待感が負担となっていた」(KP0625F)と回答していた。 
 同じく全北大生のホン・ドンミンさんは、大学進学を意識した時期について、「覚えて

いないです。しかし、大学に進学しなければどこ就職するのか、というような認識を、大

学進学を考えるときから自然と持っていました。」(KA0701F)と語る。また、周囲の人々

から感じたプレッシャーに関しては、以下のように語っていた。 
 

 私が最も入学したかった大学は、現在通っている全北大学校です。合格者が 1 人だ

けいる選考だったので志願しましたが、1 次合格者を発表してかれら、最終合格者が

発表されるまで、どの瞬間も緊張と期待の連続だったと思います。また、「熱心に

やればよい大学に行ける」と言うような話も、当時はプレッシャーを大きくさせる

一因だったと思います。(KA0701F) 
 
 このように、両親など周囲の人々から何かを言われたわけではないが、入試の合否に対

する不安からプレッシャーを感じていたという学生は多く見られた。小学生の比較的早い

段階から大学進学への意識を持っていたという白土絵梨さんは、周囲の人々から特にプレ

ッシャーを感じたことがないとしながらも、進路選択や大学受験に関して不安を持ってい

た回答する。 
 

 親からの期待やプレッシャーはなかったけど、自分で選択した道が正しいのか、

間に合うのか、落ちたらどうしようという不安はありました。(JE0626F) 
 

 また、小学生高学年の頃から大学進学への意識を持っていたという中村早希さんは、高

校の友人や先生、そして両親からのプレッシャーを感じていたと語る。 
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 直接的に周囲の人々からプレッシャーをかけられたことは少ないが、高校の友人

が東大・京大をはじめとした旧帝大などを受験する人が多く、また高校側もそれを

理想としていたため、かなりプレッシャーと劣等感を感じていた。また基本的に親

はあまり受験に干渉しすぎず見守ってくれていたが、第一志望の大学に行くために

は浪人も惜しまないという風潮が母校にはあったなかで、自分の家は経済的な事情

から浪人が許されなかったため、その点では親からのプレッシャーも多少感じてい

た。(JN0702F) 
 
 以上 3 つのタイプに分けて紹介をしてきたが、日韓の学生が大学受験のときや勉強をし

ていく中で実に様々なプレッシャーを感じていたことがわかった。そして特徴的であった

のは、好意的な期待や応援すらもプレッシャーに感じてしまう場合や、友人や家族と自分

を比較して、もし自分が理想の大学に不合格になってしまったらという一種の妄想を膨ら

ませてプレッシャーを感じていたという場合が、かなり多くの学生の回答で見られたこと

である。 
② 学歴社会に対する考え 
 最後に紹介するのは、全北大生と同志社大生の学歴社会に対する考えである。アンケー

ト調査の質問としては、「あなたは〈良い大学にいけば良い会社に入れる〉という意見や、

社会において〈学歴〉が重視される価値観についてどう思いますか？自身の経験や考えを

お書きください」という質問に該当する部分である。日韓の学生からはかなり分厚い回答

が得られ、どれも興味深い内容ばかりであった。 
 まず、同志社大生の回答だが、「学歴」は大学入学までの努力を反映しているものであ

るとして、学歴が重視される価値観について比較的肯定的に考えている学生が多く見られ

た。中国からの留学生の何欽さんは「学歴以外で人と人に差をつけ選ぶの標準はあまりな

いので、学歴でいいと思います」(JT0625F)と簡潔に述べている。また白土絵梨さんは、

大学入学までの努力が後の将来に役に立たないと報われないのではないかと述べていた。 
 

 〈良い大学に行けば良い会社に入れる〉ということは多少はあると思います。

「学歴フィルター」っていう言葉があるくらいなので。あと頑張って勉強して入っ

たことが後につながらないと報われない気がします。(JE0626F) 
 
 ここで述べられている「学歴フィルター」は、就職活動の時に良く用いられる言葉であ

るが、主に大学名などの学歴を基準に選考し、一定以上の基準に満たない大学の生徒など

は大学名だけで足切りをすることを指す。このことに関して、学歴を重視する考えをあま

り好まないと述べる中村早希さんも、日本の社会では「学校歴」が重視されているのでな
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いかと述べていた。 
 

 私は普段の人付き合いのなかでも本人の頭の良さなどより人柄を重視するので、

学歴重視の価値観はあまり好きではない。また日本は学歴社会というより、質問文

中の一つ目の意見のように学校歴社会であると感じる。(JN0702F) 
 
 このことに関して、中島美瑛さんも具体的に大学名とその序列を挙げながら、大学入学

までの努力や素質を反映しているものとして「学歴（大学名）」が重視される価値観もあ

っては良いのではないかと述べている。 
 

 「良い大学に行けば良い会社に入れる」とは限らないが、全体を見たときにおお

むねそのような傾向にあるのだろう。「学歴」が重視される価値観は悪いものでは

ないと思う。例えば、企業が新卒採用の際に、MARCH 関関同立レベルの学生よりも

東京一工や早慶上理、その他旧帝大の学生を優遇するのは当然だと思う。何故なら、

学歴（ここでいう大学名）は少なからず当人の努力や素質を反映しているからだ。

しかし、経済的事情によって大学や高校に進学できない人が存在することを考慮す

ると一概に学歴主義を肯定することはできないのかな、と思う。(JR0625F) 
 
 このように、「大卒」という「学歴」ではなく、「学校歴」としての「大学名」を重視

する考えは、大学進学それ自体の価値は薄れているという認識に基づくものであろう。大

学進学率が高かった時代には、大卒か高卒かという区分で優位に立つことができたが、大

学進学率が上昇し、ボーダーフリーの大学が多くある今の社会では、偏差値が高く優秀な

人が多く集まる「良い大学」に価値が置かれるということは当然の流れともいえる。 
 次に、韓国の全北大生の回答を見ていく。韓国の学生の回答では、先ほど紹介した中島

美瑛さんの意見のように、学歴社会というものをある程度許容しながらも、一概に学歴主

義を肯定することはできないという意見が多く見られた。イム・ギュリさんは「本人が努

力して良い点数と学歴を持っていれば、良い会社に就職できると思いますが、あまりにも

学歴が重視されるのは、問題があると思います」(KD0625F)と述べている。 
 さらに一歩踏み込んだ回答として、学問的素養が必要とされる職業のみで学歴を要求さ

れるべきではないかという意見も見られた。ハン・ジウォンさんは次のように述べている。 
 

 良い大学〔への進学〕が良い会社に就職するのに影響はあるものの、学歴よりは、

個人の力量がより発揮される社会になっていくように思います。学歴を重視する社

会は、その必要が疑われており、学歴を重視するのであれば、その学問的素養が重

要な職業に限って要求されればいいでしょう。学歴と関係のない職業で、学歴で人
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が卑下される社会はあってはならないでしょう。(KO0628F) 
 
 このハン・ジウォンさんの回答にもあるように、学歴よりも個人の能力が重視される社

会になっているのではないかという意見が他の学生にも見られた。カン・ソジンさんは就

職においては、大学入学後の成績や資格試験の勉強などの戦略が大事なのではないかと述

べていた。 
 

 そうですね。よい大学に進学した人が 100 人であれば、100 人全員がよい会社に入

ることは難しいでしょう。逆の場合も同様です。大学はある程度の看板の役割はで

きますが、就職市場でどのような戦略を組むのかによって開発すべき能力が異なる

でしょう。公務員試験のような場合は、大学に関わらず、公務員試験でいい成績を

得る必要があって、公企業も NCS でいい成績をとって、必要な資格要件を持つこと

が大事でしょう。ただし、よい大学に入るために行った彼らの努力が着実に持続し、

大学でもうまく勉強すれば、よい会社に入れるだろうし、よくない大学に入っても、

気をしっかりもって準備すれば、よい会社に入るでしょう。(KK0629F) 
 
 同じくイ・ミレさんも、韓国社会では人脈が重要になると指摘しながらも、自分が大学

生活をどのように過ごしどのような経験を積むかの努力が大事だと述べていた。 
 

 よい大学も影響があるとは思いますが、何よりも、自分が大学でどのように過ご

すのか、多様な活動や経験をするように努力をすることが重要です。地方大に在学

中ですが、ここで、他の人に比べて多様な活動をしてきたので、よい大学だという

ところに通う学生と大きく差があると思わないです。〔しかし、大学のネームバリ

ューを問うことは〕学歴が重視される社会については、致し方ない現象だと思いま

す。特に韓国社会は血縁、地縁など人脈が重要に作用しているので、なおさら学閥

と学歴は重視されるほかありません。(KP0625F) 
 
 韓国はしばしば「人脈社会」や「コネ社会」であると揶揄され、特に不正就職は韓国内

でも問題視されることは多い。そうした問題が多くあるからこそ、学歴や学力といった平

等性があると社会で認識されている指標が重視される傾向があるのではないだろうか。ホ

ン・ドンミンさんも、家庭の経済力や良い人脈の価値を認めながらも、学歴は良い会社に

入る絶対条件ではなく、あくまで良い就職先に行く確率を高めるに過ぎないと主張してい

る。 
 

 家にお金が多くなかったり、優れた人脈を持っていなければ「よい大学に行くこ
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とが、よい会社への就職につながる」という言葉は、ある程度当たっていることば

だと思われます。よくない大学に行ってもよい会社に入ったり、金をたくさん稼ぐ

ことができる事例が存在しますが、その事例が当然だとは思われません。つまり、

「よい大学に行けば、無条件によい会社に入ることができる」というより、「よい

大学に行けば、よい会社に入る確率が高くなる」と考えます。単によい大学に通っ

ているという理由だけで、よい会社に入ることができる時代は、もう過ぎたからで

す。(KA0701F) 
 
 同じくユン・ジアンさんは、学歴はあくまで就職で有利な一つの条件であり、良い大学

にいっただけで良い会社に入ることを保証するわけではないと主張する。そして、あまり

にも学歴が重視されるのは問題があるとして、学歴がその人の努力を反映しているという

見方は差別的な考えにもなり得ることを指摘していた。 
 

 よい大学に行くことが必ずよい会社に入社することを保証してくれないと思いま

す。とはいえ、よい会社に入るために有利になることは確かだと思います。よい会

社に入るために、さまざまなスペック〔就職時に有利な能力〕を積むための努力を

しなければなりませんが、さしあたりよい大学（序列が高い大学）は、就職市場で

有利な条件の一つなので、みなよい大学に入ろうと勉強していると思います。 
 ですが、あまりにも学歴が重視される社会の価値観は問題があると思います。学

閥を云々する社会的な雰囲気が蔓延して、学校教育が子どもたち一人一人の個性や

才能を育ててくれるのではなく、進学成果だけを重視する入試中心の教育になった

と思います。望ましいことではないと思います。 
 『私たちは差別に賛成します（우리는 차별에 찬성합니다）』という本で、人種

差別などのほとんどの人間に対する差別に反対しても、学閥による差別や経済的不

平等による差別を社会構造的な問題ではなく、その人自身の努力が足りない結果で

あるとし、差別は当たり前だと思っている 20 代の若者の事例が登場します。過度に

学歴を重視してしまうと、学歴が低ければ差別してもよいという極端な価値観まで

生み出すことになるのでしょう。(KZ0701F) 
 
 以上のように学歴社会に対しての日韓の学生の意見をみてきたが、韓国の学生たちは学

歴が就職において「必要条件」だとしながらも、「十分条件」にはなりえないと回答して

いる人が多くいた。これは韓国では、大学入学後の学業成績や TOEIC などの英語のスコ

ア、就職先で有利に働く資格などが就職の際に評価されることが大きな要因ではないだろ

うか。また、韓国の学生の回答には、学歴を重視する価値観が肥大化してしまうと、学歴

で人を卑下したり差別することにつながるといったことにまで目を向けられていたことは
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とても印象的であった。 
 

まとめ 

 
 本章では、韓国の教育熱の問題について取り上げ、学校教育制度、私教育、大学受験の

観点から日韓の比較を通じた考察を行ってきた。これらの問題を考察していく中で、日韓

両国ともに「大学」という機関に対しての大きな意味合いを持っていることが感じられた。

大学に進学することの目的や動機は様々であり、学問研究のためという「研究・教育」に

価値を置く人もいれば、一つの就職のためといったある種の「スペック・肩書」とだけみ

なしている人も多くいるだろう。しかし、日韓両国ともに、大学進学をする人の割合が増

え、高等教育のユニバーサル化がますます進んでいく中で、進学の目的や動機に関係なく

多くの人が「大学」に入学することを大きなゴールとして教育を受けてきている。将来的

には少子化が進むことで、大学進学を希望する人の「数」こそは少なくなるが、その「割

合」はまだしばらく落ち込むことはないだろう。大学が社会から大きな期待を寄せられ、

多くの児童・生徒とその両親が大学進学をゴールとしているからには、大学はその期待に

答えなければならない。大学がどのような学生を受け入れ、どのように教育し、どのよう

に社会に送り出していくかということを示し、質の高い教育を保証する機関である続ける

ことがこれからは重要になっていくのではないだろうか。このことは、各大学はもちろん

だが、政府や産業界、学生や児童・生徒、その親たちが大学にどのような価値を見出し、

どのような教育を期待するのかということも考えていく必要があるのではないかと思う。 
 また私は、本調査研究を行うまでは韓国の教育についての知識はほとんどないに等しく、

「韓国では大学受験がとても大変らしい」といった具合の陳腐な考えしか持てていなかっ

た。しかし、本調査研究を通じて、韓国と日本にはさまざまな共通点が見られた。両国は、

地理的にも近くだけでなく背景にある社会な価値観や文化的にも共通したものがあり、そ

れが共通の〈教育文化〉として表れていた。以前日本と欧米諸国とを比較した際には、欧

米諸国の教育はどこかきらびやかに見え、実際に地理的にも遠いのだが、どこか遠い国の

話としか感じられず、日本の教育に転用して考えることを難しく感じた経験がある。しか

しこれは、日本と欧米諸国とでは教育制度や教育モデルも異なり、社会的文化的な価値観

も違うためであるから至極当然のことであり、その差異を認識しない限りは比較検討がで

きないだろう。そのように考えると、韓国の教育について検討することはとても意義深い

ことであり、共通部分を持ち合わせているからこそ、政策や制度面で現れてくる日本との

差異が顕著に感じらえた。アンケートで得られた全北大生の回答からカルチャーショック

を感じるほどの大きな教育文化的な差異は感じなかったものの、一つ一つの回答からは韓

国の学生ならではのまなざしが感じられた。特に、今回取り上げた教育熱の問題、私教育

の問題、大学受験の問題についての韓国の学生のアンケートからは、分量としても非常に
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分厚く、密度の濃い回答が多く見られた。韓国の教育熱が歴史的な意義を持つことや、学

歴主義の考えが差別にもつながるということを示唆する学生も多く、私には持ち合わせて

いない深い視点を韓国の学生たちが持っていることに気づかされた。また大学受験のエピ

ソードからはどの学生も大学受験という大きな壁をもがき苦しみながらも乗り越えてきた

という一種の誇らしさすら感じる努力の軌跡もがうかがい知れた。改めて今回の調査に協

力をしてくれた全北大生に感謝を述べるとともに、本調査研究が日韓のより良い教育の発

展への一助となれば幸いである。 
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６ キャリアの導線としての教育 

（紙浦直也） 
 
 本章では韓国における学生のキャリア観を理解した上で、その価値観が教育とどのよう

に関わっているのかを検討する。そもそも教育というものは、単なる社会制度の一つでは

なく何らかの目標を実現するための社会過程である。現に「教育」の辞書的な定義を参照

すると、「人間の学習・発達・成長を援助・促進することを志向して行われる意図的な働

きかけ・営み」（社会学小辞典 2018：114）と書かれており、教育が人の将来的可能性を

拡大する手段として想定されている。とはいえ、こうした客観的な見方の一方、教育の受

け手がどれほどこの枠組みを意識しているのかは未知数である。学生が教育をどのように

認識しどのように利用しているのかという部分は、教育の有効性に関する重要な要素にな

る。そのため、ここでは学生の就職に対する認識を理解した上で、韓国教育がその認識に

どのような役割を果たしているのかを分析する。なお、韓国の教育データに対しては適宜

日本との国際比較を施す。 
 

6.1 韓国におけるキャリア 

 

(1) 韓国社会における雇用状況 

 そもそも、韓国社会を取り巻く雇用状況はどのようになっているのだろうか。教育テス

ト研究センターによると、1970 年代以降完全雇用を成し遂げてきた韓国社会は、1997 年

の IMF 経済危機によって大きな変容を迎えた。1997 年 11 月と 12 月の企業の倒産件数は

従来の 2 倍になり、翌年 3 月には失業率も 6％を超えた。企業側はさらなる危機対策とし

て非正規職を増やし、新卒採用から経験者採用へ移行する動きもみられた。その結果、不

安定な雇用市場が形成されただけでなく、安定した職場へ就職すること自体が狭き門とな

った。同報告書では就業をめぐる若年層の変化にも考察が加えられている。中でも、社会

経済的地位を確保するための「高学歴化」と実際の学歴より低い学歴の仕事に就くという

「過剰教育および下降就業」に触れられ、就業と学歴が同一化されている現状が示されて

いる（教育テスト研究センター 2008）。 
 こうした趨勢の中で、「就職」というライフイベントは予想以上に困難な試練として立

ちはだかる。『韓国ワーキングプア 88 万ウォン世代』では、IMF 経済危機を境目とした

中小企業の疲弊や自営業の衰退に触れられており、独占化・寡占化に伴う「勝者独占ゲー

ム」が若者を過度な競争に追い立てていると述べられている。公務員や政府関係機関など

の公的組織は比較的安定的な職として存在しているが、中小企業や自営業の衰微によって
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公的組織への就職は非常に競争率が高いものになっている。そのため、安定した職場に就

くためには他のライバルを出し抜くような能力を身につける必要がある（禹晢熏・朴権一 
2007=2009）。 
 リーマンショックから現在にかけては若年失業率の高さが懸念されている。向山（2015）
はその要因として GDP 成長率の低下や大企業の新卒採用人数の減少、中小企業の外国人

労働者受け入れなどを指摘している。そして中小企業の雇用を創出し、安定的な雇用を生

み出す必要性を説く。一方で崔宗煥（2016）は 20 代の学歴別失業率に着目する。崔は韓

国統計庁、国家統計ポータルのデータを引用し、アジア通貨危機以降 20 代の失業率が高

い水準で推移していることを明らかにする。崔は高卒の失業率が高いことを確認した上で、

高卒よりは短大卒、短大卒よりは 4 年制大学卒以上の方が失業率が低くなっている状況を

読み取る。そして「高学歴ほど失業率が高い」という現象の要因に、過酷な私教育による

補償心理や非正規雇用の増加、労働組合組織率の低迷、外国人労働者の流入を挙げている。 
 

(2) 学生が抱くキャリア意識 

 では、韓国社会の困難な雇用状況に対して学生自身はどのように感じているのだろうか。

2020年 6月下旬から 7月上旬にかけて、韓国の全北大学校の学生にアンケート調査を実施

し、就職に対する意識調査を行った（調査法については 2.3 参照）。その結果、職業安定

性を志向する回答結果が得られた。なお、同志社大学生にも同様の調査を実施し 4 人から

回答が得られたため、適宜比較材料とする。 
 7 月 2 日現在で回答を得られた 6 人の学生のうち、「将来就きたい職業は？（自由記

述・複数回答可）」の質問に「公務員」と答えた人が 5 人、「研究者」と答えた人が 3 人

いた。どちらも挙げたユン・ジアンさんは、選んだ理由として「公務員はとても範囲が広

いが、安定的にお金を稼ぐことができるのでやりたい。学芸研究員やキュレーターは、私

の興味のある分野と関連しており、自分の専攻を活かすことができるからです」と述べ、

現実的な考えを伝えてくれた(KZ0701F)。「公務員、学芸員」と答えたイム・ギュリさん

は、「学芸員が遺物を復元して展示する様子にかっこよさを感じた。公務員は安定的な雇

用を望む私の性向に合致している」と、興味と現実の両面から考えていることを示唆した

(KD0625F)。一方、同志社大学生からは「大学教員」や「公務員」をはじめ、美容系やエ

リアマネジメント系の業種など多様な考えが得られた。韓国学生との違いとして顕著だっ

たのは、回答者全員が「自らの興味・関心」を主な判断基準に挙げた点で、「自分で研究

したいことがあるため」(JT0625F)や「地域政策に興味があるから」(JR0625F)、「地域を

デザインし活性化させる取り組みに関わりたい」(JN0702F)といった意見が寄せられた。 
 さらに、韓国学生に対して「将来仕事をする上で最も重視したい条件は？（自由記述・

複数回答可）」と質問したところ、「お金」と答えた人が 6 人中 3 人、「仕事の安定性」

と答えた人も同じく 6 人中 3 人いた。中には自分の関心や適性、福利厚生を挙げた人もい
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た。同様の質問に対して同志社大学生は、「自分の興味に合うかどうか」と回答した学生

が 2 人、「福利厚生」を挙げた学生が 2 人だった。その他、「やりがい」や「ワークライ

フバランス」を挙げた回答もみられたが、「お金」や「安定性」の記述はなく、経済面以

外の充足感を重視している様子だった。 
 一方で、「就職活動を行うにあたって不安なことは？」という質問に対しては、学生の

素直な悩みを聞くことができた。イム・ギュリさんは「卒業しても仕事を得られないこと

もあるという点が不安です」と記述し、現在の社会状況に対する憂慮を覗かせた

(KD0625F)。ユン・ジアンさんは「就職難の状況なので、大学卒業後に就職できるか分か

らないし、経済的状況が良くないので就職の準備期間があまりにも長くならないか心配だ。

学芸研究員やキュレーターは大学院の修士学位を得てはじめて志願できるが、採用人数が

少ないので不安」だと述べ、韓国の雇用環境を取り巻く困難な状況を示した(KZ0701F)。
同様の質問に関して、日本の学生からは「就職活動と授業が両立できるかどうか」や「進

め方がわからない」「情報をどう手に入れればいいか分からない」といった悩みが聞かれ

た。未経験で明確な方法論がない就職活動に対する率直な不安感が表れた記録となった。 
 「理想の職業に就くために努力していることは？」という質問に対して、韓国学生の中

には「専攻分野の勉強をしている」という学生もいれば、資格の取得に励む学生、インタ

ーンシップに従事する学生もみられた。一方で日本の学生も大学での学習や資格の勉強を

挙げていた。そのため、就職のためにスキルアップを図っておくという姿勢はどちらも共

通のものと言えるだろう。 
 以上のように、この調査では韓国学生の現実的なキャリア意識を知ることができた。雇

用状況の困難を把握した上で、就職に必要な技能を蓄えながら安定的な職業を目指すとい

うのがある種の韓国モデルなのかもしれない。 
 

6.2 教育とキャリア 

 
 韓国教育を取り巻く状況は、主に 2 つに分けて考えることができる。ひとつは韓国教育

の構造的側面である。国際的な比較や具体的なデータを交えながら制度や動向を見ること

でその特徴を整理する。もうひとつは韓国教育に影響を与えている政治社会的側面である。

周囲の環境が教育にどのように作用しているのかを明らかにし、韓国教育の位置づけを明

確にする。そして最後には、そうした側面を踏まえたうえで、学歴とキャリアとの関連性

を検討する。学生の視点を参照しながら、教育がキャリアに果たす役割を明らかにしてい

きたい。 
 

(1) 韓国教育の構造的側面 

 韓国の教育制度は日本のものとあまり大差ない。外務省のホームページを参照し、日本
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の制度と比較すると、表 6-1 のようになる。学校制度は「6・3・3・4 制」で、小学校第 1
学年～中学校第 3 学年までが義務教育期間である。ただし、学校年度は 3 月～翌年の 2 月

までであり、2 学期制がとられている。学校制度の管轄を行うのは教育部であり、日本に

おける学習指導要領に似た「教育課程」を取り決めている（外務省 2017）。 
 

表6-1 日韓における教育制度比較 

 
（出典）外務省ホームページ（2020 年 8 月 1 日アクセス） 

 
 2020 年 5 月～6 月にコミュニケーション・ツール「LINE」内で韓国の全北大学の学生

に対して学校の授業形態について尋ねたところ、勉学に心血を注ぐ様子がうかがい知れた。

大学院生のムン・ソンウンさんは、自身が高等学校に通っていた 2011 年当時を振り返り、

「私が通っていたとき、韓国は午前8時20分までに登校し、授業は午後6時まででした。

そして夜間自律学習として大部分の学生たちが夜 10 時まで学校で勉強していました」と

話し、高校 3 年生時については「土曜日と公休日、夏休み中にも午後 4 時まで学校で勉強

していたことを覚えていますㅠㅠ〔＝涙の記号〕」と勉強に追われていた高校時代を回顧

した(KU0521L)。また、学生のホン・ドンミンさんは小学校時代の「放課後学校」という

学習制度に触れ、「学校ごとに差はありますが、サークル活動に似た「放課後学校」とい

うものがあり、数学や国語などの授業と美術や体育などの活動がありました」と話した

(KA0603L)。 
 いずれも教育制度と関連して韓国の慣習的な学習態度を取り上げており、長時間の勉強

が社会的に受容されていることが確認できる。実際に韓国学生の体験談からも、学校生活

において学習の比重が非常に高くなっている現状が読み取れる。 
 また、韓国教育を特徴づける要素として欠かすことができないのが「私教育」である。

先に見たような高い進学率が裏付けるように、韓国は学歴社会の性格を強く有している。

それは単に学校教育の忙しなさに留まることなく、塾や習い事の分野での競争に著しく表

れている。 
 自治体国際化協会ソウル事務所が発表したレポートによると、2003 年における小・

中・高等学校の学生の平均私教育参加率は 72.6％であり、当時から私教育が幅広く利用さ

れていたことが確認できる（財団法人自治体国際化協会ソウル事務所 2009）。さらに田

韓国 日本

教育担当機関 教育部 文部科学省

学校制度 6・3・3・4制 6・3・3・4制
義務教育 小学校第1学年～中学校第3学年 小学校第1学年～中学校第3学年

学校年度 3月1日～2月末日 4月1日～3月末日

学期制 2学期制 3学期制
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中（2009）によると、小・中・高等学校全体の私教育費は 2007 年時点で約 20 兆ウォンで

あり、教育部の予算が 30 兆程度であることを鑑みると非常に大きな規模であることがう

かがえる。こうした動向はさらに拡大傾向にあり、私教育の市場はますます成長している。 
 実際、全北大の学生が「LINE」で回答した内容の中でも、私教育の重要性を示唆する

発言が見られた。学習塾に関する質問に対して、ホン・ドンミンさんは「私は小学校 5 年

生から高校 3年生まで塾に通い、中学では平日 21:30まで授業、高校では平日 22～23時ま

で学校で自習をしていた。週末も塾で自習をしていた」と過酷な学習活動を語った

(KA0605L)。キム・ジェヒョンさんは私教育の意義について「私教育を受けて良い大学に

行けばそれだけ良い会社に就職できる確率が高くなると思う。就職のための資格証を取っ

たり試験の準備をしたりするために大学生でも塾に通う場合も多いが、一般に韓国の私教

育は単に大学に入学するための過程に過ぎないと思う」と述べ、大学進学の手段でしかな

いと話した(KS0610L)。 
 

(2) 韓国教育を取り巻く政治社会的側面 

 韓国経済は 1960 年代以降、「漢江
ハンガン

の奇跡」に代表されるような大きな成長を遂げてき

たが、IMF 経済危機を契機としてその経済体制に変化が見え始めた。禹晢熏・朴権一著

『88 万ウォン世代』では、世代間の問題を中心にして、韓国の経済体制や政治状況につ

いて述べられている。それによると、韓国ではあらゆる分野において寡占化・独占化が進

んでおり、一部の優秀者のみが安定した地位を獲得できる「勝者独占ゲーム」が繰り広げ

られている。そしてそれは同期間競争に留まることなく、年功序列制の崩壊や正規職体制

の崩壊によって世代間競争の様相を呈している。ただし、能力や環境、制度が若者にとっ

て不利に働いており、次世代にはほとんど勝ち目がない。その結果社会に歪みが見えつつ

あるだけでなく、将来性の無い経済状況が繰り広げられている。 
 一方、政治はただ私教育を助長する装置として機能してきたわけではない。自治体国際

化協会ソウル事務所のレポートによると、政府が私教育に対してどのような政策をとって

きたのかが明らかにされている。朴正煕大統領による維新体制が敷かれていた 1980 年、

「7.30 教育改革措置」と呼ばれる私教育の禁止令が出された。これは全ての私教育を禁止

対象とし、過熱する私教育を解消するために運用された。しかしその後、世論が私教育を

求めるにつれ、趣味活動に関する私教育や塾・家庭教師の制限が緩和されていった。大き

く政策の局面を変えたのは、2000 年に憲法裁判所が私教育を禁止する法律に対して違憲

判決を出したことである。この判決をきっかけに法改正が施され、私教育が再び全面解禁

されることになった。その結果、社会的趨勢も相まって私教育がさらに拡大していくこと

となった。 

(3) 学歴とキャリア 

 韓国の学歴主義は、不安定な雇用状況の弊害として存在している一方で、韓国経済にと
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っては一定の役割を果たしてきた。佛教大学の全炳昊は、韓国の学歴主義が儒教論理に下

支えされたものであることを示し、植民地期やアメリカ軍政期を経た産業化の過程で学歴

社会の様相が出来上がってきたと述べる（全炳昊 2002）。要するに、韓国の学歴社会化

は産業化の動向と関連しており、経済成長を遂げるに伴って誕生した副産物であると言え

る。 
 ただ、韓国経済を支えるはずの学歴主義がキャリア形成の軛となり、過酷な教育を強い

ているのも事実である。全北大学の学生に対するアンケート調査で、「あなたは「良い大

学にいけば良い会社に入れる」という意見や、社会において「学歴」が重視される価値観

についてどう思いますか？」という質問をしたところ、それぞれの学生の率直な意見が聞

かれた。イ・ミレさんは「よい大学であることも影響があるだろうが、大学で何をして、

どのように多様な活動と経験をするよう努力するかの方が重要だ」と述べ、現在の枠組み

の中でどう取り組んでいくかが大事だと表現した(KP0625F)。ユン・ジアンさんは「あま

りに学力が重視される社会の価値観は問題があると思う。学校教育が一人一人の個性を伸

ばすものではなく、進学の成果だけを追求するものになっているのは望ましくない」と回

答し、教育の目的が変化してしまっていることを嘆いた(KZ0701F)。ハン・ジウォンさん

は「学歴を重視するのであれば、その学問的素養が重要な職業に限って要求されればいい

でしょう。学歴と関係のない職業で、学歴で人が卑下される社会はあってはならないでし

ょう」と記述し、学歴主義を限定的にするべきだと述べた(KO0628F)。ホン・ドンミンさ

んは「単によい大学に通っているという理由だけで、よい会社に入ることができる時代は、

もう過ぎた」とし、「よい大学に行けば、よい会社に入る確率が高くなる」という程度の

ことだと答え、学歴社会が緩和されている現状を示した(KA0701F)。 
  

 まとめ 

 
 冒頭で述べたように、教育は人の成長を手助けするための働きかけである。キャリアを

得るための進学が目的ではなく、一人一人の発達を促進することが本来の目的である。思

うに、理想的な就業を目指すための教育は、人の根本的な力にならない。安定的な職業に

適合する人材を生み出すばかりで、学生を画一化し、就職に際する能力しか育成できない。

教育がなすべき役割は、人の個性を伸ばして人生のキャリアをより充実したものにさせる

ことである。就職のための枠組みに留まることなく、日常生活を含め、その後の人生を飛

躍させる材料を見出して育てることである。雇用や経済が不振に陥りつつある状況では、

なおさらそうした「長い目」の教育が必要になる。 
 今回、全北大学校の学生に対する調査では、教育やキャリアへの素直な意見が多数聞か

れた。アンケートの最後の項目として用意した「回答いただいた内容について、報告書に

記載する際に気をつけてほしい内容があればお書きください」という自由記述に対して、
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ホン・ドンミンさんは「韓国社会が教育を重要視するのは確かだが、教育熱自体を否定的

に見ていないでいただきたい」としながら、朝鮮戦争後の韓国を成長させたのは「自分の

子を豊かにするための手段である教育の影響力が大きかった」のだから、「「過熱した」

韓国の教育熱は問題だけれど、「韓国の教育熱」自体が問題ではないと思う」と述べた

(KA0701F)。 
 雇用状況が不安点な中で理想のキャリア形成を行うのは容易ではない。そうした点では、

安定的な職業をめぐって学歴化が進行する現象は頷ける。ただ、教育は単に学歴を獲得さ

せるためだけの装置ではない。実際、韓国の経済成長を支えたのは私教育を代表とする教

育熱であり、現代の韓国社会を担う世代を生み出した。今後の社会を担う若者世代が認識

すべきことは、労働市場を改善する必要性に加えて、進学だけを目的としない教育の必要

性である。学歴社会が解消されつつある韓国において、教育によって一人一人の個性が活

かされ、キャリアが充実したものになるとすれば、さらなる発展や成長がもたらされるこ

とだろう。 
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７ 韓国大学生のストレスと病気観 

（白土絵梨） 
 
 精神健康に関わる問題や自殺の問題は、国に関わらず、必ず少なからず存在する。個人

個人の心の闇や悩みがきっかけとなることだからである。個々人の属する環境や、性格、

経験が関わるため、どの国でも該当者は存在し、だからこそ世界的な問題となっている。

韓国の自殺率と OECD 加盟諸国の自殺率とを比較すると、韓国は 2 位のリトアニアと並

んで群を抜いて自殺率が高い（図 7-1）。OECD 加盟国の平均自殺率（住民 10 万人あたり

の年間自殺者数）が 12.1なのに対し、韓国はその 2.4倍の 28.7であり、OECD加盟国の中

で最高水準となっている。OECD 加盟国の自殺率は全体でみると年々減少しており、韓国

を含む 8 か国以外は減少の傾向にある。しかし、その 8 か国の中でも韓国は最もその数を

延ばした国である。つまり、韓国の自殺率は改善するどころか、悪化し続けているのであ

る。 
 

図7-1 OECD加盟諸国における自殺率の比較（2017） 

 
（出典）OECD Data Suicide Rate より作成 
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 全世代の自殺者数を見るとこのような結果になるが、世代別の自殺率を見ると（図 7-
2）、韓国では年代が上がるにつれて自殺率が増え、圧倒的に高齢者のほうが自殺率が高

くなっている。ただし、自殺率ではなく自殺数でいえば 40-50 代がピークとなっている。

また、日韓のグラフで比較すると、ほとんどの年代において韓国のほうが自殺率が高い。

ただし、若者にだけ対象を絞って、日韓比較をすると、10 代 20 代ともに日本のほうが自

殺率は高い。15 歳から 39 歳の年齢層の自殺者数を見ると日本は先進国の中で最も多い。

さらに、15 歳から 34 歳の死亡原因を見ると、自死が 1 位である（瀬川 2016）。 
 

 
図7-2 年代別自殺率の日韓比較（2016-17） 

（出典）韓国は「韓国における自殺予防の国家行動計画」、日本は「令和元年中における

自殺の状況」より作成 
（備考）韓国は 2016 年、日本は 2017 年のデータ。 

 
 しかし、韓国での若者の抱える問題も無視できるようなものではない。特に、受験競争

が激しく、受験期や受験後になると、精神健康を崩す学生や、自殺をしてしまう学生もい

る。韓国においても 10 代の若者の死亡要因の 1 位は自死であり、「毎年、大学の入学試

験が終わると、成績を悲観し命を絶つ受験生の自殺が年中行事のようにおきている」とい

う（中神・愛甲 2013）。また、中学生が授業時間に突然窓を開けて投身自殺をする事件

が報道されるなど、青少年の自殺衝動が非常に高いものであることが明らかになっており、

これは学業に対する負担と圧迫によって自殺を選択したものだとされている（中神・愛甲 
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2013）。 
 かつてデュルケーム（Durkheim 1897=1985）が、自殺という問題を個々人の心理に還元

するのではなく、その社会的な要因を分析したことは周知のとおりである。本章ではその

議論を念頭におきながら、自殺という極端な選択をする個々人に注目するのではなく、そ

のような人々を含む社会のあり方とそのなかで人々が感じているストレスの在処を明らか

にしたい。特に、本章では、高校から大学にかけてのストレスについて論ずる。若者に着

目すると、その最も大きな原因は韓国の競争社会にあると考えられる。『88 万ウォン世

代』の著者である禹晢熏と朴権一（2009）によると、世代間競争、世代内競争の組み込み

や世代間の不均等が若者の自殺率や精神病発症率に関わっているという。彼らは若者を取

り巻くこの状況を「勝者独占ゲーム」と表現した。韓国の若者たちはこの勝者になるため

に、激しい競争の中で戦わなければならない。これは知識人による一つの説明に過ぎず、

実際若者がそう感じているかどうかは、当事者の生の声を聞くのが一番である。 
 そこで、韓国の若者たちの競争や精神健康について、詳しく知るために、実際に受験を

経験した韓国の学生に聞いて、その時抱えていたストレスがどれほどのものだったのかを

見ていく。そしてその精神健康についてどのように思っているのか、精神疾患に対するイ

メージなどを、韓国の大学生へのインタビューを中心として検討していくことにする。 
 

7.1 受験のストレス 

 
 上に記したように、韓国の若者たちにとって受験は非常に重要なイベントである。受験

が重要なのは日本においても同じだが、韓国では試験が行われる日は一大イベントであり、

学生だけでなく周囲の大人たちの行動にも影響を与えるほど重きを置かれている。例えば、

金昭鍈（2010）は、受験生がスムーズに会場に到着できるよう社員が出社時間を遅らせる、

試験でヒヤリングが実施される時間帯は飛行機を飛ばさない、ほとんどの高校が休校とな

り、1・2 年生は受験生を試験会場の入り口で応援する、遅刻しそうになった受験生をパ

トカーや白バイで送迎する、といった試験日の模様を報告している。「受験」というイベ

ントがいかに韓国社会で重要であるかがわかる。実際に、受験を終えた全北大の大学生に

当時の様子を聞いてみると、やはり彼らに非常に大きなプレッシャーとストレスを与えて

いたことが分かる。 
 今回の調査でご協力いただいたユン・ジアンさんは全北大学考古文化人類学科 3 年生で

ある。以下、ユン・ジアンさんのライフヒストリーの、受験のために最も苦しんだ高校時

代について、記す。 
 
 高校生の時、学業問題と家庭問題でストレスをたくさん受けた。 
 私は将来に何をしたいのか、どんな職業につきたいのかについてよく分からない
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まま、高校 1 年生の時から将来のことを決めて、大学入試を準備しなければならない

のを負担に感じた。そして、勉強が全 校 圏
チョンギョクォン

〔全校で上位に入る生徒〕に入るほど得

意なわけではなかったが、両親は私に何かしてあげなくても、私が自分で上手くで

きると思っていたので、両親がそれとなく期待していたようだ。それも負担だった。

もっとよい成績も取りたいが、思っていたようにはうまく取れなくてストレスを受

けた。学業ストレスと家庭問題によるストレスのために憂鬱を感じることが多かっ

た。(KZ0602A) 
 
 彼女は、自分の高校時代を振り返り、自分が将来何をしたいのかわからず曖昧なまま、

ただ受験のために勉強に励んだと話してくれた。彼女のご両親は、勉強しろと圧力をかけ

てくるようなタイプではなかったそうだが、彼女が上手くやってくれるだろうという期待

を持っていたそうだ。その期待を感じ取ったジアンさんは、その期待にこたえなくてはな

らないプレッシャーを感じ、思うように成績が取れなかったときは大きなストレスを受け

たようだ。 
 また、家庭内だけではなく、学校でも勉強の圧は非常に強かったそうだ。彼女の通って

いた学校の寮と、その学校にあったシステムについても説明してくれた。 
 

 中学校と高校では相対評価で、数字の等級をつけて成績を評価するが、私が通っ

た高校では、全校順位が高い学生順で寄宿舎に入ることができました。部屋も成績

順に割り振られる規則がありました。寄宿舎にあった読書室〔勉強室〕も部屋別に

区域が分けられて割り当てられたのですが、その学期の成績が下がると部屋と読書

室も再び割り当てられるので、成績が下がって順位が下がった学生は、そんなこと

でストレスが溜まると思います。今はランダムで部屋と読書室が割り当てられると

聞きました。学校ごとに少しずつ違いますが、私の友だちの出身の高校は、全校 1 位

から 10 位までの特別な寄宿舎が別にあったそうです。弟が通う高校の寄宿舎は成績

順に入るのではないと言いましたが、管理型の読書室のように、寮生の勉強時間を

管理してくれると聞きました。 
 高校には、「夜間自律学習」というものがあって、夜間自律学習を申請した生徒

たちは夜 10 時まで学校に残って自律学習をします。夜間自律学習を強制的にさせて

はいけないので、先生たちが生徒たちに勧める程度でした。昔は強制だったそうで

す。ですが、できるだけ夜間自律学習を皆しなさいと積極的に勧める先生がひそか

にいるので、私がいたクラスでは半分くらいの生徒が夜間自律学習をしましたね。1
クラスに 37 人でしたが、生徒 19 人程度が夜間自律学習をしていたと思います。学校

ごとに雰囲気は少し違ったようです。そして、高校 3 年生は土曜日に学校に出て自律

学習をすることができましたが、これも強制ではなく自律的なもので、土曜日に自
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律学習を申請した生徒はクラスで 10 人以内でした。 
 でも、私の弟の話を聞くと、最近は高校生が学校の夜間自律学習をあまりしない

そうです。クラスで 2～3 人程度が夜間自律学習をすると聞きました。 
 小学校と中学校では、放課後学習をする児童が多くなかったのですが、高校では

夜間自律学習をするためには、補充授業を申請して聞かなければならないので、か

なり多くの学生が補充授業を受けました。補習授業だけ聞いて、塾に向かう学生も

いましたが。主に修学能力試験の対策のための授業でした。芸体能
イェチェヌン

〔芸術系および

スポーツ系〕の学生たち以外のほとんどが、補習授業を受けたようですね。

(KZ0610L) 
 
 成績によって寄宿舎に入れるかが決定し、入寮後も、部屋割が成績によって影響され、

成績が落ちたりすると、途中でまた変更になったそうだ。このように、生徒の成績を形で

示し、一目でわかるような仕組みがあったことで、生徒は常にそのプレッシャーのもとで

学業に励まなければならなかった。 
 学校でも、生徒の夜間自律学習という生徒の学業をサポートするシステムがあったそう

だ。生徒は夜間自律学習を申請すると、学校の授業が終わったあとも、夜 10 時まで学校

に残り勉強した。昔は強制的で、今は強制ではないにしても、申請する学生は多かったよ

うだ。 
 このような環境下、ジアンさんは非常に大きなストレスを受け、病院を訪ねた経験もあ

ったそうだ。 
 

 特に、勉強に対するストレスが原因で、自己嫌悪に陥りやすかったと思います。

高校生の時、入試のストレスで憂鬱を感じることが多かったですが、そのころを思

い出してみれば、死にたいと思うこともよくありました。死にたいと思うのが頻繁

だったので、何かおかしいと感じて、相談を受けるために病院に一度行ったことが

あります。うつ病にかかったのではないかとも思いましたが、病院に行ってみたら、

何でもなかったんですね。ただ、ストレスが多くてそうだったんです。お医者さん

から、私のような生徒たちが入試のストレスで疲れて、たくさんやってくると言う

のを聞いてよくなったのか、修能〔大学修学能力試験〕の準備で忙しくなったこと

でよくなったのか、よく分かりませんが、ある瞬間に良くなりました。 
 入試で精神的に大変そうだったので、病院に行ったら、お医者さんがうつ病では

ないと言ってくれました。病院に行く前には、うつ病にかかったと思いましたが、

病院に行ってからはうつ病ではなかったことを知りました。あ、私も薬の処方は受

けましたけど、あまり眠れなくて睡眠薬をもらいました。(KZ0624L) 
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 それもユン・ジアンさんが特別なのではなく、韓国の学生の多くは入試によって大きな

ストレスを受けるそうだ。ユン・ジアンさん以外の学生に受験の経験を聞いてみても、大

変負担になっていたことが伝わってくる。同じく全北大の学生であるオ・ウヌさんにも話

を聞いてみた。彼は全北大学で韓国音楽学科を本専攻、考古文化人類学科を副専攻として

学習している。彼は自身の高校時代を以下のように語った。 
 

 実は、振り返ってみると、人生において大きな波は、試験の成績なんかではない

のに。その時は、なぜそこまでしがみついていたのでしょうか。たぶん、他の経験

ができなかったので、自分の置かれた状況がきっと全部だと思い込んだせいかも知

れません。私は芸体能専攻なので、芸術系列の高校を卒業しました。当時、誰より

も自分自身が動機を付与していたので、昼には勉強して、夜には練習して、それほ

ど寝ないで 3 年間を過ごしました！戻れるなら高校時代に戻りたいと言う人がいます

が、私は死んでも嫌です、ハハハ。後悔なく死ぬほど練習して、勉強したことを、

いまもう一度やることになったら、重苦しくてやりきれないでしょう

ね:(((  (KC0528L) 
 
 オ・ウヌさんは当時のことを振り返り、成績に「しがみついていた」と表現した。オ・

ウヌさんのいうように、人生において試験は一部の出来事に過ぎないが、受験戦争の真っ

只中にいた間はそのように考えることが出来なかったのだろう。勉強がその時の人生のす

べてだと思い込んでしまう学生が多いのではないだろうか。だからこそ、ユン・ジアンさ

んのように追い詰められ、「死にたい」とさえ思うようになってしまうのだろう。 

 韓国で少し前に衝撃的な事件があった。2011 年、韓国の木浦
モ ッ ポ

で、当時 16 歳の少年が勉

強を苦に、路上でガソリンを被り、焼身自殺を図った。彼の遺書には、試験でよい成績が

取れず、両親を悲しませてしまったという内容が書かれていたそうだ（AFPBB 2011）。

このような事件について、同じように受験にストレスを抱えていたユン・ジアンさんはど

のように感じていたのだろうか。彼女によると、当時はそれほど深くは考えていなかった

と話してくれた。今振り返って感じたことを話してくれた。 
 

 深く考えていなかったと思います。今考えてみるととても残念で、どれほど辛か

ったかと思うと、胸が詰まります。成績が人生のすべてではないのに、高校生の時

は、成績が人生の全部のように思ってしまったと思います。実際に死んだ子どもた

ちのことを考えると、複雑微妙な気分になります。 
 成績が悪くて両親を悲しませたのが辛くて自殺した事件などを見ると、その子は

両親を嫌がっていたのではないかという気もするし…。周りからもそうですが、両

親がどれだけ成績に対する負担を与えたら、そういうことになるのかという気がし
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ます。(KZ0719L) 
 

 彼女が言うように、受験前の若者たちにとって「高校生の時は成績が人生の全部」のよ

うに感じてしまうことがあるのだろう。韓国の若者たちにとって受験は一大イベントであ

るだけでなく、ときに人生を狂わせてしまうほどの重みをもってしまう。韓国の競争社会

においては、良い成績をとり、良い大学に入り、良い会社に就職することが人生の勝ち組

となる必須条件という考えも根強くあるのだろう。そのため、このルートを歩むことに大

きな責任感を感じている若者たちもいるのではないか。終わってみて振り返れば、なぜそ

のように落ち込んでいたのかわからないと考えられるようになるかもしれないが、「受験

戦争」ということばもあるように、過酷な競争を生きる者たちにとっては、ときに「死」

を選択してしまいたくなるほど、辛いことなのだ。 
 

7.2 大学でのストレス 

 
 これまで今の韓国の大学生が、高校時代に受験や勉強に対して主にストレスを受けてい

たことについて記した。では、それを乗り越え大学生となった今、かれらはどのようなこ

とに対してストレスを感じるのだろうか。尋ねてみたところ、全員が試験や課題など学業

に対してストレスを感じると答えた。そして、学年が 3 回生か 4 回生の学生は学業に加え

て、就職や進路に関する悩みもストレスの要因として挙げていた。ここでは、全北大社会

学科 4 回生のホン・ドンミンさんの例を元に、大学生が具体的にどのようなストレスを受

けているのかについて検討していくことにする。 
 

 まず私はまだ大学生なので、主に試験期間と就業準備の関係でストレスをたくさ

ん受けると思います。 
 試験期間だけでなくても、他の勉強をして詰まった部分があったり、理解が難し

い部分があるときもストレスを受ける方です。 
 考えてみたら、私の思うとおり物事が解決しないたびに、ストレスを受けると思

います。(KA0628L) 
 

 彼は、自分自身を完璧主義だと表現し、周囲の友達にもそのように言われることがある

そうだ。完璧主義であるがゆえに、試験や課題のハードルを上げてしまい、それがよりス

トレスになることが多いそうだ。彼は現在学校の寄宿舎で生活しているのだが、前にそれ

らのストレスがたまりすぎて、試験期間に泣いてしまったこともあるそうだ。 

 

 恥ずかしいけど、友だちや周りからよく聞いた言葉です。完璧主義すぎだと思う
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って。実際、試験でうまくいっても、いい成績が出たことより、間違った問題が気

になって、絶対にうまくやらなければならないという欲が強いのだと思います。や

るべきことや勉強が一気に押し寄せるときは、本当に辛いです。私は学校の寄宿舎

で生活していますが、昨年の試験期間に部屋で勉強していたら、とても大変で、ル

ームメイトに気付かれないように泣いたこともあります。(KA0628L) 
 
 そしてちょうど会話を LINE 上で行っていた期間中に、全北大では試験期間に入った。

試験を終えた後の心情は以下の通りである。 
 

 大学に通っているうちに、完璧主義がさらにひどくなったようです。学期が終わ

るときも、成績が出るときも、よくできたことより、残念なことが頭から離れない

ので…。2 日後に成績発表があるので、緊張します。(KA0713L) 
 

 韓国の就活活動に関しては、以下のように説明してくれた。 

 

 うーむ…就職しようとする方向によって準備は少しずつ違ってきますが、基本的

に TOEIC とか、コンピューター活用能力に関する資格証は、ほぼ必ず要求されます。

もちろん、ほとんどの資格証が実際に就職してからは使われませんが、「私がこれ

ぐらい準備しました」と見せる感じですかね。私もそういう資格証を準備していた

り、すでに取得していたりして、去年の冬休みには学校の近くの企業でインターン

シップもしながら就職を準備しています！ (KA0701L) 
 
 インターンに参加することは同じだが、韓国と日本では資格の重要性が違うようだ。彼

の言うように、少なくとも TOEIC とコンピューター活用能力に関する資格証は要求され、

それよりもさらにいろんな資格を得ることで、それだけ企業のために準備をしたというこ

とを表すのだという。日本でも TOEIC を受ける学生は少なくないが、韓国では就職活動

においては求められる点数が非常に高いそうだ。 
 

 しかし、本当に有名な企業の場合、企業が提示した基準は 850～900 点の間ですが、

合格者の場合は 950～990 点を維持していて、点数が少し低いとしても他のスペック

が優れている場合が多いです。私も基準が高い方だと思いますが、韓国では、これ

があまりにも当然のことのようになってしまったので、悲しいです。もちろん、最

近は TOEIC の重要性が低くなってきましたが…。それでも他のものを準備するのは

変わりありませんから。(KA0703L) 
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 日本と同じく TOEIC の満点は 990 点だが、有名な企業の場合はその点数を非常に高く

設定しており、点数を高くするために頑張るか、英語以外の資格で自身のスペックを示す

かのどちらかであり、どちらにせよ就職活動を行う前に資格を得るために非常に努力しな

ければならないことは確かなようだ。彼は今の段階で、インターンに参加し終わったり、

資格を取ったり、資格を取るための勉強を頑張っていたりと、就職活動を行っているが、

やはりストレスや不安に感じることが多いそうだ。 
 

 確かに就職の入口が狭くなったということは感じられます。私も就職活動がもの

すごいストレスです。資格証を取得するだけではなく、自己紹介書を書くとき、適

切な内容を書くためにさまざまな活動もしなければならないので、相当ストレスが

多いです。(KA0702L) 
 

 資格試験に落ちたり、大学でよくない成績をもらったりしてもがっかりするぐら

いなのに、準備していた企業に落ちたら、気持ちがどうなるのか想像もしたくない

です。就職に限らず、肯定的に考えることは普段もとても重要ですが、言うほど簡

単ではありません。いわんや就職準備にも失敗したら…。(KA0703L) 
 
 資格を得ることだけではなく、学生時代に頑張った活動なども評価されるため、資格の

勉強をしながら活動も行わなければならないという状況がとてもストレスのようだ。さら

に彼の場合、完璧主義なため人よりストレスに感じてしまうことも多く、良いように考え

なければならないことをわかっていながらも、どうしても就職活動に失敗してしまったら

どうしようという不安が大きいようだ。 
 今回は、ホン・ドンミンさんの語りに着目したが、彼だけではなくそれ以外の学生全員

が学業がストレスであると答えたことから、彼のように勉強や課題がストレスになってし

まうことが多いのだろう。就活生になると、そこに就職活動に求められる資格証準備など

の要素が加わり、さらにストレスになっているようだ。 
 

7.3 ストレス解消法 

 
 前の節では、韓国の若者たちが実際にどのような経験をしたかを通して、韓国の競争社

会の実態について検討した。それによって明らかとなったのは、韓国での受験を含む学業

ストレスは若者に多大なストレスやプレッシャーを与え、それが時に極端なことを想像し

てしまう事態をも招いているということだ。では、このように現在も昔も厳しい時期を乗

り越えなければならない韓国大学生は、どのようにして乗り越えているのか。韓国の学生

に個々人が有効だと思うストレス発散法について聞いてみた。以下 5 名のストレス発散法



112 

について記していく。 
 イ・ヒョンジュンさんは全北大で考古文化人類学を専攻している。彼は自身のストレス

発散方法について以下のように語ってくれた。 
 

 散歩する時間は、頭の中を整理するのにいいです。散歩する中で、悩んでいた問

題の答えが思い浮かんだりもします。ただ、重要で難しい問題は考えるほど、もっ

と難しくなることが多いです。そんなときは考えを止めて、周辺の状況を注視しま

す。周りの状況に何かのヒントがあるのではないかと期待しながらㅋㅋㅋ〔笑い〕。

祈ることも本当にいい方法になります。私はストレスで泣いたことがなくて、どん

な気持ちなのか想像もつきません。ストレスが多くて頭が痛くなるほどなら寝ます。

寝て起きたらまた新たな気持ちではじめよう、と誓いながら眠ります。 
 人は誰かに素直に話せば、ストレスが解消されると思います。そのような誰かが

友だちにいるのは、本当に幸せなことですね。ただ話してしまうだけでも、少しは

すっきりします。ただし、率直に、偽りなく話さなければならないですよね。その

対象は、神さまかもしれないし、親かもしれないし、友だちかもしれません！ㅋㅋ

ときには、通り過ぎる子犬に話しかけても、気分がすっきりするでしょう。日本人

はストレスを受けたら、泣くのが一般的なのでしょうか？韓国人が悲しいときや嬉

しいときに泣くのはよく見ます。ストレスを受けたらイライラして怒るのもよく見

てきましたが、泣くのはあまり聞いたことのない話です。(KL0615L) 
 
 イ・ヒョンジュンさんは、様々なストレス解消法を活用しており、それらを直面してい

る困難によって使い分けているようだ。また、彼はキリスト教徒であるため、聖書を読ん

だり、神に祈ったり話したりするのも良い方法として活用していると話してくれた。しか

し、やり取りの中で筆者は泣いてストレス発散をすることがあると話したところ、彼がス

トレスで泣いたことがないことが判明した。そのため、ストレスによって泣くという気持

ちが理解できないようだった。 
 上で、高校時代のことについて話してくれたオ・ウヌさんは、自身のストレス解消法を

以下のように説明してくれた。 
 

 私はほとんどのストレスを運動で解消します。ジムに行って、運動をよくします。

週に 3～4 回しています。でも、いつもではなくて、最近は音楽を聞きながら泣いた

りもしますね。急に感受性が豊かになったのかもしれませんが、音楽を聞いて感情

が込み上げてくるのを抑えずに、ただ流れるままにしています。 
 お酒も好きなので、好きな人たちとお酒を飲みながらおしゃべりをしていると、

ストレス解消になります！実は旅行に行くのも好きで、本当に極端につらいときは、
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一人旅もよくしました。(KC0628L) 
 
 彼は主に運動をすることによって心も体も健康に保つように努めているようだ。運動の

ほかには音楽を聴いたり、お酒を飲んだり、友だちと話したり、旅行に行ったりすること

によってストレスを解消すると話してくれた。ここで先ほどのイ・ヒョンジュンさんと異

なるところだが、オ・ウヌさんは泣くことによって感情やストレスをコントロールするこ

ともあるそうだ。 
 上に大学生のストレスの要因について話してくれたホン・ドンミンさんは以下のように

ストレス発散をしているようだ。 
 

 考えてみたら、私の思うとおりに物事がうまくいかないときにストレスを受けま

す。 
 周りの友達はお酒をたくさん飲んだり、タバコを吸いながらストレスを解消しま

すが、私はあまりお酒も飲めず、タバコも吸わないので、私にとってストレスを解

消する方法は深く眠ることだと思います。 
 起きると、複雑になっていた頭のなかが整理されて、ストレスが解消された感じ

がすることが多いです。 
 また、チョコレートのように甘いものを食べたり、友だちに会って、カフェで話

しながら、ストレスを解消したりもします。幸いに、私と同じ方法でストレスを解

消する友だちがいて、話をしているとストレスが解消されます。(KA0628L) 
 
 ホン・ドンミンさんのストレス発散法だけではなく、彼の周りの人が行っている方法に

ついても教えてくれた。周りの友人はお酒やたばこでストレス発散を行うようだが、ホ

ン・ドンミンさんは煙草のにおいが苦手で、かつ酒が非常に弱くすぐに頭が痛くなるなど、

体調を崩してしまうので酒やたばこは彼にとって有効的な方法ではないようだ。代わりに

甘いものを食べたり、友人と話すことによってストレスを発散しているようだ。 
 上に高校の時の体験を語ってくれたユン・ジアンさんは「主に辛いものを食べながらス

トレスを解消する方です。普段より、もっとたくさん寝たりもします。ストレスを受けた

らときどき衝動買いをしたりします」と語ってくれた。全北大学考古文化人類学科 2 回生

のイム・ギュリさんは、「ストレスを解消するときはゲームをしたり音楽を聞いたりしま

す」と話してくれた。 
 以上、韓国の大学生 5 名のストレス発散方法について聞いてみたが、当然のことながら

ストレス発散方法は人によって異なり様々であった。その中でも共通して表れていたの

は、食、睡眠、音楽、酒やたばこ、運動、話すことであった。しかし、泣くことに関して

は若干の違いが見られた。イ・ヒョンジュンさんは、ストレスで泣いたことがなく、どん
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な気持ちなのか想像もつかないと話し、逆にオ・ウヌさんは泣くことは本当に良い方法で

あり、泣く人は実は強靭な人だと話した。どの方法も飛びぬけて珍しい方法のようには感

じられなかったが、ストレス解消法が異なるのは、個々人の性格や好きなものの違いによ

るのだろう。 
 

7.4 大学生の病気観 

 
 これまで、韓国学生自身の経験について聞いてきた。かれらのなかにはストレスから病

院に行った人はいても、深刻な病にかかったという人はいなかった。病んでしまいそうに

なることと実際に病むこと、極端な選択を思い描くことと実際に選択してしまうことは異

なる。そのあいだの距離感をかれらはどのように認識しているのだろうか。かれらはどの

ような問題に対して自らの問題のように共感し、何に対しては他者のこととして客観的に

見られるのだろうか。そのことを知るために、筆者は「精神疾患に対してどのようなイメ

ージを持っているか」について聞いてみた。 
 まず、ユン・ジアンさんは、彼女自身の経験を通して精神疾患へのイメージが変化した

ということを話してくれた。 
 
 精神病に対する印象やイメージは変わったように思います。以前はあまり考えた

ことがなかったけど、少し漠然とした怖いイメージだったと思います。そのような

経験をしてからは、精神病自体が暴力的で怖いものだということはないというイメ

ージです。 
 人が病気になったら、病院に行くのが当然なのに、以前は、ただ精神病だけは病

院に行かなくても耐えられると信じる、変な人たちの意見に流されていたのでしょ

う。 
 精神病も病気なので、もし今度かかったら、一人でわずらわないで、治療のため

に病院に行かなければと思います。以前病院に行って来たことが、私には役立った

ので、そのような考えになるのだと思います。(KZ0707L) 
 
 ユン・ジアンさんはこれまで精神疾患患者と関わったことがなく、詳しく知らなかった

そうだ。そして、周囲の人々が持っていた怖いというイメージだったり、精神疾患は病気

ではないという認識をなんとなく持っていたそうだ。しかし受験の際に、彼女自身辛い思

いをして病院を訪れたという出来事をきっかけにそのイメージは変わったようだ。 
 同じく受験期のつらかった思い出について語ってくれたオ・ウヌさんはユン・ジアンさ

んとは少し違う考えを持っていた。韓国でとても有名になった『死にたいけどトッポッキ

は食べたい』という本について韓国の学生に聞いてみたところ、全員がその本を知ってい
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たが、だれも読んだことがないとのことだった。そのため、その本について語り合うこと

はできなかったが、この本に対するオ・ウヌさんからの意見を聞くことができた。彼は、

この本を読んだことがないそうだが、それは『死にたいけどトッポッキは食べたい』とい

う題名を見ただけで不愉快になり読むことが出来なかったからだと話してくれた。以下、

彼の意見である。 
 
 私はあのような言葉が嫌いです。何て言うか…、ちょっと極端な性格をもってい

るんですね。はっきりした性格なので、「死ぬなら死んで、トッポッキを食べたい

なら食べろ。中途半端に、優柔不断にしないで」という風にです。 
 生きることは苦痛に耐えることで、人生に責任を負うことだと思います。そのた

め、すべての選択には責任が伴い、それに伴う苦痛も自分が甘受しなければなりま

せん。何を選ぶことも嫌だといって、正確に言えば選択する自信もないからといっ

て、すべてのものがほしいと願う安易な心構えが、私は本当に嫌いです。(KC0628L) 
 
 彼は自分自身の性格を「極端な性格」と表現し、優柔不断に見えるその本のタイトルが

嫌いだと語った。生きることは選択をすることであり、その結果どのような苦痛が伴おう

ともそれを受けなければならないと話した。この本でいえば、「死ぬ」のか「トッポッキ

を食べるのか」という選択を行わず、どちらも欲しがっているように伝わり、それが不愉

快に感じたと話してくれた。 
 『死にたいけどトッポッキは食べたい』という本は気分変調症の作者がその記録をエッ

セイにまとめたものである。つまり、彼のこの本に対する意見を見ると、精神疾患に対し

て否定的なイメージを持っているかのように思われるが、彼の意見は以下のように続く。 
 

 精神疾患患者をみると、胸がとても痛くて心苦しく思います。早くよくなること

を願いながら、あなたの人生が幸せになるように祈ります。しかし、そのすべての

ことを自ら克服するしかないこともまた誰よりもよく知っているので、ただ応援す

るだけです。手伝うことはできますが、解決することはできないのが残念です。 
 私は他の人と違って、大きな罪を犯したり、誰を殺したりする、そんな過ちを犯

しても、自分の存在を否定することに対して、最後の最後まで立ち向かって闘わな

ければならないと思っています。 
 人生は辛いものですが、それでも私を苦しめることとは闘わなければならないと

思います。 
 私の人生が幸せである無条件的な理由はありませんが、それでも私たちは、意味

のある生を歩まなければなりません。自らが何かを望むのなら、切に願うのなら、

ただ願うばかりではなく行動しなければなりません。(KC0628L) 
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 彼は精神疾患患者を救いたいという思いを持っている。しかし、支えることはできても

解決することは本人の力なしではできず、本人が立ち向かって闘わなければ解決できない

と話している。精神疾患患者の中に自分自身の存在を否定しまうような人は少なくないが、

それに対しても、どのようなことがあろうとも自分の存在を否定することはしてはいけな

いという考えを持っている。否定的な考えは持っておらず、精神疾患に対するイメージだ

けではなく、それを解決するためにはどうするべきかまでを考えて、意見を述べてくれた。 
 ユン・ジアンさんとオ・ウヌさん以外の学生に聞いてみても、ホン・ドンミンさんは

「精神疾患患者に対する私のイメージ、感情は彼らも同じ人。いくらでも良くなるだろう

と思います」(KA0629L)、イム・ギュリさんは「社会で排斥されなければならない病気で

はないと思います。精神疾患に一番苦しめられている人は患者本人と思いまして。治療を

受けることができるように配慮すべきであって排斥するのは正しくないと思います」

(KD0702L)と話し、聞いたすべての学生の中で、差別的、または否定的な考えを持ってい

る人はいなかった。 
 

まとめ 

 
 これまで、全北大の大学生たちとの会話を通して、韓国の若者がストレスを感じた出来

事、そのストレスに対する対処法、そして彼らの持つ病気観について記してきた。彼らの

話を聞いていると、韓国の若者の多くが抱える最も大きなストレスは学業に関わるもので

あることが明らかになった。そして、現在大学入試を乗り越えた彼らの新たなストレス源

は就職に関わるものである。金王培（2013）によれば、「韓国の若者はより不安を感じて

いる。彼らは大学入試のために幼年期から限りなき競争を強いられ、大学卒業後、失業に

対する恐怖から不安の日々を感じている」という。韓国の大学生の経験を聞いていると、

受験や受験準備のため「限りなき競争を強いられ」ていたことは明らかである。そしてそ

れによるストレスは尋常でないほど大きく、時には学生の健康を脅かしてしまうまで達す

る。その脅威を乗り越えたが、今度は就職活動における競争の中でたたかわなければなら

ない。現在就職活動を行っている学生に話を聞いたが、彼らの行わなければならない準備

や、培わなければならないスキルは非常にレベルの高いものが求められ、学生たちは受験

を生き抜いた後も就職活動に向けて常に努力し続けなければならない。そのため、受験を

終えた後も学生たちのストレスはすべて試験や課題などの学業に関わるものと、資格取得

などの就職準備に関わるものだったのである。 
 精神疾患に対する否定的な意見はどこの国にもおそらく存在するだろう。日本でも韓国

でも一定数そのような意見を持っている人々はいる。しかし、韓国の大学生に精神疾患に

対するイメージを聞いたところ、誰も否定的な意見を持っている人はいなかった。今回の
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調査では数人にしか話を聞くことができなかったため、一概には言えないが、ユン・ジア

ンさんのように、自身が韓国での激しい競争の中で著しいストレスを受けたからこそ、そ

の気持ちや考えが理解できるようになった人は現代の韓国の若者の中でいるのではないだ

ろうか。 
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８ 韓国の若者と兵役 

（森口雄介） 
 
 本章では、韓国における主たる徴兵対象である若い男子学生の兵役制度や韓国社会に対

する捉え方の特徴を分析する。社会からの隔絶を意味する兵役はすべての韓国人男性が、

その人生において直面する大きな問題のひとつである。韓国においては、国内に住む韓国

国籍をもつ全ての男性に対して徴兵制が実施されている。徴兵検査を受ける満 18 歳から

非常時には動員される可能性のある 40 歳まで、韓国人男性は軍とかかわりの深い人生を

送る。 
 こうした兵役義務の履行過程においては軍服務前（選兵期）・軍服務中（服務期）・軍

服務後（予備役期）などいくつかの段階が存在する。尹（2004）はこうした過程における

学生たちを軍服務前の「軍人になる学生たち」と軍服務中・軍服務後の「軍人になった学

生たち」の 2 つに分類した。これまでの研究では「軍人になった学生たち」の、つまりは

兵役を終え除隊した男性たちの軍隊内での再社会化の影響やその後のキャリアについて多

く語られてきた（春木 2004 など）。 
 しかし「軍人になる学生たち」、すなわち軍服務前の若者がどのように兵役制度を捉え

ているか、また兵役制度によってどのような影響を受けているか、などについてはあまり

明らかではなく指摘も多くない。 
 そこで、本章では、まだ兵役についていない大学生のインタビューから、あらためて

「兵役のある韓国社会」に関する若者の経験や認識を明らかにする。尹（2004）は軍服務

前の学生を、「軍人になる学生たち」と呼んだが、この表現には間もなく軍人になること

を自明の前提としているかのようなニュアンスがある。ただ、本章で登場する韓国人男性

オ・ウヌさんには揺れる思いがある。その認識を活かすためにも、本章では、「軍人にな

る学生たち」の代わりに、「まだ軍人にはなっていない学生たち」という表現を用いるこ

とにする。なお、本章ではオンラインビデオインタビューを中心的な方法としているが、

これについては 2.4 を参照されたい。 
 

8.1 韓国の兵役制度について 

 
 韓国においては朝鮮戦争前の 1949 年より徴兵制度がはじまり、朝鮮戦争を経て、兵役

期間の短縮といった数々の変化を遂げながら現在まで続いている。陸・海・空軍を合わせ

約 60 万人の軍人軍属のうち、現役兵つまり徴兵制によって入隊している兵士は 2019 年で

約 22 万人である。2018 年には、徴兵可能な人的資源の約 84％が現役兵として徴兵されて
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いることから韓国人男性のほとんどが入隊していることがうかがえる（国会予算政策処 
2019）。 
 大韓民国憲法第 39 条第 1 項において「すべての国民は国防の義務」を負うとされ、兵

役法に基づいて徴兵が実施されている。理由のない兵役拒否は懲役をともなう犯罪である

が、思想・信条によって兵役を拒否する良心的兵役拒否については多くの議論がなされて

きた。これに関連して、2020 年度より良心的兵役拒否者に対する徴兵に代わる 36 か月の

代替服務の実施が決定している（ここでの「良心」は、エホバの証人など、主に宗教的理

由が想定されている）。しかし、2008 年に韓国の兵務庁が行った世論調査では「宗教的

理由での兵役拒否者に対し、代替服務を課すこと」への反対が 68.1％であったように、良

心的兵役拒否が韓国社会において広く受け入れられていない現状もある（三浦 2009）。 
 また思想・信条に基づかない兵役拒否は「兵役忌避問題」として存在する。既得権層や

芸能人を含む有名人の兵役免除やそれに伴う不正がたびたび報じられることも「兵役拒否」

に対する韓国国民の否定的な意見を形成していると考えられる。 
 

8.2 兵役という制度について 

 

(1) 対象者について 

 ここでは、筆者の交流相手として、またインタビュイーとして多様な意見を伝えていた

だいたオ・ウヌさんについて紹介する。オ・ウヌさんは、1996年の 10月 21日に生まれた

男性である。4 人兄弟の 3 男であり、2020 年 8 月現在、兵役にはまだ行っていない。全羅

北道全州市にある全北大学校校の学生であり、韓国音楽を専攻している。2020 年度の社

会調査実習においての全北大学校の学生と交流を持つ機会があったことをきっかけに筆者

と知り合った。交流を通して、日韓の若者の共通の話題である兵役についての数多くの会

話を交わした。その中でオ・ウヌさんは兵役に対し、以下に紹介する様々な意見を明らか

にしてくれた。LINE での交流やオンラインでのビデオインタビューをもとに、オ・ウヌ

さんの兵役に対する意見を紹介する。 
 

(2) 兵役に行くことについて 

 兵役に行くことについての意見は否定的なものであり、義務の名の下に自由が制限され

ているというものであった。 
 

 今は 1 年 8 ヶ月、1 年 6 ヶ月と短くなってはいますが、20 代という、いちばん情熱

があって、準備をしなければならない時期、韓国では「青 春
チョンチュン

」と呼ばれる時期、高

校から大学生になったばかりの時期、多様な経験をすることができて、多様な自由

を享受できて、就職の直前なだけにしなければならないこと、学ばなければならな
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いこともとても多い時期に、義務という名の下に、自分の望まないことを学ばなけ

ればならず、1 年半という時期を社会から隔離されなければならないというのは……。

(KC0624V) 
 
 また、自由が制限されている中で学ぶこととは、「よく言えば国を守ることだけど、

〔その実は〕誰かを殺すための自らの体力鍛錬」だとした。現在においても緊張状態にあ

る南北関係の下で、兵員の恒常的補充の必要性から徴兵制をとらざるを得ない韓国の背景

を理解しつつ、軍隊での訓練には「誰かを殺すこと」が含まれていることに対しての忌避

感を表した。 
 

(3) 韓国における兵役の捉えられ方 

 オ・ウヌさんは筆者が紹介した兵役を終えた男性たちが持つ「兵隊に行けば人間になる

／男になる」といった意見に対し以下のように否定した。 
 

 私がまだ〔軍隊に〕行っていないからこう思うかもしれないが、そういう表現自

体が、一種の「補償
ポ サ ン

心理
シ ム ニ

」だと思うんですね。〔中略〕いや、時間を返してほしい

というよりは、ちょっと稚拙かもしれませんが、私も大変な思いをしたのだからお

前も大変な思いをしてみろということだと思うんですね。(KC0624V) 
 

 ここでは「補償心理」とは報われたいと思う心理であると説明し、つらい兵役を終えた

ことに対して何らかの形で報われたいという願いではないかと指摘した。また、社会一般

的には兵役にはできればいかない方が良いとする考えがあることを紹介した。 
 「補償心理」は、もともとアドラーの心理学の用語だと考えられる。アドラーの場合は、

自らの欠点や弱点を自覚しそれを補おうとする心理のことを言うが、この場合は全く異な

り、自らのつらい経験や失ったものの対価として何らかの「報い」「償い」を求める心理

の意味で用いている。つまり、法律用語の「補償」（損失の補填）や、韓国語では同じ発

音となる「報償
ポ サ ン

」のニュアンスも加わっているように思われる。オ・ウヌさん独自の表現

ではないが、兵役をめぐる圧力や葛藤を損失と補填の心理機制の問題として論じている点

は興味深い。 
 加えて、兵役を終えた男性が韓国社会の枠組みを作っている現状についても言及した。

翻って「まだ軍人にはなっていない学生たち」がもつ意見としては 2 つの意見があるとし

た。1 つはオ・ウヌさんのように兵役に対しての否定的な意見、もう 1 つは好き好んでい

る訳ではないが仕方がないとする意見である。韓国の若者が持つ兵役に対しての積極的な

意見の少なさをうかがうことができる。 
 兵役に関するジェンダー間の葛藤についても紹介してくれた。兵役を男子のみに課すの
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は逆差別ではないかという意見や、その意見自体が女性に対する社会的差別ではないかと

する意見などである。オ・ウヌさんはこうしたジェンダー間の葛藤の深刻化の原因を兵役

に行ったことで失ったもの（時間や自由など）に対する「補償の不在」に求めた。 
 続いて、インタビュー中に言及された 2020 年の 8 月に入隊を控えているオ・ウヌさん

の弟の現在の行動の中に見ることの出来る「兵役に行けば失うもの」に対する「まだ軍人

にはなっていない学生たち」の認識を紹介する。この時、オ・ウヌさんは自室でインタビ

ューを受けており、その隣には弟がいた。 
 

 実はいま私の隣に弟がいるんですが、その弟は今年の 8 月に入隊します。入隊する

まで金をすごくかせいでいて…、学校も休んで金をたくさんかせいでいるんですね。

軍隊へ行けば、つらくなることは分かっているから、旅行に行ったり、酒を本当に

たくさん飲んで過ごしたり、遊び歩いたり、逸脱行為を一杯やっています。否定的

な逸脱ではなくて、軍隊にいれば酒も飲めないし、自由も制限されるので、それを

今のうちに思い切り楽しむために、いろんなことをやってみているようです。

(KC0624V) 
 

 「まだ軍人にはなっていない学生たち」と比べ、現在の韓国で圧倒的多数派である兵役

を終えた男性たちが持つ「軍隊に行けば人間／男になる」という意見は目にすることが多

いものである。しかし、オ・ウヌさんの「補償心理」の表れであるという指摘はもっとも

らしいように感じる。 
 オ・ウヌさんは韓国の全ての母親は息子が兵役に行くことを心配しているとし、こうし

た心配を「自分の息子が戦争の物資として消費される」のではないかという不安感からく

るものだとした。一方で、父親は仕方ないことであると捉えており「男なら行ってこなけ

れば」という気持ちを持つと同時に、自身の子供が行くことに対してはやはり心配である

とした。こうした中にも、上記の多数派の意見をうかがうことができる。 
 また韓国人男性にとって兵役についての話は「面白くも悲しい、笑えるけど悲しい」も

のであり、周囲のコミュニティを超えて話すことの出来る共通の話題だとした。加えて匿

名性の高いインターネットでも盛んに取り上げられる話題でもあるとした。 
 

8.3 兵役に行くことのメリットとデメリット 

 
 本項ではオ・ウヌさんの持つ「兵役に行くことについてのメリットとデメリット」に対

する認識を確認する。兵役に行くことで得ることができるものと失うものについての語り

を引き出すことを目的に以下の水野（2003：104）の指摘を用いた。 
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 軍隊に行ってきて得られるものは、①忍耐と根気、②団結心、③相手をののしる

言葉のレパートリー、④現実に順応する能力、⑤人生を考える時間、の五つで、軍

隊に行ってきて失うものは、①二六～三〇ヵ月という時間〔2020 年度の現役兵の兵

役期間は 18 か月〕、②現実に対する夢、③彼女、の三つだそうです。 
 
 この記述を用いたのは、ここにある要素がよく語られる内容であると同時に一種のステ

レオタイプにもなっており、それを実際に「まだ軍事になっていない学生」がどう評価す

るかを通じて、その認識が垣間見られると考えたためである。インタビューにおいては軍

隊に行ってきて「得られるもの」をメリット、「失うもの」をデメリットとした。 
 

(1) 兵役に行くことのメリット  

 水野（2003）が挙げた兵役に行くことよって得られる 5 つのものに対し、オ・ウヌさん

は「肯定的な面のみを挙げている」とし、以下のように述べた。 
 

 では逆に聞きたいのですが、そういったものはどうしても軍隊に行かなければ手

に入らないものなのでしょうか？私はそう思いません。それが軍隊でだけ得られる

ものだとすれば、軍隊は少し違って見えるかもしれません。ですが、個人の人生は

みな違うし、個人の生き方も異なるのに、そこから得られるものを除外しておいて、

そうしたものだけよい価値だとは判断できないんですね。〔中略〕それが軍隊だけ

で得られるものではないだけではなく、補足的に言うならば、新たに得られるもの

よりも、いま持っているものを失うことに対して、もっと敏感になるべきであると

思います。(KC0624V) 
 

 水野（2003）の挙げた例は軍隊経験者によって挙げられたものであると紹介されており、

前節の(3)で挙げた「多数派」が主張する意見の1つと捉えることもできる。ここでもオ・

ウヌさんの、「多数派」の主張する兵役に対する肯定的な意見を「補償心理」に基づいて

捉えようとする態度を見ることができる。また「今持っていて失うものについてもっと敏

感になるべき」という意見にも、兵役に行くことは時間や自由を失うことであるという認

識が表れている。 
 

(2) 兵役に行くことのデメリット 

 水野（2003）が挙げた兵役によって失うものについては「面白い指摘である」とした上

で「また別に失うものもたくさんあるがこの 3 つも大切だと思う」とした。また、現実に

対する夢を失うという例示に対し以下のように語った。 
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 とれも美しい時期に時間を捨てなければならないのは残念です。将来の夢や希望

についていえば、芸体能〔芸術とスポーツの合成語〕をする人たちに対する打撃が

大きいです。つまり、スポーツ選手の場合、この 2 年間ほどの時間を休むことになる

ので、身体的に打撃が大きいです。音楽をやっている人たちも同じです。(KC0624V) 
 
 オ・ウヌさんは全北大学校の韓国音楽学科専攻であり、高校時代は伝統的な韓国音楽を

学んでいた。当然、自身の経験や想いに強く影響された意見であると考えられる。また、

恋人を失うという指摘を「とても面白い」とし、「20 代という若々しい恋愛が繰り広げ

られる時期」に、「軍隊に行っているあいだに待つのは簡単なことでは全くない」と語っ

た。恋人を失うことに関しては、様々な場所で指摘されていることでもある。続いてどう

せ別れるのだからと、あえて恋人と別れる、または作らないといった実例も紹介した。 
 また、兵役に行くことで制限されるものについて 2 つの例を挙げた。1 つは兵役中の休

暇についてである。これは兵役中には休暇を自由にとることができないというものであっ

た。もう 1 つはヘアスタイルについてである。韓国には「男子は髪次第
ナムジャヌン モリパル

」ということばが

あり、20 代というおしゃれを楽しむ年代にとっては、丸刈りという「とてもカッコ悪い」

髪型をするのはつらいことであること。また韓国は「外見至上主義社会」であるのでさら

につらい思いをするということであった。「自分を整えなければならない 20 代に、そう

すること〔丸刈りにすること〕は致命的で屈辱的なことです」とも語った。 
 

8.4 「兵役に行く自分」について 

 
 本項では、「兵役に行く自分」についてのオ・ウヌさんの認識を確認する。 
 

(1) 兵役に行くことを強く意識した時 

 オ・ウヌさんは「私は兵役に就くのだと強く意識した」のは大学 1 年生の頃であったと

述べた。 
 

 大学 1 年生のころ、軍隊に行って復学してきた先輩たちを見たり、これから軍隊に

行く先輩たちを見ながら、「あぁ、私もそろそろだな」と肌で感じることになるん

ですね。大学に入学したあと、男性はそれを〔数え年で〕20 歳や 21 歳のころに本格

的に感じることになると思います。(KC0624V) 
 

 高校生の頃ではないかという筆者の問いに「高校生の頃は本当に大学のことだけを見て

生きてきたので、軍隊のことを考える余裕はない」と語った。韓国では高校 3 年生につい

て、「高 3
コーサム

は人
サラム

ではなく高 3
コーサム

〔という別の存在〕だ」と言われているとして、韓国にお
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ける大学入試の過酷さも語った。また、数え年で 20～22 歳を超えてもまだ兵役に行って

いない人は「突然変異」と思われ、「なぜ行かないのか、チッチッチッ」という目で見ら

れるとも言った。オ・ウヌさんは数え年で 26 歳なので、韓国社会においてはこのような

意見を投げかけられる対象であると考えられる。 
 

(2) 兵役があるから 

 本項では、筆者が交流の最初期から抱いていた疑問に対する、オ・ウヌさんの意見を紹

介する。その疑問とは「兵役という社会からの断絶期間を前に、長期に渡る関係性の構築

をあきらめることや、あえて現在保持している関係性を打ち切ることはないのか」である。

8.3 の(2)で紹介した「兵役に行くためにあえて恋人と別れる」という実例がまさにそうで

ある。こうした関係性をあえて「喪失」させることは韓国においてどの程度行われている

のかという質問についてのオ・ウヌさんの意見は以下の通りである。 
 

 私の場合、まだ〔兵役の〕具体的な日程が決まっていないし、具体的な計画が立

てられていないので、そういったことはありません。ただ、さっき、軍隊があるの

で、いま留学には行かないで、兵役に行ったあとに留学に行こうという例があると

おっしゃいましたよね。軍隊のために何かをしないということですね。そういうこ

とは確実にあります。(KC0624V) 
 
 このように語ったのち、「まだ軍人にはなっていない学生たち」が受ける学業について

の影響を指摘した。また、就職活動においても兵役に行っていないことは仕事を得ること

ができないことであるとし、その理由を「採用してもいつか軍隊に行かなければならない

ので、〔会社側からすれば〕いずれにしてもいなくなる人員をあえて採用する必要がない」

からだとした。 
 続いてごく一部であると断った上で、兵役という社会からの断絶期間を「自分の過去を

忘れさせるために使う」人の存在を紹介した。短期間に女性と付き合っては、別れるを繰

り返すなど倫理的によくないことをした男性が、1 年半という兵役期間に、自身の悪い噂

や評判が消えることを期待しているというものであった。また、「軍隊に行く前には手当

たり次第に遊んで、軍隊から戻ってきたら慎重に行動する人」もいるとした。悪い噂や評

判が広まったので入隊を希望するというのは考えにくい。入隊の期日が定まったのちに行

う、8.2 の(2)にて紹介した「逸脱行為」の一種と捉えられることができる。また、兵役の

ために「できないこと」「しないこと」「あえてやらないこと」とあるように、関係性だ

けではなく機会の喪失を選ぶ可能性があることを示唆した。 
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(3) 入隊してから興味のあること・心配なこと 

 入隊後に興味のあることについて、「ひとつもありません。本当に絶望的で、ひとつも

存在しません」と語った。ここでも 8.2 の(1)で紹介したような兵役は「願わないことであ

る」という主張を行った。また「自由を剝奪されてまで学ばなければならないことは、こ

の世にひとつもない」とも主張し、強い忌避感を露わにした。最後に「しいて何かひとつ

言うなら、銃を撃ってみること」に興味があると語り、その理由について「好奇心のよう

なもの」とした。 
 入隊後に心配なこととして、兵役を終え復学した際に「私が持っていた知識や能力が社

会的に送れてしまうのではないか」ということを挙げた。知識や能力の遅れは就職市場に

おいてデメリットとなるとし、大学院に進学することを希望するオ・ウヌさんにとっては

兵役期間に「知識や能力がこり固まってしまうこと」もデメリットとして心配であるとし

た。 
 最後に、最も心配なこととして「体をこわすこと」を挙げた。韓国では「入隊したらわ

が息子、ケガをしたら誰かの息子」があるとし、徴兵可能人口が減少している中で、軍に

やってくる若者は「わが息子」のように歓迎するのに対し、体を壊すと「誰かの子」のよ

うに自己責任にされてしまうという。つまり、兵役中に負ったケガについての補償が貧弱

であり、補償制度があっても「あれこれの言い訳をして軍の将兵に対して支援をしようと

しません」とも語った(KC0624V)。 
 今まで兵役によって失うものとして挙げてきた時間や自由に対する「補償の不在」は、

健康面において失うものにも当てはまるとした。ここからオ・ウヌさんの兵役に対する否

定的な意見の根幹には、義務として強制的に兵役に就かせるにもかかわらず、それによっ

て失ったものに対しての補償を行わない国家への不信感が読み取れる。 
 

(4) 兵役制度に望む変化 

 現状の兵役制度とそれに伴う環境が変化するには、「〔南北朝鮮の〕統一まで行かない

にしても、〔朝鮮戦争の〕終戦でもされる」ことで韓国社会が変化することが必要だとし

た。しかし、オ・ウヌさんの周りでも南北統一はほぼ不可能であると考えられていると語

った。また最近では、兵役中の携帯電話の使用や、娯楽のためのコンピューターの設置な

ど処遇の面で改善されているとした。 
 次に「58 万人の兵員全員に最低時給賃金を支給することは、国家予算としては事実上

不可能である」と断ったうえで、兵役中の給与の面での改善を求めた。また現在の韓国の

最低時給賃金と比べ、兵役期間の給与は15～20分の1の「言葉にならないほどの低水準」

であるとした。 
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(5) マイノリティとしての「まだ軍人にはなっていない学生たち」 

 兵役を終えていない人は、「法的に不利益を受けることはない」が、「社会的な認識と

いう面で、暗黙的に良くない視線がある」、それも「軍隊に行ってきた男性の視線」があ

るとした。このことはオ・ウヌさんも含めた「まだ軍人にはなっていない学生たち」は韓

国社会においてマイノリティの性質を持っている可能性を示唆する。以下に紹介するのは

オ・ウヌさんが語った兵役に行っていない人への韓国社会の反応の一例である。 
 

 適切な理由もなく免除となった人たち、運よく免除となった人たちは、韓国で

「神の息子」と呼ばれます、男たちのあいだでは。それほど本当に運がいい人で、

だから履行していない人に対しては、「何だよ、軍隊も行かないで何が分かる」と、

こんな扱いを受けます。〔中略〕就活の際に、〔面接官に〕こう聞かれることもあ

るそうです。「軍隊に行っていないのに、組織生活に適応できるのか」と。こんな

感じの質問を十分にされる可能性があると思います。(KC0624V) 
 
 ここにも「多数派の意見」にさらされる「まだ軍人になっていない学生」の姿が見て取

れる。 
 

8.5 「まだ軍人にはなっていない学生たち」  

 
 本節では 8.2～8.4 において紹介したオ・ウヌさんの兵役に対する意見をふまえ、そこか

ら読み取ることの出来るオ・ウヌさんの「まだ軍人にはなっていない学生たち」としての

兵役制度と韓国社会の捉え方の特徴を分析する。 
 8.2 においてオ・ウヌさんは、兵役に行くこととは「義務という名の下に自由が制限さ

れる」ことであると語った。大韓民国憲法では国民の義務として国防の義務が挙げられて

いる。その他に挙げられている代表的な義務である「納税」や「子女の教育」と比べ男子

のみに課せられている点は留意すべきである。兵役とは男子のみに課せられた義務であり、

兵役期間において、つまりは社会と隔絶されたことによって失ったものに対する「補償の

不在」は「軍人になった／なる学生たち」の相対的剝奪感を強化していると考えられる。

春木（2000）は「現役兵士の葛藤」として、現役兵は他のどの集団よりも喪失感や相対的

剝奪感を強く感じる傾向にあるとした。続いてその理由について「軍隊に強制的に引っ張

られた」という意識が根底にあることを挙げた。兵役義務の履行を正当な理由なく拒否す

ることは韓国において犯罪であるため、「強制的」という表現が用いられたと考えられる。

紹介された多くの現役兵と同じようにオ・ウヌさんも「強制的」であるという意識を持つ。 
 しかし、オ・ウヌさんが南北に分断されている韓国の現状から兵役制度そのものに理解

を示したように多くの韓国の若者にとって兵役制度の実施は全く理解できないものではな
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い。一方、尹（2004）はソウルの有名大学において実施された在学生 508 人に対して行わ

れたアンケートにおいて「自ら進んで軍に服務する」と答えた学生が全体の 8.3％であっ

たことを紹介し、韓国の若者が進んで軍に行きたがらない現状を明らかにした。このこと

から兵役の必要性は理解できるが、その実施に関しては否定的な意見を持つというオ・ウ

ヌさんを含めた韓国の若者の葛藤が見て取れる。 
 またオ・ウヌさんは韓国人男性においては兵役経験者が圧倒的多数である現状を踏まえ、

そうした「多数派」の主張する「軍隊に行けば人間＝男になる」や 8.3 の(1)にある「兵役

に行くことのメリット」を「補償心理」の表れであると考える態度を示した。韓国におい

て多く語られている兵役の肯定的な面は、「まだ軍人にはなっていない学生たち」からす

ると、「多数派」による兵役によって失ったものや兵役によるつらい経験の意味付けであ

ると捉えられている可能性がある。しかし、兵役を終えた男性にも兵役に対する否定的な

意見があるのも事実である。春木（2000）は除隊した男性を対象としたインタビューにお

いて「受験地獄から解放されたのちに、軍隊という組織で豊かな時間を浪費する虚しさ」

や「最も頭脳の動きが活発な 20 代の男性を強制的に徴収し空白期を与えることは頭脳競

争力に大きな損害を与える」という意見を紹介した。また「軍服務経験が組織生活に及ぼ

す価値と態度」としてその順機能・逆機能的側面も紹介している。続けて、韓国社会にお

いて軍隊経験が持つ作用をこう指摘した。 
 

 軍隊経験は社会的背景を異にする韓国男性たちを結合させる大きな共通体験とな

っており、心理的共感や連帯感を促す作用を果たす側面がある。 
 
 上記のことから兵役に対して同じ否定的感情を持っていたとしても、その主張者が兵役

を経験しているか経験していないかという点で等しく扱われない可能性が指摘できる。

オ・ウヌさんも語った通り韓国人の男性にとって軍隊に関する話題は周囲のコミュニティ

を超えた共通の話題である。もちろん「まだ軍人にはなっていない学生たち」にも十分共

通する話題であるが、話題の多くが兵役経験を通したものであることから共通の話題の大

部分から排除されている構造があるといえる。また日本においても紹介されている兵役に

関する多くの意見は兵役を経験した者の語りであることから、兵役未経験者の兵役に関す

る意見はあまり注目されないようである。オ・ウヌさんは兵役を免除された者が「何も知

らないくせに」と揶揄される実例を紹介し、兵役を経験していない者は同じ価値観を有し

ていないとみなされる可能性があることを示唆した。 
 以上のことより、オ・ウヌさんは兵役に行かないことを「多数派と共通の話題を共有で

きず、同じ価値観を持つことができない」として社会的に不利な状況に陥ることであると

捉えていることがわかる。また「まだ軍人にはなっていない学生たち」に兵役を経験して

「人間＝大人＝男になること」を期待する「多数派」の男性の主張の裏にある社会的な期
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待を「多数派による補償心理に基づいた意味付け」の表れであると評価したこともわかる。 
 オ・ウヌさんにとって兵役とはなくなることのない制度である。兵役制度がなくなるこ

とは朝鮮半島の統一のような大きな出来事が起きることのみでなく、そうした出来事によ

って社会が変わることを必要とすることなのである。こうした認識の中で挙げた兵役に関

する変わってほしい点は「兵役中の給料・処遇の改善」といった非常に現実的なものであ

った。必ず履行しなくてはならず、履行しないと大きな不利益を被ることを理解した中で

挙げていただいた点である。 
 

まとめ 

 
 これまで、まだ兵役に行っていない韓国人の男性との交流やインタビューを通じて得る

ことの出来た兵役制度や韓国社会の捉え方の特徴をまとめてきた。兵役制度を「なくなら

ないもの」であるとし現実的に捉えようとする一方、兵役を終えた人が主張する肯定的な

意見を「補償心理」に基づいて否定的に評価する態度を見ることができた。また、兵役に

よって失ったものに対する社会的・金銭的な「補償の不在」を問題視していることが確認

できた。 
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９ 韓国大学生の宗教生活 

（温文熙） 

 
 本節では、日韓大学生の対比の一環として、大学生の宗教意識についての考察を行った。

日韓の宗教についての統計資料を解析し、または韓国全北大の学生でキリスト教信者の 2
名に対し書面インタビューを実施し、韓国の大学生の宗教意識はどのような特徴があるか

を明らかにする。日韓大学生の宗教事情の調査結果からみていくと、若い世代が宗教離れ

ているのかそうでないかの議論に非常に参考になる。また、韓国のキリスト教徒大学生の

書面インタビュー（2.5 参照）からみていくと、日本とは違って韓国の特有な宗教習慣や

特徴も見えてきて、また今回コロナウイルスの影響で、韓国の宗教活動は以前よりどのよ

うに変わったのかを明らかにする。 

 

9.1 日韓宗教事情の基本情報 

 

 大学生を含めて、日本人の宗教意識について論ずる場合、宗教の定義が曖昧になってき

ている。また、宗教信仰を持っていない日本人でも、普通に神社や寺に行って、お参りす

るのも多い。宗教に対する信仰心が低下している日本人の信仰と宗教的習俗のズレがある

ことも良く指摘されている。 

 

 
図9-1 日本人と韓国人の信仰している宗教の比率（2018年、2015年） 

（出典）ISSP 国際比較調査「宗教」、KOSIS 宗教の比率 
 

 ISSP 国際比較調査「宗教」の日本の調査結果と KOSIS の韓国の調査結果からみていく

31
.0

%

3.
0%

1.
0%

1.
0%

61
.0

%

15
.5

%

0.
0%

27
.6

%

1.
0%

56
.1

%

仏教 神道 キリスト教 その他 信仰宗教なし

日本2018年 韓国2015年



130 

と（図 9-1）、日本人の仏教を信仰人口する比率は約 3 分の 1 にとどまり、信仰宗教なし

の人は大半で 3 分の 2 を占める、クリスチャンはわずか 1 パーセントである。それに対し

て韓国のクリスチャン人口は 27.6％で約人口の 3 分の 1 以上で、かなり多くの比重を占め

ていた。日本人にとっては神道式の初詣に行き、仏教式の墓参りをするのも普通の行事で、

ふだん信仰のない家が、葬式や法事のときだけ僧侶をよぶ点もある。日本のキリスト教人

口は 1％ほどだが、結婚式はキリスト教式を選ぶことも多く、特に若者たちはそうする方

がトレンドだろう。ただし、キリスト教式の婚礼といっても本当の牧師が司式をおこなっ

ているかどうかは、多くの場合疑わしい。 
 表 9-1 は井上順孝が実施した学生宗教意識調査総合分析データである（井上 2018）。

日本と韓国で同時に調査を行ったのは 1999年、2000年、2005年、2007年の 4回で、対象

者は大学在校生である。調査実施校の宗教系、非宗教系については、日本側では 4 回で調

査実施校数はそれぞれ 73 校、42 校、32 校、35 校で、宗教系校を占める比率はそれぞれ

34.5%、38.1%、43.8%、40%である。有効回答者数はそれぞれ 10,941 人、6,483 人、4,252
人、4,306 人である10。 

 

 

図9-2 「現在信仰を持っている」学生の割合 

（出典）井上（2018） 

 

 図 9-2 からは、韓国の大学生において信仰を持っている割合は 4 割前後だが（ただし減

少傾向）、日本の大学生は 1 割前後で、かなりの違いが見てとれる。その他の項目につい

                                                        
 
10 韓国の学校数、学生数は報告書に明記されていないため不明である。 
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ても、興味深い違いがある（井上 2018）。2007 年調査で見れば、神の存在を信じるのは

日本 16.5%、韓国 30.0%とかなり韓国が高く出ているが、仏の存在は日本 15.0%、韓国

17.0%、霊魂の存在は日本 26.3%、韓国 30.8%と、韓国の方が若干高いものの大差はない。

死後の世界を信じるとした学生は、日本 14.5%に対して韓国 35.8%と、これも大きな違い

が出ている。「一般に宗教はアブナイというイメージがある」という学生の割合は、日本

21.1%、韓国 9.2%と、日本の学生が何教かにかかわらず宗教という存在をより敬遠してい

る様子も見られる。ところが、盆の時期の墓参りは日本 55.1%に対して韓国 42.7%と、む

しろ日本の学生の方が行っていることが分かる。すなわち、信仰を持っているとする日本

の大学生はごく少数であっても、普通に宗教的習俗行事に参加するという点が日本の特徴

である。以上のことは、信仰と宗教習俗の参加との関係について、日韓のあいだに違いが

あるという見解を佐証している。 

 
9.2 宗教をめぐる韓国大学生の意識と実践 

 
 今回の日韓大学生交流プログラムに関しては、筆者が所属する文化コンテンツ班（通称

「冬ソナ班」）の全北大の韓国大学生 2 名カン・ソジンさん、イ・ヒョンジュンさんに対

して書面インタビューを実施した。2 人もクリスチャンである。 
 

(1) 宗教信仰の状況 

 まず、キリスト教の教会にどのようにして通いはじめたかを聞いたが、2 人とも身近な

人の影響が大きかった。 
 カン・ソジンさんは母の強い影響を受けた。カン・ソジンさんの幼いころ、30 代半ば

だった母が霊的体験を受けてからプロテスタントに入信した。 
 

 私もそうした母のもとで育ってきて、幾度となく本人の霊的体験、神さま
ハ ナ ニ ム

という

存在が生きることに及ぼす影響などを聞きました。幼いころに聞いたので、私も信

仰がかなり強かったです。ところが高等学校に進学し、反抗したい気持ちが次第に

大きくなってきました。私も霊的な体験を求めていましたが、そのような体験がで

きず、プロテスタントの言葉が全く耳に入ってこなかったのです。だから母ともよ

く口論するようになりました。私だけではなく、一番上の姉も同じく母の強い宗教

信念に拒否感を持っていたので、彼女は頑固に教会に通うことを拒否して、2015 年

頃からは通っていません。私は少し異なる立場ですが、私は教会で伴奏をしたり、

中・高等部の教師をしたり、青年部の会長をするなど、さまざまな仕事を引き受け

ながら、それなり楽しい生活をしています。ただ、「信仰
ミドゥム

」という側面からみれば、

足りない面が多い人であり、実のところ「信仰」を持ちたいという思いも無くなっ
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て久しいです。それでも真面目に宗教的な生活をする理由は、家庭の平和を壊した

くないからです。〔中略〕半分ぐらいは諦めた状態で宗教生活をしているのです。

宗教生活が、ときには負担になりますが、面白いことも多いので、そこそこうまく

やっています。(KK0702F) 
 
このように、カン・ソジンさん自身は幼いころから母の影響で教会に通いながらも、反抗

期を契機に距離をおきはじめ、今は信仰
ミドゥム

が不足していると自覚している。それでも今まで

宗教活動を続けている理由は、家庭の平和を壊したくないからだと語ってくれた。その意

味で、宗教生活は自分にとって負担ではあるが、面白いこともあり、それで続いていると

いう。なお、カン・ソジンさんが宗教活動にかけている時間は 1 週間に 2 時間程度だとい

う。 
 一方のイ・ヒョンジュンさんは、まず家族がみなキリスト教徒だという。 
 

 幼いころ、父母から学んで育ったので、家族すべてキリスト教です。ただ教会に

行かなかったので、今も私と私の弟を除いては教会に行っていません。ですが、

神さま
ハ ナ ニ ム

を信じて生きています。(KL0720F) 
 
 このように幼い頃からキリスト教の信仰をもっていたが、教会に通うようになるのには、

また別の契機があったという。 
 

 幼いころ両親の影響がありました。ただ神さま
ハ ナ ニ ム

という方はよい方なのだという認

識をもって暮らしていました。軍隊に行った時、ある幹部が私を気に入っていって

くれ、宗教的な話をたくさんしてくれました。また、ある牧師を紹介してくれたの

ですが、その牧師と何度も会って話を聞きました。その結果、私はいま信仰のよい

クリスチャンになりました。(KL0720F) 
 

 このように、幼い頃から神という存在を自然なものとして認識していただけではなく、

軍隊時代に自分を気に入ってくれた幹部という「重要な他者」（G. H. ミード）から影響

を受け、牧師の紹介を受けた。その牧師もまた影響力が強かったのか、今は確かな信仰を

もったクリスチャンになっているという。 
 1 週間のうち宗教活動に費やしている時間は何%ぐらいだと思うかという問いに対して

は、イ・ヒョンジュンさんは次のように答えた。 
 

 信仰は生きることそのものだと思います。これが宗教活動だといえる時間を規定

するのは難しいことだと思います。行動様式で神を意識していることが宗教活動だ
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といえば、無意識的に過ごす時間を除外すれば 100%になるよう努力していると言え

ます。もし質問が教会やそれに関連した活動ということであれば、だいたい10%ぐら

いではないかと思います。 
 

 このようにイ・ヒョンジュンさんの場合は、信仰に生きていて、現在の教会に関連した

活動時間もかなり長いことが分かる。 

 

(2) パーソナル・ネットワークと宗教 

 以上のように入信過程で家族などの身近な人々の影響が大きかったことが分かるが、そ

れでは、現在の人間関係のなかで宗教はどのような意味を持っているのだろうか。 
 そこで、書面インタビューには、調査者 2 名のパーソナル・ネットワークについての質

問を盛り込んだ。まず、かれらが「ふだん重要なことを相談する人」を 5 人列挙してもら

った。それぞれの人について、性別、年齢、所属や職業、居住地域を記録する。また、そ

れぞれの人について、彼らとどのような関係で、いつどのように知り合い、今はどれくら

いの頻度でコミュニケーションをとっているかを聞いた。そのうえで、その 5 人のうち、

宗教に関わる人が入っていれば、たとえばどのような相談をするか、その内容を聞いたも

のである。 
 

表9-1 カン・ソジンさんのパーソナル・ネットワーク 

 

 

 表 9-1 に、カン・ソジンさんのパーソナル・ネットワークを示した。最初に挙げられた

のは両親（A、B）である。母（A）は先述のとおり熱心なクリスチャンだが、父（B）は

無宗教だという。学業、進路、就職、宗教、交友関係、趣味など日常の話をしており、あ

れこれの悩みを話している。一方、C・D・E は大学の学生であり、いずれも無宗教だと

いう。カン・ソジンさんの最近の生活パターンが、家－博物館－ボクシング運動という構

造になっているが、C と D は、博物館で毎日直面するので、会話をたくさんすることに

なる。学業、進路、就職についてよく話をしており、最近では恋愛に関しても相談をたく

さんしているという。特に C とはタバコを吸いながら、学業と進路だけでなく、些細な

性別 人物関係 出生年 所属や職業 居住地域

A 女 母親 1965 主婦 全州

B 男 父親 1963 店運営 全州

C 男 友達 1993 大学院生 全州

D 女 友達 1989 大学院生 全州

E 男 友達 1996 大学生 全州
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ことでも相談をたくさん受けている。また、E は子どもの頃からきわめて親しい仲で、2
週間に 1 回程度会って、お酒も飲んで散歩をして会話をたくさんする。就職の話はあまり

せず、近況について尋ねるほどである。E はまだ軍隊に行っていないので、徴兵関連の相

談も受けているという。 
 カン・ソジンさんは今も定期的に教会に通っているが、その割には、ここに教会関係者

が入っていないことが分かる。カン・ソジンさん自身、「こうやって〔パーソナル・ネッ

トワークの一覧を〕作成してみると、私の人生で宗教の占める割合が小さくなっているこ

とが感じられます。宗教的な内容で相談することが今ほとんどありません」という感想を

記している。 
 友人と宗教という点について、カン・ソジンさんは高校 2 年生のとき、よく宗教の話を

した友人とのエピソードを語ってくれた。その友人自身は無神論者であり、プロテスタン

トに対してはあまり良くない視線で見ていた。ある日、カン・ソジンさんはその友人を教

会に招待して、中・高等部の宣教師と三者面談をしたが、その宗教に関する討論はかなり

興味深いものだったという。 
 
 とても面白い話ですが、私の友だちと中・高等部の伝道師が二人で甲論乙駁〔片

方が論ずれば他方が反論するような論争〕を展開しました。当時どんな話をしたの

か、詳細に覚えていませんが、およそ私の友だちが言っていたのは、聖書が虚無孟

浪〔全くでたらめ〕な虚構であり、これまでキリスト教がしてきた誤った歴史を批

判し、かれらが信じるイエスという人物は仏教、イスラーム教を広めた人物のよう

に一種の人間に過ぎないと言っていたと思います。逆に宣教師はこれに反論して、

本人が体験した霊的な経験も話していたようです。さらに面白いのは、友だちの話

のなかには自ら考え出したのもあるのでしょうが、彼の叔父の影響も多く受けたも

のでした。その叔父は、過去に教会生活を熱心にしていたのですが、悔恨を感じて

やめた人でした。私の友だちは、叔父の影響を多く受けたのです。そこでその日、

その友だちは叔父に電話をかけて、伝道師と通話させました。論争は叔父と伝道師

間で続けられました。最終的に誰が勝ったのかはよく知りませんが、私は友だちよ

りもその伝道師の方が好きで親しかったので、心の中では、伝道師を応援していて、

伝道師が勝ったと思っています。(KK0702F) 
 
 では、今後についてはどうか。そのことを知るために、「将来一緒に暮らす人を選ぶと

して、同じ信仰をもつことは重要な条件ですか？」と問うてみた。カン・ソジンさんの答

えは以下である。 
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 私の母は、最近も私の〔将来の〕配偶者のための祈祷をしています。誠実にプロ

テスタントの宗教生活を送る信仰心が強い女性を祈祷で求めているのでしょう。そ

れから上の姉は現在つきあっている惰性が無宗教です。それでも母は、この男性を

自分の祈祷によって現れた人物だと信じています。そうしたメカニズムから見て、

足しが出会う女性が無宗教であってもプロテスタントであっても、母本人が気に入

れば、自分の祈祷で現れたのだと考えるのだと思います。個人的に私は、配偶者が

プロテスタントでも、無神論者でも、仏教徒でも構いません。ただ、イスラーム教

徒やヒンズー教はなぜかちょっとためらいます。他にも、いわゆる「異端」と呼ば

れるいくつかの宗派がありますが、それも難しいと思います。知らずに出会ったと

しても、後にその事実を知ったら会い続けるのは厳しいと思います。(KK0702F) 
 

 このように、熱心なクリスチャンである母がどのように考えるかが重要な要素とはなっ

ているが、その母自身は柔軟な解釈をおこなう枠組を持っているようである。また、宗教

的な寛容性についても、興味深い語りを提示している。 
 次にイ・ヒョンジュンさんの方を見てみよう。まず A は年下のルームメイト、同じく

クリスチャンである。同じ学校に進学して知り合った。毎日話をしている。B は、4 年前

に初めて会い、一緒に事業をするパートナーである。宗教は異なるが、互いに認めている

という。1 週間に 2 回程度会って対話をしている。C はイ・ヒョンジュンさんが所属して

いる教会の牧師である。教会全体の管理者として担当している教会のリーダー。2 年前に

教会に赴任してきて以来の関係である。1 週間に 3 回程度通話し、教会のこと全般につい

て話をする。D は 4 年前、現在住んでいる町に引っ越してくるときに会った年下の友人で

ある。同じ教会に通っており、たまにカフェで会って勉強を一緒にし、ご飯を一緒に食べ

る。E は、幼いころから仲のよかった友だちで、宗教はない。家が離れているために全州

では会えないが、10 年以上 1 年に 2 回以上は会っており、連絡をしばしば取り合ってい

る。 
 

表9-2 イ・ヒョンジュンさんのパーソナル・ネットワーク 

 
 
 このように、イ・ヒョンジュンさんの場合は、C・D が同じ教会の人であり、また、同

性別 人物関係 出生年 所属や職業 居住地域

A 男 ルームメイト 1995 大学生 全州

B 男 事業パートナー 1982 大工 隣接都市

C 男 教会の指導者 1974 牧師 全州

D 男 友達 1997 大学生 全州

E 男 幼なじみ 1992 職場人 違う都市
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居している A もクリスチャンである。このネットワークには家族が入っていないが、家

族もみなクリスチャンで、今は以前ほど宗教を主題とした家庭の会話はなくなったが、そ

れでも「神さまの話が会話のあいだあいだに混ざっている」という(KL0720F)。かなりキ

リスト教を通じた人間関係の密度が濃いことが分かる。 
 一方、宗教をもっていない友人については、「そうした人たちと話をすると驚くことが

あるのですが、かれらは自分だけしかないというのですね。私は私を信頼する、というの

は正しいことのようですが、世界を見る目がとても偏狭なものになるのではないかと思い

ました」という感想を抱いていた(KL0720F)。 
 将来の伴侶を選ぶときに信仰がもつ重要性については、次のようにかなり思慮深い回答

をしてくれた。 
 

 重要な問題です。たいへん重要な問題です。宗教は、世界のはじめとおわりにも

神が存在すると信じます。ということは、われわれのはじめとおわりにも神が共に

あるのです。宗教的な信仰を共にする人々は、対話しながらこのような認識を共有

します。深い対話を分かち合いたいと思えば、互いに異なる部分があっても、結論

は一緒でなければなりません。われわれは異なるという結論は分かれですから。結

局、宗教が対話で、そして人生で本当に重要な問題となるほかありません。一日二

日会う人ではなく、一生共にする人であれば、他の条件とは比較することのできな

いぐらい重要な問題だと考えます。(KL0720F) 
 
このように生涯のパートナーという点では信仰の重要さを語っていた。 
 といっても、イ・ヒョンジュンさんに宗教的な寛容さがないということでは全くない。

上記のように、無宗教あるいは異なる宗教をもっている人も重要な相談相手であり、相互

に理解しあっている。むしろ信仰から安定した自己を形成しているがゆえに、他者の信仰

にこだわらない部分も相当に大きいのではないかと思う。 
 以上、2 人のパーソナル・ネットワークからみていくと、2 人の緊密な関係を持つネッ

トワークのなかで、宗教に関わる人の位置づけは、それぞれのライフヒストリーと深く関

わっていることが分かる。カン・ソジンさんの場合は、相談ネットワークの筆頭にある母

との関係で教会に通いはじめた。しかし、徐々に教会や信仰と距離を置いてきたため、現

在の相談ネットワークはむしろ非宗教的なものが大半を占めている。一方のイ・ヒョンジ

ュンさんの場合は、幼い頃から自然に神さまとともにある暮らしをしてきたこともあり、

現在の相談ネットワークのなかでもキリスト教の位置づけはかなり大きい。 
 
(3) 宗教と政治、教育 

 次に、政治や教育と宗教との関わりについて、その考えるところを聞いてみた。 
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 韓国基督教総連合会（韓基総）の代表会長である全 光 焄
チョン グヮンフン

牧師は、新型コロナウイル

スの警戒レベルが最高位に引き上げられる中、汎国民闘争本部議長として文在寅
ムン ジェイン

大統領

の退陣集会を連日のように開催していたが、同年 2 月 24 日に公職選挙法違反で拘束され

た。宗教と政治との関係からすれば、このことをどう考えるかを聞いてみたいと思った。 
 まず韓国基督教総連合会という名称からすると、一見、韓国のキリスト教会を代表して

いるかのように思えるが、カン・ソジンさんから提供してもらった情報によれば、これは

次のような団体である。 
 

 韓基総ホームページによると、現在登録教団数は 79 個になっているが、このうち、

行政保留や加入保留にされた教団 10 カ所を除けば、現在 69 個教団程度が所属してい

る。韓国プロテスタント教団 374 ヶ所の 20％にもいたらない。それに、韓国プロテ

スタントで、最も大きな規模をもつ 4 つの教団、大韓イエス教長老会（統合）、大韓

イエス教長老会（合同）、大韓イエス教長老会（白石・大神）、キリスト教大韓監

理会は韓基総を脱退、あるいは行政保留した状態である。この 4 つの教団が正式に発

表した信徒数を加えると、合計 840 万人にのぼる。統計庁が発表した韓国プロテスタ

ント信者数 967 万 5761 人の約 86％は、韓基総と関連がないわけである。韓基総に参

加している教団の信者数をすべて足しても、大韓イエス教長老会（統合）と大韓イ

エス教長老会（合同）単一の宗派の信者数よりも少ない。キリスト教専門媒体『ニ

ュース・アンド・ジョイ』も「韓国教会を代表する韓基総？加入教団の面々を調べ

てみると」というタイトルの記事を通じて、「参加教団の数字は、他の連合機構よ

り多い方だが、よく知られていない群小教団が大部分である。基督教ハナニム聖会

と基督教韓国バプテスト会を除けば、教団名も見慣れない」、「韓基総は代表性を

失って久しい」と報道した。(KK0702F) 
 
 イ・ヒョンジュンさんやカン・ソジンさんも全光焄牧師がキリスト教を代表する人では

なく、正常ではない人だと切り捨てた。「宗教と政治の関係性についてどう思いますか？」

という質問に対して、カン・ソジンさんは、「全光焄牧師の言動は、眉間に皺を寄せるよ

うな者だったと思う」としながら、「正常人ではない」とした。 
 イ・ヒョンジュンさんの態度はこのようなものだった。 
 

 宗教と政治の問題ではなく、その牧師の問題です。宗教的なものを通じて政治的、

物質的な利得を得ようとする利己的な考えが基底に敷かれていると思います。純粋

さを失った宗教人は、醜くなると思います。 
 政治的問題で、より正しいものに向かっていくときに宗教における学びは役に立

つと考えることができます。キリスト教が教えるのは神についてのことで、神は完
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全な存在で愛の存在です。ですが、こうした神の教えと愛の側面に政治と宗教の関

係がつくられるのでなければ、問題が発生するのです。 
 歴史の中で、ローマ教皇は政治を権力に利用して、世界を勝手に支配しようとし

ました。今みても、神を利用して、世界を自分の思いのままにしようとしたと思え

ます。これは宗教の教えから外れたことです。宗教はこのように人々の心を響かせ、

それを通じて人々を集めることができる強力なものなので、純粋さを失った者が権

力を持つとたいへんなことが発生し得ると思います。全光焄牧師は、その意味で純

粋さを失った人物であり、社会からの批判を受けて当然だと思います。韓国人の意

識は大きく成長し、このような人の言葉に振り回されないと思います。(KL0702F) 
 
このように宗教の政治利用に対してはとても厳しい姿勢をもっている。 
 宗教教育の必要性というトッピングについて、高校を卒業するまで、世界の様々な宗教

についての基礎知識を教えなければならないという観点については、イ・ヒョンジュンさ

んもカン・ソジンさんも賛成意見を持っている。 
 

 人類学的角度から見たときに、人間と宗教は密接な歴史を持っています。そうし

た側面から、宗教を学ぶことはいいことだと思います。今後、宗教を信じるか信じ

ないかは個人の自由です。宗教について悩んでみる時間をもつことは、自我の概念

を確立するのにも大きく役に立つと思います。 
 
 イ・ヒョンジュンさん以下の通り述べた。 
 

 世界史的流れを理解するためには宗教に対する理解は必須です。西洋の歴史は、

キリスト教の歴史と言っても過言ではなく、中東の歴史はイスラームの歴史です。

宗教についての基礎教育を進めるということは、歴史認識のためにも必要だと思い

ます。(KL0702F) 
 

このように、2 人とも人類史ないし世界史の常識としても宗教教育が必須だと考えていた。 
 

(4) コロナ状況下の宗教生活 

 コロナウイルス感染症が発生する前には、教会はかなり活発にさまざまな活動をしてい

た。しかし 2020 年に入ると、コロナウイルス感染症は教会活動にも大きな影響を及ぼし

た。韓国の「コロナウイルス感染症-19 中央災難安全対策本部」（以下「中央対策本部」）

の定例記者発表資料を参考に、この間の COVID-19 対策を、教会を中心にまとめると次の
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とおりである11。 
 COVID-19 が教会の礼拝などを通じても拡大していたため、中央対策本部は、3 月 22 日

から教会を含む宗教施設の運営（室内体育施設、カラオケやクラブなどの遊興施設を含む）

の運営を中止した。4 月 19 日以降も感染可能性が高い施設（宗教施設、屋内体育施設や

遊興施設の一部）についてはこの行政命令が維持されたが、運営中断勧告から運営自粛に

変更された。5 月 6 日からは、感染拡大の防止のための「社会的距離置き」（Social 
Distancing）から「生活の中での距離置き」という名称の対策へ移行した。宗教施設など

は、利用者名簿を作成することが義務付けられた。5 月以降、宗教行事による発生事例は

2020 年 6 月 1 日までに 74 人で、その全てが教会、そのほとんどが首都圏であった。これ

を受けて、中央対策本部では、集いを自粛し、非対面の集まりにすることを要請した。教

会側もやむを得ず、オンライン礼拝をおこなうか、対面で礼拝を実施する場合も距離維持、

規模縮小、手洗い、マスク着用などの規制を守る方向で対応している12。 
 定期的な礼拝や諸行事など、対面での集会が歴史的に大きな役割を果たした教会にとっ

て、COVID-19 の拡大とそれに対する政府の対策は、非常に大きな変化をもたらすことに

なった。2 人の経験について順に見てみよう。 
 まず、イ・ヒョンジュンさんは、COVID-19 以前には日曜日に教会に行って終日そこで

過ごしていた。さまざまな集まりもあって、ほとんど毎日のように教会に通っていた。

「早朝礼拝」にも行っていた。ところが COVID-19 はこの生活に大きな変化をもたらした。 
 

 コロナ状況が発生して、人々の間に「社会的な距離置き」が重要となって、教会

は門戸を閉ざしました。そしてオンライン生放送で礼拝をおこなうようになりまし

た。5 ヶ月間もオンラインで進行していますが、礼拝や集まりは欠かさずおこなって

います。徹底してやっているだけに、コロナ状況がはやく終わるだろうと思います。

ただし、すべての教会がこのようなものではなく、オンライン・システムが備わっ

ていない教会では、まだ教会に行って礼拝をささげています。(KL0702F) 
 
このように、イ・ヒョンジュンさんの通っている教会は全面オンライン礼拝がずっと続い

ている。 

                                                        
 
11 http://www.mohw.go.kr/react/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&CONT_SEQ=353664. 
http://www.mohw.go.kr/react/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&CONT_SEQ=354112. 
http://www.mohw.go.kr/react/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&CONT_SEQ=354739. 
http://www.mohw.go.kr/react/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&CONT_SEQ=354819. 
http://www.mohw.go.kr/react/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&CONT_SEQ=354831. 
http://www.mohw.go.kr/react/al/sal0301vw.jsp?PAR_MENU_ID=04&MENU_ID=0403&CONT_SEQ=355516. 
12 なお、その後、2020 年 8 月になって再び複数の教会を通じた感染拡大が発覚し、キリスト教では予防

対策の強化を余儀なくされている。 
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 カン・ソジンさんの場合、感染拡大以前は、金曜の夜 8～10 時の賛美集会、土曜の夜 6
～8 時の青年部の集まり、日曜の午前 10～12 時の礼拝、午後 2～3 時の午後礼拝、午後 3
時からはプラスαがあった。このうち青年部は 20～30 代の結婚前の青年らの集まりで、

カン・ソンジンさんの教会では 10 名程度が活動している。毎週土曜になると青年部は集

まって、ともに夕食をとって、賛美歌を歌い、伝道師の話を聞いてきた。気が合えば、さ

らにみなで市内に遊びに行ったり、ときには約束して海岸の景色を見たり、動物園に行く

など、親密に活動してきた。ところが COVID-19 が広がってからは、このような活動が難

しくなり、土曜の青年部の集まり自体がなくなってしまった。日曜の本礼拝に参列する青

年も少なくなって 5 名前後となってしまった。そうやってときどき挨拶をするだけの関係

になってしまって 4 ヶ月程度経った。そこでカン・ソジンさんたちは、新たなプロジェク

トをはじめた。COVID-19 のために来ない青年を訪ねていって、インタビュー映像などを

撮影し、それを編集して短い映像作品をつくる予定でいるという。 
 カン・ソジンさんは、ある日曜日（6月 28日）の礼拝について観察記録(KK0628G)、時

間利用記録(KK0628T)を作成してくれた。その中身を再構成すれば、次のとおりである。 
 

10:00-10:15 母の車に乗って教会に行く。 
10:15-10:20 教会に到着して、手を消毒し、名簿を作成する。教会の入口に立って名

簿作成を要求する長老は、端正な洋服にマスクを着用している。 
10:20-10:40 今週の特頌（特別賛美）を担当する執事 4 名とともに教会食堂で賛美歌

199 番を練習。4 名は 40～50 歳の女性執事で、教会の聖歌隊に所属している。 
10:40-11:00 教会本堂に行き、礼拝伴奏の練習をする。 
11:00-12:00 本礼拝で伴奏を担当する。「社会的な距離置き」のために 1 席ずつ空け

て聖徒らが座っており、全員がマスクを着用している。牧師は講壇でマスクを外し

て立っており、牧師の横にはカメラが正面に 1 台立っている。10:58 に携帯電話に

文字メッセージが届く。11 時礼拝はリアルタイムで録画され映像で流される。携

帯電話に届いたメッセージにあるリンク先に行くと映像を見ることができる。 
12:00-12:30 教会の青年部室で、青年 6 人（自分と 2 番目の姉、20 歳の青年 2 名、20
歳の牧師の娘、21 歳の青年）と青年部伝道師 1 人（40 代後半の女性）が集まって

近況について話を交わす。最近コロナのために顔を合わせるのが難しく、インタビ

ュー映像を撮影しているが、翌週の日曜日に 20 歳の青年 2 名と 20 歳の牧師の娘、

21 歳の青年のインタビューをおこなうことにした。ただ近況を聞こうと思う。 
12:30-13:40 5月にソウルの学校に行って寄宿舎生活をしていた 20歳の牧師の娘がや

ってきたこともあり、久しぶりに一緒に昼食をとることにした。天気が暑かったの

で、牙中
アジュン

里にある「ケンドンそば屋」（겐돈 소바집）に蕎麦を食べに行った（青

年 5 人、伝道師 1 人）。待っているあいださまざまな話をしたが、MBTI 性格検査
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について多くの話が出た。 
13:40-14:00 みな解散し、姉（2 番目）と私は家に車で帰った。 

 
この教会では、対面とオンラインのハイブリッド形式で礼拝がおこなわれていることが分

かる。少人数ながら対面できている人たちの間では、久しぶりの再会を契機とした食事会

など、辛うじて親密な関係が形成されている。また、対面交流ができていない青年部の信

徒のために、対面している人たちが映像によってつながろうと努力している様子が見てと

れる。 

 このように教会では、物理的な「距離置き」を守りながらも、それが信仰や親密さから

の「距離置き」にならないよう、さまざまな努力を積み重ねていることが垣間見られた。 
 

まとめ 
 
 本章では、まず日韓宗教事情の基本情報の比較から、信仰を持っている韓国の大学生の

割合は 4 割前後だが、それに対して日本の大学生は 1 割前後と、大きな差が出ていること

を確認した。また、ただし日本の大学生の場合、信仰をもっている人は少なくても、墓参

りなどの宗教習俗に参加する人は少なくないことから、信仰と宗教的習俗のズレがあるこ

とも分かった。クリスチャンの 2 名に対する書面インタビューからは、宗教活動をかなり

熱心に続けている様子が見られた。日本の大学生の神社参拝や寺参りなどの観光気分では

なく、信仰をもつ韓国の学生たちは毎週一定のペースで教会の活動に参加している。パー

ソナル・ネットワークでも宗教は重要な位置を占めている。そのため、コロナ状況下でも

さまざまなかたちでつながりを保とうとしている様子が見られた。こうして見ると、韓国

社会では宗教の基盤が強く、身近の人間関係においても宗教信仰を持つ人も多いため、信

仰を持たない人のあいだでも宗教への抵抗感も低くなり、受け入りやすい傾向があるので

はないかと感じた。全体として、宗教生活の比重は韓国側の方が多く、信仰心が篤いとい

う印象を受けた。 
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１０ 文化交流と歴史認識からみた日韓関係 

（中島美瑛） 
 

 地理的に近接する日本と朝鮮半島の間では、古来から緊密な交流関係が続いてきた。現

在も、日本国内では、韓流ドラマや K-POP、韓国コスメ、ファッションをはじめとした

多くの韓国文化が、若者を中心にブームを巻き起こしている。また、同様に日本の漫画や

アニメ、映画も韓国国内で広く親しまれており、いまや互いの国の大衆文化は、その国に

おける一つの文化カテゴリーとして定着している。 
 その一方で、日韓の文化について語る際に、双方が歩んできた歴史は切っても切り離せ

ない。中でも 19 世紀後半から第二次世界大戦終戦までの約 70 年間は、現在の日韓間の軋

轢の根幹部分を形作っている。実際、長く日本の支配下にあった韓国は、独立後は日本の

大衆文化を規制してきた。この政策は、「韓国が日本によって植民地化（1910 年 8 月～

1945 年 8 月）された歴史に起因する反日的な国民感情に配慮すると同時に、公序良俗の

維持、韓国文化産業の保護という側面も持っていた」（徐 2013）とされている。 

 1998年10月の金大中
キム デジュン

大統領の訪日を契機に、日本の大衆文化輸入が解放され、1999年
8 月には日本商品に対する輸入規制も解除された。それをきっかけにして、今日における

活発な文化的交流に至るわけだが、現在もなお遺恨が完全に消えたわけではない。近年の

政治情勢を見ていると、日本と韓国の間の軋轢や葛藤は、むしろ強化されているようにも

思える。 
 互いの国の文化に親しみを持つ人々が増加する一方で、両国の間には歴史問題などの葛

藤があり、国全体としての関係は決して良好とは言い切れない。この点において、日本人

と韓国人が抱く相手国への印象はいずれも二面性があると考えられる。ただ、単に 2 タイ

プの人がいるということではなく、同じ人であっても二面性（あるいはそれ以上）がある

場合もあるだろうし、白黒はっきりしない認識もあるだろう。 
 そこで、韓国の若い世代である大学生 2 名を対象に、日本との歴史認識や文化、そして

未来の展望についてインタビューを実施した。 
 

10.1 日韓関係の緊密性 

 
 まず、現在の日本と韓国の交流についてのデータを参照し、関係性を見ていく。 
 日本政府観光局（JINTO）が発表した 2019 年のデータによると、累計約 558 万人の韓

国人が日本を訪れている。これは訪日外国人全体の約 17.5％にあたる数字であり、中国に

続いて訪日外国人数第 2 位を誇っている。韓国に訪れる日本人も同様に多い。韓国観光公
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社によると、2019 年には、年間で約 327 万人の日本人が韓国に訪れている。これは、訪

韓外国人の約 18.7％にあたり、日本人は中国人に次いで訪韓外国人第 2 位の位置を占めて

いる（表 10-1、10-2 参照）。中国の人口が日本の約 11 倍、韓国の約 27 倍であることを考

えれば、2 つのデータは日韓の相互訪問の緊密さを物語っているといえる。 
 

表10-1 訪日外国人上位3カ国（地域） 

 
（出典）日本政府観光局 2019 

 
表10-2 訪韓外国人上位3カ国（地域） 

 
（出典）韓国観光公社 2019 

 
 そして、表 10-3 から分かるように、韓国は中国、米国と並んで日本にとっての主要な

貿易相手国である。日本の輸出相手国という枠組みで見れば、韓国は 2000 年以降、約 20
年間にわたって第 3 位の座を維持している。同様に、日本も韓国の貿易相手国として重要

な位置を占めている（表 10-4 参照）。 
 

表10-3 日本の主要貿易相手国と輸出入額 

 
（出典）財務省貿易統計 2019 

 

国（地域） 実数 割合

中国 9,594,394 30.0%

韓国 5,584,597 17.5%

台湾 4,890,602 15.3%

合計 31,882,049 100%

国（地域） 実数 割合

中国 6,023,021 34.4%

日本 3,271,706 18.7%

台湾 1,260,493 7.2%

合計 17,502,756 100%

(億円）

国名 輸出額 輸入額

中国 146,827 184,446

米国 152,468 86,217

韓国 57,926 32,292
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表10-4 韓国の主要貿易相手国と輸出入額 

 
（出典）韓国貿易協会 2019 

 
 次に、日本と韓国の文化交流についてみていく。 
 1998 年 10 月、小渕恵三首相と金大中大統領によって「21 世紀に向けた新たな日韓パー

トナーシップ」と題した共同宣言が署名された。これを受け、韓国において、日本の大衆

文化輸入が段階的に解放され、日本商品に対する輸入規制も解除された。1999 年 6 月に

は、「日韓両国間の国民・文化交流を幅広く推進させることを目的とし、両国の有識者が

文化・学術交流の促進について協議・提言を行っていく場」として、日韓文化交流会議が

発足し、以降、今日に至るまで文化的交流が盛んにおこなわれてきた。 
 その一方で、日本と韓国の間の交流は、その時々の政治情勢、国際情勢のよって大きく

左右されることも特徴的だ。2019 年 7 月、いわゆる「徴用工」問題の葛藤が高まってい

ることを背景に、日本が韓国向けの輸出管理の運用を見直すことを公表した。これに対し

て韓国側は反発し、日韓関係の悪化が進んだ。日本経済新聞社が行った調査によると、日

韓関係の悪化が現在の自社の事業に対して「相当な影響がある」「若干の影響がある」と

答えた経営者が、韓国では 47％、日本は 35％にのぼる。実際に、韓国の航空会社 6 社は

2019 年 7～9 月期はそろって最終赤字に転落した。 
 このように、韓国と日本は経済的、文化的に多大な影響を与えあっている一方で、緊張

を繰り返す複雑な関係性を維持してきたと言える。 
 

10.2 文化交流におけるナショナリズムの障壁 

 
 鄭在貞は、韓国における日本の重要性を主張したうえで、「韓日関係の歴史、とくに近

現代百数年の歴史の中で、日本が韓国人に植え付けた強烈な負のイメージが、今日まで韓

国人の脳裏に生々しく残っており、韓国人は日本の実体とその重要性を『あるがままに』

評価しようとしない」と分析している（鄭 2000）。 
 では、朝鮮の植民地解放から約 75 年もの月日が経った現在において、韓国の若年層で

ある大学生は日本との歴史、そして現在の関係についてどのような印象を抱いているのだ

ろうか。 

（百万ドル）

国名 輸出額 輸入額

中国 162,125 106,489

米国 72,720 58,868

日本 30,529 54,604
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 調査対象者のカン・ソジンさんは、日本の映画やドラマ、音楽や小説が好きで、日本の

ポップカルチャーに触れる機会が多いという。しかし、それらの作品の中には「右翼性が

明確で、客観的な基準で歴史を見ていない」と指摘するものもある。 
 例えば、日本の人気漫画・アニメ「鋼の錬金術師」は韓国においてもかなり人気があっ

たが、作品中に旭日旗と酷似した背景が登場し、韓国国内で物議を醸した。 
 また、2013 年には「進撃の巨人」の作者、諌山創が Twitter で朝鮮半島の植民地支配を

擁護する発言をしたと韓国の一部ネットメディアが報じ、彼の公式ブログに批判の書き込

みが相次いだ。 
 

 「進撃の巨人」というアニメ作品が放映されたとき、友達たちと楽しく観ていま

した。しかし、あるとき「進撃の巨人」の作家がツイッターでおこなった発言が論

難の対象となって、その後は観なくなりました。実際のところ右翼性向についての

論難というのは文字どおり「論難」であって、まだ確実に右翼性向であるかどうか

の答えが出たわけではありませんが、それでも少しためらわれたのは事実でした。

(KK0625L) 
 
 「朝鮮半島の植民地支配を擁護」したとみられる Twitter アカウントが諌山本人のもの

であるかどうかは定かではなく、信憑性のあるデータは得られなかった。しかし、当時

18 歳のカンさんがこれをきっかけに視聴をやめたように、韓国国内の視聴者に少なから

ず影響を与えたことが分かる。 
 そのほかにも、ジブリ映画「風立ちぬ」においても同様の指摘が存在する。2013 年に

日本で公開された「風立ちぬ」は、戦時中に戦闘機・零戦を設計した実在の人物、堀越二

郎の半生をモデルにした主人公が登場するアニメ映画だ。カンさんは、「ハウルの動く城」

や「となりのトトロ」をきっかけに宮崎駿監督が好きになったが、韓国国内でこの作品に

対して「右翼の傾向がある」という議論が起こり、戸惑ったという。 
 ネット上での発言やアニメの表現は、様々な解釈ができるゆえに、認識の食い違いが起

こりやすい。韓国では、戦争に肯定的という解釈ができる日本の作品に対して非常に敏感

に反応し、表現に疑問を持った韓国人が結集して作品の不買運動に発展することもしばし

ばある。 
 また、日本において韓国文化が批判されることもある。 
 2018 年、日本でも人気がある韓国のアイドルグループ BTS（防弾少年団）が、予定し

ていた音楽番組「ミュージックステーション」の出演を直前にキャンセルされるという事

案があった。理由は、BTSのメンバーが原爆投下を肯定するTシャツを着ていたとメディ

アで報じられ、非難が集中したからだ。メンバーが着用していたTシャツには、ハングル

で「愛国心 我々の歴史 解放 朝鮮」という言葉が書かれ、「きのこ雲」の様子がプリ
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ントされていた。この一件は日本のメディアで取り上げられ、彼らのファン以外の層から

もバッシングされた。 
 北海道大学のメディア文化研究者、キムソンミンは、この件について次のように述べて

いる。 
 
 K-POP の世界では女性アイドルも男性に媚びるようなことはしない。ジェンダー

問題も歌うし、社会に対して発言もする。BTSも社会に対して発言もする。BTSも社

会に対するメッセージや彼らのアイデンティティを歌う。〔中略〕 
 K-POP は「アイデンティティの政治」が展開されるメディアであるとも言えるの

です。K-POP は常に新しいものを取り込みながら、前に進んできたという歴史があ

ります（石戸 2018）。 
 
 「反日」というレッテルを貼って問題を単純化する「ナショナリズムの政治」は、「ア

イデンティティの政治」を飲み込んでいく。今回の件は両国のファンが互いの歴史を理解

しあう良い機会になったはずだが、メディアの過剰な報道によってナショナリズムの問題

に押し込められてしまったとキムは指摘する。 
 カンさんは、BTS の一件を初めて知ったようでひどく驚いた様子であった。 
 

 私も今回、初めて知ってとても衝撃的です。1945 年 8 月、日本の広島と長崎に原

子爆弾が落ちました。これによって命を失った人が 20 万人を超えるというのは本当

に胸が痛むことです。私は原子爆弾を肯定する内容の T シャツを作ることに反対し

て、それを着るのにも反対します。(KK0626L) 
 
 そしてこの件について知らなかった彼と同様に、筆者自身も先述の日本アニメが韓国国

内で議論になっていることを知らなかった。国が異なれば、歴史や文化に対する見方も変

わる。自分の国が相手国から受けた「侮辱」は、たちまち「右翼」や「反日」といったレ

ッテルと共に単純化され、大々的にメディアによって報道される。そして、そこに暮らす

人々の認識や思想にも影響を与える。しかし、立場が逆になった場合はどうであろうか。 
 鄭（2000）は、「韓日両国の歴史認識は、いつでも国民感情を刺激し、また政治・外交

に巧妙に利用されうる特殊な事案」であり、「韓日両国の歴史関係者や市民らは、歴史認

識の問題に対して、以前よりさらに深く広く論議し対話する姿勢を備える必要がある」と

述べる。 
 歴史問題を乗り越えて互いを理解しあおうと試みるうえで、双方が歩み寄っていくこと

は必要不可欠だ。日韓間のよりよい関係のために何ができるだろうか。10.3 以降で見てい

く。 
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10.3 歴史認識と政治 

 

(1) 政治が与える影響 

 イ・ヒョンジュンさんは、日本と韓国の歴史認識において各国の政治指導者が与える影

響の大きさを指摘する。 
 

 日本の政治家たちを見ていると、かなり失望しました。日本の政治家たちは、そ

して現在の安倍政権は、韓国との関係が好転することで得られる経済的、社会的、

国際的利益より、韓国を経済的、外交的に攻撃することで得られる支持率上昇に関

心を持っているようです。こうすれば、短期的には支持率が上がってよいかも知れ

ませんが、今後の日本の歴史においてはマイナス要因として作用すると思います。

指導者たちの無能さがかなり作用していると思います。(KL0615L) 
 
 そして、日本と韓国の間でたびたび政治衝突が起こるのは、歴史的な違いによって生ま

れた政治指導者の性格の違いだと指摘する。 
 現在の韓国の政治家たちは「軍事独裁に抵抗し、民主化に向けてデモをおこなう立場に

置かれていた者たちが権力を握って」おり、その一方で日本の政治家たちは、首相の靖国

神社参拝からも読み取れるように「戦争を起こした者の精神を受け継いだ者たちが権力を

握って」いるというのだ。 

 韓国での民主化に向けた運動で代表的なものの一つが光州
クヮンジュ

民主化運動である。現在の

韓国の文在寅
ムン ジェイン

大統領は、2017 年 5 月の就任直後に「5.18 光州民主化運動記念式」に出席

し、光州事件を高く評価した。それについて、カン・ソジンさんは次のように述べた。 
 

 指導者たちを誤って選んだことで損害を受け、軍事独裁を経験した韓国の人々は、

政治が間違っていれば歴史が逆転し、損害をたくさん受け、周辺諸国との関係も悪

化することを何度も経験しました。歴史的な問題を再び取り上げても解決できない

ことが多いでしょう。長い時間が経ってしまいましたから。しかし、そのような歴

史を繰り返さないためには、現在の事件においては、互いを認め合い、慎重に配慮

することが必要だと思います。日本は、安倍政権以降には、より合理的な指導者が

選ばれ、長い間厳しかった日韓関係を改善し、これから韓国とともに進んでいくこ

とを願っています。(KK0615L) 
 
 日本では政治に関心が薄い人が多い点を踏まえたうえで、「日本人らが政治に多くの関

心を持って信義を守る指導者を選んでほしい」と述べた。 
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(2) 韓国における政治的会話  

 韓国の大学生はこのように正面から政治的な問題を語っているが、逆に、日本において

は公の場で政治について意見交換することがあまり一般的ではない。むしろ、政治的な会

話は一種のタブーのように扱われているように思える。 
 では、韓国の若い人たちのあいだの一般的な会話では、政治はどのように扱われている

のだろうか。イ・ヒョンジュンさんは次のように言っている。 
 

 政治について話すのは自由な雰囲気です。政治は、20 代後半からは友だち同士で

会ったとき、あるいは飲み会のときにも話題としてはよく語られる主題です。最近

は香港の話がしばしば言われたりします。両親も政治について、はばからずに意見

を主張します。政治的性向が違う人と会っているときにはやはり注意しますが、相

手を非難さえしなければ、そうした人たちとも政治の話を交わすことが困難だとい

うことはありません。(KL0615L) 
 
 韓国では、友人同士や親子の間でも積極的に政治に関する議論がなされるのが一般的だ

という。親世代は、80 年代の民主化の時期を経て、国民の考えが集まって国が変わるこ

とを経験した。そのために、自分の意見を提示することを重要視するのだとイさんは分析

する。彼の故郷である慶尚北道盈徳郡は保守性向が強い地域であり、本来ならば親世代は

保守勢力を支持する傾向にある。しかし、近年では少しずつ革新派へシフトチェンジする

者も多い。この理由としては、朴槿恵大統領や李明博大統領などの保守政治家たちが人々

に失望を与えたことが大きかったようだと述べている。 
 

(3) 「議論」するということ 

 また、政治的性向が違う者と議論する際に、相手を非難しなければ困難がないという表

現も興味深い。日本において、個人の日常会話で政治的話題が好まれないのは、意見の異

なる者と出会った際の衝突を避ける側面が大きいと考える。この点において、意見の衝突

に注意しながらも、異なる意見を持つ他者と議論を深めるという姿勢は、日本と韓国を比

較するうえで、特徴的な差異であるといえる。 
 このような韓国における議論への積極的な態度は、歴史認識への問題意識にも通ずる部

分があるのではないだろうか。 
 第 2 章において、カンさんはアニメをはじめとした日本文化の歴史表現について語ると

き、一貫して「韓国国内で議論がある」という風に表現した。歴史表現そのものを「否定」

して「罵倒」することと、「批判」して「議論」することは、似ているようで全く異なる。

前者は何も生み出さないのに対して、後者は意見交換による新たな気づきを生み出しうる。 
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 国が異なれば、立場も異なるため、歴史認識の齟齬が論争を巻き起こすことも当然あり

えるし、それ自体は何ら問題がない。問題なのは、相手が問題提起しているのに、それを

「罵倒」とみなし切り捨ててしまうことだ。感情に身を任せた応酬は、互いへの憎悪以外

何も生みださない。 
 そういった点でも、「異なる意見を持つ他者と議論を深める」態度は、国や文化を超え

た交流の上でも大いに役立つものであると考える。 
 

10.4 大学生が考える日韓関係の今後 

 
 カンさんは、日本と韓国の関係について「地理的には近いが、情緒的には遠く感じる」

(KK0615L)と述べる。何故なら、日本と韓国の間には解決しなければならない問題が存在

するからだ。日本軍「慰安婦」問題、戦争謝罪の問題など両国の友好関係を隔てる障壁は

大きい。 
 イさんは、そのような障壁も踏まえたうえで「過去は過去の人たちのこと」だとし、

「過去の残念なことも現在の人たちの仲が良ければ、思い出にすることができる」

(KL0616L)と話す。 
 国と国の衝突はいまだ絶えないが、個人間で互いへの理解を深めあうことは出来る。現

在では、K-POP や韓流ドラマをはじめとした韓国文化は日本国内もおいて一つのコンテ

ンツとしての地位を確立している。同様に、日本のアニメや漫画文化も韓国国内で大きな

地位を占めている。表現における認識の齟齬が新たな衝突を生み出すことはあるが、互い

を理解しあおうとする姿勢があれば、議論のきっかけにすることができる。 
 筆者自身、出会ったばかりの彼らに歴史認識や日韓問題の話題を提示するのは少し不安

であった。何故なら日本で暮らしてきた自分と、韓国で暮らしてきた彼らとでは立場が異

なるからだ。しかし、実際に議論を交わすことで数多くのことを学ぶことができた。完全

に分かりあうのは難しいとしても、異なる意見を知ることによって国内外の諸問題につい

ての興味を深めることができた。 
 異なる相手の考えや文化を頭ごなしに否定し排除することは容易であるが、その前に踏

みとどまり、相手の主張を聞き、関心を深めることが現在の私たちに求められていること

だろう。そして、その姿勢こそが歴史問題克服の鍵であるように思える。 
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１１ コロナ状況下の日韓学生の日常生活 

 

11.1 調査法の概要 

（板垣竜太） 
 
 2020 年の新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大により、私たち、すなわちこ

の地球に住む私たちの生活は大きく変わった。感染症拡大を抑制するための介入には、医

薬品的（pharmaceutical）なものと非-医薬品的（non-pharmaceutical）なものがあるが、後

者の代表例が一般の人々が日常的に参加する social distancing である。そのため各国の公

衆衛生政策においては、しばしば「生活」や「日常」といった語を用いながら、一般の

人々に対して日常的な行動様式の変更を求めた。韓国では 3 月 22 日から実施していた

「高強度の社会的な距離置き」（고강도 사회적 거리두기）の防疫方針が、5 月 6 日より

「生活
、、

のなかでの距離置き」（생활 속 거리두기）へと移行した。日本では 4 月 7 日より

政府が出していた緊急事態宣言が 5 月 25 日までに全面解除されたが、それとともに「新

しい生活
、、

様式」が提唱されるようになった。ここで言う「生活」とは、どこまでも<社会

的なもの>（the social）を単位とした防疫戦略のなかで、規範として設定されたものに過

ぎない。このような規範が、身体や親密圏にまで強く作用している状況下において、で

は、日韓の大学生はどのような日々の生活実践をおこなっているのだろうか。 
 日々の生活と一言で言っても、個々人がそれぞれの個性的な仕方で 24 時間続けている

実践を調査によって明らかにするのは容易ではない。特にコロナ状況下において、他者の

日常生活を（参与）観察によって明らかにすることは、感染拡大防止という観点から望ま

しいことでもない。また、インタビューで COVID-19 に関わる経験を語ってもらうだけ

では、それが日常生活全般のなかでどれだけの位置を占めているのか分からず、解釈を間

違えると常にコロナに圧倒されている時間を過ごしているかのように見えてしまうだろ

う。そこで本調査では、＜系統的な方法によって個々人が自らの生活を記録する＞という

調査法をとることにした。COVID-19 に関係していようがいまいが、現在過ごしている生

活を自ら記録してもらうのである。幸い全北大の学生らは人類学を学んでいる人たちだっ

たので、調査法に対しても理解があるはずである。明確に方法さえ説明すれば可能だろう

と判断した。 
 以上を踏まえ、次のような生活観察記録の調査を実施することにした。 
 

調査期間：6 月 1 日(月)から 6 月 14 日(日)の 2 週間 
調査対象：本社会調査実習に参加している全北大の学生と同志社大の学生 



151 

調査方法：(1)時間利用記録、(2)経済活動記録、(3)集団観察記録 
 
 個々の調査方法の詳細についてはこのあと説明するが、要するに、(1)1 日の時間の使い

方、(2)金の使い方を記録してもらうとともに、(3)ある日常の光景を描写してもらう、と

いうものである。記録のためのガイドラインを日韓両言語でレジュメ化し、学生に配布し

た。どの記録についても、それぞれの記録をまとめたあと、感想や考えたことを書くこと

にした。特に、COVID-19 が影響を及ぼす以前の状況と、今年（現在）の状況とを比較考

察することは盛り込んでほしいと依頼した。かなりプライベートな内容になることを想定

し、回答者は匿名化処理するので、なるべく具体的・詳細に記録してほしいという旨を伝

えた。 
 これらを全北大と同志社大の両方の大学生がそれぞれ記録し、ファイルで送ってもらっ

た。かなり面倒な調査なのでどれだけ回答が得られるか不安ではあったが、幸い、日韓そ

れぞれ 8 名ずつの学生のうち表 11-1 のとおり記録が得られた。これらを Teams の共有フ

ォルダ上でシェアし、韓国語のデータには Google 翻訳などで 1 次的な日本語訳を施し、

日韓比較の基礎データとした。 
 

表11-1 生活観察記録の回答状況 

 

 
 この調査結果については、本章の 11.2 以降で分析するほか、3～10 章でも必要に応じて

用いている。以下では、ここで用いた 3 つの調査法について述べる。 
 

(1) 時間利用記録 

 時間利用調査（Time-use survey）は、もともとアンペイド・ワーク（unpaid work）を測

るために開発された調査法である（United Nations 2005）。アンペイド・ワークとは、対

価として賃金を得て働く賃労働ではなく、賃金の発生していないもろもろの活動のことを

言う。家事や育児が代表的だが、家の農園を管理したり、地域のボランティアをおこなっ

たりなど、その範囲は広い。一般の経済統計では不可視となってしまうのがアンペイド・

ワークである。一般にジェンダー間の偏りがあり、この不可視の部分を把握しないまま、

発展途上国の開発政策を立案すると、アンペイド・ワークを多く担ってきた女性に過剰な

仕事を課してしまうことになる。そこで、賃金や労働時間をもっては測りきれない、仕事

（work）や活動（activity）のあり方を可視化するために、24 時間をどのように過ごして

いるかを詳細に記録する時間利用調査法が開発された。 

時間利用記録 経済活動記録 集団活動記録

全北大生 7 6 6
同志社大生 8 8 8
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 私自身、かつて朝鮮学校に子どもを通わせている保護者を対象として、時間利用調査を

実施したことがある（板垣 2009）。今回は、それをより簡易なものとし、学生自らが記

録する時間利用記録として実施した。 
 まず、調査期間は平日 2 日、週末（土日）1 日の 3 日間とした。「平均的な日であるこ

とが望ましいが、あえてそのような日を選ばなくてもよい」と伝えた。「朝起きてから夜

寝るまでにおこなったことを詳細に記録する」ものとしたが、「記録するための時間が増

えすぎては本末転倒なので、それには注意しながら、なるべく詳細に記録する」こととし

た。 
 記録にあたっては Excel ファイルで様式を作成し、それに合わせて記入してもらうこと

にした（図 11-1）。この様式は、ある時間に「したこと」（歯を磨く、シャワーを浴びる、

…）を単位として、1 日の時間利用の全体像を 1 枚のワークシートとして一覧化したもの

である。一つの「したこと」を「エピソード」と呼ぶことにしている。 
 

 
図11-1 時間利用記録の様式(Excel) 

 
 各エピソードを単位として記録してもらう項目は次のとおりである（数字は図 11-1 の

各項目と対応している）。 
 

(1) 時刻：何時何分から何時何分までのエピソードかを、hh:mm の形式で記入 
(例) 夜の 7 時 30 分から 8 時 15 分までなら 19:30   20:15 と記入 

(2) 活動：時間帯におこなっていたことを、できるだけ細かく、分かりやすく記す 
－たとえ、数分しか続かなかったことでも 1 つのエピソードとする 
－記録の対象にならない活動はない 

眠る、移動する、テレビを観る、新聞を読む、考え事をする、行列に並ぶ、携帯

メールを打つ、服を着る、化粧するなどの時間も、全て「したこと」に含む 
(3) 並行活動：上記の活動のあいだに並行しておこなっていたことを記す 
－スマホを触る、テレビを観る、音楽を聴くなどの「ながら」活動 
－(2)と(3)のどちらが主活動でどちらが並行活動かは適宜判断する 

(例) 小説『○○』を読みながら地下鉄で通学する →通学が主、読書が並行 
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カフェでコーヒーを飲みながら大学の宿題をする →宿題が主、飲むのが並行 
(4) 場所：上記の活動をしていた場所 
－インターネット上の場所もあり得る 

(5) 人：そのとき誰と一緒にいたか 
－1 人でいたら「1 人」、自宅の場合は一緒にいた家族構成などを書く 
－名前は仮名でもよいが、関係については分かるように書いてほしい 

 
 以上を 3 日間記録したうえで、最後に感想や考えたことなどを書いてもらうことにした。

その全般的な調査結果については 11.2 を参照されたい。 
 

(2) 経済活動記録 

 今回の社会調査実習では『88 万ウォン世代』を事前に読んでいたこともあり、韓国の

学生がどのような経済生活をしているのかにも学生の関心が向けられた。そこで、時間利

用記録と合わせて経済活動記録を実施することにした。 
 経済活動記録といっても、金を使ったり、収入があったりする度に記録するような「小

遣い帳」に近いようなもので十分である。図 11-2 のような様式を Excel で作成し、6 月 1
日～6 月 14 日のうちの任意の 7 日間の記録をとることにした。 
 

 
図11-2 経済活動記録の様式(Excel) 

 
 記録する項目は次のとおりである（数字は図 11-2 の各項目と対応している）。 
 

(1)日時：時間は 24 時間形式。時間が不明な場合は昼 12 時ということにしておく 
－インターネットで購入した場合は注文した日で記す 

【支出】消費行動を記録する 
(2)支出内容：どのような支出かを書く 
－スーパーで 1 度にいろいろ買ったような場合は、1 つの項目にまとめて書いても

らって構わないが、「食料品」「雑貨」など、その内訳の概要を記す 
－カード決済の交通費なども忘れずに 
－自分が支払わず、おごってもらった場合も 1 項目として書く（支出額はゼロ） 

(3)金額：細かい金額が不明の場合はおよその金額で構わない 
(4)場所：店である場合はその店名、インターネットである場合はサイト名 
(5)決済手段：現金、クレジットカードなどの別を書く 
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－キャッシュレスの場合はどのような決済手段か具体名を書く 
【収入】もしこの期間に何か収入があれば書く 

(6)～(9)：説明省略 
 
 こちらについても、記録し終わったあと、感想や考えたことなどを書くこととした。そ

の全般的な調査結果については 11.3 を参照されたい。 
 

(3) 集団観察記録 

 以上の 2 つの記録をもってしても、大学生の日常生活のごく一部を垣間見ることができ

るだけである。そこで、＜コロナ状況の日常の参与観察＞という想定で、自らの日常の一

部について観察記録を書いてもらうことにした。特に複数の人々が集まる場での観察記録

をつけてもらうことにした。 
 まず、観察する場や時間については、次のように説明した。 
 
○自分が参加している集団（家族、クラス、サークル、アルバイト、スポーツクラブ、

友人グループ、…）や、人が集まっている場所（スーパー、飲食店、デパート、病院、

大学、…）の観察記録をつける。 
○どのような集団・場所を選んでもらっても構わないが、（断片的であっても）何らか

のかたちで COVID-19 の影響が見られることを期待している。 
○ある 1 時間を切り取ってもよいし、1 日を切り取ってもよいし、数日に渡ってもよい。 
○1 つの集団・場所について観察記録を作成すれば十分だが、複数の集団・場所の観察

記録をつけてもよい。 
 
 また、ただ記録してほしいと言っても、どのような点に留意してどのように記録するか

分からない可能性が高い。そこで、佐藤郁哉『フィールドワークの技法』の「佐藤のフィ

ールドノーツ」（佐藤 2002:168-176）の書き方を模範としてもらうこととした。そこで

言われているとおり、「鳥の目」と「虫の目」の両方を取り入れてもらう。また、「鳥の

目」としては人物リストや見取り図などを入れること、「虫の目」としては具体的な記述

のほかに、写真やスケッチなども入れることを依頼した。また、この記録の場合も、まと

め終わったら感想や考えたことなどを書いてもらうこととした。 
 ただ、こうした記述様式については必ずしも徹底できておらず、結果的に十人十色の記

録が提出されることになった。その全般的な調査結果については 11.4 を参照されたい。 
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11.2 時間利用記録の比較 

（何欽、白土絵梨） 
 
 新型コロナウイルスの影響で、学生たちはこれまで通りの学生生活を送れなくなった。

ウイルス拡大防止のため、外出は制限せざるを得ず、授業や課題はオンラインで実施され

るようになった。この変化により、学生たちはどのように時間を利用して生活しているの

か。まず同志社大学と全北大学校のコロナ対策の違いを調査し、その後日韓学生の記録し

た時間利用記録をもとに、定量的な比較と質的な比較を行うことにする。 
 

(1) コロナ対策の比較 

 まず、同志社大生、全北大生それぞれの学生の生活の前提を説明するために、日韓それ

ぞれのコロナ対策の比較を行った。韓国の具体的なコロナ対策については、全北大のホ

ン・ドンミンさんの情報提供を基礎とした。 
 

 
図11-3 日韓のCOVID-19確定診断者数累計(2019.12.31～2020.8.16) 

（出典）Our world in data（https://ourworldindata.org/coronavirus-source-data, 2020.8.16 取得） 
 
 まず、韓国では日本よりも早い時期に感染拡大が進んだ（図 11-3）。韓国は 2 月中旬頃

から感染が急拡大し、4 月以降はカーブが緩やかになった。一方で、日本では、3 月以降

徐々に増え、4月に加速し、5月下旬頃にはいったん緩やかになったように見えたが、7月
に入って再び急拡大した。検査の方法によって数字が異なってくるので、単純に比較はで

きないが、いずれにしても、こうした統計上の数値の増減にもとづいて日韓両国のコロナ

対策は進められた。 
 韓国から先に見れば、まず 2 月下旬時点で、3 月からはじまる学校の開校は延期が決め

られた。小中高は 4 月より順次オンライン授業が開始され、5 月より順次登校授業へと移

行していった。大学はこれより速く 3 月よりオンライン授業で開校していた。また学校以
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外では、3 月から政府が「高強度の社会的な距離置き」政策を通じて、宗教、室内体育、

遊興施設の運営の中断を強く勧告した（15 日間）。しかし、15 日間が過ぎても感染者の

規模が減らず、このような「社会的な距離置き」を 2 週間延長した。ただし、施設運営が

避けられないときは、感染の疑いのある人の立ち入り禁止、人との間に 2m 以上の距離を

維持すること、マスクの着用など 8 つの予防規則を徹底することで、制限的な運営ができ

るようになった。もしこれを守らなければ、集合禁止命令が発動され、罰金と損害の賠償

請求が可能になるのも、政府が告知した事項である 
 4 月が過ぎてもコロナ事態が治まらないことで、政府は「社会的距離置き」の方針を多

少緩和し、16 日間、再延長することにした。以前、運営中止を勧告した宗教、娯楽業、

室内体育施設の場合、「可及的な運営自粛」に勧告水準を下げたので、通常のような運営

が可能になった。ただ、マスクの着用、2m 以上の距離維持などは、そのまま維持された。

野球場やサッカー場のように密接になりやすい屋外施設についても、観衆がないままで運

営される方式で、接触を制限した状況で運用を許容したため、いくつかのスポーツの場合、

観衆がない状態でシーズンをはじめた。プロ野球場やサッカー場のように直接接触が可能

な屋外施設についても、観衆もなく運営する方式で接触を制限した状況での運用を許容し

たために、いくつかのスポーツの場合、観衆がない状態でシーズンを進めた。 
 韓国は 5 月 6 日から 1 か月半に渡る自粛規制を緩和した。しかしながら同日のうちに繁

華街において集団感染が発覚し、首都圏で自粛規制が 5 月 29 日に再び実施され、6 月 14
日までとした。 
 これ以降、韓国の COVID-19 防疫政策は、3 段階に分かれている。 

 
1 段階（生活の中での距離置き）：医療体系が受け入れ可能なレベルで、小規模の流

行が拡散と緩和を繰り返す状況で実施する。マスクの着用などの防疫ガイドライン

を遵守すれば、集会、会合、イベントの執行が可能で、多重利用施設利用も原則的

に許容される。 
2 段階：通常の医療体系が受け入れ可能な水準を超え、地域社会でコロナ流行が持続

的に拡散する段階で実施する。室内 50 人、室外 100 人以上が対面で集まるすべて

の私的、公的目的の集合、会合、行事が禁止されます。また、居酒屋、カラオケ、

大規模な塾など、高危険施設に分類されたところは、運営が中断される。 
3 段階：地域社会で多数のクラスターが発生し、コロナが急速に拡散する大規模な流

行状況で行われる。通勤などの必須的な社会経済活動を除いた全ての活動が原則的

に禁止される。10 人以上の対面式の会合が全面的に禁止され、学校や幼稚園は通

学が中止され、遠隔授業への転換、または休校になる。  
各段階別の適用期間は 2〜4 週間の実施が原則であるものの、コロナの流行度合いに

よって調整される可能性もある。(KA0718L) 
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この方針にもとづき、地域単位で感染の状況をモニタリングしながら、段階を調整してい

る状況である。 
 全北大学校も、こうした韓国政府の政策のもとでさまざまな対策が取られた

（KA0713L）。まず、実験や実習など、やむを得ない科目を除くと、1 学期の大半が非対

面のオンライン講義で実施された。学校におけるゼミの対面授業と指導はユン・ジアンの

6 月 10 日水曜日の時間利用記録で知ることができる。ユンは全北大学校の考古人類学の

研究室で 14:00-17:50先生とTAと一緒に課題レポートについて討論し、教授の手伝いをし

た記録があった(KS0610T)。学校施設での映像授業はカン・ソジンが6月4日木曜日13:00-
15:00 の間でした記録がある(KK0604T)。 

 提起試験に関していえば、中間テストと期末テストもオンラインでテストをする場合が

多く、対面でテストが実施される場合は、学校のプログラムに学生がいつ、どの建物の、

どの講義室に入場するのかを全て登録することになった。事前登録をしない場合は、建物

の入口にいる担当者が体温チェックをし、名簿に名前や入場目的などをすべて記録する。

もともと大学の全ての建物には入口が複数あったが、こうした記録を円滑にするために、

ひとつの入口を除いて全て閉鎖している。また、テストを実施する講義室も一定時間前か

ら開放し、コロナを予防するために、手指の消毒剤を講義室に置いて、手袋をはめてテス

トを受けたり、手袋をはめて試験紙を提出するようにした。 
 さらに、学校で働く職員（建物の入口の担当者を含む）と校内施設に勤務するアルバイ

トの場合、必ずマスクを着用しなければならない。学生もまたマスクを着用しないと校舎

への出入りができない。これは寄宿舎の食堂も同様である。寄宿舎の食堂は指紋認証で入

場できるようになっているが、認証したうえで消毒剤を手にかけないと入場できない。マ

スクを着用していない場合は入場すらできない。 
 図書館の場合、年度当初には閉鎖していたが、現在はマスクを着用すれば、本を借り出

し、勉強をすることが可能になっている。入口前で体温をチェックし、手の消毒をしなけ

れば入館できない。マスクを外しているのが摘発されると警告を受けて、警告が累積する

と図書館から退室措置されるという。また、本来なら学期中、図書館資料室の運営時間は

平日午前 9 時から午後 9 時、図書館閲覧室（勉強できる場所）の場合は午前 9 時から夜中

0 時まで運営だった（一部は 24 時間だった）。しかし、現在は資料室、閲覧室とも午前 9
時から午後 6 時に短縮されている。 
 次に日本の対策を見ておこう。日本においての感染者数は、2 月 4 日の段階で 7 人、2
月 19日の段階で 50人、3 月 19日の段階で 820人と増幅が大きくなったが、まだ平穏で増

加していた。しかし、4 月 3 日になって感染者数が 3,123 人となり、わずかの 15 日間で

2,303 人も増加したのである。そのため、日本政府は 4 月 7 日に「緊急事態宣言」を発表

し、自粛要請を実施した。その後の 5 月 2 日に感染者数は 14,970 人となり、1 ヶ月間に 1
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万人以上が増加した。このような増幅を抑えるため、日本政府は「緊急事態宣言」を 5 月

31 日まで伸ばした。その後、感染拡大のペースが落ち、5 月 14 日の感染者数が 16,221 人

となり、増幅が 4月の状況よりも鈍くなった。そこで、5月 14日に特定警戒都道府県 5県
と特定警戒都道府県以外の 34 県において一斉解除された。さらに、京都府を含む 8 都道

府県についても 5 月 21 日に見直しがなされ、大阪、兵庫及び京都の 3 府県の解除が決定

された。 
 この社会調査実習の時間利用記録が開始した 6月 1日時点では感染者数が 16,918人とな

り（5 月 14 日と比べて 564 人増加）、6 月 14 日になると 17,501 人で（6 月 1 日と比べて

583 人増加）、増幅が緩やかになった。しかし、依然として感染が収束したわけではない

ため、不急不要の外出を控えるとともに、外出のときマスクの着用と「三密」（密閉、密

集、密接）を避けるように要求されている。 
 さらに、緊急事態措置を全面的に解除され、天王寺動物園などの遊園地、公園などはこ

れにより再開されるところが多くのである。これの影響で、人たちが外出をまだ控えてい

る一方、外に遊びに行ったりすることも増えてきた。 
 同志社大学のコロナ対策も、およそこうした全国および関西の対策に連動しておこなわ

れた。開講を遅らせた大学も多いなか、同志社大学は春学期の学年暦を変更せず、4 月 7
日（火曜日）から開始した。ただし、同日から 5 月 11 日（月曜日）までは、対面的な授

業を全面的に禁止し、多様な「代替措置」によって授業を行うことになった。そして 5 月

12 日以降も、当初は対面授業を再開すると言っていたが、結局全面的にオンラインで実

施することになった。それによって、ZOOM を利用したリアルタイムのオンライン授業、

パワーポイント、講義、ビデオをアップロードして、学生側がそれをダウンロードして見

るというオンデマンド授業、あるいは教材と課題を与える課題提示型授業といった形態で

授業が実施されることになった。不要不急の入構も禁止、窓口も閉鎖となった。 
 その後、本年 4月に発出された緊急事態宣言につて、京都府を含む 8都道府県が 5月 21
日に見直しがなされ、大阪、兵庫及び京都の 3 府県の解除が決定された。同志社もそれに

合わせて同日に新たな対応（第 9 報）を出し、引き続き入構制限はおこないながらも、研

究指導や大学の施設を用いた実験・実習を受けるため、あるは情報教室や図書館を利用す

るための学生のキャンパス入構を緩和することになった。しかし、学校でゆっくり勉強し

に行ったり、カフェや食堂を利用したりすることはできないし、授業形態にも変更はなか

った。 
 今回 6月 1日～14日に実施した時間利用記録は、ちょうどこの第 9報の時期の同志社大

学の状況を反映したものである。なお、その後、同志社大学は秋学期の対面授業再開に向

けたガイドラインや、それに向けた段階的な経過措置を発表した（第 10 報）。 
 以上のように、日韓の COVID-19 の感染拡大状況と対策の違いを反映しながら、各大学

の開放と閉鎖、対面と非対面の措置が違うことがわかる。両大学とも、春学期はオンライ
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ン授業が基本となっていることには変わりはない。ただ、全北大学校では対面式で実施す

る授業の範囲が同志社大学よりもやや広いほか、キャンパス内の施設もより広く開放され

ている。そのため、以下で分析する時間利用記録においても、全北大学校の学生と同志社

大学の学生の間で違いが出てくることになる。 
 

(2) 学生の時間利用の日韓比較 

 以下では、同志社大生と全北大生の時間利用の共通点と違いについて、①学修、②外出、

③趣味、④アルバイト、⑤人と集まる形、合計 5 つの項目に分けて、分析を行った。時間

利用記録では 6 月 1 日から 6 月 14 日の期間の間の、土日のいずれかの 1 日と平日の 2 日

の合計 3 日の記録をもとにしている。全北大生 7 名と同志社大生 8 名のみの記録をもとに

してデータを作成した。全北大生の男女比は、女性が 3 名、男性が 4 名、同志社大生は女

性が 3 名、男性が 5 名であった（大学院生は、両校どちらも含まず、学部生のみ記録を行

った）。同志社大生は全員が社会学部 3 回生であり、7 名が社会学科、1 名が教育文化学

科の学生である。全北大生は、5 名が考古文化人類学科、1 名が社会学科、1 名が韓国音

楽学科と考古文化人類学科を複数専攻している。学年は、3 名が 2 回生、1 名が 3 回生、3
名が 4 回生である。 
 

表11-2 時間利用の学修・趣味のコーディング 

 
 
 両校学生の学修時間、趣味時間、外出時間の比較するにあたって、集計をおこなうため

に記述項目のコーディングをおこなった（表 11-1）。汎用性の高いコーディングではなく、

この 15 名の学生の時間利用を集計するために、記述のあった項目からつくりあげたもの

01 学修

011 講義

012 課題

013 講義の予習

014 読書

015 勉強 講義や課題に関わらない、自主的な勉強（例：語学勉強）

016 就職活動
インターンシップ検索・エントリー、公務員試験対策、

就活セミナー視聴、キャリア相談、ウェブテスト

02 趣味

021 動画視聴 YouTube、ドラマ・映画、Netflix
022 テレビ視聴 ニュース、バラエティ

023 運動 ジョギング、散歩、筋トレ、ストレッチ

024 スポーツ ボクシング

025 ゲーム PCゲーム、スマホゲーム

026 音楽 音楽を聴く、楽器を演奏する

027 アート レジン、ネイル

028 携帯 SNS、ネットサーフィン、アプリ使用（Webtoonなど）

029 ラジオ
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である。ここでは学修時間、趣味時間、外出時間に集中して分析していくのだが、それ以

外の分類で見られた行動では、家事、昼寝、通話、会話、ミーティング、メイクやヘアセ

ットや化粧水などの美を追求する行動、日記や家計簿をつける、などの行動が見られた。 
 
① 学修時間 
 新型コロナウイルスの影響で、通常の学生生活を送れなくなった学生たちは、本業の学

修をどれくらい行うようになったのだろうか。図 11-4、11-5 に 3 日間の学修時間を集計し

たグラフを示した。ここでの学修とは、大学の講義（オンライン）だけではなく、それ以

外の課題、勉強、読書、就活準備を含むことにする。 
 

 
図11-4 3日間の学修時間の比較（分） 

（備考）縦軸は学修の累計時間（分）。学修時間の短い学生から順に左から並べた。 
 

 
図11-5 授業外学修と授業内学修の割合の比較 

（備考）各大学の学生の学修時間の平均を示したものである。 
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 全北大生の 3 日間の合計の学修時間の平均（小数点以下を切り捨て、以下同様）は

1,134分、最大値は 1,823分で最小値は 323分であった。同志社大生の平均は 938分、最大

値は 1,555 分で最小値は 436 分であった。図 11-4 を見ると全北大のほうが、グラフの位置

が上にあるのが分かる。その内訳を見れば、平均の授業内学修（講義視聴）の時間は全北

大 252 分、同志社大 232 分と、大差ないが全北大生の方が若干多い。一方、その他の授業

外学修（課題、講義の予習、読書、勉強、就職準備）の平均時間を見れば、全北大 882 分、

同志社大 674 分と、かなり全北大生の方が多い。このように平均的には全北大生の方が長

い時間勉強していることが分かる。 
 また学修方法を見ても、両校で差が見られた。全北大生では図書館を利用する人が多く、

他にも学校博物館を利用する人がおり、学修を家ではなく外で行う人が多いことと、授業

が大学で行われなくなっても、学校を訪れる人が多いことが分かった。それに対し同志社

大生は家で講義を聴いたり課題をしたり、家で学修する人がほとんどだった。これは②で

述べる外出時間にも影響することになる。 
 学修の形態（表 11-3）に関しては、日韓ほとんど変わりなく、講義を視聴するのと、課

題をするという行動はほとんどの学生に見られた。ところが、同志社大生の複数が就職に

関わるさまざまな活動をおこなっていたのに、全北大生には目立った行動は見られなかっ

た。同志社大生で見れば、インターンシップをネットで検索またはエントリーしたり、

Webテストをおこなったり、就活サイトを閲覧したり、自己分析を行ったり、オンライン

就活セミナーに参加したり、就活に関する相談をしたりなど、多様な就活関連の行動をお

こなっていた。それに対し、全北大生には 4 回生も 3 名含んでいるにもかかわらず、その

ような時間利用が見られない。 
 

表11-3 学修形態の比較 

              （単位：人） 

 
 
 この違いはなぜ起こっているのか。これには、まず時間利用調査が行われた時期と、日

本と韓国の就職活動の違いがあげられると考える。まず、時間利用調査のために設定され

た期間は、全北大では期末に近づき試験や課題提出が増えている期間であったため、就職

活動よりも試験勉強に力を入れていたからではないかと考えられる。これに加えて、日本

と韓国には、就職活動の方法に違いがある。韓国では、就業分野にもよるが、採用過程で

大学の評点（GPA）が反映されるケースがあり、ただ合格するだけではなく、高い GPA
を求める動機が日本よりも強い。また、日本では主に、インターンを探して応募したり、

課題 講義 読書 予習 勉強

同志社大 8 8 5 3 2

全北大 5 6 2 1 4
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エントリーシートを作成したり、自己分析をしたり、SPI やウェブテストの勉強をしたり

などが就職に直結する活動となるが、韓国の学生の場合、それ以外にも、TOIEC やパソ

コンスキルに関わる資格取得のための勉強や、アピールできるような経験を積むなど、

「スペック」を高めることが重要となっている。そのため、全北大の学生が同志社大学の

学生に比べて、全体的に学修時間が長くなるとともに、就活と直結するような活動をおこ

なう時間があまり見えてこない理由だと考えられる。 
 
② 外出時間 
 新型コロナウイルスの影響を受けて、外出の時間はどのようになっているのか。外出時

間は、自宅を出て自宅に帰るまでを外出とし、3 日間の合計外出時間を計算して出した

（図 11-6）。また、平均の外出／在宅時間を比較した（図 11-7）。 
 全北大生の外出時間の平均は 1,228 分、最大値は 2,400 分、最小値は 42 分だった。同志

社大生の場合、平均は 607分、最大値は 1,061分、最小値は 66分だった。両校の外出時間

を比較すると、全北大のグラフの方が上にある（図11-6）。在宅と外出の比較グラフ（図

11-7）を見ても、全北大のほうが外出している時間の割合が高くなっている。外出の内容

は、バイトであったり、友人との遊びであったり、運動や散歩であったりさまざまで、両

校どちらともそれらの行動は見られたが、上にも述べたように同志社大生はほとんどの場

合自宅で行うのに対し、全北大生は外で学習する人が複数いたことから、このような違い

が生じたのだと考えられる。これは授業方式の日韓差というより、むしろ同志社大学と全

北大学校の施設利用の違いが原因であるように思われる。同志社大学でも、6 月 19 日か

ら学校内の図書館利用を緩和したのであるが、時間利用記録の時間範囲が 6 月 1 日から 6
月 14 日のため、記録中にはその例が見えない。 

 

 
図11-6 外出時間の比較（分） 

 -

 500

 1,000

 1,500

 2,000

 2,500

 3,000

 1  2  3  4  5  6  7  8

日本 韓国



163 

 

 
図11-7 在宅と外出の平均時間の比較 

 
 韓国側の全北大の学生が学校施設を利用した記録として、カン・ソジンが全北大学校博

物館で 6 月 4 日（木）に 13:00-15:00 で映像授業を受け、15:00-18:00 で高児童古墳のイラ

スト作業をした記録がある。また同じく全北大学校博物館で 6 月 12 日（金）10:00-12:00
で南原酉谷里発掘調査報告書に関する会議をし、13:00-18:00で苧浦里石室をイラストと遺

物心葉形青銅装飾の実測をした。ここから全北大で校内施設を利用して授業などをするこ

とができるようになったことがわかった。 
 それに、6 月 6 日（土）に学校のカフェを利用してイラスト作業した記録もある

(KK0604T、KK0606T、KK0612T)。ホン・ドンミンが寮生であるため、学校の寮と食堂を

時間利用記録の 3日間全部利用し、6月 10日(水)に 14:39-16:01の間図書館で返済と貸与を

した(KA0610T、KA0611T、KA0613T)。ハン・ジウォンは 6 月 3 日(水)、11:00-17:00 の間

学校の中央図書館を利用して講義を聴き、課題をした(KO0603T)。オ・ウヌは 6 月

15(月)12:30-16:20 と 19:00-20:20 の間、合わせて 5 時間ぐらい学校の図書館を利用して、そ

こで生活記録と教育ボランティア活動の書式を書いた記録がある(KC0615T)。 
 このように全北大の学生たちの方が、学校の施設の利用人数が多いこと、利用時間が長

いことがわかる。全北大は全国でも屈指のキャンパス面積を誇る国立大学であり、さまざ

まな施設が構内にある。また、学生街も発達している。そのため、周辺に住んでいる学生

や寮生が構内やすぐ近くでさまざまなサービスを利用することができる。その関係で、日

常的な勉強においても、学校やその周辺施設に対する依存性が高い。それに加え、韓国側

ではコロナの感染スピードが日本よりも早い段階で落ちていたため、全北大学校の入構も

早く緩和され、施設利用も相対的に広くおこなわれたものと考えられる。 
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③ 趣味時間 
 新型コロナウイルスの影響で、学生の中心的な活動であった学校に行くという行動が著

しく減少または完全に無くなっている現在、以前より自由に使える時間が増えた学生が多

い。これは、学生たちの趣味にどのような影響を及ぼすのか。ここでの趣味は、一般的な

趣味のほかに携帯をいじることやネットサーフィン、運動や散歩なども含むことにする。

なお、並行してされている趣味（音楽を聴きながら、など）は加えないことにする。 
 

 
図11-8 趣味時間の比較（分） 

 
 グラフ（図 11-8）を見ると、どちらの大学も 400 から 800 分の区分が最も多いというの

は共通していた。しかし今度は逆に同志社大生の結果に若干ばらつきが見られ、全北大生

はまとまっている。具体的な数値を見ると、全北大生の平均値は 780 分、最大値は 1,346
分、最小値は 405 分、同志社大生の平均値は 841 分、最大値は 1,993 分、最小値は 324 分

だった。同志社大生の 8 番の生徒が平均値を押し上げているが、全体的に見ると、全北大

生のほうが長いと言える。これまでの比較は全て全北大生のほうが長い時間が出ているが、

これは次の④で見るアルバイトの時間が大きく関わっているのではないかと考えることが

できる。つまり、全北大生が学修や趣味に使っている時間の一部を、同志社大生がアルバ

イトで費やしているのではないかと思われる。 
 趣味の内容（表 11-4）を見れば、日韓では特に大きな差はなく、共通した行動が多く見

られた。1 名を除いた学生全員が音楽に関わる時間を過ごしていた。それは音楽鑑賞とい

う形だったり、演奏する形であったり、一貫していなかったが、ほとんどの学生が 3 日間

の中で音楽に関わる活動をおこなっていた。またYouTubeの利用に関しても日韓の学生を

合わせて中の 3 名を除いた全員が利用していた。また、YouTube に限定せず、動画鑑賞で

いうと、1 名を除いた全員が行っていた。その他よく見られたのが、ゲームや、散歩や筋
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トレ、ボクシング、ジョギングなどを含めた運動である。 
 

表11-4 趣味活動の内訳 

 
（備考）各大学の学生の 3 日間の記録のうち、該当する活動に関する記述があった回数

をカウントしたものである。 
 
 また内容に関して韓国の学生に多く見られた特有の行動は、Webtoon を見ることである。

韓国学生 9 名中、5 名に見られた。利用していた人の利用時間はそれぞれ 124 分、53 分、

205 分、92 分、206 分であり、平均は 136 分であった。Webtoon とは、韓国発のデジタル

コミックのことである。日本にもそれに代わるようなデジタルコミックのアプリやサイト

は存在するが、日本学生の中でそれを利用していたのは 1 人もいなかった。韓国では、デ

ジタルコミックを好んで読む人が多いのではないかということが伺える。 
 両方の時間利用記録を比較して、かなり差が表れるところとして、韓国側では楽器や部

活などに使う時間がなく、日本側ではかなり多いことがわかる。例えば、同志社大のGの

時間利用記録で毎日ピアノを練習することがあり、W の記録でギターを弾くことと、脚

本を編集することがあった。そこで、日韓の間趣味に使う時間と趣味を持つや否やの違い

が表れてきた。そこには、やはり日韓の間の学修にかかわる圧力の違いが存在していると

思う。日本において、大学以前に趣味活動に充てられる時間が相対的に大きく、大学に入

ってからも（コロナ以後に課題が増えたとはいえ）学修の圧力が相対的に低く、就活でも

こうした趣味や特技を聞かれることも少なくないためではないかと考えられる。 
 また、並行活動についても若干触れておきたい。並行活動の傾向として最も多くみられ

ていたのは、食事中に並行して何かをすることである。日韓に関係なく、多くの人は食事

中に携帯をいじったり、動画を見たり、講義に参加したり、資料を読んだり、音楽を聴い

たりしていた。また日韓ともに、実家に住んでいる学生や友人と外食に出ている学生は、

その並行活動の中に、家族や友人との会話が含まれていた。また、最も多い並行活動とし

ては音楽を聴くことがあげられた。上に述べたように、日韓全ての学生が音楽に関わる活

動をおこなっていたため、並行活動でも音楽の存在がひと際目立って多かった。主に、家

事、移動、運動、出かける準備などの最中に音楽を聴く人が多かった。どのような形態で

音楽を聴いているのかまでは調査していないが、定額配信サービスの普及も、音楽の鑑賞

時間が増えている一因になっているのではないかとも考えられる。 
 また、日韓ではっきりした違いが見られる並行活動は、バイト中に現れている。今回、

全北大の学生で調査期間中にバイトをおこなっていた記録は 1 つしかなかったため、一般

動画 音楽 スマホ 運動 ゲーム アート ラジオ

同志社大 16 10 8 6 4 2 1

全北大 12 7 11 4 2 1 1
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化はできないが、その学生は、客のいない時間帯に、携帯をいじったり、動画を見たり、

Webtoon を見たりしていた。同志社大の学生がバイトと並行して行っている活動はほぼな

く、あってもバイト仲間との会話程度だった。それは日韓の働き方の違いからくるものだ

ろう。これについては、次のアルバイトの違いで論じたい。 
 
④ アルバイトの違い 
 まず、アルバイトをする学生の数として同志社大側が 5 人（何、瀬崎、紙浦、中村、中

島）であるのに対して、全北大側は 1 人（オ・ウヌ）のみである。何は 6 月 2 日（火）に

合わせて 8 時間（11:00-15:00、17:00-21:00）の中華料理屋でのアルバイト（レジ、配膳、

ホール、出前）があった(JT0602T)。瀬崎は 6 月 10 日（水）に、合わせて 5 時間ぐらい

（12:43-17:56）の高校のオンライン TA としてのアルバイトがあった(JQ0610T)（なお、瀬

崎がネットを通じて高校の TA をしているが、これはかなり斬新的なやり方であると筆者

は思う）。紙浦は 6 月 9 日（火）に計 4 時間 40 分（1:30-6:10）のコンビニでのアルバイ

トがあった(JW0609T)。中村は 6 月 1 日（月）におよそ 2 時間、6 月 7 日（日）におよそ 3
時間（6:44-10:03）、パン屋でのアルバイトがあった(JN0601T、JN0607T)。中島は 6 月 13
日（土）に 5 時間ぐらい（11:40-16:50）デパート内のカフェでのアルバイト（レジ、配膳、

ホール）があった(JR0613T)。ここからみると同志社大生は多様なアルバイトをおこなっ

ていて、その時間帯も全員違い、勤務時間もかなり長い。 
 全北大生のなかではオ・ウヌ 1 人だけがアルバイトの記録がある、それは 6 月 14 日

（日）に 7 時間ぐらい（9:30-16:40）、カフェでのアルバイト（レジ、ホール、コーヒ作

り、配膳）である(KC0614T)。また既に述べたように、オ・ウヌはアルバイト中の 9:30-
10:15 の間、店で YouTube と Webtoon を並行活動として閲覧している。日本ではアルバイ

ト中、時間が空いていても、スマホを見たりすることがあまりできないため、これは少し

違ったバイト文化ではないかと思う。  
 ここでは主に、日韓の間でのアルバイトをする人数の違いに注目した。少人数の比較で

あるためはっきりしたことは言えないが、日韓のあいだにアルバイトに対する認識の違い

があるように見える。まず、学修時間を参照して考えてみると、期末が近づき授業と課題

が多くの時間を占めた韓国側の全北大の学生にとってはアルバイトができる時間が少ない

ことは一因であろう。日本では、就職の際アルバイト経験がある人の方が仕事や組織の経

験があるということで、インターンシップなどを通る率が高くなるとよく言われる。韓国

では、アルバイトがキャリアの一部というよりは、小遣い稼ぎとしての位置づけになって

いるように思われる。  
 

⑤ 人が集まる形における違い 

 韓国では調査時期にコロナの影響がかなり低くなっていたため、全北大の学生も外での
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対面式の集まりが多くあった。たとえば、キム・ジェヒョンが 6 月 13 日（土）の 17:20-
21:30 に姉の家族とデパートでショッピングしたり、食事をしたり、アイスクリーム専門

店でアイスクリームを買ったりした(KS013T)。また、6 月 14 日（日）12:40-14:00 にも、

家族と祖父母宅に行き、酢豚を食べたという記録がある(KS014T)。また、カン・ソジン

は 6 月 28 日（日）10:00-13:40 に、教会で礼拝の伴奏し、その後集まって昼食をした記録

もあったる(KS0628T)。これらから見て、記録期間中において、韓国では人と接した集ま

りや会食がそれなりにおこなわれていることがわかる。また今回の記録から見るかぎり、

全北大のなかで ZOOM などのサービスを利用したインターネット飲み会の記録は全く見

られない。 
 それと比べて、日本の方は緊急事態宣言が解除されて間もない時期で、同志社大生も対

面の集まりが少なく、オンライン飲み会などが多く行われていた。紙浦は 6 月 9 日（火）

21:00-2:30 のあいだ、ZOOM での飲み会に参加していた。また、中村も 6 月 4 日（木）

22:05-3:21 のあいだ ZOOM で友人と話しをする記録もあった(JW0609T、JN0604T)。ここ

では共通のところとして、2 例とも ZOOM を利用して深夜までコミュニケーションして

いた点である。記録期間中、日本では緊急事態宣言は解除されたものの、飲み会などの会

食が感染拡大の場となっていることや、マスメディアで「若者」がよく批判の対象となっ

てきたこともあって、対面での集まりを控え、オンラインでコミュニケーションをおこな

うケースが続いていたのではないかと思われる。 
 

まとめ 

 
 日韓のコロナ感染状況の違いや政府の体制の違いもあって、政府の感染対策も異なって

くる。大学はさまざまな地域から数多くの学生が集中している場所であるため、感染予防

のためには対面授業には慎重とならざるを得ない。そのため、同志社大も全北大も授業は

基本的にオンラインで進められた。ただ、感染の第 1 次収束が比較的速かった韓国の状況

に加え、同志社大に比べて圧倒的に広いキャンパスと寄宿舎を含むさまざまな設備（博物

館、図書館、カフェ、ジムなど）をもった全北大の環境もあって、全北大生の方が大学に

来る時間や、外出する時間が長くなった。 
 コロナによって、両方の学生とも在宅時間が多くなったが、そこから日韓学生の在宅時

間利用の違いもはっきり見えるようになった。学修時間は全北大生の方が多く、趣味活動

の時間も全北大生の方が若干多かった。その分、同志社大生の方がアルバイトをしている

時間が多かった。これは、大学の成績が就職にもつながり得る韓国と、アルバイト経験が

就職にもつながり得る日本という、キャリア形成のあり方と何らかの関係があるものと考

える。 
 また、調査期間中の日韓のコロナ状況の違いによって、同志社と全北大の学生の間での



168 

外出頻度と目的の違いも生じたのである。韓国では、ショッピングや家族、友人との外出

の機会もしばしば記録された。しかしながら、日本側は緊急事態宣言解除からさほど経っ

ていない時期だったため、外出も生活維持のためのものが主で、友人とも会食はせずにネ

ットを利用して集まっていた。 
 今回の時間利用記録をしたのは、同じく学生であるが、教育の位置づけ、キャリア形成

のあり方、大学キャンパスの環境など、COVID-19 の流行以前からある違いに加えて、

COVID-19 の流行のあり方の違いや、国および大学のコロナ政策の違いによって、時間の

利用の仕方に違いが生まれることになった。 
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11.3 経済生活記録の比較 

（温文熙、金漢拏、金汝卿） 
 

 この節では、全北大学校、同志社大学の学生経済生活記録を比較、分析する。経済生活

記録は、時間利用記録と共に、調査に参加した学生各自が経済生活の様子を具体的に記録

したものである。記録マニュアルおよび収入、支出などを記録するためのフォームを作成

し、両言語にした上で両地域の学生たちに配布し、2020 年 6 月 1 日から 14 日のうちの 7
日間の収入及び支出を記録してもらった。 
 いつ、どこで、何のためにお金を使うか、どのような状況にいたのかが把握できる生活

観察記録とともに把握することで、学生たちの生活形態に合わせて、かれらをとりまく社

会的、文化的、経済的状況をも浮き彫りにすることが期待できる。単に使った金額を比較

するには 1 週間という記録期間は短いため、単純に使った金額を比較することは有効では

ない。しかし、一定期間の消費生活を比較、分析することで、毎日欠かさずに消費するも

の、最も日常的で身近な消費の様子が観察できる。さらに、新型コロナウイルスの影響に

も注目し、学生たちの生活にいかなる変化があったのかも明らかにできる。 
 本節では、まず、全体的な消費パターンを比較した上で、コロナウイルスの影響による

変化を探る。その際に、韓国と日本の比較で顕著に見られる消費手段の差について考察す

る。次に、収入の特徴として、アルバイトのような日常的活動に加え、コロナウイルスの

影響下での学生支援に関わる収入の変化もともに考える。 
 

(1) 日韓大学生の支出比較 

① 全体的な消費比較 
 まず、両大学の大学生の消費の様相の全体像を把握する必要がある。表 11-5 は、調査

期間中に記録してもらった消費記録をもとに項目別に整理したものである。6 月 1 日時点

の通貨レートで 100 ウォン（KRW）が 8.77 円（JPY）だったので13、134,443 ウォンはお

よそ 11,791円で、1人あたりの 1週間の平均支出額は同志社大生の 10,069円と大差ない。 
 しかし、その内訳がかなり異なって居る。全北大の学生で最も比率が高いのは外食費

（41.6%）、次いで交通費（37.8%）、それから生活用品（10.6%）、食費（9.9%）と続く。

一方、同志社大の学生はまず圧倒的に食料品（70.9%）で、そのあとに調理器具

（16.1%）、生活用品（4.7%）などと続く。端的にいって、全北大の学生は「室外」、つ

まり外出先での消費が多く見られ、同志社大生の場合は、家で料理することに関わる支出

が多く、主に「室内」での活動に消費をしてきたことがわかる。交通費についても外出に

                                                        
 
13 三菱 UFJ 銀行（MUFG）が公開している為替相場（http://www.murc-kawasesouba.jp/fx/past/index.php?id=
200601）で 2020 年 6 月 1 日 TTS と TTB の平均値を取った。 
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関係しているが、そのなかには疲れて寝坊した日に、韓国では「大衆交通」に分類されて

いるタクシーに飛び乗ったといった記述もある。これは前節の時間利用調査で、全北大生

の方がより外出していたことや、会食の機会などがあったといった結果ともよく付合して

いる。そこで、次項では消費パターンにおけるコロナの影響について考えたい。 
 

表11-5 日韓学生の1人当たり1週間の消費 

 
 
② コロナウイルス影響下での消費 
 コロナウイルスの影響で、日韓の学生はいずれも外出の頻度がコロナ状況以前よりも大

幅に減少する傾向が見えた。同志社大側は、外食よりは自宅で自炊をした学生が増え、特

に一人暮らしの学生たちの食料に使ったお金は支出の多くの部分を占めた。例えば、一人

暮らしの学生である紙浦、温の 2 名は自炊するための食料品、調理器具の購入に関わる支

出がそれぞれの 7 日間の支出総額の 77％、82％を占めている(JW0603M、JB0601M)。一

方、全北大の学生たちの消費からは、食材を買って料理をする、といった様子はあまり見

受けられない。コロナウイルスの拡散防止のために大学での対面授業が一般に行われてい

ないことは全北大も同様であるが、カフェや食堂での食事、家族など複数人での外食など

も見られ、比較的に外出先での支出が多い。表 11-5 を見てもわかるように、調査期間内

での両大学の学生たちの支出総額のうち、外食が占める比率は、全北大生は 41.6％、同志

社大生は 2.7％で、その違いが歴然としている。テイクアウトを除いて、同志社大生たち

の外食支出はほぼゼロで、全北大生側は外食の支出は総支出の約半分を占めている。外食

にかかる支出の違いから両国の外出自粛をめぐる雰囲気の差異が見受けられる。 
 韓国の学生であるキム・ジェヒョンさんは、結婚や自炊のために別に暮らしているお

姉さんたちや、義理の兄、お母さんを交えて外食をしている(KS0613T)。大学での時間が

なくなった代わりに、カフェで多くの時間を過ごすようになったというハン・ジウォンさ

んは集団観察記録に、彼女がよく利用する 2 つのカフェは、「コロナ以来、テーブルや椅

子の数を減らし人々の間隔をあけようと」していたこと、「カウンターの前にテープを貼

 

ウォン % 円 %

外食の支出 55,883 41.6% 269 2.7%

交通費 50,833 37.8% 366 3.6%

食料品 13,255 9.9% 7,135 70.9%

観光 -             0.0% 200 2.0%

調理器具 -             0.0% 1,625 16.1%

生活用品 14,238 10.6% 475 4.7%

教育費 233 0.2% -           0.0%

計 134,443  100.0% 10,069  100.0%

全北大生 同志社大生
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り付けてスタッフとお客さんの距離を置こうとしている」こと、また「スタッフたちがし

ょっちゅうテーブルを消毒している」といった感染拡大防止のための努力を挙げている。

それと同時に「コロナ前後のお客さんの数は同じくらい。特に試験期間には中高生、大学

生がカフェに集まるので午前から混んでいる。その他に子ども連れのお母さんたちや、家

族の集まりも見える」として昼の時間帯に多くの人が依然としてカフェを利用しているこ

とを記録している(KO0606T、KO0606G)。全北大生の生活記録においても、同志社大生に

比べて自由に外出をし、カフェや食堂などを利用していることがわかる。 
 なお、同志社生の経済生活にのみ見られるコロナウイルスによる影響の一つとして同志

社大学の校友会から一人暮らしの学生を対象に行った支援が挙げられる。スーパー等で現

金のように使用できるようにした一定額のクーポンを学生に配布し、支援を受けた学生は

インターネットからダウンロードしたクーポンを使用できる。紙浦は近所のスーパーで買

い物をし、支給されたクーポンで支払いをしている。その対応において、スーパーの職員

側で少々混乱はあったものの、食料品の購入ができたとしている(JW0610G)。中村の場

合、「校友会から 5 月に 5,000 円分、6 月に 3,000 円分と合計で 8,000 円分ものクーポンを

支給していただき、それを実際に自分の日常生活における消費活動の資金の足しにでき

た」としている(JN0613M)。 
 
③ 決済手段の多様化 
 

 

図11-9 両大学生のキャッシュレス決済が支出総額に占める割合 

 

 韓国はキャッシュレス決済の利用がより一般的になっており、学生たちの経済生活記録

からもその様子が見られた。キャッシュレス決済の利用は、日本側より韓国側の学生がそ

の全体支出に占める割合が高くなっている。図 11-9 は、観察期間内の両大学の学生たち

の決済手段利用比率を現している。キャッシュレス利用の比率は、全北大生はほぼ 9 割を

現金, 55.6%

現金, 10.5%

キャッシュレ

ス決済, 44.4%

キャッシュレ

ス決済, 89.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同志社大

全北大
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占めている。一方、同志社大生の場合、キャッシュレス利用は 44.4%で、半分にもいたっ

てない。このようにキャッシュレス決済の利用頻度は、両大学の学生たちの消費生活にお

いて最もはっきり見える差異の一つである。 
 このような結果の原因は両国のキャッシュレス決済の普及経緯の差から考えられる。

2018 年 10 月、日本の経済産業省の報告書では、キャッシュレス化が進展している国は 40
〜60%程度であることに対し、日本は20%に止まっていることを指摘している。2015年、

韓国はキャッシュレス比率が 89.1%で、キャッシュレス化が進展している国の平均値より

もはるかに高い。一方、日本は 18.4%で、2008年から徐々に増加しているが、韓国に比べ

ると 70％以上の差がある（経済産業省 2018:3）。このことから、日本に比べてキャッシ

ュレスが早い段階で普及された韓国では、キャッシュレスの使用が目立つようになったと

言える。 
 しかし、韓国の学生たちはキャッシュレス決済利用が多く、日本の学生はそうではない

と端的に結論づけることはできない。利用頻度の違いはあるが、同志社大生の決済方法が

確実に多様化していることがわかる。経済生活の記録をした 8 人の同志社大学の学生のう

ち、1 週間の全ての決済が現金のみであったのは 1 人のみである。その他の学生は、クレ

ジットカードやデビットカードのカード決済はもちろん、PayPay、LINE Pay、交通系 IC
カードのような電子マネーの利用が目立った。直接店頭に向かいものを買う形の消費のみ

ならず、インターネットを通した消費が日常的になってきていることも考えられる。 
 このことは、2019 年 10 月 1 日から 2020 年 6 月 30 日まで日本の経済産業省の主導で実

施されたキャッシュレス・還元事業の後押しを受けたと思われる。消費税の増税に際して、

キャッシュレス手段を使用することで最大 5%を還元する施策である。すでに普及されて

いた交通系 IC カードに加え、日本で最も普遍化されている SNS である LINE がその波及

力を用いて LINE Pay を普及させ、PayPay などは、キャッシュレスの普及の障害として指

摘されていた手数料や決済機械普及の問題を QR コードで解決した。このような政府の増

進政策に決済手段の進化が進み、ここに市場がマーケティングなどに積極的に利用するこ

とで拡大されたと言える。同志社大生の何欽は、「増税の影響でクレジットカードを使う

と還元がもらえるので、使えるところで全部クレジットカードを使っている」とし、ポイ

ント還元をクレジットカード使用の理由として挙げている(JT0610M)。 
 それに加え、コロナウイルス影響下での消費について前述したように、外出を控え、自

宅での生活が長くなっていることによる消費形態の変化が関係していると思われる。瀬崎

は、「外に出る時もスーパーやコンビニで食料を買うときなので、今の自粛生活ではほと

んど最低限のものしか支出していない」と記述しており(JQ0614M)、食料購入以外にはオ

ンラインショッピングを利用している。また、飲食の配達サービスも利用しており、その

際にデビットカードを使用している(JQ0613M、JQ0614M)。 
 このように、日本の大学生の消費活動で、多様な決済手段が使われるようになったこと
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は、インターネットを通じた新たなサービスの拡散、政府主導のキャッシュレス・キャン

ペーンの上に、コロナウイルスによる外出自粛がさらに決済手段の多様化に拍車をかけた

と言える。つまり、全北大生よりもかなり割合は低いとはいえ、これでも同志社大の学生

は以前に比べてキャッシュレス決済が増えていると考えられるのである。 
 一方、韓国側の学生たちのキャッシュレス決済の方法として目につくのは、「チェック

カード」である。チェックカードはデビットカードと同様の形式の決済方法で、決済と同

時に口座から使った金額が引き落とされるため、収入が少なく、不安定な学生たちに広く

使われている。欧米諸国でもよく使われているチェックカードは、韓国では 1990 年代後

半に導入され、IMF 経済危機以降の 2000 年代初半からクレジットカードによる過消費が

社会問題とされたことを契機に普遍化された消費手段である。こうした背景から、クレジ

ットカードの利便性や、現金使用の安全性を組み合わせた性格が、全北大生が決済方法と

してチェックカードを多く用いる理由が探せる。 
 また、今回の調査に応じた学生たちの記録からは、このチェックカード以外にも交通カ

ードや電子マネー、現金など多様な手段を用いていることがわかる。そしてその多様な決

済手段は商品購入だけではなく、他人とのお金のやりとりでも多く使われている。家族や

友人にお金のやり取りをする際に、スマートフォンのアプリケーションを用いていること

が見られる。このようなアプリケーションや電子マネーの使用が多くの人々に、そして大

学だけではなく、その親世代にも広く使われていることがわかる。 
 このように、日韓大学生のキャッシュレス決済利用の程度の違いはあったものの、共通

的に決済手段の多様化が見られる。学生たちは新たな決済手段を積極的に取り入れ、様々

な場面において多様な決済手段を使い分けているのである。 
 

(2) 日韓大学生の収入比較 

 学生たちが記録した経済生活記録に設けられている収入の項目からも、いくつか学生た

ちの生活が垣間見られるものがある。もちろん、1 週間という短い期間の記録であるた

め、調査に応じた全ての学生の収入状況を網羅的に分析することはできない。しかし、学

生たちの記録から見られる収入は、仕送り、アルバイト、奨学金、政府の手当てなど多岐

にわたっており、居住する地域での大学生、若者に対する政策の一部をも覗かせる項目も

含まれている。 
 見られた収入項目として、全北大側では仕送り、奨学金、アルバイト、青年支援金、友

人との貸し借りで戻ってきたものが含まれていた。一方、同志社大の学生の収入項目は、

チケット代の払い戻し、校友会クーポン、仕送り、アルバイト、奨学金、キャッシュレス

利用による還元が見受けられる。両大学の共通している項目としては、仕送り、奨学金、

アルバイトの給与による収入がある。全北大学生の 1 人の収入項目に記載されていた「青

年支援金」という項目からは、韓国社会の青年政策の様子を伺うことができる。また、同
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志社大生の収入の場合、日本政府の政策の一つであったキャッシュレス・キャンペーンの

一環として還元されたポイントが 1 件、そしてコロナウイルスの拡大に関連する収入が 2
件見られる。感染症拡大防止のためにキャンセルとなったコンサートチケットの払い戻し

や、同志社大学の校友会で一人暮らしの学生向けに支給した「校友会クーポン」がそれで

ある。観察期間内に両国の大学生の全ての収入を正確に把握することができなかったが、

コロナ禍のもとでの学生たちの生活の変化の様子を伺うことができた。 
 
① アルバイト 
 調査に応じた学生全体で、アルバイトをしている学生は 6 人である。このうち、記録し

ていた期間中アルバイトの給与を受け取ったのは同志社大学の学生が 2 人、全北大学校の

学生が 1人である(JT0602M、JW0605M、KZ0610M)。このように、大学生がアルバイトを

する比率は韓国も日本も大きく差はなかった。韓国では、2019 年 8 月 22 日実施された大

学生 4,076 人を対象にした調査によると、57％が学費のためにアルバイトをした経験があ

り、そのうち、65％は学期中にも休み中にもアルバイトをしたと答えた14。さらに、2019
年 11 月 13 日、全北大学校の近くにある大都市の光州で大学生 2,041 人を対象に実施され

た調査では、81.1％がアルバイトの経験があり、そのうち 42.3％が生活費を充当するため

にアルバイトをしたという15。一方、日本の場合、2018 年文部科学省が実施した調査によ

ると、86.1％の大学生がアルバイトをしており、年収は平均 200 万円であった（日本学生

支援機構 2020）。このように、大学生がアルバイトを実施する比率に、韓国と日本は著

しい差はみられないが、学期中にもアルバイトをする比率は日本が比較的高い。 
 とはいえ、実際両国でアルバイトをしてみた経験からみると、両国のバイト市場のシス

テムは相当の差がある。そのため、私（金汝卿）の経験から感じたことを少し述べたい。

私は、高校時代（韓国）にはパン屋、アパレルで週末だけアルバイトをした経験がある。

そして、2003 年から 2005 年 3 月まで、ソウル近郊のカフェで、週 6 日のアルバイトをし

た。そして、日本で留学を始めた 2005 年には、日本のうどん屋でアルバイトをし、2006
年から 2010 年と 2014 年から 2017 年までアパレル業界でアルバイトをした経験がある。 
 韓国で主に学生がアルバイトをするのは、週末や休みの期間中に限られる場合が多い。

韓国では日本のようなフレキシブルなシフト制は、企業型の店などに限られている場合が

多い。週 5～6 日の勤務が基本になっているため、学業と並行する場合は「昼は学校、夜

はアルバイト」という生活が続けられ、就職準備や勉強時間、余暇時間を日常に入れるこ

                                                        
 
14 連合ニュース（연합뉴스）, 2019 年 8 月 22 日付「大学生 5 人のうち 1 人が今年 2 学期に休学を計画…4
年生は 28％」。 
15 連合ニュース（연합뉴스）, 2019 年 11 月 13 日付「光州大学生アルバイト 10 人のうち 4 人が生計型…

不当な経験も 70%」。 
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とへの負担が大きい。そのため、学費や就職準備などのために、休学をする場合も少なく

ない。全北大学生に確認した結果、こうしたシフト制が定着していない事情は、現在にも

大きく変わっていないとみられる。これに対し、日本の場合は小規模の店でもシフト制を

採用している場合が多い。私（金汝卿）がアルバイトをしたうどん屋やアパレルももちろ

ん、周りにアルバイトをしている学生が全日勤務で働いていることは、ほとんどみたこと

がなかった。フリーターの場合でもシフト制をもとに長時間勤務する場合が多かった。そ

のため、上記の韓国光州大学生 81.1%が「アルバイトの経験がある」と答えたことと、日

本の大学生 86.1％が「アルバイトをしている」という答えの時間的な内容は、だいぶん差

が大きいと言える。韓国の国家統計での学生のアルバイト比率は管見の限りなく、その理

由の一つとして、大学生のアルバイトが日本のように普遍化されていないためであること

も考えられる。 
 さらに、給料の金額の差や勤務形態の内容も大きく異なる。韓国の最低賃金は、2015
年 5,600 ウォンだったのが、2020 年には 8,590 ウォンに急増した。長いあいだ、最低賃金

は日本に比べて非常に低い状態で止まってきたのである。日本の最低賃金は、地方自治に

よって違うが、京都府の最低賃金は 2015 年 807 円、2019 年 909 円であった。韓国に比べ

て、金額の上げ幅は低いものの、長い間、徐々に値上げしており、多くの業種でも最低賃

金以上で時給を支給している場合が多い。しかし、韓国は急激に値上げしたため、市場か

らの反発も多く、最低賃金に合わせられた金額で時給が支給される場合も少なくない。す

なわち、最低賃金において日本は長時間に渡って安定した値上げをしたため、市場の受け

入れや労働市場での安定性がある。韓国は、政策による急激な値上げにより、2020 年段

階ではまだ不安定だと思われる。 
 これは、日本のアルバイト市場がかなり早い段階から普遍化され、安定化されてきたた

めだと言える。さらに、私が日本でアルバイトをして驚いたのは、アパレルで働いた時に

は学生アルバイトでも夏と冬に 2 回、賞与金と出勤日に合わせた有給休暇が付与されるこ

とであった。私が韓国のカフェで働いた時は、週に 5～6日、6時間勤務しても 1ヶ月当た

りの給料が 10 万円に至らなかったものの、日本のアパレル業界でアルバイトした時は、

週に 3～4日間、6～8時間働いて 10万円以上の給料をもらった。業種によって異なるので

あろうが、アルバイトだけでも、かなり安定的な収入を得ることが可能であった。 
 とはいえ、こうした差が生み出される理由は、単に市場の問題だけではなく、アルバイ

トの文化の差でもある。同じアパレル業界でも、韓国では手が空く時はスタッフ同士でお

しゃべりをしたり、菓子を食べたり、携帯電話を操作するなど、「労働以外の行動」が大

きく容認された。また、カフェでアルバイトした時に大学進学を準備していた私は、勤務

しながら空いている時間に勉強をしていたが、雇用主はそういう姿勢を高く評価してくれ

た。こうした文化も業種によっては異なるとは言えるが、日本とはかなり差があると思わ

れる。日本でアルバイトした時は、携帯電話やスタッフ同士のお喋りはもちろん、手が空
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いている時も体を動かし、常に労働しなければならなかった。例えば、アパレルで客がい

ない時は、すでに畳んでいる服をもう一度広げて畳みながら「いらっしゃいませ」と声を

出すような行動を繰り返したのである。さらに、日本ではマニュアル化されていることが

多く、マニュアルによって行動し、統制される。このような点は、韓国とは大きく異なる

様子であった。 
 こうした差は個人的な経験と見解であることは念頭に入れてもらいたいが、このように、

収入の面だけみても韓国と日本での時給はかなりの差が大きく、さらに労働環境や労働文

化もかなり異なっていると言える。 
 では次に、コロナウイルスによるアルバイトへの影響をみよう。今回の調査は日韓とも

がコロナウイルスの影響が強い 2020 年 6 月の記録が中心になっている。アルバイトによ

る収益がコロナウイルスの以前とは異なると言える。バイトをしている学生は 6 人であっ

たが、調査期間中に手取り収入があったのは 3 人である。同志社大学の学生 1 人は、コロ

ナウイルスでアルバイトをしていた店が閉店し、アルバイトを失っていたが、コロナウイ

ルスにより様々な活動が制限されている中でも、アルバイトを続けている学生もいたこと

がわかる。総勤務時間は約 5時間から 8時間となっている。11章 2節でも言及しているよ

うに、コロナウイルスの影響下においても学生たちのアルバイト勤務時間は短くなく、何

欽の場合は 1 日で 8 時間勤務している。オンライン勤務をしている瀬崎を除いては全て接

客が含まれる業務を担っていることを考えれば、コロナウイルス感染が警戒される中でも

仕事が続いていることは、予想とは異なる状況が見て取れる。そのような経験の一部は

11.4 の集団観察記録に反映されているので、そちらを参照されたい。このように、コロナ

ウイルスによるアルバイトの影響は個人によって異なる。 
 さらに、コロナウイルスによる影響として韓国の大学院生のイ・ミレさんは「韓国の大

学生は特にカフェでアルバイトをすることが多いです。コロナ以降、カフェアルバイトに

も変化があったのですが、韓国のあるカフェでは 1 人募集に 400 人が支援したそうです」

と言っている(KP0522L)。2020 年 6 月 16 日から 23 日まで韓国の大学生 749 人を対象にし

た調査によると、74.7％の学生が夏休みに短期アルバイトを希望しているが、90.5%の学

生がコロナでアルバイトを求めることが大変になったと思われ、アルバイトの競争率は

14:1 であった16。 
 以上のように、アルバイトの収入について考えてみた。その前提として、韓国と日本で

のアルバイトの経験を、両国でアルバイトをした経験のある留学生（金汝卿）の体験から、

数字では明らかにできない差を比較してみた。その上に、今回の生活観察調査と経済観察

調査を合わせて、コロナによる影響を考えてみた結果、コロナによる影響は日本の学生の

                                                        
 
16 京郷ビズ（경향비즈）, 2020 年 7 月 13 日付「最近の大学生アルバイトの競争率は？1 人募集に 14 人志

願」。 
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中ではバイト先を失った場合もあり、韓国では短期アルバイトの機会を得られない場合が

多い。ここには、日本の大学生が学期中も常にアルバイトをするのに比べ、韓国の場合は

休み期間中に短期アルバイトをする場合が多いと言う差がある。そのような差が生じるの

は、韓国と日本のアルバイトの文化の違いからくるものだと言えよう。 
 
② 奨学金・手当 
 記録期間中、全体のうち 3 名の学生が奨学金・政府による手当を受給している。同志社

学生の何さんが日本学生支援機構から奨学金を受給している(JW0605M)。何さんが受給し

ている奨学金は、日本での私費留学生を対象にしてものとして、弁済義務のないものであ

る。韓国での奨学金という意味は、こうした弁済義務のないものを示す場合が多い。 
 全北大学生のユン・ジアンさんは、「国家勤労奨学金」を受給している(KZ0610M)。国

家勤労奨学金は、奨学金となっているが韓国奨学財団が一定基準を満たす大学生を対象に、

大学等の連携を通して仕事を与え、そこでの労働の給与という形で与えられるものである。

全北大のオ・ウヌさんは「青年支援金」という項目としての手当を受給している

(KC0609M)。この青年支援金は、近年韓国の様々な地方自治体において、就職活動中の学

生や若い世代の人々の支援策のひとつとして実施されている支援制度のものであると思わ

れる。2 人の全北大学の学生が受給している奨学金や支援金は、近年の韓国社会において

若者が経験している経済的困難、就職難などの問題に対する対策として施されているもの

である。特に青年支援金に関しては韓国社会内でも議論がなされているものであり、就職

難を根本的に解決できる政策ではないが安定的な収入を得られない学生にとって少なくな

い経済的助けとなるだろう。 
 また、今年のコロナ禍を受け、両国の政府や多数の地方自治体レベルのさまざまな支援

策が実施されている。しかし、今回の調査に応じた日韓の大学生の収入からは、コロナ禍

に関連する支援金を期間中に受け取った様子は見受けられなかった。それは、支援金や各

種支援が職業を失った個人や、外出自粛により経済的な損害を被った企業などに集中され

ており、そして国民・住民全体に対する支援は両国ともに世帯を単位として支給されてい

るためであると考えられる。しかし、コロナ事態が長期化されていることを考慮し、緊急

支援の対象になっていなかった大学生に対する支援の動きが見えている。全北大の場合、

2 学期の学費の 10％を減免すると決定している17。 

 本節では、学生たちが記録した 1 週間分の経済活動からそれぞれの生活の様子を間接的

に描いてみた。コロナウイルスによる影響で普段とは程遠い生活になっている中で学生た

ちの支出は全体的に減少しており、支出の多くが生活に必ず必要なものや食費に当てられ

ていた。コロナ禍での社会的状況、経済活動の様子が異なっていた分、食事の形態などは

                                                        
 
17 全北日報(전북일보), 2020 年 8 月 2 日付「道内大学もコロナ 19 奨学金の形態で登録金の払い戻し」。 
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差異が見られた。 
 一方、どちらの学生たちの消費生活にも共通して、社会の変化、そして若者を取り巻く

社会的状況が反映されていることがわかった。キャッシュレス化、ネットショッピング拡

大、スマートフォンの一般的使用を背景とする多様な消費形態、決済手段の多様化はその

程度の違いはあれ、共通的に見られていた。また、就職難、経済的困難を経験する若い世

代をめぐる社会問題が現在両国の一つの課題となっており、奨学金や支援金という形であ

る程度の補助は行われているものの、根本的な解決はまだ期待できないという状況もかい

まみえた。 
 

まとめ 

 
 以上のように、経済生活記録から全北大学校と同志社大学の学生の消費パターンや収入

活動などを明らかにし、コロナウイルスで行動が制限される状況が経済生活に与える影響

を考えてみた。 
 韓国と日本では、コロナによる政府指針が異なったため、韓国は外食費の支出が多かっ

たことに対し、日本は家で自炊するための食費の支出が多かった。こうした状況に合わせ

て、日本ではキャッシュレス化、ネットショッピング拡大などの変化が加速化されたと思

われる。韓国の場合、記録の時期がある程度の外出が許容される時期であったため、消費

生活におけるコロナによる影響は比較的少なかったとみられる。とはいえ、両国では収入

項目においては多少の影響があり、本来の経済システムの差に、コロナウイルスの影響が

加えられて、経済生活にも多少の変化が伺えられる。 
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11.4 集団観察記録の比較 

（紙浦直也） 
 
 この節では、日韓学生が行った集団観察記録について記述する。記録は日本側から 8 人

分、韓国側から 4 人分集まった。観察対象は全学生のうち 7 人がアルバイト先や参加コミ

ュニティなどの日常的な集団であり、5 人がスーパーや病院などの訪問先の集団であった。

そこで、観察した集団に応じて日韓の学生による記録を2種類に分け、(1)「日常的にメン

バーとして関わっている集団の参与観察」と(2)「訪問した場所での観察」として日韓比

較する。なおその際、コロナ状況下での異例な出来事や現象に着目し、平時との違いや日

韓での取り組みの差を吟味する。全学生の観察記録の一覧は表 11-6 の通りである。以下

その内容を紹介するが、全北大生の観察記録は翻訳したうえで、多少編集して掲載した。

同志社大生の観察記録は、各自にその記述を要約してもらった。 
 

表11-6 集団観察記録一覧 

 
 

(1) 日常的にメンバーとして関わっている集団の参与観察 

 韓国学生の 3 例のうち 2 例はアルバイト先でのものであった。観察場所はカフェとファ

ストフード店でありどちらも飲食店での記録である。あとの 1 例は教会での記録であり、

日本ではあまり見られないコロナ禍での礼拝の様子が記述されていた。 
 日本学生の記録は 3 例がアルバイト先、1 例が所属する NPO 団体でのものだった。韓

国同様に飲食店では新型コロナウイルス対策が見られた上、出前やオンライン活動といっ

た非接触式の取り組みも観察された。 
 

名前 調査類型 番号 大学 場所

ユン・ジアン ⑴ ① 全北大学校 群山のファストフード店

オ・ウヌ ⑴ ② 全北大学校 任実郡のカフェ

カン・ソジン ⑴ ③ 全北大学校 教会

中村 早希 ⑴ ④ 同志社大学 京都のパン屋

中島 美瑛 ⑴ ⑤ 同志社大学 大阪のカフェ

何 欽 ⑴ ⑥ 同志社大学 京都の中華料理店

瀬﨑 颯斗 ⑴ ⑦ 同志社大学 京都のNPO団体

ハン・ジウォン ⑵ ① 全北大学校 カフェ

白土 絵梨 ⑵ ② 同志社大学 京都の歯科

森口 雄介 ⑵ ③ 同志社大学 大阪のファストフード店

温 文熙 ⑵ ④ 同志社大学 京都のスーパーマーケット

紙浦 直也 ⑵ ⑤ 同志社大学 京都のスーパーマーケット
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① 群山市のファストフード店18 

 6 月 6, 7, 13 日に、アルバイト先である群山
クンサン

のマクドナルドで観察を行った。COVID-19
発生後から、店で働いている従業員は全員マスクを着けて出勤しているが、マスクを着け

て仕事するのは暑くて不便だという意見をよく耳にする。従業員は店舗に赴く前に体温を

測り、店に着いた後も非接触式体温計で熱を測る。そして休憩時間が終わった後にも再び

体温を測る。 
 カウンターで働くアルバイトは、手を洗った後にビニール手袋を着けて仕事をするが、

手袋が滑りやすいため作業速度が鈍化した。ただ、その場を統括するスタッフがいない場

合、中には手袋をはずしている店員もいる。 
 COVID-19 発生前には、一回用品（使い捨て）とプラスチックの使用を減らすために、

店内では洗って何度も利用可能なカップを使っていた。しかし、COVID-19 状況下ではカ

ップにプラスチックの蓋をはめて提供している。また、もともやってはいけないことにな

っているサービスだが、店内でも客が使い捨てのプラスチックカップに入れてほしいと要

望すれば、容認することになっている。 
 店を訪れる客のほとんどはマスクを着けている。2～3 月にはマスクを使わない客はい

なかったが、6 月になると時折マスクを使わずに来る客も見るようになった。 
 アルバイト先で観察したことを記録していると、改めていつまでこの状態が続くのかと

いう気持ちになった。COVID-19 が発生する以前には、1 日中マスクと手袋を着けて働く

ことを想像しておらず、COVID-19 発生後から不便な点が多くなっている。ビニール手袋

を捨てて新しいものを着けるという過程を繰り返していると、手袋が滑りやすく仕事をす

る際に不便だということに気づく。こうした状況が 9 月までに終わればいいという気持ち

がある。 
 
② 任実郡のカフェ19 

 従業員として働いている任実
イムシル

郡のカフェで観察を行った。この地域は鉄道の駅から市街

地までの距離が遠いが、カフェがあるのは田舎の駅前である。ただし、この駅には韓国高

速鉄道（KTX）が停まらないので比較的静かな地域である。この任実という場所では、

「任
イム

実
シル

チーズ」が名産品である。ここは国内で初めてチーズが作られた場所である。カト

リック神父である池正煥
チ ジョンファン

（ベルギー人の Didier t’Serstevens）がここにチーズを初めて伝

播して以来、さまざまな人が食べはじめ、国内でも流通した。任実チーズに関する観光商

品がたくさんあり、任実チーズ祭りや任実チーズテーマパークなどのチーズをモチーフに

した多様なコンテンツや文化事業、民間事業などが実施されている。 

                                                        
 
18 この箇所はユン・ジアン（Z）が執筆した。以下は観察記録を翻訳し、適宜編集したものである。 
19 この箇所はオ・ウヌ（C）が執筆した。以下は観察記録を翻訳し、適宜編集したものである。 
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 この観察で特徴的だったのは「流動人口の減少」「マスク着用の日常化」「ゲストの認

識」の 3 点である。 
 まず「流動人口の減少」というのは、祭典の取消や売上の減少として現れるような観光

産業の衰退である。前述したように、ここは観光産業が発達したところである。任実チー

ズは、国内では有名なブランドと多くの人々に認識されているので、多くの産業が任実チ

ーズの観光によって支えられている。しかし、COVID-19 によって、多くの人が集まるイ

ベントはキャンセルされているのが実情である。公演、展示会、祭典などの文化的産業が

COVID-19 の余波でキャンセルまたは保留となっているため、ここを訪れる人々の数も大

幅に減少した。このような状況は、単に催し物があるシーズンだけでなく、日常の売上高

にも大きな影響を及ぼした。現在感じているところでは、最近の売上高は平時の売上高よ

りも約半分ほど落ち込んでいる。 
 次に実感したのは「マスク着用の日常化」である。現在はマスクをしながら勤務してい

る。というのも、マスクを着けることが推奨というよりも、社会的な義務になったからで

ある。最近では、学校図書館やバスもマスクがなければ利用できない。そのため、マスク

の着用が日常化されている感覚を抱く。また、これまでマスクを着けていた人々は、どこ

か体の悪い人や化粧をしていない人などが自分の顔を隠すために使用している感じだった

が、今日はほとんどの人々がマスクを使用する認識に変わったようである。カフェで働い

ていると、体感ではマスクをした人が 10 人のうち 6〜7 人ぐらいである。若い人々はほと

んど着用しているようだが、中年層の人々は半数ほど、高齢者はほとんど使わない感じを

受ける。任実は観光地とはいえ、実際のところは静かな田舎だという方がより適切な感じ

なので、高齢者が多く、その大部分は安全不感症のようである。また、コロナ患者数が少

ない韓国のなかでも、とりわけ感染者が少ない全羅北道
チョルラプット

にあり、実際に患者が一度も出た

ことがないので、大したことがないと考えているようだ。もっとも、この内容は私の個人

的な考えに過ぎないが。 
 最後に「来客名簿に対する認識」である。国内ではコロナが発生し、多くの混乱が生じ

た。幸いなことに、大韓民国は国民健康保険などの体系的な医療システムとして感染者の

動線を把握し、接触者を隔離させるなどの処理をしてきた。ただしそれでも、COVID-19
の事態が深刻になるに応じて、ほとんどの店舗や業者などは来客名簿を置いた。それは、

名前、年齢、体温、現在かかっている病気、最近海外旅行をしたかどうか、住んでいる地

域、連絡先などの情報を書くための来客名簿で、事業主はそれを使うことにした。これに

対して、最初は多くの人々が反感を持った。自分の個人情報を他人に知らせることに抵抗

を感じたと同時に、経験のないことなので違和感を覚えたのである。少しずつ時間が経っ

て COVID-19 事態の深刻性がますます浮き彫りになると、多くの人々の来客名簿に対する

認識が変わった。私が勤務するカフェもこの来客名簿を使うために、最初の頃は多くの客

が「書かなければならないのか」と問うていた。しかし、最近では自発的に書く人も多く
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なり、むしろ「これを書かないと！」と、隣の人に指摘しながら書く客もでてきた。この

ように、COVID-19 事態の深刻さについて、多くの人々が皮膚で感じるようになるにつれ

て、そうした行動が現れるようになったものと思われる。 
 
③ 全州市内の教会20 
 教会での観察を時系列的に記録した。流れとしては表 11-2 の通りである。詳細は、本

報告書 9.2 の(4)を参照されたい。 
 

表11-7 教会での1日 

 
 
④ 京都のパン屋21 
 アルバイト先のパン屋を観察の対象とした。朝の 7 時から 9 時という同時間帯での勤務

が 2 日連続した機会に、2 日分計 4 時間の観察記録を行った。パン屋が 8 時に開店するた

め、8 時まではパンの仕上げや陳列、8 時以降はそれらに加えてレジ業務をメインの業務

とする。そのため、8 時まではパン屋のスタッフとのやりとりが、8 時以降は来店した客

とのやりとりが中心となった。これらのことは 2 日間ともに共通する。 
 パン屋のスタッフは、同じ時間帯に働く製造スタッフが 3 人もしくは 4 人、ちょうど入

れ替わりで働くフロアスタッフが 1 人である。出退勤時には、全員と挨拶を交わすものの、

全体ではそのうちの製造スタッフの 2 人とフロアスタッフの 1 人とのやりとりが大半を占

                                                        
 
20 この箇所はカン・ソジンが執筆した。 
21 この箇所は中村早希が執筆した。 

時間 内容

10:15 教会に到着して、手の消毒、名簿作成、熱計測

10:20 執事4人の練習

11:00 礼拝が始まる

12:00 教会の青年部室で青年6人と伝道師1人が集まって会話

12:30 暑かったので全州でそばを食べた（青年5人伝道師1人）

時間 内容

10:15 教会の入り口に立ってリストの作成を要求する長老（スーツとマスク）

10:20 40代～50代の女性執事4人（教会聖歌隊所属）

11:00

社会的距離を置くために区切られた信徒（マスク着用）

牧師は講壇からマスクを脱いだまま立っている。牧師の前にカメラが正

面に1台建っている。10:58分に携帯電話にメッセージが来る。11時の礼

拝は、リアルタイムで録画しても映像に上がる。携帯電話に来たメッ

セージを使用してリンクを入ると映像を見ることができる。

12:00 自分と姉、20歳の青年2人、20歳の牧師の娘、21歳の青年

流れ

人
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めた。製造スタッフとのやりとりは、よく似た見た目のタルト 2 種類の判別を頼んだり、

プライスカードについての指示を受けたり、売り上げの報告を行ったりするというように、

業務内容に関してのものばかりだった。また、入れ違いで交代するフロアのスタッフとも

必要最低限の挨拶や業務連絡しか交わされなかった。少ない人数で、かつ時間に追われる

緊迫した状況で作業が行なわれるためか、業務上必要な会話以外は両日とも見られなかっ

た。 
 

 

図11-10 パン屋の店内図 

 
 一方で客は開店から途切れることなく多くの人が来店し、各人の要望に合わせて様々な

やりとりが行われた。食パンのスライスの依頼を受けたり、無料のパンの耳も入れてほし

いという要望を受けたり、クリームパンの有無を尋ねられて製造スタッフに確認をとった

り、パンの取り置きの依頼を受けたりした、というようなことがその例である。また一部

の客との具体的な内容を伴うやりとり以外にも、会計時やパンの受け渡し時に「ありがと

うございました」と客と互いに交わすようなやりとりは度々みられた。 
 また、観察時に新型コロナウイルスが流行していたことによる影響も様々な場面で見ら

れた。まずスタッフの対策としては、フロアスタッフは全員マスクとゴム製手袋の着用が

義務付けられていた。そして店内も、ソーシャルディスタンス維持のために同時入店 4 名

までの入店制限を行ったり、入口に除菌用のアルコールスプレーを設置したり、パンを陳

列する棚にフィルムをかけたりするなどの対策を講じていた。ただこのフィルムに関して
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は、観察 1 日目はあったものの 2 日目には外されており、ちょうど段階的にコロナに対す

る規制や対策を緩めていく方針がとられていた。また客のなかには店外に貼った入店制限

の張り紙に気付かずに既に満員の店内に入ってきてしまう人もおり、その時には自分が

「すみません、ただいま店内入店制限を行っていまして、もう少し外でお待ちいただけま

すか」と説明をした。こうした入店制限の制度は導入当初は店も客も不慣れで戸惑う部分

も多かったが、店内の客数が少なくなることでスタッフが客に目を配りやすくなり、ひと

りひとりとのコミュニケーションに長い時間をかけるということがしやすくなったという

利点もみられた。ただ、コロナ流行以前は客もスタッフも互いにマスク非着用で顔を見な

がら挨拶ができ、スタッフの言動に「ありがとう」と言葉を返す客も多かったが、コロナ

流行以降は大半の客がマスクをつけて来店するため表情が読み取りにくく、また言葉を発

さずただ少し頭を下げて帰る人も増えた。このように新型コロナウイルスの感染拡大は、

店の制度だけでなくコミュニケーションの頻度や内容にも変化をもたらした。 
 
⑤ 大阪のカフェ22 
 アルバイト先のカフェにおける従業員同士の会話や、来店客とのやりとり、店舗の様子

を観察した。観察日は6月13日土曜日、新型コロナウイルスの流行による「自粛ムード」

が少しずつ緩和されてきた時期だ。この店舗は政府が出した緊急事態宣言に伴い、4 月 8
日から 5 月 24 日まで臨時休業をしていた。 
 

 
図11-11 カフェの店内図 

 

                                                        
 
22 この箇所は中島美瑛が執筆した。 
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 観察を行ったのが土曜日かつランチタイム（正午ごろ）であることも影響し、店の外で

は 10～15 名の客が順番待ちの列を作っていた。感染対策として店内の座席数が 3 分の 2
程度に減らされ、また列に並ぶ際も前後の客と適切な距離の確保を呼び掛けていたため、

順番待ちの列はさらに長くなる傾向にあった。客層としては、家族連れやカップル、高校

生などが挙げられ、比較的穏やかであり、特に目立ったトラブルは見られなかった。 
 次に、従業員同士の会話をみていく。出勤前に交わした雑談の中で、従業員 A は「休

業中バイトなくて寂しかったけど、いざ始まると忙しすぎて自粛期間に戻りたいって感じ」

と語る。また、勤務中の別の場面でも、次のような会話があった。 
 

（従業員 B）あーほんと忙しい。列が全然途切れないもんね。 
（中島）ほんとに。感染対策で席数減らしてるのに忙しいよね。 
（従業員 B）そうやな。席数減って回転率悪くなったからいろいろめんどくさい。 

 
 観察者を含め、その店舗で働く従業員は、休業明けの来店客の多さに戸惑っている様子

であった。お客様の前では笑顔で丁寧な接客をしていても、キッチンに戻ると忙しさに対

する愚痴をこぼしたりしており、オンオフの切り替えが激しいスタッフが多いと感じ、感

情労働従事者の苦労が垣間見えた。 
 最後に、この観察から読み取れる新型コロナウイルスの影響について述べていく。観察

対象が衛生面に格段の注意が必要な飲食店ということもあり、営業再開後も、新型コロナ

ウイルスの影響がいたるところで見られる。具体例には、①37.5 度以上の発熱が確認され

たスタッフは出勤できない、②感染防止の距離確保のために席数削減、③アルコール液の

設置、④スタッフのマスク着用、⑤テーブルの徹底した消毒が挙げられる。また、先述の

通り、従業員同士の会話の中でも新型コロナウイルスの話題はたびたび登場する。しかし、

アルコール消毒をしないお客様もいる上、スタッフ全員がテーブルの消毒に「徹底」して

いるかどうかは微妙であり、感染症対策は形骸化しているようにも思える。 
 
⑥ 京都の中華料理店23 
 今回の調査では、調査者がこの 2 週間、アルバイトと買い物以外ほとんど人が集まって

いるところに行っていないので、バイトでの集団観察をした。私は、京都府庁界隈にある

千代飯店という中華料理屋でバイトしている。店内以外に出前もやっている。出前の場合、

注文の電話を取り、注文を記録して、作り、配達するという形でしている。6 月 2 日（火）

の 1 回の出前の流れを記録した。 

                                                        
 
23 この箇所は何欽が執筆した。 
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 まずは、110 番指令センター5 階の○○センターから出前の依頼電話がきて、注文を聞

き、出前を記録するノートに書き、同時に女将さんに出前内容を伝える。そこから、女将

さんが料理を作ることに手伝い、できるまで待つ。料理を出前箱に入れ、自転車の後ろに

載せて、出発し、110 番指令センターに移動する。そのあいだに雑談を交わす。 
 

（筆者）最近客があまり店に来ないですね。出前も少ないし。 
（女将さん）そうや、この間ずっとそうやで。ほら、公務員がシフト出勤になった

から、コロナで。だからなかなか来ないんちゃう。 
（筆者）自粛規制が解除されたとしても、ですね。 
（女将さん）そうね、これが続くと店もやっていけへんで。 

 
 料理ができて、出前箱に入れて店を出る。自転車に乗って移動する。町にはほとんど人

が歩いていない。あるとしても自転車と車だけ通っている。110 番指令センターで自転車

をとめ、出前箱を持ってドアに入る。門番の警官に名簿を確認してもらう。手指を消毒し

たうえで、入館カードをもらう。エレベーターで上がり、○○センターのドアをノックす

ると、警官がドアを開けた。料理を渡し、代金を現金でもらう。1 階に降りてカードを返

して、自転車で帰る。カードを返して、自転車で帰り、店まで移動する。着いたら自転車

を置き、出前箱を持って店に入り、女将さんに報告する。筆者は自転車を店の横にとまり、

出前箱を取って店に入る。 
 

（筆者）ただいま。 
（女将さん）お帰り。警察どうでした。 
（筆者）あまり人いないですね。やはり、出勤の人が減ったんですね。 
（女将さん）でしょう。だからコロナがあったら店もあかんで、どこの店でも。 
（筆者）そうですね。うちの店まだ大丈夫ですかね。 
（女将さん）もうしばらくやるわ。無理やったらちょっと閉めるわ。 

 
 これを見て、やはりコロナウイルスが人たちに与える影響が大きいと感じた。コロナウ

イルスの感染を予防するため、多くの場所がシフト出勤もしくはテレワークに切り替えた

が、これがその職場の近くにある飲食店にひどいダメージを与えたのである。店を開いて

も客が来ない。出前があるとしても、コロナウイルスの影響で給料が減ったことで、節約

のために毎日注文しない。それが仕方ない現実である。しかし、店を閉めたとしても収入

がない。支援金を申し込んで、お金をもらっても、それほど補えない。だから、店を引き

続きやるしかない。それが多くの飲食店が遭遇している問題である。そのようなことを、

現在のバイトで実感したのである。 
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⑦ 京都のNPO団体24 
 自分が教育ボランティア活動をしている NPO 団体を観察対象とした。活動の中心は大

学生であり、普段は京都市内にある事務所へ集まり、ミーティングなどの活動をしていた。

しかし。2020 年 2 月ごろからは新型ウイルスの影響でオンラインでミーティングやイベ

ントを行っている。現在もミーティングやイベントはオンラインで行い、zoom や Google 
meet を使用している。新規メンバー募集も現在はオンラインで説明会など行っており、

例年よりも新規入会者数が少ない。例年 6 月中旬までを春の入会〆切としても受けている

が、今年は 7 月中旬まで 1 か月間延長することになった。団体に関する活動日の概要は表

11-7 の通りである。 
 

表11-8 NPO団体の活動 

 

 
 また、私がティーチングアシスタント（TA）として長期インターン兼アルバイトをし

ている京都市内の高校でも観察を行った。インターン自体は 2020 年 2 月から始めた。こ

の高校は安倍総理の学校休校宣言が出る前の 2 月末にはオンライン授業に切り替えており、

zoomを用いた授業を行っている。4～6月も zoomでの授業を行い、6月の上旬から分散登

校をできるような体制になっている。しかし、6 月中はキャンパスに来るか否かは自己判

断で、キャンパスにいる生徒もオンラインで PC を使用して授業をしている。7 月からは

全面的にキャンパスでの授業が始まるので、原則オンラインでの授業はなくなり、生徒も

教員も TA もキャンパスに行く必要がある。ただどうしても外出ができない人には、各キ

                                                        
 
24 この箇所は瀬﨑颯斗が執筆した。 

時間 内容

13:00～15:00
教育と仕事フェスというオンラインイベントに参加した。
ゲストは、OBの文部科学省の職員さんと地方教育委員会の職員さん。

参加者は大学生が中心で30名ほどで団体には所属していない人がほとんどだった。

16:00～18:05

労省に務めているOBさんのキャリアについてのオンライン勉強会に参加した。

関東関西の同期4人でそのOBさんに連絡を取り企画をした完全に内部の勉強会だった。

その人のプレゼンを聞き、国家公務員や厚生労働省の仕事、キャリアの軸をどうしていけば
いいのかということを質問した。

21:00～22:40

自分が参加するプロジェクトの東西合同のオンラインミーティングの主催をした。参加者は
関東は2年生3人、3年生1人、社会人1人、関西は2年生１人、3年生1人の計7人であった。内容

としては、東京都の中学校の先生から探究型学習の授業の企画と運営を依頼されたため、そ
の方針を決めるミーティングであった。
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ャンパスとは別に「オンラインキャンパス」というのに参加することで、全国のキャンパ

スに足を運べない生徒が集まり、オンライン授業を行うというフォローシステムを整えて

いる。 
 改めて記録をつけてみると、今まで対面で行われていた活動がすべてオンラインで行わ

れていることに気づいた。自宅から時間の負担なく教育ボランティア活動やインターンに

参加している。教育ボランティアに関してはむしろ、関東の主催のイベントに参加したり、

関東の OB さんに相談をしたり、関東との連携ミーティングを実施したりと、今までより

も活動の幅が広がっている気がする。今までは例えば、関東の理事と大事な打ち合わせを

したい時には、関西から直接赴くこともあった。しかし、オンラインで話を伺うのは失礼

にあたるのではないかと懸念していた打ち合わせなども、時間とお金のコストを下げてオ

ンラインで行うというのはごく自然な流れになってきて、自分としてはとてもありがたい

と感じた。 
 一方で、インターンでの TA は、キャンパスに行き生徒と直接会いたい気持ちが強い。

オンラインで一日中授業を受けるのはかなり辛く、休み時間や放課後の時間に何気なくか

わしていた会話がとても大事だったのだと気づかされた。大学の授業も同様に、何気ない

会話というものがなくなってしまい、一人暮らしをしている身としてはとても寂しい。 
 

(2) 訪問した場所での観察 

 韓国学生による記録は、カフェでの観察であった。新型コロナウイルス対策を詳しく記

述しており、現在の韓国を写し取った記録となった。 
 日本学生の記録は、スーパーマーケットが 2 例、ファストフード店と病院が 1 例ずつで

あった。社会生活の克明な記述をはじめ、韓国同様に新型コロナウイルスによる影響が伺

える記録となった。 
 
① 韓国地方都市のカフェ25 
 外出するとカフェで過ごすことが多いので、カフェで観察した。カフェは、S カフェ、

P カフェの 2 つを訪れた。 
 S カフェはコロナ以降テーブルの数と椅子の数を減らし、人々の間の距離をより遠くし

ていた。しかし、最近では再びその数を元に戻している。カウンター前の客が並ぶフロア

に黄色のテープを設置し、注文客と従業員との間隔を維持している。 
 一方、P カフェはコロナ以降も特に座席の配置変えていない。とはいえ従業員が頻繁に

テーブルを消毒する姿が見られる。 

                                                        
 
25 この箇所はハン・ジウォン(O)が執筆した。以下は観察記録を翻訳し、適宜編集したものである。 
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 S カフェと P カフェに共通して見られること。客の大半はマスクを所持しているが、会

話するときには使用していない人がほとんどである。従業員は常にマスクを着けている。

コロナ前後の客数はそのままである。特に試験期間には中学生、高校生、大学生がカフェ

に集まることが多く、午前から人がかなりいる。そのほか子供たちを連れてきた母親たち

の集まりや、家族の集まりもよく見られる。 
 
② 京都の歯科26 
 いつも治療を行っている矯正歯科クリニックにて、2 時間にわたる集団観察を行った。

治療は全て口元に集中され、鏡もなく治療の様子が感覚でしか判断できないため、その感

覚や、治療後鏡で見たときの変化から治療の様子を推測した。治療手段のほかに、スタッ

フの客に対する態度や、スタッフ同士の関係について観察した。 
 

 
図11-12 カフェの店内図 

 
 この日行ったことは、口の中に新たに 3 種類の矯正器具をつけることであった。治療時

間が長かったことと、同じ作業の繰り返しがあったため、治療中、スタッフから患者に対

する声掛けはほとんどなく、口もとに手が近づいてきたら無言で口を開けるという形で進

み、口を開けること以外の動作、例えば目を閉じるように言われたり、新たに付けられた

矯正器具の説明をされたこと以外はほとんど会話がなかった。スタッフの患者に対する態

度は、特別愛想がよいわけでも悪いわけでもなく、淡々とした態度であった。 
 しかしスタッフ同士の関係は非常に良好なようで、スタッフ同士で治療法について相談

したり、協力し合う場面が見られた。スタッフ同士だけでなく、スタッフと院長の関係も

                                                        
 
26 この箇所は白土絵梨が執筆した。 
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良いように見えた。基本的に、治療は若い女性のスタッフが行うのだが、その治療の判断

や確認は院長が行い、スタッフが行う治療に対しアドバイスをすることで、若いスタッフ

のスキルを高めているようだった。アドバイスを言う際も、怒ることは決してなく、冗談

も交えながら、フランクに教育を行っている様子だった。 
 コロナの影響はほとんど見られず、唯一見られた違いは、手洗いうがいを患者に徹底さ

せているということだけであった。入り口に貼られてあった張り紙とスタッフから直接の

声かけにより徹底し、洗面所にはハンドソープはもちろん、うがい薬は設置されており、

効果的な手洗い、うがいの仕方の指示が書いてある紙が洗面所に貼られてあった。歯医者

や歯科衛生士など、歯の治療をする人はコロナにかかりやすいと聞くが、ホームページを

みてもスタッフがコロナにかかったという情報は書かれておらず、患者も治療の効率など

を考えてコロナを考慮して治療日を先送りにするという判断をする人は少なかったようだ。 
 
③ 大阪のファストフード店27 
 店内には、テーブルが 12 卓、椅子が 30 脚あり、木材を基調としたインテリアが多くあ

り落ち着いた雰囲気であった（図 11−13 参照）。有線放送のラジオがかかっていた。店の

入り口には台に置かれた消毒液のボトルがあった。くわえて、レジの前には飛沫感染を防

ぐための透明なビニールのカバーが吊るされていた。店員は全員、マスク・ビニール手袋

を着用していた。これらはすべて、感染防止のためであると思われる。観察の便宜上、右

上のテーブルに「A1 卓」というようにすべてのテーブルに記号を付けた。 
 

 

図11-13 店内概観 

                                                        
 
27 この箇所は森口雄介が執筆した。 
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 観察は店内が全て見渡すことの出来る D4 卓において行った。はじめにテーブルに上述

の通り番号を振り、観察を行った間の店員と、業者や客を含む来店者の行動を筆記におい

て記録した。観察を続けるにつれ、主な観察の対象は店員同士の会話や行動に移った。こ

れは、店員が来店者に比べて集団としての性質をより強く有していたためであると考えら

れる。 
 次に、上記の方法にて記録した内容の一部を紹介する。筆記において行った記録を「時

刻・内容・補足」の 3 つに分けた。「内容」の欄には、観察対象の特徴や行動の内容を、

「補足」の欄には記録中に感じたことや気づいたことなどを分類した。表 11-4 において、

内容の例を示す。「時刻」には何らかの行動の起点の時刻を記した。人物の特徴は「年

齢・性別・服装」を基本として記録した。制服を着用していた店員については、「年齢・

性別」をもとに区別し、それぞれ「店員①・店員②」のようにした。店員同士の関係性な

ども「補足」の欄に記録した。加えて「補足」の欄には店員が用いていた用語や略語(例:
バッシング:テーブルを整え、次の客を受け入れることの出来る状態にすること)なども記

した。上述のように観察の対象が店員に移ったため、なるべく店員同士の会話内容や関係

性がうかがえるようなエピソードを記録することに勤めた。 
 

表11-9 記録内容の例 

 

 
 今回の調査を通じて、政府が発令した新型コロナウイルスの感染拡大防止のための緊急

事態宣言下において、入店前の手の消毒や飛沫感染を防ぐマスクやビニール手袋、透明な

時刻 内容 補足

16:25 観察開始。
全てのテーブルにおい

て活発な会話。

A:1…女性2人組。両方とも30代。

A:3…60代の夫婦。

若い男性とサラリーマ

ンの男性がテイクアウ

ト。

A:4…40代後半の女性。書類を机に広げ作業中。

D:1…長髪の男性と短髪の男性の二人組。

作業着を着ており、両方とも30代。

D:4…観察者とその友人。

店員②が店員①に作業の説明。

店員②が観察時刻内に

おいて最も立場が上と

思われる。

店員②は一度店外に出て、台車でバンズを店内

に搬入。

店員①と②が会話。

16:35
店員③退勤。店員が「おつかれさまです」の一

言。

私服に着替えた店員③はその後も店内に留まる。

16:30
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ビニールのカバーなど多くの感染対策が見受けられた。また、これらの感染対策が生活習

慣の一部となっていた「新しい日常」も多く発見された観察であった。店員や来店者は全

員がマスクを着用しており、店頭の消毒液のボトルには「消毒をお願いします」といった

張り紙もなかった。しかし観察中の店内は一貫して明るい雰囲気であったので、最低限の

対策をしつつ日常生活を送る姿も観察できた。 
 
④ 京都のスーパーマーケット28 
 6 月 5 日にスーパーマーケットで観察を行い、到着後に買い物をして店舗を出るまでを

記録した。スーパーマーケット側は、会計スタッフ（レジで会計をする。スタッフの年齢

は幅広い）、運搬スタッフ（商品の運搬をする。商品棚の整理）、料理スタッフ（鮮魚を

調理する）らがいる。その他に顧客がいる。 
 男性の運搬スタッフは不足している商品を運搬カードに載せて、商品棚の商品を補充し

ている。会計スタッフは、商品を買い物かごから取り出し、スキャナで商品コードをスキ

ャンし、精算かごに置く。スタッフは買い物の金額を顧客に教える。顧客のポイントカー

ドの有無を尋ねる。料理スタッフは、魚を切って、プラスチックの皿に乗せている。ラッ

プフィルムをかけて、値札をラップフィルムの上に貼る。 
 コロナウイルス感染症以前と比べて、スーパーの管理者はコロナウイルス拡大防止の対

策を進めていた。スーパーの入り口付近に消毒液が置いてあり、お客様へのマスク着用義

務化の願いもしていた。 
 
⑤ 京都のスーパーマーケット29 
 6 月 10 日に自宅近くのスーパーマーケットに訪れた際の様子を記述した。主な流れと

しては、16時 20分の入店から 17時 1分の退店まで、野菜コーナーから精肉コーナーをめ

ぐり全体を一周した後、レジを通って袋詰めの作業を行う過程を観察した。同店には、客

A（50代前後の女性・黒縁眼鏡・青のワンピース）、客B（20代の女性・シャツにスカー

ト）、店員A（20代の女性・エプロン着用）、店員B（30代前後の女性・エプロン着用・

眼鏡）、店員 C（50 代前後の女性・エプロン着用）の 5 名が確認できた。 
 この記録では、「入店」「全体一周」「レジ」の 3 つの出来事を取り上げた。 
 「入店」では、次のように記し、新型コロナウイルス対策の様子を描写している。 
 

入口に消毒液が置いてあり、周りにはボトルコーヒーやティッシュペーパーなどの

商品がある。自動ドアを入るとカゴが数個積まれているのを発見。手に取るが、振

                                                        
 
28 この箇所は温文煕が執筆した。 
29 この箇所以降は紙浦が執筆した。 
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り返るとドア外に 20 個前後カゴがあるのを発見。 
 
 「全体一周」では、次のように、全体の配置を中心に記述している。 
 

クーポン券での支払いのため、カゴに入れている商品の金額を確認。野菜コーナー

には時々虫が飛ぶ。精肉コーナーと鮮魚コーナーは隣接している。入口から最も奥

には冷凍食品、そこからレジに進む動線では総菜コーナーとパンコーナーがある。 
 
 「レジ」では、次のように書き記し、クーポン券をめぐる店内の混乱を描いている。 
 

 店員 A が対応。2,400 円ほどの金額。クーポンを 10 枚（3,000 円分）渡す。店員 A
は処理の仕方がわからず戸惑う。店員 A は隣のレジにいた店員 B に SOS。店員 A と

店員 B が入れ替わって対応。しかし店員 B も処理できず、「少しお待ちください」

と言って奥に下がる。2分後、店員Bが店員Cを連れて現れる。店員Cが商品を再び

打ち直し、クーポン 8 枚（2,400 円分）を処理。 
 
 なお、クーポン券とは下宿生向けの経済支援策として大学から支給されているものであ

り、新型コロナウイルスによる社会状況を受けて発行されたものである。 
 この集団観察では、新型コロナウイルスの影響が様々な形で見られた。消毒液やマスク

による衛生管理、クーポン券による経済支援など、コロナ状況下での対策を垣間見た。た

だ、換気によって店内に虫が入ってきたりクーポン券によって店員の業務が増加したりと

副作用もみられる。未知のウイルスなだけに対策は不可欠であろうが、可能な限り悪影響

を防いでいく必要もあるだろう。 
 

(3) 類似点・相違点 

 日韓の学生ともに新型コロナウイルスの影響が強くみられる観察結果となった。特に、

入り口付近に消毒液が置かれている様子やマスクの着用が拡大している状況は共通してい

た。また、日本側からは個人経営の危機が聞かれ、韓国側からは観光業への打撃が聞かれ

た点で、社会的影響だけでなく経済的影響も伺える記録となった。 
 一方、マスクを日常的に着用する日本とは異なり、韓国側からは（地域、場所、世代な

どにもよるが）マスクの着用が非日常的であるという意見があり、習慣的な違いを読み取

ることができた。その上、礼拝の観察は日本ではあまりみられない記録であり、新型コロ

ナの特殊な状況とも相まって重要な記録となった。 
 記録を種類別に見ると、さらに詳細な違いを知ることができる。「日常的にメンバーと

して関わっている集団の参与記録」では、調査者が飲食店や教育現場で働いていたため、
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コロナ状況下におけるサービス提供者の困難を知ることができた。特に、ユン・ジアンさ

んが述べた「ビニール手袋による作業効率の低下」や、中村さんが対応した「入店制限」

といった問題は、感染対策が求められる時世ならではのテーマであり、日韓ともに試行錯

誤しながら対処している印象を受ける。また、日本人にはあまり馴染みのない教会でも感

染対策がとられており、礼拝の配信が行われていたという事実もあった。一方で、オ・ウ

ヌさんの「観光産業の衰退」に関する記述や、何さんが勤める中華料理店の苦悩からは、

感染防止のために客足が遠のいている社会状況を切実に読み取ることができる。新型コロ

ナウイルスに対しては、日韓共通して店舗での対策をしているものの、平時ほどの活気に

は程遠いというのが現状のようである。 
 「訪問した場所での観察」では、消費者の視点からコロナ状況下におけるサービスを体

感した記述が集まった。中でも、ハン・ジウォンさんが観察したような消毒や席数制限、

森口さんの記録でのビニール手袋やカバーは、この時代に特有な状況である。不特定多数

が利用するスーパーでマスクや消毒といった対策がとられていた一方で、来客が限られて

おり衛生管理が徹底されている病院ではあまり目立った対策が見られなかった、というの

も貴重なデータとなった。 
 多くの記録が日韓の性格を反映したものとなった。韓国学生による観光地域での観察や

礼拝が行われる教会での観察は、韓国社会の現実的な様相を映し出している。一方で、日

本学生の NPO 団体での記録や病院での記録は、日常的に接触しない集団を対象としてお

り、価値ある資料となった。どの記録にも共通しているのは新型コロナウイルスの影響で

あり、飲食店をはじめとして多かれ少なかれ感染対策が敷かれている様子を確認できた。

現時点ではマスクと消毒を基本としてなるべく人々の接触を減らすのが対策になっている

が、社会的不便性だけでなく経済的危機も顕在化しつつある現状において、どのように困

難に打ち勝っていくのかは共通の課題だろう。 
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あとがき 

 
【板垣竜太】 
 例年、社会調査実習がはじまる前には、さまざまなお膳立てはしておきながらも、多難

な前途を想像して、うまく行くのか不安を抱くものである。だが、「はじめに」で書いた

ように、今年度は実習科目の開講自体を断念しようかというところまで一度考えたことも

あって、本当に最後まで辿り着くのか全く自信のないまま最初の授業を迎えた。それでも、

さまざまな実験的な調査を試み、今こうやって報告書の完成にまで至ることができ、やっ

てみてよかったと感慨無量である。 
 まず何よりも全北大学校の林慶澤先生に感謝申し上げたい。イムさん（と 20 数年来呼

んできた）の協力がなかったら、そもそもこの授業は成立しなかった。ご多忙のなか、い

つも快く対応していただいたことに、あらためてお礼申し上げる。全北大の大学院生と学

部生も、長期間にわたり朝から晩まで調査に協力してくださった。かなりプライベートな

こと（韓国風にいえば「敏感な情報」）まで丁寧に答えてもらい、結果的に一人一人名前

を出して謝辞を書けないことになってしまったのは心苦しい。COVID-19 がパンデミック

化してしまった世界を、かれらがどのような思いで、どのように生きているのか、そのリ

アリティの一部でもこの報告書で描けていれば幸いである。 
 この困難な実習の TA を担った金汝卿さんと金漢拏さんは、学生の世話役として、そし

て最も身近なインフォーマントとして大活躍した。学生をサポートし、教員のリクエスト

に応え、てんやわんやだったと思う。LINE や Google の自動翻訳だけではまず不可能だっ

た意思疎通を可能にしたのは、この 2 人である。 
 そして、この報告書の最大の功労者は何といっても同志社大生である。韓国のこともほ

とんど知るわけでもなく、言葉ができるわけでもないところから、4 ヶ月間で調査と報告

書執筆にまで至るのは、通常時でも困難である。あまつさえコロナ禍で、ふだんできるこ

ともできず、他の授業の課題も数多くこなさなければならないなかで、よくここまででき

たと思う。その粘り強さと創意工夫に対し、ここで心から賛辞を送りたい。 
 COVID-19 の流行でしばらく後景に退いていたとはいえ、昨年（2019 年）来、日韓関係

は最悪の状況である。戦時強制動員の被害者らの長年の訴えをようやく韓国の司法が受け

入れたところ、日本政府が輸出規制で対抗措置をおこなうなど強硬に反発したためである。

それ以前からもそうだったが、日本のマスメディアやインターネット言論などでは、「韓

国」「韓国人」という存在を敵視する論調で、それまで以上にあふれかえった。2020 年 2
～3 月に、韓国政府が体系的な COVID-19 対策を展開し、世界的にも注目されていたのだ

が、日本のマスメディアが当時それを揶揄することしかできなかったのも、そうした「嫌
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韓」的なフレームに支配されていたからである。 
 この社会調査実習が目指したのは、そうした「嫌韓」的なフレームを解体するとともに、

その裏返しで単純に韓国を賞賛するのでもなく、日韓の地続きの問題を、同じくもがいて

いる同世代の視線で描き出すことだった。同志社大の学生（そのなかには中国人留学生も

含む）が韓国の学生の置かれた状況を描くということに中心を据えているという点では、

この報告書のタイトルは「韓国の大学生の現在」というようなものにしてもよかったのか

もしれない。しかしながら、「韓国の大学生の現在」をしっかり認識し、描き出すために

は、同時に本報告書の執筆者たちが置かれている「日本の大学生の現在」を相対化するこ

と抜きにはあり得ない。その意味を込めて、本報告書のタイトルは「日韓大学生の比較研

究」としたのである。 
 本報告書は、事前の準備も不十分で、急いで調査し、慌ただしく仕上げなければならな

かったため、至らない点が多々あることは承知している。しかし、失敗や誤解も含めて多

様な経験を蓄積したこの報告書が、今後のために踏み台になってもらえればと、私は願っ

ている。 
 
【中村早希、何欽】 
 LINE 上の文面でしか互いを知らないなかでも私たちを信用し、試験が忙しいなかでも

調査に協力してくれた全北大の 2 人の学生にはとても感謝しています。また、調査対象者

とのやりとりや資料収集において言語の翻訳に協力していただいた TA の金漢拏さんと金

汝卿さん、実習全体を通して指導していただいた板垣先生に心より感謝いたします。 
 
【瀬崎颯斗、紙浦直也】 
 本調査を進めるに当たり、本実習の担当教員である板垣教授には調査アンケートや調査

全般において多大な助言を賜りました。厚く感謝を申し上げます。また、TA の金漢拏さ

ん、金汝卿さんには、全北大生との連絡やりとりや翻訳において協力をしていただきまし

た。今回の調査にあたって私自身の調査研究能力と韓国の学生との言語の壁が最大の懸念

点であったため、板垣教授、金漢拏さん、金汝卿さんのご協力がなければこの調査を完遂

することはできなかったと思います。調査対象者の全北大生とは一度も顔を合わせること

なく調査を続けることとなりましたが、とても親切かつ丁寧に回答をしていただき、快く

調査に協力していただけたことを大変有難く思います。厚く御礼を申し上げ、感謝する次

第です。 
 
【森口雄介、白土絵梨】 
 本章の執筆にあたって、きめ細やかな指導と丁寧な推敲で本文を「報告書」と呼べるも

のにしてくださった板垣先生、またインタビューの際の通訳としてだけではなく、韓国人
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学生との言語の差をなくすサポートをしていただいた大学院生の金汝卿さんと金漢拏さん、

また韓国語に不自由な筆者のために本章において必須であった韓国軍の基礎データを提供

してくださった同じく大学院生の森田和樹さんにも謝辞を述べたい。  
 最後に、見ず知らずの筆者に対し、率直な意見を数多く伝えてくださった韓国人学生の

皆様、特に長時間にわたるインタビューを快諾していただくなど本章の執筆のために多大

なる協力をしていただいたオ・ウヌさんや、長期間数多くの質問に対し自身の経験や、知

識を教えてくださったユン・ジアンさん、同じ班ではないにも関わらず調査に協力してく

ださったホン・ドンミンさん、イム・ギュリさん、イ・ヒョンジュンさんに心からの感謝

の意を述べる。 
 
【中島美瑛、温文熙】 
 本調査の趣旨を理解し、快く協力していただいた調査対象者のイ・ヒョンジュンさんと

カン・ソジンさんに、心より感謝申し上げます。 
 そして、調査全般においてご指導をいただき、的確な助言をしてくださった板垣先生、

調査対象者との円滑なコミュニケーションに尽力していただいた TA の金汝卿さん、金漢

拏さんのお三方には大変お世話になりました。ありがとうございます。 
 
【金汝卿】 
 これまで通年だった社会調査実習が半年間で、しかも遠隔による授業と実習ということ

で最初は不安が多くありました。にもかかわらず、この半年間実習を共にすることで絆が

生じました。いつもすぐ対応してくださった全北大学校大学院生には、たいへんお世話に

なりました。お陰様で調査がスムーズに進行できました。また無理な要請にもすぐ応じて

くださった大学院生の金漢拏さんにも深く感謝申し上げます。誰よりも、負担になりうる

調査にいつも喜んで協力してくださった全北大学校の皆様に深謝いたします。また、同志

社大学の学生の労苦からもたくさん学ばせていただきました。下手なアシスタントにもす

ぐに応じてくださって、厚くお礼申し上げます。最後に、このような大切な場を設けてく

ださり、予期しない状況の中でも揺らぐことなく指導してくださった板垣先生、林慶澤先

生に深厚な感謝を申し上げます。先生方の友情と指導方法に大変深い感動を覚えながら勉

強でき、とても恵まれている環境の中でいることを毎度感じております。誠にありがとう

ございます。 
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